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平成２５年第１回西予市議会定例会会期日程表 

 

会期３月１日（金）～３月２２日（金）    （会期２２日間） 
 

月  日 曜日 日   程 備  考 

 ３月 １日 金 本会議（開会） 

・理事者提案説明（午後１時開 

 会） 

・即決議案採決 

・一般質問通告〆切（午後５時 

 迄） 

 ３月 ２日 土 休   会  

 ３月 ３日 日 休   会  

 ３月 ４日 月 休   会  

 ３月 ５日 火 休   会  

 ３月 ６日 水 休   会  

 ３月 ７日 木 休   会  

 ３月 ８日 金 本 会 議 
・代表質問・一般質問（午前９時 

 開会） 

 ３月 ９日 土 休   会  

 ３月１０日 日 休   会  

 ３月１１日 月 本 会 議 ・一般質問（午前９時開会） 

 ３月１２日 火 
本会議 

常任・特別委員会 

・質疑・委員会付託（午前９時開 

 会） 

・補正予算採決 

 ３月１３日 水 常任委員会  

 ３月１４日 木 常任委員会  

 ３月１５日 金 常任委員会 予備日 

 ３月１６日 土 休   会  

 ３月１７日 日 休   会  

 ３月１８日 月 休   会  

 ３月１９日 火 休   会 ・討論通告〆切 

 ３月２０日 水 休   会  

 ３月２１日 木 休   会  

 ３月２２日 金 本会議（閉会） 
・委員長報告（午後２時開会） 

・質疑・討論・採決 
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       平成２５年第１回西予市議会定例会会議録（第１号） 

１．招 集 年 月 日 平成２５年３月１日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     会 平成２５年３月１日 

          午後１時００分 

１．散     会 平成２５年３月１日 

          午後４時４３分 

１．出 席 議 員        

    １番  源   正 樹 

    ２番  井 関 陽 一 

    ３番  菊 池 純 一 

    ４番  田 中 徳 博 

    ５番  中 村 敬 治 

    ６番  二 宮 一 朗 

    ７番  兵 頭   学 

    ８番  小 野 正 昭 

    ９番  松 山   清 

   １０番  宇都宮 明 宏 

   １１番  松 島 義 幸 

   １２番  元 親 孝 志 

   １３番  沖 野 健 三 

   １４番  森 川 一 義 

   １５番  藤 井 朝 廣 

   １６番  浅 野 忠 昭 

   １７番  岡 山 清 秋 

   １８番  酒 井 宇之吉 

   １９番  兵 頭   勇 

   ２０番  山 本 昭 義 

   ２１番  梅 川 光 俊 

１．欠 席 議 員 

    な  し 

１．会議録署名議員 

   １４番  森 川 一 義 

   １５番  藤 井 朝 廣 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

   市     長  三 好 幹 二 

   副  市  長  九 鬼 則 夫 

   教  育  長  宇都宮 又 重 

   公営企業部長  松 山 一 郎 

   会 計 管 理 者  井 上 謙 二 

   総務企画部長  河 野 敏 雅 

   産業建設部長  福 原 純 一 

   生活福祉部長  三 好 幸 二 

   教 育 部 長  兵 頭 三 樹 

   明 浜 支 所 長  平 田 與 輝 

   野 村 支 所 長  井 上 尚 喜 

   城 川 支 所 長  徳 居 隆 利 

   三 瓶 支 所 長  西園寺 良 徳 

   消防本部消防長  清 水 敏 昭 

   総 務 課 長  宗   正 弘 

   財 政 課 長  道 山 升 文 

   企画調整課長  宇都宮 松 夫 

   監 査 委 員  正 司 哲 浩 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  上 田 甚 正 

   議  事  係  佐 藤 陽一郎 

１．議 事 日 程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 

        



－2－ 

      議  事  日  程 

 １ 会議録署名議員の指名 

  （１４番 森川一義、１５番 藤井朝廣） 

 ２ 会期の決定 

  （３月１日～３月２２日 ２２日間） 

 ３ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

諮問第 ２号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

 ４ 議案第 ２号 財産の無償貸付について 

 ５ 議案第 ３号 西予市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準等を定

める条例制定について 

議案第 ４号 西予市指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指

定地域密着型介護予防サー

ビスに係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関

する基準等を定める条例制

定について 

議案第 ５号 西予市新型インフルエンザ

等対策本部条例制定につい

て 

議案第 ６号 西予市都市下水路条例制定

について 

議案第 ７号 西予市高齢者、障害者等の

移動等の円滑化のために必

要な特定公園施設の設置に

関する基準を定める条例制

定について 

議案第 ８号 西予市高齢者、障害者等の

移動等の円滑化のために必

要な市道の構造に関する基

準を定める条例制定につい

て 

議案第 ９号 西予市市道の構造の技術的

基準を定める条例制定につ

いて 

議案第１０号 西予市市道に設ける案内標

識等の寸法を定める条例制

定について 

議案第１１号 西予市準用河川管理施設等

の構造の技術的基準を定め

る条例制定について 

議案第１２号 西予市営住宅等の整備基準

を定める条例制定について 

議案第１３号 西予市布設工事監督者の配

置基準及び資格基準並びに

水道技術管理者の資格基準

に関する条例制定について 

議案第１４号 西予市情報公開条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

議案第１５号 西予市個人情報保護条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

議案第１６号 西予市職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

議案第１７号 西予市立幼稚園における保

育料等徴収条例の一部を改

正する条例制定について 

議案第１８号 西予市歴史民俗資料館及び

郷土文化保存伝習施設条例

の一部を改正する条例制定

について 

議案第１９号 西予市乳幼児及び児童医療

費助成条例の一部を改正す

る条例制定について 

議案第２０号 西予市敬老祝金条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

議案第２１号 西予市隣保館条例の一部を

改正する条例制定について 

議案第２２号 西予市小集落改良住宅管理

条例の一部を改正する条例

制定について 

議案第２３号 西予市農村改善センター条

例の一部を改正する条例制

定について 

議案第２４号 西予市企業誘致条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

議案第２５号 西予市乙亥の里条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

議案第２６号 西予市都市公園条例の一部

を改正する条例制定につい
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て 

議案第２７号 西予市道路占用料徴収条例

の一部を改正する条例制定

について 

議案第２８号 西予市営住宅管理条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

議案第２９号 西予市単独市営住宅条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

議案第３０号 西予市野村介護老人保健施

設つくし苑職員の特殊勤務

手当に関する条例の一部を

改正する条例制定について 

 ６ 議案第３１号 西予市乙亥の里の指定管理

者の指定について 

議案第３２号 西予市みかめ海の駅の指定

管理者の指定について 

議案第３３号 西予市大野ヶ原育成牧場の

指定管理者の指定について 

議案第３４号 市道路線の廃止について 

議案第３５号 市道路線の認定について 

議案第３６号 西予市営土地改良事業の施

行について 

 ７ 議案第３７号 平成２４年度西予市一般会

計補正予算（第６号） 

 ８ 議案第３８号 平成２４年度西予市授産場

特別会計補正予算（第３

号） 

議案第３９号 平成２４年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

補正予算（第１号） 

議案第４０号 平成２４年度西予市国民健

康保険特別会計補正予算

（第４号） 

議案第４１号 平成２４年度西予市後期高

齢者医療特別会計補正予算

（第３号） 

議案第４２号 平成２４年度西予市介護保

険特別会計補正予算（第３

号） 

議案第４３号 平成２４年度西予市農業集

落排水事業特別会計補正予

算（第４号） 

議案第４４号 平成２４年度西予市公共下

水道事業特別会計補正予算

（第４号） 

議案第４５号 平成２４年度西予市上水道

事業会計補正予算（第３

号） 

議案第４６号 平成２４年度西予市病院事

業会計補正予算（第５号） 

議案第４７号 平成２４年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計補

正予算（第３号） 

 ９ 議案第４８号 平成２５年度西予市一般会

計予算 

１０ 議案第４９号 平成２５年度西予市授産場

特別会計予算 

議案第５０号 平成２５年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

予算 

議案第５１号 平成２５年度西予市育英会

奨学資金貸付特別会計予算 

議案第５２号 平成２５年度西予市国民健

康保険特別会計予算 

議案第５３号 平成２５年度西予市後期高

齢者医療特別会計予算 

議案第５４号 平成２５年度西予市介護保

険特別会計予算 

議案第５５号 平成２５年度西予市農業集

落排水事業特別会計予算 

議案第５６号 平成２５年度西予市公共下

水道事業特別会計予算 

議案第５７号 平成２５年度西予市簡易水

道事業特別会計予算 

議案第５８号 平成２５年度西予市上水道

事業会計予算 

議案第５９号 平成２５年度西予市病院事

業会計予算 

議案第６０号 平成２５年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計予

算 
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本日の会議に付した事件 

 １ 会議録署名議員の指名 

 ２ 会期の決定 

 ３ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

諮問第 ２号 人権擁護委員候補者の推薦

について 

 ４ 議案第 ２号 財産の無償貸付について 

 ５ 議案第 ３号 西予市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準等を定

める条例制定について 

議案第 ４号 西予市指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指

定地域密着型介護予防サー

ビスに係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関

する基準等を定める条例制

定について 

議案第 ５号 西予市新型インフルエンザ

等対策本部条例制定につい

て 

議案第 ６号 西予市都市下水路条例制定

について 

議案第 ７号 西予市高齢者、障害者等の

移動等の円滑化のために必

要な特定公園施設の設置に

関する基準を定める条例制

定について 

議案第 ８号 西予市高齢者、障害者等の

移動等の円滑化のために必

要な市道の構造に関する基

準を定める条例制定につい

て 

議案第 ９号 西予市市道の構造の技術的

基準を定める条例制定につ

いて 

議案第１０号 西予市市道に設ける案内標

識等の寸法を定める条例制

定について 

議案第１１号 西予市準用河川管理施設等

の構造の技術的基準を定め

る条例制定について 

議案第１２号 西予市営住宅等の整備基準

を定める条例制定について 

議案第１３号 西予市布設工事監督者の配

置基準及び資格基準並びに

水道技術管理者の資格基準

に関する条例制定について 

議案第１４号 西予市情報公開条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

議案第１５号 西予市個人情報保護条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

議案第１６号 西予市職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

議案第１７号 西予市立幼稚園における保

育料等徴収条例の一部を改

正する条例制定について 

議案第１８号 西予市歴史民俗資料館及び

郷土文化保存伝習施設条例

の一部を改正する条例制定

について 

議案第１９号 西予市乳幼児及び児童医療

費助成条例の一部を改正す

る条例制定について 

議案第２０号 西予市敬老祝金条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

議案第２１号 西予市隣保館条例の一部を

改正する条例制定について 

議案第２２号 西予市小集落改良住宅管理

条例の一部を改正する条例

制定について 

議案第２３号 西予市農村改善センター条

例の一部を改正する条例制

定について 

議案第２４号 西予市企業誘致条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

議案第２５号 西予市乙亥の里条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

議案第２６号 西予市都市公園条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

議案第２７号 西予市道路占用料徴収条例
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の一部を改正する条例制定

について 

議案第２８号 西予市営住宅管理条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

議案第２９号 西予市単独市営住宅条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

議案第３０号 西予市野村介護老人保健施

設つくし苑職員の特殊勤務

手当に関する条例の一部を

改正する条例制定について 

 ６ 議案第３１号 西予市乙亥の里の指定管理

者の指定について 

議案第３２号 西予市みかめ海の駅の指定

管理者の指定について 

議案第３３号 西予市大野ヶ原育成牧場の

指定管理者の指定について 

議案第３４号 市道路線の廃止について 

議案第３５号 市道路線の認定について 

議案第３６号 西予市営土地改良事業の施

行について 

 ７ 議案第３７号 平成２４年度西予市一般会

計補正予算（第６号） 

 ８ 議案第３８号 平成２４年度西予市授産場

特別会計補正予算（第３

号） 

議案第３９号 平成２４年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

補正予算（第１号） 

議案第４０号 平成２４年度西予市国民健

康保険特別会計補正予算

（第４号） 

議案第４１号 平成２４年度西予市後期高

齢者医療特別会計補正予算

（第３号） 

議案第４２号 平成２４年度西予市介護保

険特別会計補正予算（第３

号） 

議案第４３号 平成２４年度西予市農業集

落排水事業特別会計補正予

算（第４号） 

議案第４４号 平成２４年度西予市公共下

水道事業特別会計補正予算

（第４号） 

議案第４５号 平成２４年度西予市上水道

事業会計補正予算（第３

号） 

議案第４６号 平成２４年度西予市病院事

業会計補正予算（第５号） 

議案第４７号 平成２４年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計補

正予算（第３号） 

 ９ 議案第４８号 平成２５年度西予市一般会

計予算 

１０ 議案第４９号 平成２５年度西予市授産場

特別会計予算 

議案第５０号 平成２５年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

予算 

議案第５１号 平成２５年度西予市育英会

奨学資金貸付特別会計予算 

議案第５２号 平成２５年度西予市国民健

康保険特別会計予算 

議案第５３号 平成２５年度西予市後期高

齢者医療特別会計予算 

議案第５４号 平成２５年度西予市介護保

険特別会計予算 

議案第５５号 平成２５年度西予市農業集

落排水事業特別会計予算 

議案第５６号 平成２５年度西予市公共下

水道事業特別会計予算 

議案第５７号 平成２５年度西予市簡易水

道事業特別会計予算 

議案第５８号 平成２５年度西予市上水道

事業会計予算 

議案第５９号 平成２５年度西予市病院事

業会計予算 

議案第６０号 平成２５年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計予

算 
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  開会 午後１時００分 

○議長 皆さんこんにちは。 

 従来でありますと、３月定例会、おはようござ

いますで始まるわけでございますが、本日は西予

市内３つの高校で卒業式が挙行されました。その

ことによりまして定例会時間を繰り下げまして、

午後１時から開会といたします。 

 それでは、ただいまより会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は２１名であります。これ

より平成２５年第１回西予市議会定例会を開会い

たします。 

 三好市長より今定例会招集の挨拶があります。 

 三好市長。 

○三好市長 皆さんどうもこんにちは。 

 平成２５年第１回西予市議会定例会の開会に当

たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 ３月の声を聞き厳しかった寒さも幾分和らぎ、

日差しの中で春の気配を感じられるきょうこのご

ろでございますが、議員の皆様におかれまして

は、年度末を控え公私ともにご多忙の中、本定例

会にご出席を賜り厚くお礼を申し上げます。 

 さて、国では昨年末衆議院議員選挙に伴う政権

交代により、第２次安倍内閣が誕生いたしまし

た。政権交代から２カ月余りしか経過しておりま

せんが、新政権の経済対策への期待感から、長く

続いていた円高・株安の経済状況が円安・株高に

転じました。新政権になって何か変わりつつある

と感じているところでございます。政府は２月１

８日に安倍首相を議長とする第２回産業競争力会

議を開催し、その中で首相は、農業を成長分野と

して位置づけ、産業として伸ばしたいと強調さ

れ、林農水相が農産物輸出の倍増や農地のフル活

用を目指す方針を表明されました。これは耕作放

棄地の未然防止とその解消策を講じることで農地

をフル活用するとともに、国内での食料需要が見

込めない中で、人口がふえる海外に農産物を売り

込むという戦略で、その輸出額の目標を現在の

４，５００億円から２０２０年に１兆円と倍増さ

せるというものでございます。このことは、第１

次産業を基幹産業とする西予市にとっては、歓迎

すべき政策であると思われますが、一方この背景

には、農地の集約化や大規模農家を育て、日本の

農家の約８割を占める兼業農家を減らしていくと

いう政策が見え隠れいたしております。そんな中

でありますが、皆様もご承知のとおり、先月２３

日の日米首脳会談後において、安倍首相はＴＰＰ

交渉参加に向け早い段階で決断したいと明言され

ました。安倍首相の発言は、農業分野の重要品目

を完全撤廃の例外として認めることができると判

断されたものではないかと思われますが、具体的

な例外対象品目や農業支援策の内容によっては、

地域経済や食料の安定供給に大きな影響が出るお

それがあります。西予市にとりましては、ＴＰＰ

交渉参加は国政における最大の関心事であり、今

後の国の動向を注視する必要があります。 

 さて、話題を西予市に転じますが、先月伊方原

発で事故が起きたときの対策拠点となるオフサイ

トセンターが西予市へ移転・新設されることが愛

媛県より発表されました。オフサイトセンターの

建設に係る詳細については、今後具体的に県から

示されるものと思われますが、設置される本市と

しましては、県民の安全・安心の確保のため、立

地自治体としての役割を果たしていきたいと考え

ています。 

 さて、本定例会は、市政にとって新年度予算を

審議いただく非常に重要な議会でございますが、

特に平成２５年度は西予市合併１０年目の記念す

べき区切りの年であります。今回の定例会では、

議員の皆さんから一般質問をお受けするとともに

平成２５年度の市政に係る私の所信の一端を申し

上げるほか、議案として条例制定１１件、同改正

１７件、指定管理者の指定３件、補正予算１１

件、２５年度予算１３件など、合計６１件に上る

多くの案件を上程いたし、ご審議をお願い申し上

げるものでございます。議案の提案理由につきま

しては、上程の際にご説明申し上げますので、何

とぞ慎重にご審議をいただき、ご承認、ご決定を

賜りますようお願い申し上げまして、甚だ簡単で

ございますけれども、招集のご挨拶とさせていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

○議長 次に、前定例会以降における諸般の報告

は、お手元に配付のとおりでありますので、お目

通しを願います。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであ

ります。 

  （日程１） 

○議長 まず、日程第１、会議録署名議員の指名

を行います。 

 今回の会議録署名議員に１４番森川一義君、１
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５番藤井朝廣君の両名を指名いたします。 

  （日程２） 

○議長 次に、日程第２、会期の決定を議題とい

たします。 

 お諮りいたします。 

 今回の会期は、本日から３月２２日までの２２

日間といたしたいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、本日か

ら３月２２日までの２２日間と決定いたしまし

た。 

  （日程３） 

○議長 次に、日程第３、諮問第１号「人権擁護

委員候補者の推薦について」及び諮問第２号「人

権擁護委員候補者の推薦について」の２件を一括

議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 三好市長。 

○三好市長 諮問第１号及び諮問第２号の「人権

擁護委員候補者の推薦について」一括して提案理

由のご説明を申し上げます。 

 法務大臣から委嘱された本市の人権擁護委員の

うち、２名の方が平成２５年６月３０日をもって

任期満了となります。 

 その後任につきまして検討しました結果、野村

町の栗田滿氏を再任として引き続き推薦すること

とし、同じく野村町の谷本英樹氏を新任として推

薦したいと存じます。 

 栗田氏は、人権擁護委員として熱心に活動さ

れ、地域住民の信望も厚く、大洲人権擁護委員協

議会西予部会長を務められておるなど、西予市の

中でも中心的な役割を果たしております。 

 また、谷本氏は、ＰＴＡ活動や公民館の運営な

ど社会教育に携わられた経験により人権問題に深

い見識を持ち合わせており、その温厚な人柄は地

域住民の信頼も厚いものがあります。推薦に係り

ます２名の方は、それぞれ人格、識見が高く、広

範な知識と豊かな経験から社会の実情全般に通じ

ておられ、人権擁護に深い理解があり適任である

と考え、人権擁護委員法第６条第３項に基づき議

会のご意見を聞くものであります。 

 以上、よろしくご審議の上、ご決定くださいま

すようお願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

 これより本案２件に対する一括質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 諮問第１号及び諮問第２号の２件は、会議規則

第３７条第３項の規定により委員会付託を省略し

たいと思います。これにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 討論の通告がありませんので、討論を終結とい

たします。 

 これより諮問ごとに採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 まず、諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦

について」は原案のとおり決定することに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、諮問第１号は原

案のとおり同意することに決定いたしました。 

 次に、諮問第２号「人権擁護委員候補者の推薦

について」は原案のとおり決定することに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、諮問第２号は原

案のとおり同意することに決定いたしました。 

  （日程４） 

○議長 次に、日程第４、議案第２号「財産の無

償貸付について」を議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 議案第２号「財産の無償貸

付について」提案理由のご説明を申し上げます。 

 平成２２年３月末に閉校いたしました下泊小学

校の跡地利用につきましては、地域の実情や要望

に応じて積極的に活用していくこととしており、

当該施設の有効活用について検討してまいりまし

た。今回地元からの要望も踏まえ、下泊地区にお

ける地域医療を確保するため、現在三瓶町蔵貫浦

及び皆江地区において診療所を開設されている樋

口医師に、旧下泊小学校校舎の一部を診療所施設
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として無償で貸し付けるものであります。 

 以上、よろしくご審議の上、ご決定くださいま

すようお願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

 これより本案に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第２号は会議規則第３７条第３項の規定に

より委員会付託を省略したいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 討論の通告がありませんので、討論を終結とい

たします。 

 これより採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第２号「財産の無償貸付について」は原案

のとおり決定することに賛成の議員の起立を求め

ます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第２号は原

案のとおり決定いたしました。 

  （日程５） 

○議長 次に、日程第５、議案第３号「西予市指

定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運

営に関する基準等を定める条例制定について」か

ら議案第３０号「西予市野村介護老人保健施設つ

くし苑職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を

改正する条例制定について」までの２８件を一括

議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 議案第３号「西予市指定地

域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準等を定める条例制定について」提案理

由のご説明を申し上げます。 

 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の

推進を図るための関係法律の整備に関する法律、

いわゆる第１次一括法及び介護サービス基盤強化

のための介護保険法等の一部を改正する法律の施

行に伴い介護保険法の一部が改正され、地域密着

型サービス事業者の法人格要件、地域密着型介護

老人福祉施設の入所定員並びに地域密着型サービ

スの人員基準及び設備運営に関する基準について

条例で定めることとされました。これに伴い厚生

労働省令を参酌するとともに、地域の実情を踏ま

えて制定された県条例の独自基準に基づき本条例

を定めるものであります。 

 続きまして、議案第４号「西予市指定地域密着

型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営

並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介

護予防のための効果的な支援の方法に関する基準

等を定める条例制定について」提案理由のご説明

を申し上げます。 

 本議案は、議案第３号と同じ法改正により、地

域密着型介護予防サービス事業者の法人格要件並

びに地域密着型介護予防サービスの人員基準及び

設備運営に関する基準などについて条例で定める

こととされました。これに伴い厚生労働省令を参

酌するとともに、地域の実情を踏まえて制定され

た県条例の独自基準に基づき本条例を定めるもの

であります。 

 続きまして、議案第５号「西予市新型インフル

エンザ等対策本部条例制定について」提案理由の

ご説明を申し上げます。 

 新型インフルエンザ等の発生時において、国民

の生命と健康を保護し、国民生活や経済に及ぼす

影響を最少とすることを目的として、平成２４年

５月に新型インフルエンザ等対策特別措置法が公

布されました。本条例はこの法律に基づき、新型

インフルエンザ等緊急事態宣言がされたとき、西

予市が設置しなければならない西予市新型インフ

ルエンザ等対策本部について必要な事項を定める

ため制定するものであります。 

 以上、３議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 議案第６号「西予市都市下

水路条例制定について」提案理由のご説明を申し

上げます。 

 平成２３年８月に公布されました地域の自主性

及び自立性を高めるための改革の推進を図るため

の関係法律の整備に関する法律、いわゆる第２次

一括法により下水道法の一部が改正されました。

この法改正により公衆衛生の向上の確保及び公共

用水域の水質を保全する観点から、都市下水路の
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構造及び維持管理の基準等を条例で定めることと

されました。これに伴い本市の都市下水路の構造

及び維持管理の技術上の基準等について政令に基

づき本条例を定めるものであります。 

 続きまして、議案第７号「西予市高齢者、障害

者等の移動等の円滑化のために必要な特定公園施

設の設置に関する基準を定める条例制定につい

て」提案理由のご説明を申し上げます。 

 第２次一括法の施行により、高齢者、障害者等

の移動等の円滑化の促進に関する法律の一部が改

正され、都市公園内の園路、広場、駐車場及び便

所等の施設におけるバリアフリー化に関する構造

基準を条例で定めることとされました。これに伴

い高齢者や障害者等が都市公園を円滑に移動でき

るよう国土交通省令に基づき本条例を定めるもの

であります。 

 続きまして、議案第８号「西予市高齢者、障害

者等の移動等の円滑化のために必要な市道の構造

に関する基準を定める条例制定について」提案理

由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、議案第７号と同法改正により、市道

の新設または改築を行うときに道路のバリアフリ

ー化に関する構造基準を条例で定めることとされ

ました。これに伴い高齢者や障害者等が市道を円

滑に移動できるよう国土交通省令に基づき本条例

を定めるものであります。 

 続きまして、議案第９号「西予市市道の構造の

技術的基準を定める条例制定について」提案理由

のご説明を申し上げます。 

 第１次一括法の施行により、道路法の一部が改

正され、市道の道路構造の技術的基準について、

設計車両、建築限界、橋の設計及び自動車荷重に

係る基準を除き条例で定めることとされました。

これに伴い市道の新設または改築を行うときの道

路構造の技術的基準について政令に基づき本条例

を定めるものであります。 

 続きまして、議案第１０号「西予市市道に設け

る案内標識等の寸法を定める条例制定について」

提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、議案第９号と同じ法改正により、市

道に設ける案内標識等の寸法を条例で定めること

とされました。これに伴い本市の市道に設ける案

内標識等の寸法の基準について国土交通省令に基

づき本条例を定めるものであります。 

 続きまして、議案第１１号「西予市準用河川管

理施設等の構造の技術的基準を定める条例制定に

ついて」提案理由のご説明を申し上げます。 

 第１次一括法の施行により、河川法等が改正さ

れ、全国一律で定められていた準用河川の河川管

理施設等に関する構造基準について条例で定める

こととされました。これに伴い市内９本の準用河

川の改修及び管理を行うため政令に基づき本条例

を定めるものであります。 

 続きまして、議案第１２号「西予市営住宅等の

整備基準を定める条例制定について」提案理由の

ご説明を申し上げます。 

 第１次一括法の施行により、公営住宅法の一部

が改正され、公営住宅及び共同施設の整備基準に

ついて条例で定めることとされました。これに伴

い国土交通省令で定める公営住宅等整備基準に基

づき本条例を定めるものであります。 

 以上、７議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 松山公営企業部長。 

○松山公営企業部長 議案第１３号「西予市布設

工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技

術管理者の資格基準に関する条例制定について」

提案理由のご説明を申し上げます。 

 第１次一括法の施行により、水道法の一部が改

正され、水道事業の布設工事監督者の配置基準及

び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準につ

いて条例で定めることとされました。これに伴い

技術上の監督業務を行わせなければならない水道

の布設工事の基準及び当該工事の施工に関する技

術上の監督業務を行う者に必要な資格基準並びに

水道技術管理者に必要な資格基準について政令等

に基づき本条例を定めるものでございます。よろ

しくご審議の上、ご決定くださいますようお願い

申し上げます。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 議案第１４号「西予市情報

公開条例の一部を改正する条例制定について」、

議案第１５号「西予市個人情報保護条例の一部を

改正する条例制定について」一括して提案理由の

ご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、郵政民営化法等の施行に伴う関

係法律の整備等に関する法律に基づき、非開示情

報である個人に関する情報の例外を定める規定か

ら日本郵政公社に係る部分を除外するため所要の

整理を行うものであります。 
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 そのほか平成２４年６月２７日に国有林野の有

する公益的機能の維持増進を図るための国有林野

の管理経営に関する法律等の一部を改正する等の

法律が公布され、国有林野事業が国営企業でなく

なることからあわせて所要の整理を行うものでご

ざいます。 

 続きまして、議案第１６号「西予市職員の特殊

勤務手当に関する条例の一部を改正する条例制定

について」提案理由のご説明を申し上げます。 

 特殊勤務手当は、著しく困難、危険、不快また

は不健康な勤務、その他の通常にない勤務である

こととあわせて、その特殊性を給料で考慮するこ

とが適当でない場合に支給できるものとなってお

ります。今回定める行旅死亡人の取扱手当は、精

神的、肉体的負担が大きく、その職務の困難性や

精神的ストレスは通常業務の範囲を超えた特殊性

があることから特殊勤務手当に加えるよう本条例

の一部を改正するものであります。 

 以上、３議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願いを申し上げます。 

○議長 兵頭教育部長。 

○兵頭教育部長 議案第１７号「西予市立幼稚園

における保育料等徴収条例の一部を改正する条例

制定について」提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 現在西予市の公立幼稚園では、幼稚園教育要領

に基づく教育課程に係る教育時間の終了後に行う

預かり保育事業は実施しておりませんが、市内の

私立幼稚園では、子育て支援の一環として預かり

保育事業が実施されており、全国の公立幼稚園で

も半数以上が実施している状況にあります。教育

委員会では、核家族化や共働きの家庭がふえる中

で、多くの保護者から預かり保育事業の要望があ

ることから、同事業の実施について昨年６月に西

予市児童教育施設幼保一体化検討委員会へ諮問を

行い、１２月に公立幼稚園においても預かり保育

事業を実施すべきとの答申を受けました。教育委

員会では、この答申を踏まえ、幼稚園教育の一層

の充実を図るため、平成２５年４月１日から野村

幼稚園における預かり保育事業を実施することと

し、本条例の一部を改正するものであります。 

 続きまして、議案第１８号「西予市歴史民俗資

料館及び郷土文化保存伝習施設条例の一部を改正

する条例制定について」提案理由のご説明を申し

上げます。 

 今回の改正は、歴史民俗資料館及び郷土文化保

存伝承施設において指定管理者制度を導入し、施

設管理の効果的かつ効率的な運用を図るものであ

ります。本条例で定める施設のうち、明浜歴史民

俗資料館におきましては、平成４年の開設以来、

漁業に関する資料等を中心に収集・展示してまい

りましたが、利用客は毎年減少傾向にあります。

今回民間の能力やノウハウを幅広く活用し、利用

客の増加と効率的な施設運営を図るため、平成２

５年度内に当該施設へ指定管理者制度を適用する

ため本条例の一部を改正するものであります。 

 以上、２議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 議案第１９号「西予市乳幼

児及び児童医療費助成条例の一部を改正する条例

制定について」提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 近年、長引く景気の低迷により、子供の医療費

は保護者にとって大きな負担となっていることか

ら、県内各市町とも中学校修了までの医療費の無

料化を目指しており、平成２５年２月現在、県内

２０市町のうち、１０市町が中学校修了までの入

院の無料化を実施しているところでございます。

今回の改正は、平成２５年度から入院に対する医

療費の助成対象を中学校修了までの児童へ拡大す

ることにより保護者の経済的負担の軽減を図り、

安心して子育てができる環境を整えるものであり

ます。 

 続きまして、議案第２０号「西予市敬老祝金条

例の一部を改正する条例制定について」提案理由

のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、住民基本台帳法が改正され、昨

年７月９日より外国人住民を日本人と同様に住民

基本台帳法の適用対象に加えることとなったこと

に伴い、敬老祝い金の受給資格要件を改めるとと

もに、祝い金の額を規則で定めることとするもの

であります。 

 続きまして、議案第２１号「西予市隣保館条例

の一部を改正する条例制定について」提案理由の

ご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、本県の最低賃金の時間額が昨年

１０月に引き上げられたことに伴い、その最低賃

金を基礎に算定している隣保館館長の報酬額を月

額２，０００円増額改定するとともに、支給基準
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を明確にするものであります。 

 続きまして、議案第２２号「西予市小集落改良

住宅管理条例の一部を改正する条例制定につい

て」提案理由のご説明を申し上げます。 

 宇和町多田地区におきましては、農業集落排水

事業による下水道整備が行われ、平成２２年度か

ら供用開始となっております。この整備により同

地区の小集落改良住宅入居者から農業集落排水へ

の接続要望が出されたため、今年度から３カ年の

計画で接続工事を行っているところであります。

これに伴い接続工事が完了した瀬戸団地の入居者

に下水道使用料の費用負担が発生することから、

入居者の費用負担義務を明確にするため本条例の

一部を改正するものでございます。 

 以上、４議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 議案第２３号「西予市農村

改善センター条例の一部を改正する条例制定につ

いて」提案理由のご説明を申し上げます。 

 西予市農村改善センターは、農村地域における

農業経営と農家生活の改善を図り、住民福祉の向

上及び地域連帯感の醸成を推進することを目的に

設置されております。同センターは、地区公民館

との複合施設となっており、主たる管理運営は教

育委員会において行われておりますが、本条例に

基づく施設利用の許認可及び使用料収受につきま

しては、市長部局の事務として取り扱っており、

二重の管理運営体制となっております。今回の条

例改正は、施設運営の合理化、効率化を図るた

め、管理運営体制の見直しを行い、センターの管

理運営全般の権限を教育委員会に委任できること

とするものであります。今回の改正に伴う対象施

設としましては、農村環境改善センターたかがわ

及びうおなしの２施設について、城川支所産業建

設課から城川教育課へ管理運営の委任を予定いた

しております。 

 続きまして、議案第２４号「西予市企業誘致条

例の一部を改正する条例制定について」提案理由

のご説明を申し上げます。 

 本市におきましては、地域産業の活性化や雇用

の促進を図るため、市内における企業立地を促進

する本条例を制定し制度の運用を行っておりま

す。 

 しかしながら、奨励内容が十分でない部分もあ

ることから、今回奨励対象事業者の要件を緩和す

るとともに、奨励措置等の拡充を行うものであり

ます。 

 新たな奨励措置の内容といたしましては、指定

事業者が新たに取得した投下固定資産について奨

励措置を行う企業立地促進奨励金及び事業を開始

するに当たり初動時の事業安定化資金とするラン

ニングコスト奨励金を追加するものであります。

今回の改正により今後一層の企業誘致を促進し、

西予市の産業及び雇用の活性化につなげるもので

あります。 

 続きまして、議案第２５号「西予市乙亥の里条

例の一部を改正する条例制定について」提案理由

のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、市が管理しておりますレストラ

ンの使用料について減額するものであります。 

 その理由といたしまして、本施設は乙亥会館の

階下にあることから、立地的条件に恵まれていな

いと思われ、開館後に店舗が営業されましたが、

いずれも閉店されており、平成２２年１月からは

未使用の状態が続いています。こうした状況の

中、立地条件等を勘案し、使用者に対する負担軽

減と利用促進を図るとともに、施設の有効活用に

より地域活性化につなげることを目的として本条

例の一部を改正するものであります。 

 続きまして、議案第２６号「西予市都市公園条

例の一部を改正する条例制定について」提案理由

のご説明を申し上げます。 

 第２次一括法の施行により、都市公園法の一部

が改正され都市公園及び公園施設の設備設置基準

などを条例で定めることとされました。これに伴

い住民１人当たりの都市公園面積の標準並びに都

市公園の配置及び規模の基準、公園内の施設の建

築面積の割合などについて都市公園法や都市公園

法施行令で定める基準に基づき本条例の一部を改

正するものであります。 

 続きまして、議案第２７号「西予市道路占用料

徴収条例の一部を改正する条例制定について」提

案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、平成２４年１２月に道路法施行

令及び道路整備特別措置法施行令の一部が改正さ

れたことに伴い、太陽光発電設備、風力発電設備

及び津波避難施設を道路の占用許可対象物件とし

て追加し占用料を定めるものであります。 

 続きまして、議案第２８号「西予市営住宅管理



－12－ 

条例の一部を改正する条例制定について」提案理

由のご説明を申し上げます。 

 第１次一括法の施行により、公営住宅法の一部

が改正され、市営住宅の入居基準等について条例

で定めることとされました。これに伴い公営住宅

法施行令に基づき市営住宅の入居基準などを明記

し本条例の一部を改正するものであります。 

 また、野村町の旭団地及び三瓶町の皆江団地に

つきましては、老朽化した団地を用途廃止するも

ので、野村町田渕団地につきましては、譲渡処分

を行うため用途廃止するものであります。 

 続きまして、議案第２９号「西予市単独市営住

宅条例の一部を改正する条例制定について」提案

理由のご説明を申し上げます。 

 単独市営住宅の入居基準につきましては、市営

住宅の入居基準に準拠して定めております。今回

第１次一括法の施行により、市営住宅の入居基準

を定めることから、単独市営住宅の入居基準につ

いても同様に本条例の一部を改正するものであり

ます。 

 以上、７議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 松山公営企業部長。 

○松山公営企業部長 議案第３０号「西予市野村

介護老人保健施設つくし苑職員の特殊勤務手当に

関する条例の一部を改正する条例制定について」

提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、つくし苑職員の特殊勤務手当に

ついて、準夜勤務手当及び深夜勤務手当の支給区

分を定めるため本条例の一部を改正するものであ

ります。よろしくご審議の上、ご決定くださいま

すようお願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

  （日程６） 

○議長 次に、日程第６、議案第３１号「西予市

乙亥の里の指定管理者の指定について」から議案

第３６号「西予市営土地改良事業の施行につい

て」までの６件を一括議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 議案第３１号「西予市乙亥

の里の指定管理者の指定について」提案理由のご

説明を申し上げます。 

 本施設は、野村地区の歴史文化の継承を図ると

ともに、地域商業活性化に資する施設として整備

された施設であります。今回、本施設の指定管理

者候補として非公募により野村町商業協同組合を

選定いたしましたので、その指定について議会の

議決を求めるものであります。 

 その理由といたしまして、野村町商業協同組合

は、地域経済の連携や活性化を考慮し、乙亥の里

を中心として中心市街地の活性化を図ろうとする

意欲も高く、さらなる経営改善に対する取り組み

等を総合的に判断し、この施設の管理を引き続き

行わせることが適当と判断したものであります。 

 続きまして、議案第３２号「西予市みかめ海の

駅の指定管理者の指定について」提案理由のご説

明を申し上げます。 

 本施設は、三瓶地区中心市街地における商業の

振興と地域の活性化を推進し、あわせて市内の農

水産物の高度活用、市民の憩いと相互交流、都市

住民との交流を図ることを目的とした施設であり

ます。今回、本施設の指定管理者候補として非公

募によりみかめホールディング株式会社を選定い

たしましたので、その指定について議会の議決を

求めるものであります。 

 その理由といたしましては、みかめホールディ

ング株式会社は、開館以来一貫して市内外の交流

人口の増加を図るための各種イベントやＰＲ活

動、かんきつジュースのブランド化を積極的に進

めるなど、前向きな姿勢と意欲的な取り組みがな

されてきたことなどを総合的に判断し、この施設

の管理を引き続き行わせることが適当と判断した

ものであります。 

 続きまして、議案第３３号「西予市大野ヶ原育

成牧場の指定管理者の指定について」提案のご説

明を申し上げます。 

 本施設は、育成段階の乳牛を酪農家から預か

り、約２年間飼養管理を行い、種つけの後、酪農

家に返還することで生産者の管理コストを軽減

し、質の高い乳用牛を育成するために設置された

施設であります。今回、この施設の指定管理者候

補として非公募により東宇和農業協同組合を選定

いたしましたので、その指定について議会の議決

を求めるものであります。 

 その理由といたしましては、平成２２年度から

一貫して施設の管理運営を行ってきており、目的

達成に関するノウハウが蓄積されていること、さ

らに同組合は、県内最大の畜産産業の中核として

子牛育成所等を運営し飼養能力が高いこと、また
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西予市の生乳は全量を同組合が集荷し、生産者と

密接に連携した運営がされていることなどを総合

的に判断し、この施設の管理運営を引き続き行わ

せることが適当と判断したものであります。 

 続きまして、議案第３４号「市道路線の廃止に

ついて」及び議案第３５号「市道路線の認定につ

いて」は関連がございますので、一括して提案理

由のご説明を申し上げます。 

 今回１路線の廃止と６路線の認定をお願いする

ものでございます。 

 まず、廃止路線についてでございますが、成穂

線は、地区の生活道、通学道として利用度が高く

公共施設に通じる道路であることから、現在の路

線を延長し終点位置を変更するため、一度路線を

廃止し、再認定するものであります。 

 次に、認定路線について説明いたします。 

 下宇和地区１１３号線は、公道と集落等を結ぶ

道路であることから認定するものであります。 

 成田小滝線は、路線が系統的で地域の循環的要

素を満たしている路線であることから認定するも

のであります。 

 成穂線の認定につきましては、先ほど説明した

とおりであります。 

 しんどめ線は、公道と集落を結ぶ道路であるこ

とから認定するものであります。 

 久井谷線は、地域の生活に密着した道路で、終

点部付近に人家があることから認定するものであ

ります。 

 久井谷支線は、公道と集落を結ぶ道路であるこ

とから認定するものであります。 

 なお、本件に係る市道の廃止・認定につきまし

ては、さきの２月１３日開催いたしました西予市

道路格付専門委員会において承認をいただいてい

るものでございます。 

 続きまして、議案第３６号「西予市営土地改良

事業の施行について」提案理由のご説明を申し上

げます。 

 本案は、平成２５年度より３カ年計画で城川町

川津南地区において、農山漁村活性化対策整備事

業による団体営土地改良事業を施行することに伴

い、西予市営土地改良事業施行条例第５条の規定

により、その事業の概要について議会の議決を求

めるものであります。 

 事業内容につきましては、城川町川津南地区の

老朽化が著しい用排水路の整備、農道の新設、狭

小な圃場の区画整理等を行うことにより農作業の

省力化、効率化及び棚田の保全・利活用を図るも

のであります。 

 以上、６議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

  （日程７） 

○議長 次に、日程第７、議案第３７号「平成２

４年度西予市一般会計補正予算（第６号）」を議

題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 三好市長。 

○三好市長 議案第３７号「平成２４年度西予市

一般会計補正予算（第６号）」について提案理由

のご説明を申し上げます。 

 今回の補正につきましては、国の補正予算の趣

旨に基づき、平成２５年度予算と一体化した切れ

目のない経済対策を実施し、景気の下支えをして

いくための事業費が主なものであります。 

 このほか事業費の確定及び実績見込みによる増

減額を行っております。 

 まず、歳入歳出予算の補正ですが、予算の総額

から歳入歳出それぞれ２億３，０３３万１，００

０円を増額し、総額を２５１億１，４５０万円と

定めるものであります。 

 それでは、予算の概要をご説明いたします。 

 まず、歳出についてですが、国の補正予算に対

応した事業としましては、市道改良舗装事業、林

業開設舗装事業等を計上しております。そのほか

住宅用太陽光発電システム設置補助金事業費、野

村小学校南校舎改築事業費を増額しております。 

 また、国民健康保険特別会計外３特別会計及び

宇和病院事業会計への繰出金を増額しておりま

す。 

 そのほか、将来の備えや今後見込まれる事業等

の財源確保のため、地域振興基金及び体育施設整

備基金の積立金を計上しております。 

 次に、歳入についてですが、決定額及び決定見

込み額を計上しております。 

 また、寄附金につきましては、ふるさと増税寄

附金５６万円を計上しております。平成２４年度

は１５名の方から１５６万円のご寄附をいただく

見込みであります。そのうち４名の方から使途に

ついてのご希望がありましたので、ご希望を尊重

して使わせていただきました。 
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 また、指定がなかったご寄附につきましては、

西予地域づくり交付金事業に充当させていただき

ました。 

 なお、ご寄附をいただいた方々には、個別にこ

れらの報告をするとともに、広報紙やホームペー

ジへの掲載等により同制度の周知を図っておりま

す。 

 継続費補正につきましては、三瓶小学校校舎新

築事業における今年度の実績に伴う総額と年割り

額の変更を行うものであります。 

 債務行為補正につきましては、朝日文楽会館建

設事業における事業費の増に伴う限度額の変更を

行うものであります。 

 地方債補正につきましては、実績見込みによる

起債の限度額の調整を行うものであります。 

 以上、ご説明してまいりましたが、詳細につき

ましては、担当課長にご説明させますので、よろ

しくご審議を賜り、ご決定いただきますようお願

い申し上げます。 

○議長 道山財政課長。 

○道山財政課長 それでは、予算書に沿いまして

補足説明をさせていただきます。 

 まず、歳出について説明させていただきます。 

 ２６ページをお開き願います。 

 総務費、費目地域振興費、過疎集落等自立再生

緊急対策事業交付金４，８９６万６，０００円で

ありますが、国の補正予算による交付金を利用し

て４つの地域づくり団体、のむら元気発信隊、川

津南やっちみる会、遊子川地域活性化プロジェク

トチーム、ふるさと創生会が、地域資源や地場産

業を活用して地域経済の活性化や日常生活機能の

確保などの課題に総合的に取り組む事業に係る経

費を計上するものであります。 

 費目生活交通バス対策事業費、生活交通バス路

線維持確保対策事業補助金６２８万５，０００円

でありますが、宇和島自動車が運行する生活交通

バス路線の事業費が確定したため、それに伴い市

からの補助金を増額するものであります。 

 民生費、費目社会福祉総務費、国民健康保険特

別会計事業勘定繰り出し事業７，６３７万４，０

００円でありますが、事業実績見込みによる繰出

金であります。このうち財源不足による繰出額と

しまして７，７９１万円を見込んでおります。 

 ３２ページをお開き願います。 

 衛生費、費目予防費、予防接種事業３，４５２

万８，０００円の減額でありますが、接種者が当

初見込みを下回ったため実績見込みにより減額す

るものであります。 

 ３３ページをお開き願います。 

 衛生費、費目保健衛生施設管理費、クアテルメ

宝泉坊管理運営事業３７２万７，０００円であり

ますが、プールジェット用循環ポンプ９基が故障

したため、これを交換修理するものであります。 

 費目環境衛生費、住宅用太陽光発電システム設

置補助金事業２０９万１，０００円であります

が、市民の方からの補助金申請が当初見込みを上

回ったため、１２件分の補助金を追加計上するも

のであります。これにより今年度の交付見込みは

６３件となっております。 

 ３５ページをお開き願います。 

 衛生費、費目塵芥処理費、可燃ごみ処理委託事

業６６７万４，０００円でありますが、宇和・明

浜・三瓶の可燃ごみ処理を委託しています八幡浜

南環境センターの継続使用に係る双岩地区環境整

備事業として実施しました双岩コミュニティー公

園整備事業の負担金及び可燃ごみ処理委託料の実

績による減額分を計上するものであります。 

 ３７ページをお開き願います。 

 衛生費、費目し尿処理費、汚泥再生処理施設整

備事業７５６万円の減額でありますが、事前測量

調査業務委託及び生活環境影響調査業務委託の入

札減少によるものであります。 

 ３８ページをお開き願います。 

 衛生費、費目病院費、宇和病院事業会計繰り出

し事業２，４１８万円でありますが、医療機器修

理、救急医療確保等に要する経費に対する繰出金

２，５５０万５，０００円と新病院建設に係る本

体工事の入札の遅延による管理業務委託料の減及

び敬作とおイネの会事業の中止等による１３２万

５，０００円の減額であります。 

 ４０ページをお開き願います。 

 農林水産業費、費目農業振興費、農作物被害対

策事業３，８４２万８，０００円の減額でありま

すが、県補助金の交付減に伴い減額するものであ

ります。 

 ４１ページをお開き願います。 

 費目林業振興費、林道西栗木線開設事業７，０

００万円、林道下遊子南平線開設事業４，６８６

万円、林道火道線舗装事業７，０００万円、林道

片川古谷線舗装事業３，６３１万円、林道中通川
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西線舗装事業２，５００万円でありますが、国の

緊急経済対策に基づく補正予算に即応し、林道開

設事業等を前倒しして実施するものであります。 

 森林蘇生緊急対策事業２億２，２０３万７，０

００円の減額でありますが、６月補正予算で計上

しました木材加工流通施設等整備事業補助金の申

請取り下げによる２，３０４万１，０００円の減

額及び高性能林業機械等導入補助金の実績により

６５万円の減額、さらに、林業用専用道と路網整

備事業において設計変更により１億９，８３４万

６，０００円を減額しております。 

 ４３ページをお開き願います。 

 商工費、費目商工観光施設管理費、乙亥の里管

理事業１８０万円でありますが、温泉施設の燃料

を灯油から安価で熱効率のよいＡ重油へ変更して

経費節減を図るためのボイラーの交換費用であり

ます。 

 ４４、４５ページをお開き願います。 

 土木費、費目道路新設改良費、渓筋田之筋線改

良事業２，０５０万円、馬地惣財久線改良事業

３，０５０万円、安尾線改良事業２，６００万

円、石城地区１０１号線改良事業１，３００万

円、川向中津川改良事業２，１００万円、一級路

線７号線舗装事業３，０００万円、市道法面調査

点検事業５００万円でありますが、国の緊急経済

対策に基づく補正予算に即応し、市道改良事業等

を前倒しして実施するものであります。 

 費目橋梁建設改良費、橋梁長寿命化修繕計画策

定事業１，７００万円でありますが、国の緊急経

済対策に基づく補正予算に即応し、前倒しして実

施するものであります。 

 ４７ページをお開き願います。 

 土木費、費目住宅管理費、木造住宅耐震化促進

事業６００万円の減額でありますが、１１月３０

日締め切り日までに申請がなかったため全額を減

額するものであります。 

 ４８ページをお開き願います。 

 消防費、費目消防施設費、常備消防施設整備事

業１，６４７万４，０００円の減額であります

が、高規格救急自動車車両本体が全国共済農業協

同組合連合会から寄贈されたため減額するもので

あります。 

 同費目、消防団施設整備事業１，６３２万４，

０００円の減額でありますが、耐震性貯水槽新設

３基分に係る消防防災施設整備事業補助金が不採

択となったためこれを減額するものであります。 

 ４９ページをお開き願います。 

 費目災害対策費、災害用資機材施設整備事業

１，５１０万円の減額でありますが、津波避難路

整備工事及び防災倉庫、防災テント及び避難所用

の簡易トイレの入札減少によるものであります。 

 ５０ページをお開き願います。 

 教育費、費目学校建設費、三瓶小学校校舎新築

事業７，６７０万円の減額でありますが、平成２

４年度、平成２５年度で継続費設定していました

平成２４年度事業費の入札減少によるものであり

ます。 

 同費目、野村小学校南校舎改築事業１，９９５

万５，０００円でありますが、当初予算に計上し

た南校舎解体経費に老朽化の激しい児童用昇降口

等解体及び仮設昇降設置等に係る経費を追加計上

するものであります。 

 ５４ページをお開き願います。 

 災害復旧費、費目林業用施設災害復旧費、林業

用施設災害復旧費、過年度の分でありますが、

６，８０４万４，０００円の減額であります。平

成２３年６月に発生した林道程野桂線の復旧工事

が、県の治山事業のおくれによりまして今年度着

工をすることができないため減額するものであり

ます。 

 ５５ページをお開き願います。 

 諸支出金、費目基金費、積立金でありますが、

将来への備えや今後見込まれる大型事業の財源と

するため目的基金の積立金を計上しております。 

 翌年度以降における健全な財政運営を行うため

財政調整基金５８９万２，０００円、市民の連帯

の強化または地域振興を図るため西予市地域振興

基金１億３，０００万円、災害時の避難場所とし

て指定されている体育施設の耐震改修等の財源確

保を図るため体育施設整備基金２億円の積み立て

を行っております。 

 次に、歳入でありますが、戻りまして、１１ペ

ージをお開き願います。 

 市税、市民個人所得割４，４６６万１，０００

円でありますが、年少扶養控除廃止の影響額が当

初見込んでいた額よりも過少だったために増額と

なったものであります。 

 市民税法人税割１，０３２万５，０００円であ

りますが、当初においては景気の低調から前年度

当初予算比１．０５％の減で見込んでおりました
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が、前年度同額程度の実績が見込めることから増

額したものであります。 

 固定資産税の土地１，９６８万９，０００円で

ありますが、評価額に対する課税標準額の割合を

示す負担標準率が、平成２４年度税制改正により

８０％から９０％に引き上げられたことによる増

額となったものであります。 

 同じく固定資産税の家屋３，８３４万４，００

０円の減額でありますが、今年度の評価がえによ

り評価額を決める際の補正率の一つであります再

建築費評点補正率が、木造家屋０．９９、非木造

家屋０．９６となったことにより減額となったも

のであります。 

 地方交付税、普通交付税６億８，４０２万６，

０００円でありますが、国の補正予算による追加

交付に伴い増額するものであります。 

 １８ページをお開き願います。 

 財産収入、費目財産貸付収入、市有建物貸付料

１７０万５，０００円でありますが、庁舎第２別

館の一部の郵便局への貸し付けについて、西予市

行政財産貸付要綱に基づいた内容で契約更新した

ことによる増額であります。 

 費目利子及び配当金、株式会社どんぶり館株式

配当金２４９万９，０００円でありますが、配当

額が確定しましたので増額するものであります。 

 費目不動産売払収入、土地売払収入６７０万

３，０００円の減額でありますが、売り払い予定

地の分筆登記のおくれから今月中の売却が見込め

ないため減額するものであります。 

 １９ページをお開き願います。 

 繰入金、財政調整基金繰入金６億２，９２６万

５，０００円の減額でありますが、普通交付税の

追加交付を受けて基金へ繰り戻すものでありま

す。 

 また、事業費の確定見込みなどによりまして分

担金、国庫県支出金、市債の増減調整を行ってお

ります。 

 以上、説明とさせていただきます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

  （日程８） 

○議長 次に、日程第８、議案第３８号「平成２

４年度西予市授産場特別会計補正予算（第３

号）」から議案第４７号「平成２４年度西予市野

村介護老人保健施設事業会計補正予算（第３

号）」までの１０件を一括議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 議案第３８号「平成２４年

度西予市授産場特別会計補正予算（第３号）」に

ついて提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、施設利用者の減少に伴う充当財

源の組み替えを行うものであります。これにより

ます歳入歳出予算の総額には変更はありません。 

 続きまして、議案第３９号「平成２４年度西予

市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第

１号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の改正は、貸付金償還金の滞納による貸付

金元利収入の不足分を一般会計繰入金により補

い、歳入財源の内訳を変更処理するもので、歳入

歳出総額に増減はありません。 

 歳入の内訳につきましては、貸付金償還金の滞

納による貸付金元利収入を１１２万９，０００円

減額し、一般会計から同額の１１２万９，０００

円を繰り入れさせていただいております。 

 続きまして、議案第４０号「平成２４年度西予

市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）」に

ついて提案理由のご説明を申し上げます。 

 まず、事業勘定予算からご説明を申し上げま

す。 

 今回の改正は、歳出では、各項目実績見込みに

伴う不用額の減額、保険給付費の調整、共同事業

拠出金確定に伴う調整、直営診療所繰出金の調

整、歳入では、実績見込みによる国民健康保険税

繰入金の調整及び国庫県支出金、療養給付費交付

金並びに共同事業交付金の確定等に伴う調整が主

なものであります。これによりまして既決いただ

いております歳入歳出予算からそれぞれ１億２，

２３２万１，０００円を減額し、事業勘定予算の

歳入歳出予算総額をそれぞれ５８億３，８４５万

４，０００円と定めるものであります。 

 次に、診療施設勘定予算の補正の主な内容につ

きまして説明させていただきます。 

 歳出では、総務費と医業費の精査による調整、

歳入では、外来収入の精査等に伴う一般会計繰入

金の調整等であります。これによりまして既決い

ただいております俵津診療所勘定の歳入歳出予算

の総額にそれぞれ２２３万４，０００円を増額

し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１，０４１万

８，０００円、狩江診療所勘定の歳入歳出予算の



 

－17－ 

総額にそれぞれ６５万１，０００円を増額し、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ６，８１４万９，０

００円、高山診療所勘定の歳入歳出予算の総額か

らそれぞれ２０万４，０００円を減額し、歳入歳

出予算の総額をそれぞれ９，９００万４，０００

円、田之浜診療所勘定の歳入歳出予算総額に２２

６万１，０００円を増額し、歳入歳出予算の総額

をそれぞれ１，９７９万５，０００円、惣川診療

所勘定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ２０万

円を減額し、歳入歳出予算の総額を１，２８９万

５，０００円、土居診療所勘定の歳入歳出予算の

総額からそれぞれ１，１２４万７，０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額を１億２３２万１，０

００円、遊子川出張診療所勘定の歳入歳出予算の

総額にそれぞれ４万６，０００円を増額し、歳入

歳出予算の総額を５９４万９，０００円、二及診

療所勘定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ４０

３万６，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額

をそれぞれ７，７４５万３，０００円、周木診療

所勘定の歳入歳出予算総額からそれぞれ１０７万

２，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそ

れぞれ４，４５９万４，０００円と定めるもので

あります。 

 続きまして、議案第４１号「平成２４年度西予

市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）」

について提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正の主なものは、総務費においては、

不用額の見込まれるものの減額と、後期高齢者医

療広域連合納付金においては、保険料徴収実績見

込みによる増額と保険基盤安定負担金、広域連合

共通経費の事務負担金がそれぞれ減額となったこ

と、保健事業費については、健診受診結果に伴う

不用額を減額するものであります。これによりま

して歳入歳出それぞれ８８７万７，０００円を減

額し、歳入歳出の総額を６億４２９万１，０００

円と定めるものであります。 

 続きまして、議案第４２号「平成２４年度西予

市介護保険特別会計補正予算（第３号）」につい

て提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正の主なものは、年度末精算に当た

り、歳入歳出ともに不用額の調整を行うものであ

ります。これによりまして歳入歳出予算をそれぞ

れ３，７１０万２，０００円を減額し、歳入歳出

予算の総額を５０億６，６５２万８，０００円と

定めるものであります。 

 次に、歳出予算についてご説明をいたします。 

 総務費では、人件費等事務的経費を５５万円減

額しております。 

 保険給付費では、給付費を精査し１，０６５万

円を減額しております。 

 地域支援事業費では、各事業における事業費の

減額により２３１万１，０００円を減額しており

ます。 

 次に、歳入予算について、その主なものをご説

明いたします。 

 保険料を６５０万円増額し、特定財源につきま

しては、国庫支出金を２，１２３万２，０００円

減額し、県支出金を５０３万６，０００円増額

し、支払基金交付金を４，２１７万３，０００円

減額しております。 

 繰入金では、一般会計繰入金１５万７，０００

円と財源不足を補うための基金繰入金１，４８８

万３，０００円を増額し繰り入れることにいたし

ております。 

 以上、５議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 議案第４３号「平成２４年

度西予市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

４号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正は、施設使用料収入の増額と汚水処

理施設管理に係る需用費の不用額を減額するもの

です。これによりまして歳入歳出予算をそれぞれ

１３０万円減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ４億４，５８７万８，０００円と定めるもので

あります。 

 また、今年度中に平成２５年度の永長・神野

久・渓筋・中川・石城・多田・明間浄化センター

中継ポンプ施設維持管理業務の契約を行うため債

務負担行為を設定いたしております。 

 続きまして、議案第４４号「平成２４年度西予

市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）」

について提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正は、不用額等の調整及び充当財源の

組み替えが主なものであります。これによりまし

て歳入歳出予算をそれぞれ１，１６０万円減額

し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ９億４，６３

６万１，０００円と定めるものであります。 

 第２条の継続費の補正では、宇和浄化センター
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及び野村浄化センター建設事業において年度割額

を第２表のとおり変更いたしております。 

 また、今年度中に平成２５年度の西予市浄化セ

ンター維持管理業務の委託契約を行うため債務負

担行為を設定いたしております。 

 以上、２議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 松山公営企業部長。 

○松山公営企業部長 議案第４５号「平成２４年

度西予市上水道事業会計補正予算（第３号）」に

ついて提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正は、決算見込みによりまして、賃

金、工事請負費及び用地購入費を減額するもので

ございます。 

 第２条の収益的収入及び支出では、支出につき

まして、賃金及び工事請負費３５０万円を減額

し、総額を５億７，００２万２，０００円といた

しております。 

 第３条の資本的収入及び支出では、支出につき

まして、上松葉浄水場更新事業における用地購入

費及び工事請負費１億２，０００万円を減額し、

総額を４億６，８０４万９，０００円といたして

おります。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不

足する額を補填する財源につきましては、第３条

本文括弧書きのとおりに改めております。 

 第４条の議会の議決を経なければ流用すること

のできない経費では、職員給与費について１００

万円を減額し、１億１，９７４万７，０００円と

いたしております。 

 続きまして、議案第４６号「平成２４年度西予

市病院事業会計補正予算（第５号）」について提

案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正の主なものは、平成２４年度の決算

予測に基づく業務量の補正とそれに伴う医業収支

の調整及び新市立病院の建築事業に係る委託料及

びそれに伴う財源の調整をするものでございま

す。 

 第２条の業務の予定量では、決算予測に基づき

年間外来患者数３，９７５人、１日平均患者数１

６人の減を見込むものでございます。 

 また、主な建設改良事業として、新病院建築費

を８８３万３，０００円減額するものでございま

す。 

 第３条の収益的収入及び支出では、収入につき

ましては、患者数の減に伴う医業収益の減額等に

より３，６９７万２，０００円を減額し、収益的

収入の総額を３０億４８７万３，０００円といた

しております。 

 支出につきましては、人件費等の減額により

３，３３３万５，０００円を減額し、収益的支出

の総額を３０億４１８万６，０００円といたして

おります。 

 次に、第４条の資本的収入及び支出では、収入

につきましては、新市立病院建築に伴う出資金や

企業債、補助金等を８８３万３，０００円減額

し、資本的収入の総額を１９億８５４万４，００

０円といたしております。 

 また、支出につきましては、新市立病院建築に

伴う委託料等の減額により８８３万３，０００円

を減額し、資本的支出の総額を２０億６，０５０

万６，０００円といたしております。 

 第５条では、新市立病院建設事業に係る継続費

の年割り額を表のとおりに補正するものでござい

ます。 

 第６条では、新病院建築に伴う企業債の限度額

を６７０万円減額し、１７億４６０万円に変更

し、第７条では、議会の議決を経なければ流用す

ることのできない経費のうち、職員給与費を６，

２５２万６，０００円減額し、総額を１８億４，

２９１万１，０００円といたしております。 

 第８条では、一般会計からの補助金の目的及び

金額を表のとおりに補正するものでございます。 

 続きまして、議案第４７号「平成２４年度西予

市野村介護老人保健施設事業会計補正予算（第３

号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正は、実績見込みによる収益的収入及

び支出を補正するものであります。 

 第２条の収益的収入及び支出では、収入につき

ましては、施設運営事業外収益から２１７万３，

０００円を減額し、支出につきましては、施設運

営事業費用から２１７万３，０００円を減額し、

収益的収入及び支出の総額をそれぞれ４億４，７

３３万１，０００円といたしております。 

 第３条では、議会の議決を経なければ流用する

ことのできない経費である職員給与費を４５７万

３，０００円減額し、３億３，４８９万４，００

０円といたしております。 

 詳細につきましては、５ページの事項別明細書
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をごらんください。 

 収入では、介護保険制度の改正により施設運営

事業収益の介護職員処遇改善交付金を５０２万

３，０００円減額し、介護職員処遇改善加算５０

２万３，０００円を増額するものであります。 

 また、他会計補助金として一般会計補助金２１

７万３，０００円を減額するものであります。 

 ６ページの支出では、法定福利費等の減額によ

り給与費４５７万３，０００円を減額し、実績に

より材料費を２４０万円増額するものでありま

す。 

 以上、３議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

 ここで暫時休憩といたします。（休憩 午後２

時２６分） 

○議長 再開をいたします。（再開 午後２時４

１分） 

  （日程９） 

○議長 次に、日程第９、議案第４８号「平成２

５年度西予市一般会計予算」を議題といたしま

す。 

 理事者の説明を求めます。 

 三好市長。 

○三好市長 平成２５年度予算並びに諸議案のご

審議をお願いするに当たり、今後の市政運営の所

信並びに予算編成の概要を申し上げます。 

 少し長くなると思いますので、皆さんじっくり

聞いていただいたらと、このように思っておりま

す。 

 平成の大合併により西予市が誕生してから１０

年目を迎えようとしております。振り返ってみま

すと、私たちは合併によって夢のある新市を期待

しておりましたが、現実は前途多難な門出となり

ました。合併後私たちを待ち受けていたものは、

「三位一体の改革」という名の国からの試練であ

りました。地方交付税や国庫補助負担金の大幅な

削減により極めて厳しい財政運営を余儀なくさ

れ、その対応として第１次・第２次行政改革大綱

を策定し、市民の皆さんと行政がともに取り組ん

でいく協働型行政改革を進めてまいりました。そ

の過程におきましては、人件費の削減や補助金の

カットなど多くの痛みを伴う行財政改革により、

市民の皆様にも大変ご迷惑をおかけし、またご理

解とご協力をいただきましたことを改めてお礼を

申し上げます。 

 また、望ましい新市を形成していくための新市

建設計画に基づき、緊急性・必要性の高い事業を

着実に実施し、ほぼ達成できたと思っております

が、新病院やし尿処理施設の建設などまだやり残

した事業があり、これをやり遂げなければなりま

せん。私はこれまで基本理念であります誇れる愛

着の持てる西予市づくり、それぞれの人が喜び、

それぞれの地域が輝き、市民が納得する西予市の

実現に向けて取り組んでまいりました。合併して

周辺地域が疲弊衰退するのではないかと危機感を

持たれた市民の皆さんも多かったのではないかと

思いますし、しかしグローバルに考え、ローカル

に実践することを念頭に置き、それぞれの地域の

特性を生かした施策を実施することによって地域

が活気にあふれ、地域住民が喜びと誇りを持って

暮らしていける西予市づくりに努めてまいりまし

た。 

 また、市民の一体感の醸成は決して平たんでは

ありませんでしたが、本市のように臨海部から山

間地までの広い地域が一体となるために地域間を

結ぶ道路や通信網などの基盤整備のほか、人・

物・情報の交流を活性化させる多様な施策を実施

することにより一体感の醸成を図ってまいりまし

た。それぞれの地域に愛着と誇りを持つ市民の力

の結晶が、西予市を着実に形成してきておりま

す。 

 市政３期目の私の役目として、西予市の基礎・

基盤をなし遂げることにあります。そのためにこ

れまで２期８年間やってきた事業を一歩前に進め

るという決意のもと、残りの任期に全力を傾注し

てまいりたいと思います。 

 そこで、３期目の市政を預かるに当たり、昨年

公表させていただきましたマニフェスト２０１２

に掲げました理念「市民が今住んでいる地域に誇

りを持ち、愛着を持ち、それぞれの地域が輝き、

それぞれの人が喜び、納得のいくいい実感の西予

市をつくる」に基づいて取り組むべきテーマにつ

いて述べさせていただきます。 

 １つは、新市建設計画基盤事業の実行でありま

す。 

 先ほども触れましたが、市政２期を終えた新市

建設計画のうち、必要とされる事業はほぼ実施で

きたと考えておりますが、新病院建設事業、し尿

再生処理施設建設事業、明浜支所改築事業などに
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つきましては、まだ完成されておりません。これ

らの施設は、今後西予市の行政を執行していく上

でなくてはならない重要な施設であると考えてい

ます。 

 まず、新病院建設事業についてですが、平成２

６年７月の開院に向け着実に建設したいと考えて

います。 

 次に、し尿再生処理施設建設事業につきまして

は、西部・東部両衛生センターの老朽化に伴い、

施設を集約・新設するものであり、循環型社会に

おける資源化設備を備えた施設を計画しておりま

す。 

 次に、明浜支所改築事業についてですが、明浜

支所は築５１年を経過し、建物本体の老朽化が著

しく、今後予想されます南海トラフ大地震により

倒壊の危険性が極めて高い状況にあります。 

 また、最新の想定津波高の発表により、改築場

所の見直しが必要となっているとともに、あわせ

て支所機能・規模についても検討を進めていると

ころでありますが、合併特例債の延長期限であり

ます平成３１年度までに移築または改築する予定

としております。 

 ２つ目は、再生可能エネルギーへの挑戦であり

ます。 

 今西予市は新たなエネルギー施策を推進しよう

としているところであります。既に地域森林資源

を有効活用し、地球温暖化の原因である二酸化炭

素の排出量削減に貢献する木質ペレットの製造と

その利用促進については積極的に取り組んでおり

ます。 

 また、間伐等の適切な森林管理によって二酸化

炭素吸収量をクレジット化し、企業等に販売する

オフセットクレジット、いわゆるＪ－ＶＥＲ制度

でございますけれども、を導入し、平成２５年度

からの販売に向けて推進しているところでありま

す。 

 そのほか、家畜排せつ物を利用したメタンガス

による発電や堆肥・肥料製造など、バイオマスか

らエネルギー生産と再利用、また年間を通じて風

が吹く地域を利用した風力発電は、実現化を目指

して進んでおり、うまくいければ四、五年後に発

電できる可能性があります。今後もいろいろな可

能性を探りながら、実施可能なものから取り組ん

でいきたいと考えております。 

 ３つ目は、減災へのまちづくりであります。 

 地震・津波・台風などの大規模災害の前ではど

のような防災対策を行ったとしても、人間の力で

は被害を完全に防ぐことはできません。 

 また、ハード対策のみで想定をはるかに超える

災害に対応するには、有機的にも財政的にも困難

であるため、減災へのまちづくりを進めなくては

なりません。 

 それでは、減災へのまちづくりについてです

が、１点目は、危機管理の徹底であります。 

 災害発生時における市の果たす役割は非常に大

きく、防災・危機管理対応力が問われます。災害

に対する強い危機意識と災害管理の徹底こそ、減

災へのまちづくりへの第一歩であると考えていま

す。 

 また、被害を最小限に抑えるためには、行政に

よる公助だけでなく、みずから身を守る自助や防

災行政への寄与・協力、自主防災組織やコミュニ

ティーの強化、住民ボランティア、企業等の連携

を深めた共助が必要であります。そのために自主

防災組織の組織力・地域力アップのための研修を

行うことのほか、企業であります「コメリ」や

「コープえひめ」等との応援協定を結んだところ

であります。的確に災害対策を実施するには、人

材のよるところが大きく、行政及び民間相互にお

いて防災危機管理に関する専門家を育成し、十分

に活用していく必要があります。 

 また、防災上の指針であり、住民の安全確保の

ため地域防災計画の見直しも現在行っているとこ

ろであります。 

 ２点目は、防災道路整備であります。 

 公共インフラの中でも道路の果たす役割は大き

く、災害時の緊急車両の走行、避難路の確保、消

防活動の場、延焼遮断帯の形成など、道路空間は

重要な予想となります。市民生活の安全・安心を

守る上でも道路新設だけでなく、既存の道路の維

持修繕も重要と考えております。 

 また、当市では平成２４年度から２年間で県の

助成を受け、明浜・三瓶地区において津波避難路

の整備を行っており、今後におきましても、道路

の重要性を認識して、必要な道路の整備に努めて

まいります。 

 ３点目は、オフサイトセンターであります。 

 去る２月６日愛媛県が西予市にオフサイトセン

ターを新築・移転すると発表され、２０１５年９

月までに新センターへ移築される予定でありま
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す。東京電力福島原子力発電所の事故を受け、オ

フサイトセンターの設置基準が見直されたことに

よるものでありますが、西予市が防災拠点として

重要な役割を果たすこととなります。 

 ４つ目は、魅力あふれる創造・発信でありま

す。 

 当市は、ゼロメーターから標高１，４００メー

ターまでの自然と歴史、多様な生態系に恵まれ、

魅力あふれる宝がまだまだたくさん眠っていま

す。そうした宝を再発見し、次の世代に残してい

くことが私たちの大切な役割であると考えていま

す。その一つが、西予市の自然遺産を活用した四

国西予ジオパーク構想であります。ジオツーリズ

ム、ジオ教育、森林セラピー、ジオガイドなど、

市民の皆さんの理解や協力を得て一体となって四

国西予ジオパーク構想の日本ジオパーク認定取得

に向けて精力的に推進していき、魅力ある西予市

を全国に発信していきたいと考えています。 

 次に、江戸時代後期卯之町で二宮敬作に医学を

学び、日本人初の蘭方女医となった西予市ゆかり

の楠本イネの偉業を顕彰する責務が私たちにはあ

ります。昨年からおイネ元年として実施しました

おイネ賞事業や偉人伝承事業を継続していき、お

イネを活用したまちづくりを今後も全国に発信し

ていきたいと思っております。 

 次に、スポーツの魅力発信です。 

 平成２９年に愛媛県で第７２回国民体育大会が

開催され、西予市では相撲と成人女子ソフトボー

ルが開催されます。これを契機にスポーツの魅力

を発信してまいりたいと考えております。各種ス

ポーツ大会の誘致や開催、スポーツ関係団体との

連携による競技力の向上とジュニアスポーツの育

成・支援、愛媛国体競技種目の支援や生涯スポー

ツ、学校スポーツの支援強化を図っていきます。 

 ５つ目は、いい生活実感のある産業のまちづく

りであります。 

 産業のまちづくりを推進するには、経済力をつ

けることが大事であります。その方策の一つとし

まして、適性特産品の発掘・育成であります。現

在試験的に行っております生薬、環境作物スギゴ

ケのほか、さまざまなものがあります。そういう

ものを行政も見つけ、行政の指導力で取り組んで

いくことも必要であると考えています。 

 次に、６次産業の育成でありますが、これはコ

ミュニティービジネスとして地域づくり交付金な

どを絡めて一地域に一産品の特産品を開発すると

いうものです。まだまだ地域にはやれることやや

れる力があります。これらを支援していきたいと

思っております。 

 次に、林業の再生であります。 

 西予市の面積の約７５％を占める森林でありま

すが、このところ木材価格の急激な低落により、

林業で生計を立てることは困難な状況に至ってお

ります。今後は流通に出す仕組みを確立し、そこ

から所得を上げていくもうける仕組みをしっかり

つくっていく必要があると考えています。 

 また、西予市が進めています東京港区と連携し

たみなとプランあるいはヒノキの圧縮材などさま

ざまな研究により疲弊する林業の再生に努力して

いきたいと思っています。 

 次に、企業誘致ですけども、この問題は西予市

にとって大きな問題として進めなければなりませ

ん。誘致に当たっては、可能性を限りなく追求し

て進めていきたいと思っております。 

 ６つ目は、次世代を育み、豊かに年を重ねるい

い実感のまちづくりであります。 

 乳幼児・児童の生き生き支援として保育料の見

直し、医療費助成制度の拡充など安心して子供を

育てられる環境の整備を図っていきます。 

 また、野村町において学童保育と図書館との一

体的な複合施設を建設し、共働き家族など昼間保

護者が家庭にいない児童に対して、放課後や長期

休暇中、保護者にかわって育児を行うことによっ

て安心して働ける環境を整備していきます。 

 ７つ目は、身近でいい実感の行政を目指すであ

ります。 

 平成２３年度から始めました地域づくり交付金

制度では、「自分たちの地域を自分たちの手で」

をテーマに、自主・自立の地域づくりを進め、市

の予算と権限の一部を地域に移譲し、住民との協

働で地域の活性化を図っていきます。 

 また、公民館の充実を図るため、再任用制度を

活用し、長年の行政経験と豊かな知識を有する人

材が、直接公民館活動や地域づくりにかかわる体

制を整備してまいります。地域づくり交付金をう

まく利用しながら地域づくりを進め、地域内分権

の一層の推進を図っていきたいと考えています。 

 次に、次世代に羽ばたく人材の育成でありま

す。 

 未来の西予市を背負っていく人材を職員の中か
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ら、また市民の中から育てていきたい、これは私

の大きな役目だと思っております。 

 次に、過疎・限界集落への支援でございます

が、平成２１年度から実施しております生き活き

集落事業、また前述の地域づくり交付金制度によ

りまして、集落みずから考え、地域の課題や魅力

を再発見し、課題解決や地域おこしをすることに

より地域を支える人材が育ち、地域に対する意識

が変わり、地域への愛着や誇りを持って心の空洞

化や過疎化に対処する気概が高まってきていると

感じているところであります。当市においては、

過疎化や限界集落の問題が今後も拡大することが

懸念されているところです。行政の役割としてこ

れらへの対策につきましてさらに進めていきたい

と思っております。 

 ８つ目は、不易流行の文化と学びのまちであり

ます。 

 私は、豊かな自然とともに先人たちが残したす

ばらしい歴史・伝統・文化を学び、継承していく

責務があります。その一つに、野村のシルクがあ

ります。特にことしは伊勢神宮の式年遷宮に初め

て野村の生糸が使用されることになりました。今

後は西予市が式年遷宮で重要な役割を持つことに

なってくると思っております。これらのシルク文

化をしっかりと継承していかなければならないと

考えております。 

 また、相撲文化として１６０年以上の歴史を持

つ乙亥大相撲につきましても、大相撲巡回野村場

所、女子相撲選手権大会、瀬戸内子供選手権大会

を今後も開催していくことによって相撲文化をし

っかりと継承していきたいと考えております。 

 次に、愛媛県指定有形無形民俗文化財でありま

す朝日文楽は、三瓶高校文楽部やこども朝日文楽

クラブなど、若い後継者にも受け継がれているこ

とから、その環境を整備していく必要がありま

す。そのため保存・伝承、継承者育成のための拠

点施設として朝日文楽会館の改築を現在進めてい

るところであります。 

 そのほか、卯之町中町地域の伝統的な町並み、

どろんこ祭りなど、西予市には数多くの歴史・文

化遺産があります。私たちの責務として、その保

存と活用に努め、市民や訪れた人々が地域の歴史

や個性に魅力を感じることができる文化が根づく

まちづくりへと発展させていくことが重要と考え

ております。 

 最後になりましたが、平成２５年度西予市の景

気浮揚の底上げのため、市単独の緊急経済対策事

業を実施いたします。規模は３億２，０００万円

程度を予定しており、集会所の整備、道路整備、

住宅リフォーム補助など事業を行うこととしてお

ります。 

 以上、私の所信を述べさせていただきました

が、そのほかにも取り組むべき課題が山積してお

ります。議員各位並びに市民の皆様のご意見、ご

提案等をいただきながら、誇れる愛着の持てるい

い実感のある西予市づくりに努めてまいりますの

で、ご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上

げます。 

 それでは、平成２５年度の予算案の概要につい

て説明をいたします。 

 平成２５年度予算案は、誇れる愛着の持てるい

い実感のある西予市を基本理念とするマニフェス

ト２０１２の政策提言の実現を着実に推進しなが

ら、地域経済状況や市の財政状況を直視した上

で、持続可能な財政構造を構築する手法を取り入

れ、次の３つを基本方針として予算編成をいたし

ております。 

 １つ目は、厳しい財政状況に対応するための改

革へ踏み込んでいく予算として、職員全員が市の

財政状況を見きわめ、平成１８年度から導入して

いる行政評価システムの基本を遵守した厳格な運

用により、持続可能な健全財政を維持していくこ

ととしております。 

 ２つ目は、総合計画を着実に推進する予算とし

て、減災のまちづくり、産業の再生・育成、再生

可能エネルギーへの取り組みなど６つから成る

「夢創造せいよ２５」の推進を図ることとしてお

ります。 

 ３つ目は、地域経済、雇用状況に迅速・的確に

対応する予算として、現下の厳しい雇用・経済情

勢を緩和する効果的かつ即効性のある施策を推進

し、地域経済の下支えを行うこととしておりま

す。 

 これにより平成２５年度各会計予算額が、一般

会計２６９億４，０００万円、特別会計１３７億

４，８５４万８，０００円、公営企業会計９３億

９，７５０万５，０００円、全会計では５００億

８，６０５万３，０００円となり、一般会計で

は、前年度比１６．３％、３７億８，０００万円

の増額となっております。 
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 以下、一般会計予算案の新規事業と主な事業に

ついて、款、項の区分を基準した目的別分類の施

策ごとに説明をいたします。 

 初めに、議会費でございますが、議会活動を広

く市民に周知するため議会だよりの経費や環境衛

生施設建設問題等、議会活性化の各特別委員会に

係る経費を計上しております。総額で２億５７７

万７，０００円としております。 

 次に、総務費でございますが、情報化の推進で

は、法改正に対応するための各種業務システムの

改修、導入及び更新経費、職員用パソコン及び基

本ソフトの更新経費を計上しております。 

 そのほか、デジタル通信サービスの安定供給を

維持するための経費を計上しております。 

 男女共同参画では、男女共同参画推進体制の充

実と広報啓発活動を推進するための経費を計上し

ております。 

 コミュニティーでは、平成２５年度新たに外部

人材によって地域おこしを強化するため、地域お

こし協力隊導入による経費を計上しております。 

 また、自主・自立の地域づくりを推進するため

せいよ地域づくり交付金事業、財団法人自治総合

センターの助成金を受け、自治活動の拠点となる

集会所の整備費を計上しております。 

 行財政では、庁舎の維持管理に係る経費、行財

政の効率化を推進するための経費、また平成２５

年度から新たに愛媛県と県内８市町が運用し入札

業務の負担軽減を図るため、電子入札システムを

利用する経費を計上しております。 

 そのほか、庁舎第１別館、旧惣川診療所の解体

に係る経費を計上しております。 

 交通網整備では、地域公共交通総合連携計画に

基づいて、便利で快適な移動手段を確保するため

の経費、また平成２５年度から新たに城川土居地

区と高川地区においてデマンド乗り合いタクシー

運行を行う経費を計上しております。総額で２５

億２，１４２万２，０００円としております。 

 次に、民生費でございますが、地域福祉では、

地域における福祉サービスの適切な利用の推進、

住民の参加の促進等を定めた地域福祉計画を改定

するための経費、第２次一括法により県から権限

移譲されました社会福祉法人の認可と指導監督に

係る経費を計上しております。 

 また、交通弱者に対して交通の便を確保し、安

心で利用しやすい福祉サービスを図るための経費

を計上しております。 

 高齢者福祉では、災害時におけるひとり暮らし

等の高齢者に対する支援体制の確立を図る経費、

高齢者の社会参加活動をサポートします各種支援

サービス事業費を計上しております。 

 障害者福祉では、障害者総合支援法に基づき、

障害者に対する各種支援経費、平成２５年度新た

に軽度・中等度難聴児の補聴器購入費用を助成す

るための経費を計上しております。 

 さらに、障害者総合支援給付費の適正化を図る

ためシステム導入経費を計上しております。 

 人権対策では、人権意識の高揚・啓発に努める

ため、公民館や隣保館等での人権・同和教育講座

事業費を計上しております。 

 子育て支援では、西予市次世代育成支援行動計

画・後期計画に基づき、保育所の機能充実や多様

化する子育てニーズに対応するための経費、平成

２５年度から新たに中学生までの入院医療費を対

象とした医療費助成制度に係る経費を計上してお

ります。 

 また、安心して出産を迎えるための妊婦健診事

業につきまして、歯科健診も助成対象とし、必要

経費を計上しております。 

 さらに、母子保健法第６条第６項に定める未熟

児に対して養育医療の給付を行う経費を計上して

おります。総額で６４億１，６６３万１，０００

円としております。 

 次に、衛生費でございますが、保健・医療で

は、生活習慣病の予防、疾病の早期発見・早期治

療のための各種健診経費、子宮頸がん予防ワクチ

ン、ヒブワクチン等の予防接種経費を計上してお

ります。 

 また、市民の健康への意識高揚と運動の習慣性

のための各種事業費を計上しております。 

 さらに、新市立病院に係る事業費等繰出金、高

齢化・過疎化が進展する地域の医療を確保するた

め診療所特別会計への繰出金を計上しておりま

す。 

 環境・景観保全では、再生可能エネルギー導入

拡大のため住宅用太陽光発電システム設置費用に

係る助成経費を計上しております。 

 また、西予市に飛来する鶴やコウノトリ等の共

生を目指す田園ロマンの里づくり推進事業費を計

上しております。 

 廃棄物処理、墓地・火葬場では、循環型社会の
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構築を図るためのごみ分別収集、処理経費、焼却

施設、し尿処理施設等の維持管理経費を計上して

おります。 

 また、老朽化している西部衛生センターと東部

衛生センターを集約し、し尿及び浄化槽汚泥をあ

わせて処理し、資源化設備を備えた汚泥再生処理

センターを整備するための経費を計上しておりま

す。 

 さらに、一般廃棄物処理基本計画、循環型社会

形成推進地域計画を改定するための経費を計上し

ております。総額で２０億５，３８８万２，００

０円としております。 

 次に、労働費でございますが、緊急雇用創出事

業により市の観光情報発信推進員の配置やコール

センターの人材を育成し雇用につなげる等、５事

業について５７名の雇用を係る経費を計上してお

ります。 

 また、現下の厳しい地域経済、雇用失業情勢に

鑑み、地域経済の活性化や雇用の維持・創出のた

めの経費を計上しております。 

 さらに、市単独の緊急経済対策としまして、先

ほども説明をいたしましたけれども、集会所の整

備事業ほか１５事業に係る経費を計上しておりま

す。総額で５億６，５６４万９，０００円として

おります。 

 次に、農林水産業費でございますが、農業の振

興では、地域農業を総合的に管理・調整・支援す

る体制整備のための事業費、生産基盤の整備充

実、営農基盤の拡大と生産性の向上、農作業の効

率化・省力化を図るための事業費を計上しており

ます。 

 また、地域農業の持続的発展を図るため、担い

手及び農業後継者の育成事業費を計上しておりま

す。 

 さらに、西予市の歴史遺産産業としての養蚕業

を継承する意義を再認識するため、式年遷宮及び

関連する織物工場等の研修に係る経費を計上して

おります。 

 林業の振興では、自然環境を守る貴重な資源と

しての森林整備保全を図るための経費、林業技術

者の育成と就業の安定確保のための経費を計上し

ております。 

 また、再生可能エネルギーを利用した低炭素型

の地域づくりを図るための事業費を計上しており

ます。 

 水産業の振興では、漁業環境の整備保全を図る

ための漁港整備等の施設整備費を計上しておりま

す。老朽化する漁港施設の増加に伴い、更新を必

要とする施設の長寿命化と更新コストの平準化・

縮減を図るための経費を計上しております。総額

で２９億６，１０２万３，０００円としておりま

す。 

 次に、商工費でございますが、商業の振興で

は、中小企業に対する経営資金融資制度を設け中

小企業の育成振興を図るための預託金事業費及び

それに関連した利子補給事業費を計上しておりま

す。 

 また、市外の団体が市内の宿泊施設を利用した

合宿に対して補助金を交付し、地域活性化と商業

の振興を図るための事業費を計上しております。 

 工業の振興では、市内への企業立地を促進し、

地域産業の活性化と雇用の場の確保を図るための

経費を計上しております。 

 消費生活では、悪徳商法に対する情報提供、被

害者相談、苦情等に対応するための消費者生活相

談員を設置する経費を計上しております。 

 観光の振興では、観光レクリエーション施設の

維持管理経費、合併１０周年に向けて西予市イメ

ージキャラクター「せい坊」を活用し、西予市を

全国にＰＲする経費を計上しております。 

 また、市内固有の自然遺産・文化遺産を新たな

観光資源として、地域の持続的発展に生かすジオ

パーク活動を通じながら日本ジオパークの認定を

目指すための経費を計上しております。 

 さらに、西予市観光協会の法人化を進めるため

の経費を計上しております。 

 雇用・勤労者対策では、起業講座や特産品開発

に対する支援・相談、情報提供等により新たな雇

用の創出を図るための経費を計上しております。

総額で４億３，２６３万７，０００円としており

ます。 

 次に、土木費でございますが、道路・交通網整

備では、広域な地域間の連携強化、安全性等の向

上を図るため県営道路事業の負担金、市道幹線道

路及び橋梁かけかえ整備費を計上しております。 

 住宅・宅地の整備では、市営住宅政策の基本的

方向及び今後の活用・維持管理方針を定める市営

住宅長寿命化計画の策定経費を計上しておりま

す。 

 また、地震に強い町、安心して暮らせる住環境
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の整備を図るため、耐震診断及び耐震化工事に対

する助成経費を計上しております。 

 防災では、急傾斜地等崖崩れ危険箇所１０カ所

の崖崩れ防災対策事業費を計上しております。総

額で１６億９，４２２万７，０００円としており

ます。 

 次に、消防費でございますが、消防・防災・救

急では、大規模災害発生に備えた必要物資の備

蓄、避難路の整備、孤立集落対策用衛星携帯電

話・聴覚障害者用の緊急通報システムの整備、野

村地区防災行政無線のデジタル整備化を図る事業

費を計上しております。 

 また、災害・救急時における速やかな対応とし

て、住民の生命・財産を守り安心して暮らす町を

築くため、消防団組織の充実を図るとともに、消

防・救急デジタル無線設備を初め、常備消防施設

ほか関係施設・装備の整備費を計上しておりま

す。総額で１７億４，８５８万８，０００円とし

ております。 

 次に、教育費でございますが、学校教育では、

安全で安心して学べる教育環境の整備を図るた

め、明浜・三瓶地区の統合校舎建設費用及び野村

小学校南校舎の改築費、三瓶地区各小学校の閉校

による経費及び統合小学校開校による経費を計上

しております。 

 また、教職員のＩＣＴ環境を整備し、高度情報

化社会に対応した情報教育の推進を図るための経

費を計上しております。 

 生涯学習では、家庭や地域の教育力の低下など

子供を取り巻く環境の変化に地域全体で取り組む

体制づくりを支援するための経費、放課後等に子

供が安心して活動できる場を確保し、健やかな育

ちを支援するための経費を計上しております。 

 また、野村地区の子育て支援対策として、学童

保育施設と図書館を整備する教育福祉複合施設建

設に係る経費を計上しております。 

 芸術・文化、文化財では、シーボルトの娘・楠

本イネを顕彰するとともに、全国に発信し西予市

のイメージづくりと地域活性を図るためのおイネ

賞事業費を計上しております。 

 また、重要伝統的建造物群及び文化施設の保存

のための経費、個性豊かなまちづくりや文化活動

を展開するための全国かまぼこ板の絵展覧会に係

る経費を計上しております。 

 さらに、愛媛県指定無形民俗文化財である朝日

文楽の保存・伝承と後継者の育成を図るための拠

点となります朝日文楽会館の建設経費を計上して

おります。 

 スポーツ活動では、スポーツ立市構想に基づ

き、スポーツ団体・クラブ及び指導者の育成を推

進するための経費、地域コミュニティー組織であ

る総合型地域スポーツクラブの活動に対する助成

経費を計上しております。 

 また、愛媛国体開催時の競技会運営に当たる審

判員、記録員を計画的に育成する経費及び愛媛国

体施設整備に係る経費を計上しております。総額

で４５億２５０万９，０００円としております。 

 以上、歳出予算の目的別の概要でございました

が、続きまして、歳入についてご説明をいたしま

す。 

 まず、市税につきましては、市民税、たばこ税

が増額、固定資産税が減額を見込み、市税総額で

前年度比５，１４１万円、前年度比１．７％でご

ざいますけれども、増額としております。 

 地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、地

方消費税交付金、自動車取得税交付金につきまし

ては、平成２３年度決算額及び地方財政計画の増

減率等をもとに見積額を計上しております。 

 地方交付税につきましては、平成２４年度予算

額から１億９，０００万円、１．６％の増額とし

ております。 

 国庫支出金及び県支出金につきましては、小学

校建築費及び森林蘇生緊急対策事業費の増により

前年度比１１億５，３７７万２，０００円、３

３．７％の増額となっております。 

 市債につきましては、消防無線設備整備事業の

実施、三瓶小学校校舎新築事業の増額により前年

度比１９億８，２７０万円、９０．７％の増額と

なっております。 

 なお、合併特例債、過疎債及び辺地債等の財政

上有利な起債を活用し必要な額を計上しておりま

す。 

 また、野村地区の防災行政無線デジタル整備事

業費、野村小学校南校舎改築事業費、明浜地区小

学校統合校舎建設事業費における継続費の設定及

び市誌編さん業務委託事業の債務負担行為の設定

を行っております。 

 以上、説明をさせていただきましたけども、詳

細につきましては、担当課長から説明させますの

で、よろしくご審議を賜り、ご決定いただきます
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ようお願い申し上げます。 

 長い間聞いていただきまして、ありがとうござ

いました。 

 以上、私の所信と予算編成の方針の概要を説明

させていただきました。ご清聴ありがとうござい

ました。 

○議長 道山財政課長。 

○道山財政課長 それでは、予算書に沿って新規

事業並びに主な事業につきましてご説明を申し上

げます。 

 まず初めに、歳出につきまして、説明をさせて

いただきます。 

 予算書の５４ページをお開き願います。 

 総務費でありますが、費目財産管理費、市有財

産維持管理事業１億２４７万１，０００円であり

ますが、経常的な財産維持管理経費のほか、庁舎

第１別館及び旧惣川診療所の解体に係る経費を計

上しております。庁舎第１別館は老朽化が激し

く、既に建物本体の一部が爆裂するなど、国道、

市道通行者等にとって大変危険な状態にありま

す。 

 また、今後計画しています卯之町駅前開発を進

める上でも支障となるため、今年度解体するもの

であります。工期は９月から１２月の予定として

おります。 

 また、惣川診療所の解体につきましては、新診

療所へ移転後は旧診療所を撤去し、惣川公民館の

駐車場として利用したいとの地元からの要望があ

りましたので、その要望に応えるものでありま

す。 

 ６５ページをお開き願います。 

 費目監理用地費、電子入札システム共同利用事

業３００万８，０００円でありますが、愛媛県と

県内８市町が共同で構築運用を行う電子入札シス

テムに係る経費を計上するもので、これによりま

して行政、入札者ともに入札業務の負担軽減が図

られます。 

 ６７ページをお開き願います。 

 税務総務費、固定資産税評価事業２，７９５万

５，０００円でありますが、固定資産のうち土地

と家屋については３年に１度の基準年度ごとに評

価の見直しが行われます。平成２７年度がこの基

準年度に当たり、平成２７年度の固定資産の評価

がえのために実施する不動産鑑定委託等に係る経

費を計上するものであります。 

 ７９ページをお開き願います。 

 費目地域振興費、コミュニティーセンター整備

事業２，５１０万７，０００円でありますが、財

団法人自治総合センターのコミュニティーセンタ

ー助成金を受けて、宇和町久保の久保集会所の整

備に係る経費を計上するものであります。 

 同費目、地域活性化センター助成事業２００万

円でありますが、財団法人地域活性化センターの

助成を受けまして、川津南やっちみる会が空き家

を改修した移住体験等、穴神鍾乳洞、穴神洞遺跡

を核としたジオ体験ツアーにより、地域との交流

を図る取り組みに対する補助金を計上するもので

あります。 

 同じ費目ですが、地域おこし協力隊導入事業

３，８０４万１，０００円でありますが、都市住

民など地域外の人材を地域社会の新たな担い手と

して受け入れ、地域力の維持強化を図る地域おこ

し協力隊の制度を利用しまして、本庁・支所ごと

に特定の分野でのスキルや意欲を持った人材を採

用し、地域づくりに取り組むための経費を計上す

るものであります。財源としまして、特別交付税

で措置され、残りを地域振興基金を充当しており

ます。 

 ８０ページをお開き願います。 

 費目生活交通バス対策事業費、土居地区デマン

ド乗り合いタクシー運行事業１０２万１，０００

円、高川地区デマンド乗り合いタクシー運行事業

１０６万６，０００円でありますが、平成２３年

１２月に運行を開始した野村惣川地区、平成２０

年１０月に運行を開始しました城川遊子川地区に

続き、平成２５年１０月から新たに城川町土居地

区と高川地区において運行開始予定としますデマ

ンド乗り合いタクシー運行に係る経費を計上する

ものであります。 

 ９３ページをお開き願います。 

 民生費、費目障害者福祉、軽度・中等度難聴児

補聴器給付事業３７万７，０００円であります

が、県からの３分の１の補助を受けて、障害者総

合支援法に基づく補装具費支給制度の対象となら

ない経度・中等度難聴児が装用する補聴器購入費

に対して助成する経費を計上するものでありま

す。 

 ９８ページをお開き願います。 

 費目児童福祉総務費、乳幼児児童医療費助成事

業６，７３０万８，０００円でありますが、子育
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てに係る経済的負担の軽減を図るため、小学校就

学前乳幼児の医療費助成、また平成２４年度から

市の単独事業として拡充しています小学校の入院

医療費助成、これに加えまして、平成２５年度か

ら中学生の入院医療費も助成の対象とし、それら

の経費を計上するものであります。これによりま

して医療費の助成額は、約１００万円の増額とな

る見込みであります。既に県内１０市町が中学生

の入院医療費の助成を行っておりまして、平成２

５年度からの実施予定は当市を含めて３市となる

見込みであります。財源としまして、乳幼児医療

費の分につきまして２分の１の県補助金を充当し

ております。 

 ９９ページをお開き願います。 

 同費目、未熟児医療費医療給付事業１５２万

２，０００円でありますが、第２次一括法により

県から市へ権限移譲された事業であります。国２

分の１、県４分の１の補助を受けまして、未成熟

な状態で出生した新生児が、早期に健全な身体に

回復するために必要な医療の提供に係る経費を計

上するものであります。 

 １０９ページをお開き願います。 

 衛生費、費目保健衛生総務費、田之浜診療所施

設管理事業２００万円でありますが、平成２５年

４月から高山診療所の医師退職によりまして田之

浜診療所の出張診療ができなくなるため、廃止に

なる田之浜診療所を民間医療法人あじき医院に貸

し付けいたしまして地域医療を確保いたします。

これに伴い必要となる修繕料を計上するものであ

ります。 

 １１２ページをお開き願います。 

 衛生費、費目環境衛生費、住宅用太陽光発電シ

ステム設置補助金事業１，５３６万円であります

が、市民による新エネルギーの利用を積極的に支

援し、環境に優しいまちづくりを推進するため、

住宅用太陽光発電システム設置費用に対する補助

金を計上するもので、補助額は発電能力１キロワ

ット当たり４万８，０００円で、４キロワットを

上限としています。財源として、４キロワット４

万円を上限としました県補助金を充当しておりま

す。 

 １１４ページをお開き願います。 

 費目母子衛生費、妊婦健診事業１，８８５万

５，０００円でありますが、妊娠中の疾病の早期

発見・早期対応等の健康管理が図られ、安心して

出産を迎えるための妊婦健診事業に、今年度から

歯科健診を追加して助成対象としております。約

２５０人の健診を見込んでおります。財源とし

て、一般健診分について県補助金を充当しており

ます。 

 １２１ページをお開き願います。 

 費目汚泥再生処理整備事業費、汚泥再生処理施

設整備事業３，０６２万５，０００円であります

が、し尿及び浄化槽汚泥を処理する汚泥再生処理

施設の整備に当たり、平成２４年度に債務負担行

為を設定した生活環境影響調査及び発注者支援業

務委託等に係る経費を計上するものであります。 

 １２４ページをお開き願います。 

 労働費、費目緊急雇用創出事業費、コールセン

ター人材育成事業１億９，８４０万２，０００円

でありますが、県の緊急雇用創出事業費補助金に

よりコールセンターオペレーターに必要な技術を

習得させるとともに、地域ニーズに応じた人材を

育成し、受託企業を誘致して５０人の雇用に結び

つけるための経費を計上しております。 

 １２５ページをお開き願います。 

 費目地域経済基盤強化雇用等対策費、集会所整

備事業２，００２万円、市単独農業用施設維持管

理材料支給事業２，５００万円、ほか１４事業２

億７，９８０万９，０００円でありますが、平成

２５年度市の単独緊急対策事業といたしまして実

施する経費を計上するものであります。 

 西予市の経済対策として、市内業者が受注可能

な事業を速やかに実施することにより、西予市の

景気浮揚の底上げを行うものであります。 

 １３１ページをお開き願います。 

 農林水産業費、費目農業振興費、新規作物と産

地育成事業２００万円でありますが、県の緊急雇

用創出事業補助を受けて２年間試験栽培しました

スナゴケの販路開拓、企業との連携を目指し、栽

培管理を地元の団体または農家へ委託継続するた

めの経費を計上するものであります。 

 同費目、担い手育成支援事業２，９１２万９，

０００円でありますが、農業の持続的発展を確保

するため、市内の認定農業者や人・農地プランに

位置づけられた中心経営体が行う農業用機械の導

入や新規栽培技術等の実証に対する補助金等を計

上するもので、そのうち経営体育成支援事業で

は、２分の１の補助金を受けて飼料収穫機械の購

入経費に対して１０分の６以内の補助を行うもの
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であります。 

 また、認定農業者支援事業では、補助率３分の

１以内で１００万円を上限としまして補助するも

のであります。 

 １４２ページをお開き願います。 

 費目林業振興費、森林蘇生緊急対策事業５億

４，９４４万１，０００円でありますが、林業専

用道１１路線の開設事業費５億１，５００万円、

林業事業体などが行う高性能機械の導入事業１，

１４０万円、木材加工流通施設等整備事業２，３

０４万１，０００円の補助金を計上するものであ

ります。財源として、県補助金を１００％充当し

ております。 

 同費目、林業作業道改良補修事業３００万円で

ありますが、森林整備を一体的に進めることがで

きるよう、先ほどの改良及び補修作業に必要な原

材料や機械使用料等の２分の１以内で４０万円を

限度額として補助するものであります。 

 対象となる作業道は、受益戸数が２戸以上、受

益面積１ヘクタール以上で、総延長が１００メー

トル以上、幅員３メートル以上の作業道となって

おります。 

 １５３ページをお開き願います。 

 商工費、費目観光費、ジオパーク推進事業６７

０万円でありますが、日本ジオパーク認定を目指

し西予ジオパーク推進協議会に対する補助金のほ

か、ジオサイト紹介のホームページの作成、財団

法人自治総合センターの助成金を受けまして開催

するジオパークシンポジウムに係る経費などを計

上するものであります。 

 １６１ページをお開き願います。 

 土木費、費目急傾斜崩壊防災対策事業費、崖崩

れ防災対策事業１億４，６２９万円であります

が、宇和町永長常居寺地区、野村町平野手都合Ａ

地区、野村町長谷長谷Ｂ地区、城川町遊子谷下遊

子Ｂ地区、日浦Ｈ地区、日浦地区、城川町川津南

成地区、大門Ａ地区、城川町魚成川向Ｅ地区、成

穂Ａ地区の１０カ所の崖崩れ防災対策工事に係る

経費を計上するものであります。 

 １６２ページをお開き願います。 

 費目道路橋梁維持費、市道維持管理委託事業８

００万円でありますが、地域の高齢化や過疎化に

より地元での管理が困難となった市道の草刈り、

清掃作業などを業者へ委託する経費を計上するも

のであります。 

 １６３ページをお開き願います。 

 同費目、道路新設改良費５億４，６３７万９，

０００円でありますが、明浜町ですてきな集落整

備事業としまして西川線ほか３路線、宇和町では

石城地区２０９号線改良ほか８路線、野村町では

中筋大洲線改良ほか８路線、城川町では今田線改

良ほか５路線、三瓶町では和泉中央線改良ほか２

路線の整備を行うものであります。 

 １６９ページをお開き願います。 

 費目住宅管理費、木造住宅耐震化促進事業６１

０万６，０００円でありますが、耐震診断の結

果、耐震化が必要と判定された住宅の耐震化工事

に対する補助金等を計上するものであります。補

助額は対象経費の３分の２以内で、８４万円を上

限としております。財源として、国、県の補助金

を充当しております。 

 １７０ページをお開き願います。 

 消防費、費目常備消防費、消防無線設備整備事

業４億６，２３７万１，０００円でありますが、

電波法関係審査基準の改正により、平成２８年５

月３１日までにデジタル化をしなければならない

消防・救急無線のデジタル化に係る施工管理委託

及び工事請負費に係る経費を計上するものであり

ます。財源として、国庫補助金、市債を充当して

おります。 

 １７５ページをお開き願います。 

 費目消防施設費、常備消防施設事業４，２４３

万９，０００円でありますが、災害時には給水車

としての利用も可能な小型動力ポンプつき水槽車

の導入に係る経費等を計上するものであります。

財源として市債を充当しております。 

 同費目ですが、消防団装備整備事業５，５００

万３，０００円でありますが、宇和町宇和分団第

５部、田之筋分団第１部、中川分団第２部、多田

地分団第２部の積載車計４台、明浜町高山分団１

部、２部、小型動力ポンプ１台、野村町野村分団

第１部、ポンプ自動車１台、貝吹分団第２部、中

筋分団第２部の小型動力ポンプ計２台、城川町高

川分団第２部、魚成分団第２部の小型動力ポンプ

２台の整備に係る経費等を計上するものでありま

す。財源として、市債を充当しております。 

 同じ費目ですが、消防団施設整備事業２，４０

７万８，０００円でありますが、消防水利の整備

を目的として野村町阿下前石、城川町男河内に耐

震性貯水槽を整備、また城川高川分団第２部詰所
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の新築工事等に係る経費を計上するものでありま

す。財源として、国庫補助金、市債を充当してお

ります。 

 １７６ページをお開き願います。 

 費目災害対策費、災害用資機材施設整備事業

２，３３２万円でありますが、平成２４年度から

２カ年計画で整備しています津波避難路を明浜２

カ所、三瓶４カ所に整備、また災害用物資を高台

に分散備蓄するための倉庫を明浜・三瓶地区６カ

所に整備する経費を計上するのであります。財源

として、県補助金を充当しております。 

 同費目、防災行政無線デジタル整備事業２億

１，４０３万９，０００円でありますが、昭和５

９年に整備され老朽化した野村町の防災行政無線

を平成２４年度から平成２６年度の３カ年度でデ

ジタル方式に整備更新するもので、平成２４年度

に実施設計を済ませ、平成２５、２６年度の２カ

年度で工事を行います。平成２５年度は施工管理

委託と工事費等を計上するものであります。財源

として、市債を充当しております。 

 １７９ページをお開き願います。 

 教育費、費目事務局費、学校再編推進事業７，

３５１万４，０００円でありますが、平成２６年

４月に統合する三瓶地区各小学校の閉校に係る経

費及び統合小学校の開校に係る経費等を計上する

もので、閉校記念紙、校歌、校旗、スクールバ

ス、新校舎の備品等の経費を計上するものであり

ます。 

 １８８ページをお開き願います。 

 費目学校建設費、三瓶小学校校舎新築事業１２

億６，７５２万円でありますが、平成２６年４月

に統合する三瓶地区小学校の校舎新築に係ります

工事管理、工事費等の経費を計上するものであり

ます。平成２４年度に継続費を設定し、平成２５

年度が最終年度になっております。新校舎は鉄筋

コンクリートづくり３階建て、延べ床面積４，８

０４平米であります。財源として、国庫補助金、

市債を充当しております。 

 同じ費目で、野村小学校南校舎改築事業１億

８，５２３万３，０００円でありますが、平成２

７年４月の野村地区小学校統合に向けた野村小学

校南校舎の改築に係ります工事管理、工事費等の

経費を計上するものであります。 

 なお、工事費、工事管理費につきましては、平

成２５年度から２６年度の継続費を設定を行いま

す。改築校舎は鉄筋コンクリートづくり３階建

て、延べ床面積１，５００平米であります。財源

としまして、国庫補助金、市債を充当しておりま

す。 

 同じく同じ費目ですが、明浜地区小学校統合校

舎建設事業３億５，２３６万８，０００円であり

ますが、平成２７年４月の明浜地区小学校統合に

向けた統合校舎建設に係る工事管理、工事費等の

経費を計上するものであります。工事費、工事管

理費につきましては、平成２５年度から平成２６

年度の継続費の設定を行います。統合校舎は鉄筋

コンクリートづくり３階建て、延べ床面積２，９

１２平米であります。財源として、国庫補助金、

市債を充当しております。 

 同じ費目ですが、野村小学校施設整備事業２億

２，６１２万８，０００円でありますが、平成２

７年４月の野村地区小学校統合に向けた野村小学

校既存校舎であります本校舎、鉄筋コンクリート

づくり３階建て、延べ床面積２，３１７平米、そ

れから北校舎、鉄筋コンクリートづくり３階建

て、延べ床面積１，４０２平米の防水改修、外壁

改修、それから内部改修、建具の改修等の大規模

改修に係る経費を計上するものであります。財源

として、国庫補助金、市債を充当しております。 

 １９５ページをお開き願います。 

 費目社会教育総務費、市誌編さん発刊事業９５

６万４，０００円でありますが、西予市合併１０

周年となる平成２６年度発刊を目指し、旧５町の

町史統合と西予市合併後１０年を記録した市誌の

編さんに係ります編さん委員の報酬、編さん業務

委託料等の経費を計上するものであります。平成

２６年度までの債務負担行為の設定を行います。 

 ２０６ページをお開き願います。 

 費目社会教育施設建設費、野村地域教育複合施

設建設事業５，３３７万６，０００円であります

が、野村地域全体の子育てを支援するため、野村

小学校に隣接します市有地、旧野村保育所、四国

電力跡地に、１階を図書館に、２階を児童館にし

ました複合施設を建設するもので、設計委託及び

旧野村保育所の解体工事等の経費を計上するもの

であります。 

 また、同敷地内には小学校再編に伴いますスク

ールバス回転場及び駐車場を整備する予定であり

ます。施設の計画概要は、鉄筋コンクリート２階

建て、延べ床面積１，３８４．１９平米で、図書
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館・児童館・学童保育施設が整備される予定であ

ります。財源としまして、市債を充当しておりま

す。 

 ２０７ページをお開き願います。 

 費目文化振興総務費、おイネ賞事業５１８万

９，０００円でありますが、日本最初の女性医師

楠本イネを輩出しました町として、医師を目指す

女子医学生及び現在活躍している女性医師に作文

を募集し顕彰するほか、平成２４年度の応募作文

集を発刊する経費を計上するものであります。財

源として、基金の繰入金を充当しております。 

 ２１０ページをお開き願います。 

 費目文化施設運営管理費、宇和文化会館管理運

営事業８，１６０万９，０００円でありますが、

指定管理委託料のほか、建築後２０年が経過し、

経年劣化による故障が多くなった舞台照明、音響

施設の改修工事に係る経費を計上するものであり

ます。財源として、寄附金を充当しております。 

 ２１７ページをお開き願います。 

 費目文化振興施設建設費、朝日文楽会館建設事

業８５０万６，０００円でありますが、平成２４

年度に債務負担行為を設定した朝日文楽会館建て

かえに係る設計業務委託費を計上するものであり

ます。施設の概要は、鉄骨づくり平家建て、延べ

床面積７３５平米であります。財源としまして、

市債を充当しております。 

 ２１９ページをお開き願います。 

 費目体育施設費、市営野村プール管理運営事業

１，４２６万５，０００円でありますが、老朽化

した市営野村プールの大プールの壁面修理、塗

装、ろ過器コンプレッサー交換の改修等に係る経

費を計上するものであります。 

 ２２４ページをお開き願います。 

 費目国民体育大会費、愛媛国体施設整備事業

５，４０９万８，０００円でありますが、平成２

９年の愛媛国体において、成年女子ソフトボール

の会場となります宇和球場と宇和運動公園の施設

改修設計及び施設の現状課題の整理、施設の整備

方針、会場施設の開催方針等の開催会場基本計画

策定調査の委託業務等に係る経費を計上するもの

であります。 

 次に、歳入でございますが、予算書戻りまし

て、１５ページをお開き願います。 

 市税でございますが、市民税個人、平成２４年

度当初年少扶養控除廃止の影響額を過大に見込ん

でいたため１，８２５万５，０００円の増額とし

ております。 

 固定資産税でありますが、土地では負担標準率

が、平成２４年税制改正により８０％から９０％

に引き上げられたことにより２，４６４万７，０

００円の増額を見込んでおります。 

 一方、家屋では、平成２４年度の評価がえによ

り再建築費評点補正率が木造家屋０．９９、非木

造家屋０．９６となったことによりまして２，４

４７万８，０００円の減額を見込み、固定資産税

全体では６３８万９，０００円の減額としており

ます。 

 １６ページをお開き願います。 

 市町村たばこ税でありますが、平成２３年度税

制改正による県から市町への一部税源移譲により

まして、１，０００本当たりの単価が旧三級品で

３０５円増の２，４９５円に、旧三級品以外で６

４４円増の５，２６２円になったことによりまし

て３，１６８万９，０００円の増額としておりま

す。 

 １８ページをお開き願います。 

 地方消費税交付金でありますが、平成２３年度

決算額と同額を見込み、対前年度１，６６７万

９，０００円の減額としております。 

 地方交付税でありますが、特別交付税分を過去

の実績から増額を見込みまして、対前年度１億

９，０００万円の増額としております。 

 ２６ページをお開き願います。 

 国庫補助金、費目消防費国庫補助金、消防施設

国庫補助金１億１，０２３万６，０００円であり

ますが、消防・救急デジタル無線設備整備及び耐

震性貯水槽新設に係る補助金であります。 

 ２７ページをお開き願います。 

 費目教育費国庫補助金、学校建設費国庫補助金

４億１，４１０万７，０００円でありますが、三

瓶小学校校舎新築、野村小学校南校舎改築、野村

小学校施設整備、明浜地区小学校統合校舎建設に

係ります補助金であります。 

 ３５ページをお開き願います。 

 財産収入、費目総務費寄附金、集会所整備事業

寄附金１，２４８万６，０００円でありますが、

宇和久保集会所及び城川成穂集会所建設事業に係

る寄附金であります。 

 ３５から３７ページをお開き願います。 

 繰入金、基金繰入金でありますが、財政調整基
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金、新市立病院建設基金及び一般廃棄物処理施設

等建設基金等の繰り入れによりまして、対前年度

４億７３６万９，０００円の増額となっておりま

す。 

 以上、予算の説明とさせていただきます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

 ここで暫時休憩といたします。（休憩 午後３

時５１分） 

○議長 再開をいたします。（再開 午後４時０

２分） 

  （日程１０） 

○議長 次に、日程第１０、議案第４９号「平成

２５年度西予市授産場特別会計予算」から議案第

６０号「平成２５年度西予市野村介護老人保健施

設事業会計予算」までの１２件を一括議題といた

します。 

 理事者の説明を求めます。 

 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 議案第４９号「平成２５年

度西予市授産場特別会計予算」について提案理由

のご説明を申し上げます。 

 特別会計予算書の２ページ、３ページをお開き

ください。 

 本予算の歳入歳出の総額は、歳入歳出それぞれ

２，４２５万３，０００円としております。 

 歳出の主なものは、施設授産場費の事務費で人

件費など１，０１２万７，０００円、事業費で賃

金など４５７万円であります。 

 歳入では、手袋加工賃収入等の施設授産場事業

収入６９２万３，０００円、繰入金で一般会計繰

入金及び保護施設事務費繰入金の１，７２５万

４，０００円を予定しております。 

 続きまして、議案第５０号「平成２５年度西予

市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算」につい

て提案理由のご説明を申し上げます。 

 同じく予算書１８ページ、１９ページをお開き

ください。 

 本予算の歳入歳出の総額は、歳入歳出それぞれ

３３５万円としております。 

 歳出の主なものは、住宅新築資金並びに改修資

金に借り入れている公債費３２８万１，０００円

であります。 

 歳入の主なものは、住宅新築資金等貸付金元利

収入３３４万８，０００円を計上いたしておりま

す。 

 以上、２議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 兵頭教育部長。 

○兵頭教育部長 議案第５１号「平成２５年度西

予市育英会奨学資金貸付特別会計予算」について

提案理由のご説明を申し上げます。 

 この奨学資金は、西予市出身の優秀な学生・生

徒であって、経済的理由により就学が困難な者に

対し定額を無利子で貸し付けるものであります。 

 それでは、予算書２７ページをお開きくださ

い。 

 本予算の歳入歳出の総額は、歳入歳出それぞれ

１億１，２００万８，０００円としております。 

 歳出では、奨学資金貸付金で新規貸付予定者６

４名、継続貸付者４５名、計１０９名分及び運営

費に係る経費４，０６４万７，０００円、予備費

７，１３６万１，０００円を計上いたしました。 

 歳入では、償還金等４，３４５万４，０００円

及び前年度繰越金６，８５５万４，０００円を計

上し運営するものであります。 

 なお、奨学資金の貸し付けに当たっては、西予

市育英会理事会に諮り、公正な決定運用を図るこ

とといたしております。よろしくご審議の上、ご

決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 議案第５２号「平成２５年

度西予市国民健康保険特別会計予算」について提

案理由のご説明を申し上げます。 

 国保特別会計予算につきましては、事業勘定予

算と８つの診療所勘定予算で構成されておりま

す。 

 まず、事業勘定予算からご説明申し上げます。 

 平成２５年度の予算編成に当たりましては、厳

しい財政状況であることを踏まえ、国民健康保険

事業の適正かつ安定的な運営を図るため、医療費

の動向、医療費制度改正の対応など、国が示す留

意事項に基づき編成をいたしました。今後とも保

険給付費の増加及び税収の落ち込みが見込まれ、

財政状況は一層厳しい状況になることが予想され

ていることから、今年度も財源不足分として一般

会計からの繰入金を計上いたしました。 

 それでは、予算書の４１ページをお開きくださ

い。 

 歳出の主なものでは、総務費８，９２６万４，

０００円、保険給付費３９億３，６５９万１，０
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００円、後期高齢者支援金等６億８，８８３万

２，０００円、介護納付金３億８９４万２，００

０円、共同事業拠出金７億４９８万円、保健事業

費５，３０７万６，０００円を計上いたしまし

た。 

 続いて、３９ページにお戻りください。 

 歳入の主なものにつきましては、国民健康保険

税８億８，１６４万９，０００円、国庫支出金１

３億４，２１８万円、県支出金２億８，６１７万

５，０００円、療養給付費等交付金４億５，００

０万１，０００円、前期高齢者交付金１６億８，

８１４万円、共同事業交付金６億９，３５１万

２，０００円、繰入金４億４，３７１万円を計上

いたしました。 

 以上によりまして、事業勘定予算は、歳入歳出

それぞれ５７億９，７９３万２，０００円といた

しました。 

 次に、診療施設勘定予算についてご説明を申し

上げます。 

 各診療所の患者数は減少傾向にあり、診療収入

も減収が見込まれ、一般会計からの繰入金に頼る

傾向が強くなっております。年々厳しい経営を余

儀なくされていますが、経費節減、経営改善に積

極的に努め、今後とも地域になくてはならない診

療所づくりを目指す所存であります。 

 なお、来年度から田之浜診療所については廃止

することから、施設を民間に貸与し、医療サービ

スを行っていただくこととしており、高山診療所

の医科及び杉之瀬出張診療所については休止を予

定いたしております。 

 各診療所勘定の歳入歳出総額は、予算書の４３

ページ、４４ページの俵津診療所勘定が９４２万

１，０００円、４５ページ、４６ページの狩江診

療所勘定が６，５７０万２，０００円、４７ペー

ジ、４８ページの高山診療所勘定が４，５０５万

９，０００円、４９ページ、５０ページの惣川診

療所勘定が１，５８７万３，０００円、５１ペー

ジ、５２ページの土居診療所勘定が１億１，０２

３万４，０００円、５３ページ、５４ページの遊

子川出張診療所勘定が４６４万３，０００円、５

５ページ、５６ページの二及診療所勘定が７，６

７９万１，０００円、５７ページ、５８ページの

周木診療所勘定が４，３９６万８，０００円とい

たしました。 

 続きまして、議案第５３号「平成２５年度西予

市後期高齢者医療特別会計予算」について提案理

由のご説明を申し上げます。 

 後期高齢者医療制度は、ことしの４月で６年目

を迎えますが、新たな高齢者医療制度につきまし

ては、社会保障と税の一体改革関連法の一つとし

て平成２４年８月２２日に施行された社会保障制

度改革推進法により状況等を踏まえ、必要に応じ

て社会保障制度改革国民会議において検討をし、

結論を得ることとされております。 

 それでは、予算書の１７７ページをお開きくだ

さい。 

 本予算は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ６億５７０万円と定めるものであります。 

 次に、１７９ページをお開きください。 

 歳出につきましては、総務費２，７８８万４，

０００円、後期高齢者医療広域連合納付金５億

６，２４６万円計上いたしました。 

 また、後期高齢者を対象に実施する健康診査事

業費として保健事業費１，４６３万２，０００

円、後期高齢者医療保険料の過年度分に対する還

付金として諸支出金３０万１，０００円、予備費

４２万３，０００円を計上いたしました。 

 １７８ページにお戻りいただきたいと思いま

す。 

 歳入の主なものといたしましては、後期高齢者

医療保険料３億４，８２１万２，０００円、繰入

金２億４，３２２万７，０００円、諸収入１，４

２５万８，０００円を計上いたしました。 

 続きまして、議案第５４号「平成２５年度西予

市介護保険特別会計予算」について提案理由のご

説明を申し上げます。 

 本予算につきましては、介護等が必要な人の尊

厳を保持し、能力に応じ自立した日常生活を営む

ことができるよう支援をし、必要な保険給付を行

うための事業等に関する予算の計上となっており

ます。 

 それでは、予算書１９５ページをお開きくださ

い。 

 本予算は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ５２億２，４６５万８，０００円と定めるも

のであります。 

 １９７ページをお開きください。 

 次に、歳出予算の主なものについてご説明をい

たします。 

 総務費では、主に人件費と介護認定等に係る経
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費として１億１，８３６万７，０００円を計上し

ております。 

 保険給付費につきましては、主に介護給付、予

防給付、その他細分された各サービス費の支出と

なり５０億３２０万円としております。 

 地域支援事業費では、介護予防を推進するとと

もに、地域における包括的・継続的なマネジメン

トを市が実施する経費として９，６９８万７，０

００円としております。 

 １９６ページにお戻りいただきまして、歳入予

算の主なものは、６５歳以上の方に納付していた

だく介護保険料７億８，９６０万８，０００円、

国庫支出金１３億５，８８２万５，０００円、県

支出金の７億５，６１４万８，０００円、支払基

金交付金で１４億５，４９３万５，０００円、繰

入金の一般会計繰入金で７億７，７４８万４，０

００円、基金繰入金８，２２７万９，０００円、

歳出の地域支援事業費の事業実施に伴う利用者等

の諸収入５２７万６，０００円を予定いたしてお

ります。 

 以上で本予算の説明を終わります。 

 以上、３議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 議案第５５号「平成２５年

度西予市農業集落排水事業特別会計予算」につい

て提案理由のご説明を申し上げます。 

 平成２５年度における主な事業といたしまして

は、宇和町、野村町で稼働している１０処理区の

維持管理業務及び公債費の元利償還であります。 

 予算書の２４９ページをお開きください。 

 本予算は、歳入歳出総額をそれぞれ４億９０４

万１，０００円と定めるものであります。 

 次、２５１ページをお開きください。 

 歳出では、施設管理費で１億３，０３２万円計

上いたしております。これは主に１０処理区の維

持管理費用と最適整備構想策定に係る委託料及び

これらに関する事務費、人件費等に係る経費を計

上しております。 

 また、公債費の元利償還金２億７，８７２万

１，０００円を計上いたしております。 

 次に、歳入につきまして、２５０ページをお開

きください。 

 施設使用料８，３２６万円、加入負担金３００

万円、県補助金３１８万１，０００円、市債元利

償還金及び施設管理費の一般会計繰入金３億１，

８５０万円、繰越金１１０万円を計上いたしてお

ります。 

 以上、農業集落排水事業特別会計予算の説明を

終わります。 

 続きまして、議案第５６号「平成２５年度西予

市公共下水道事業特別会計予算」について提案理

由のご説明を申し上げます。 

 平成２５年度に実施する主な事業につきまして

は、宇和処理区では、延長約２，８００メートル

の管路整備工事と処理場の建設工事、水処理電気

設備工事等であり、野村処理区では、国道改良に

伴うマンホール、公共ます等の工事をそれぞれ予

定しております。 

 それでは、予算書２６７ページをお開きくださ

い。 

 本予算は、歳入歳出総額をそれぞれ９億５，６

８７万円と定めるものであります。 

 ２６９ページをお開きください。 

 歳出では、事業費の施設管理費で７，５６０万

円を計上いたしておりますが、これは主に野村・

宇和両処理区の維持管理費用と下水道接続奨励金

等に係る経費を計上いたしております。 

 次に、施設整備費では５億３，６８５万円を計

上しております。これは宇和処理区における事業

の推進及び普及促進などに要する経費、野村・宇

和両処理区の施設整備に係る委託料、工事請負費

及びこれに関連する事務費、人件費等に係る経費

を計上しております。 

 また、今までに建設された施設整備に対する公

債費の元利償還金３億４，４４２万円を計上して

おります。 

 次に、歳入につきまして、２６８ページをお開

きください。 

 施設使用料６，７１０万円、事業費分担金９５

０万円、国庫補助金２億８００万円、一般会計繰

入金４億５，９４０万円、繰越金３４万円、諸収

入２７３万円、市債２億９８０万円を計上いたし

ております。 

 なお、地方債の限度額、起債の方法、利率、償

還の方法等を第２表により定めております。 

 以上、２議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 松山公営企業部長。 

○松山公営企業部長 議案第５７号「平成２５年
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度西予市簡易水道事業特別会計予算」について提

案理由のご説明を申し上げます。 

 特別会計予算書２２９ページをお開きくださ

い。 

 平成２５年度予算の主なものは、各施設の維持

管理費及び施設整備に伴う経費で、歳入歳出の総

額をそれぞれ２億４，３０４万５，０００円と定

めるものであります。 

 その内容につきまして、事項別明細書にてご説

明いたします。 

 ２３８ページをお開きください。 

 まず、歳出ですが、事業費の総務管理費では、

職員等の人件費と関係する事務費を初め、需用費

において光熱水費、修繕料、また委託料において

は、施設整備管理委託料など合わせて１億３，３

３５万４，０００円を計上しております。 

 次に、２４０ページの施設整備事業費ですが、

工事請負費では、施設整備に係る市単独工事分

３，６８０万円のほか、委託料等合わせまして

４，１７４万６，０００円を計上しております。 

 ２４１ページの公債費は、元利合計として６，

６３９万５，０００円を計上しております。 

 次に、歳入ですが、２３５ページをお開きくだ

さい。 

 主なものとして、給水収入１億２，９６８万

８，０００円、続いて、２３６ページ繰入金で

は、企業債元利償還金及び人件費分など、一般会

計繰入金７，６９７万１，０００円と基金繰入金

１，５００万１，０００円、合わせて９，１９７

万２，０００円を計上しております。 

 以上で簡易水道事業特別会計予算の説明を終わ

ります。 

 続きまして、議案第５８号「平成２５年度西予

市上水道事業会計予算」について提案理由のご説

明を申し上げます。 

 予算書の説明の前に、本年度の水道事業につき

まして概要をご説明いたします。 

 西予市の水道事業は、合併前に設置された４つ

の上水道と４０の簡易水道、さらには給水人口１

００人以下の給水施設７３、専用水道１を合わせ

て１１８の事業から構成されております。現在水

道施設は、全国的に見ましても拡張から更新へと

維持管理の時代となり、本市においても経年老朽

化施設の計画的更新、地震対策の推進、多様化・

高度化する水道使用者のニーズへの的確な対応な

どさまざまな課題に直面しております。これらの

課題に対応すべく、西予市水道ビジョンを基調と

しつつ、安心・安全で快適な水道水の安定的な供

給について、さらなる充実を目指すこととしてお

ります。 

 また、重要なライフラインであります水道を持

続可能な水道事業として運営していくため、上水

道事業体や統合が可能な簡易水道について、経営

面での事業統合、また経営の効率化、そして適正

な料金体系の構築等に取り組む必要があると考え

ているところであります。 

 それでは、公営企業会計予算書１ページをお開

きください。 

 第２条の業務の予定量では、給水戸数につきま

して１万３，０８２戸を予定しております。年間

総給水量につきましては３９２万８，８９４立方

メートル、１日平均給水量を１万７６４立方メー

トルと予定しております。 

 主要な建設改良事業につきましては、宇和上水

道事業における上松葉浄水場更新事業３億４，６

００万円、野村上水道事業においては、第１浄水

場改良事業２，６００万円、三瓶上水道では揚水

源地残塩計改良工事４３０万円をそれぞれ予定し

ております。 

 第３条の収益的収入及び支出では、収入につき

ましては、水道事業収益の総額を５億９，９５３

万５，０００円と定め、営業活動に基づく営業収

益として５億７，７９３万２，０００円、営業外

収益として２，１５６万３，０００円を計上して

おります。 

 支出につきましては、水道事業費用の総額を５

億８，１８７万４，０００円と定め、主なものと

しまして、営業活動に係る営業費用として５億

４，１１１万１，０００円、企業債償還利息等の

営業外費用として４，０７２万３，０００円を計

上しております。 

 次に、２ページをお開きください。 

 第４条の資本的収入及び支出では、収入につき

まして総額を３億４，１２５万６，０００円と定

め、内訳は負担金２，６２３万９，０００円、企

業債３億１，０９０万円、企業債元金償還金に対

する一般会計補助金４１１万７，０００円を計上

しております。 

 支出につきましては、総額を６億９，７９９万

３，０００円と定め、内訳は建設改良費５億７，
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８４６万９，０００円、企業債償還金元金分とし

て１億１，３５２万４，０００円、一般会計から

の借入金の償還金である長期借入金償還金６００

万円を計上しております。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足

する額３億５，６７３万７，０００円を補填する

財源につきましては、第４条文中の括弧書きのと

おりであります。 

 第５条の企業債では、上松葉浄水場更新事業を

目的とし、限度額等を定めております。 

 ３ページ、第６条の一時借入金では、限度額を

２億４，０００万円と定めております。 

 第７条では、予定支出の各項の経費の金額の流

用について、第８条の議会の議決を経なければ流

用することのできない経費では、職員給与費１億

２，０６５万１，０００円、公債費８万円と定め

ております。 

 第９条の他会計からの補助金では、一般会計か

らの補助金の目的と金額を定め、第１０条の棚卸

資産購入限度額では１，５４０万円の限度額を定

めております。 

 以上で上水道事業会計予算の説明を終わりま

す。 

 続きまして、議案第５９号「平成２５年度西予

市病院事業会計予算」について提案理由のご説明

を申し上げます。 

 第２条の業務の予定量では、昨年度と同じ病床

数２６４床で、年間患者数は、入院７万４，４６

０人、外来１０万２，２１０人を見込み、１日平

均患者数は、入院２０４人、外来４２０人を見込

んでおります。 

 また、主な建設改良事業といたしまして、新病

院建築費３９億５，０３４万２，０００円、医療

機器備品購入費２億９，５２３万５，０００円、

施設整備事業費１億４，５６２万７，０００円を

計上いたしております。 

 第３条の収益的収入及び支出でございますが、

収入につきましては、医業収益２９億３，５０４

万７，０００円、医業外収益１億９，９７８万

１，０００円、特別利益４万円を合わせまして総

額を３１億３，４８６万８，０００円計上いたし

ております。 

 これに対しまして支出では、医業費用３０億

１，９２１万１，０００円、医業外費用９，６５

７万３，０００円、特別損失２２２万円を合わせ

て総額３１億１，８００万４，０００円を計上い

たしております。 

 次に、第４条の資本的収入及び支出では、新病

院建築に伴う本体工事費及び病院情報システム整

備費、医療機器付記備品等購入費、また野村病院

の改修工事及び病院情報システム整備費などに伴

う収入及び支出を見込むものであります。 

 収入につきましては、出資金３億７，３７１万

９，０００円、企業債３１億５，６３０万円、補

助金５億２，５９８万７，０００円を合わせて総

額４０億５，６００万６，０００円を計上いたし

ております。 

 これに対しまして支出では、建設改良費４３億

９，１２０万４，０００円、企業債償還金１億

１，３７９万８，０００円を合わせまして総額４

５億５００万２，０００円を計上いたしました。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足

する額４億４，８９９万６，０００円を補填する

財源につきましては、第４条文中の括弧書きのと

おりであります。 

 続きまして、第５条は、継続費の総額及び年割

り額を定めるもので、新市立病院の病院情報シス

テム整備事業３億円及び野村病院の改修事業２億

５，０００万円を平成２５年度から平成２６年度

において継続費として設定をし、年割り額を表の

とおりといたしております。 

 第６条の企業債では、医療機器等整備事業及び

新病院建設を目的として限度額等を定めるもので

ございます。 

 第７条では、一時借入金の限度額を３億５，０

００万円と定め、第８条では、予定支出の各項の

経費の金額を流用することができる場合を記載の

とおりと定めております。 

 続いて、第９条では、議会の議決を経なければ

流用することのできない経費として、職員給与費

１９億７，４８８万１，０００円、公債費３３０

万円を定めるものでございます。 

 第１０条では、一般会計から病院事業会計へ繰

り出す補助金について定めるもので、研究・研修

費補助１，１１１万４，０００円、共済追加費用

補助８１８万３，０００円、児童手当補助５５２

万５，０００円でございます。 

 第１１条で棚卸資産の購入限度額を６億５，０

００万円とし、第１２条では、重要な資産の取得

について定めております。取得する資産の内容
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は、新市立病院建築に伴う医療機械と新市立病院

及び野村病院に導入する電子カルテシステムを中

核とした病院情報システムを取得するものでござ

います。 

 以上で病院事業会計予算の説明を終わります。 

 続きまして、議案第６０号「平成２５年度西予

市野村介護老人保健施設事業会計予算」について

提案理由のご説明を申し上げます。 

 介護老人保健施設つくし苑の事業につきまして

は、高齢者の心身の状況に応じた適切な介護及び

機能訓練、必要な医療等を提供し、日常生活の自

立と家庭復帰を支援し、地域に親しまれ、信頼さ

れる施設を目指してサービスの提供に引き続き努

めてまいりたいと考えております。 

 それでは、１９９ページをお願いします。 

 第２条の業務の予定量では、入所定員８０人、

１日当たりの通所者定員２５人、療養者数は年間

３万５，４３５人と見込んでおります。 

 第３条の収益的収入及び支出でございますが、

収入・支出それぞれ４億４，５４１万２，０００

円を予定するものであります。 

 収入では、施設運営事業収益が４億２，６２２

万２，０００円で、その主なものは、施設介護給

付費収益３億３，８５７万４，０００円でありま

す。 

 また、施設運営事業外収益では、一般会計から

の企業債支払い利息等に対する補助金等１，９１

９万円を計上いたしております。 

 支出では、施設運営事業費用が４億３，０４６

万３，０００円で、その主なものは、給与費３億

４，７３０万７，０００円であります。 

 施設運営事業外費用では、企業債支払い利息等

１，４９４万９，０００円を計上しております。 

 次に、第４条の資本的収入及び支出でございま

すが、資本的収入を１，３９２万９，０００円、

支出を４，９２２万円計上いたしております。そ

の主なものは、つくし苑屋上漏水修繕工事費等

１，４５０万２，０００円と企業債元金償還金

３，４７１万８，０００円であります。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不

足する額３，５２９万１，０００円につきまして

は、過年度分損益勘定留保資金で補うようにいた

しております。 

 また、第５条では、一時借入金の限度額を５，

０００万円と定め、第６条では、予定支出の各項

の経費の金額の流用、第７条では、議会の議決を

経なければ流用することのできな経費として職員

給与費３億４，５６８万７，０００円、公債費１

万円と定め、第８条では、他会計からの補助金の

目的と総額を１，８７５万円と定め、第９条で

は、棚卸資産購入限度額を５００万円に定めるも

のでございます。 

 以上、４議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

 以上をもって本日の日程は全て終了いたしまし

た。 

 ３月８日は午前９時より代表質問及び一般質問

を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

  散会 午後４時４３分 
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       平成２５年第１回西予市議会定例会会議録（第２号） 

１．招 集 年 月 日 平成２５年３月８日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     議 平成２５年３月８日 

          午前９時００分 

１．散     会 平成２５年３月８日 

          午後１時５８分 

１．出 席 議 員        

    １番  源   正 樹 

    ２番  井 関 陽 一 

    ３番  菊 池 純 一 

    ４番  田 中 徳 博 

    ５番  中 村 敬 治 

    ６番  二 宮 一 朗 

    ７番  兵 頭   学 

    ８番  小 野 正 昭 

    ９番  松 山   清 

   １０番  宇都宮 明 宏 

   １１番  松 島 義 幸 

   １２番  元 親 孝 志 

   １３番  沖 野 健 三 

   １４番  森 川 一 義 

   １５番  藤 井 朝 廣 

   １６番  浅 野 忠 昭 

   １７番  岡 山 清 秋 

   １８番  酒 井 宇之吉 

   １９番  兵 頭   勇 

   ２０番  山 本 昭 義 

   ２１番  梅 川 光 俊 

１．欠 席 議 員 

    な  し 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

   市     長  三 好 幹 二 

   副  市  長  九 鬼 則 夫 

   教  育  長  宇都宮 又 重 

   公営企業部長  松 山 一 郎 

   会 計 管 理 者  井 上 謙 二 

   総務企画部長  河 野 敏 雅 

   産業建設部長  福 原 純 一 

   生活福祉部長  三 好 幸 二 

   教 育 部 長  兵 頭 三 樹 

   明 浜 支 所 長  平 田 與 輝 

   野 村 支 所 長  井 上 尚 喜 

   城 川 支 所 長  徳 居 隆 利 

   三 瓶 支 所 長  西園寺 良 徳 

   消防本部消防長  清 水 敏 昭 

   総 務 課 長  宗   正 弘 

   財 政 課 長  道 山 升 文 

   企画調整課長  宇都宮 松 夫 

   監 査 委 員  正 司 哲 浩 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  上 田 甚 正 

   議  事  係  佐 藤 陽一郎 

１．議 事 日 程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 

        



－38－ 

      議  事  日  程 

 １ 代表質問 
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本日の会議に付した事件 

 １ 代表質問 

 ２ 一般質問 
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  開議 午前９時００分 

○議長 皆さんおはようございます。 

 ことしの冬は日本列島隅々まで非常に厳しい寒

さが続いておりますが、ここに来まして大変日中

は汗ばむような非常に暖かい春を迎えておりま

す。しかし、この時期っていうのは三寒四温と言

いまして、突然寒い日が訪れるわけでございま

す。十分体調にお気をつけをいただきたいと思い

ます。 

 けさはそのような中、大変寒い中、このように

たくさんの方が傍聴においでいただきまして、ま

ことにありがとうございます。心からお礼申し上

げたいと思います。 

 それでは、ただいまより本日の会議を開きま

す。 

 ただいまの出席議員は２１名であります。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであ

ります。 

  （日程１） 

○議長 日程第１、代表質問を行います。 

 質問者は、通告内容及び申し合わせ事項に従い

発言をお願いしたいと思います。 

 清風会、松山清君。 

○９番松山清君 皆さんおはようございます。清

風会の松山清でございます。 

 平成２５年３月定例議会におきまして代表質問

の機会を得ましたので、三好市長の所信並びに西

予市を取り巻く諸問題について質問いたします。 

 昨年１１月１６日、突然衆議院が解散されまし

た。そして、総選挙が行われた結果、民主党にか

わり自民党安倍政権が国政を担当されることとな

りました。 

 安倍総理は、経済対策を最優先しており、その

方針と姿勢は一定の評価ができるのではないかと

思います。円高が是正され、株価の水準も上がっ

てまいりました。これは、これまで経済対策をせ

ずに財務省の言いなりになって消費税大増税をし

てきた野田政権からの反動であり、前政権よりも

未来が明るくなったことは確かだと思っておりま

す。しかし、反面大規模な借金を国がすることに

もなり、これでつじつまが合うのだろうか、ある

いは民主党政権誕生時の大盤振る舞いに近いこと

をやっているのではないだろうかという疑問も感

じます。 

 アベノミクスが西予市にとってどれぐらい効果

を上げるものか、未来が開けてくるのか、またそ

れを有効活用していけるのか。今後、注視をして

いかなければならないと考えております。 

 そこで、まず初めに三好市長の安倍政権に対す

る評価と今後の国政の動向に対する見解について

お伺いいたします。 

 安倍政権は、円高、デフレからの脱却を経済再

生の最優先課題に掲げ、その政策を三本の矢とし

て示しております。１本目の矢は物価上昇目標

２％導入、２０１４年から無期限の金融緩和を実

施するのを初め、規制緩和、制度改革に取り組む

こととしています。２本目の矢は機動的な財政出

動であり、３本目の矢は規制緩和と減税などによ

る成長戦略の実行であります。 

 現在、円高が適正水準へと是正され、株価の上

昇が続いているのはアベノミクスの効果であるか

もしれませんが、見方を変えればこれまで低過ぎ

た相場が本来の水準に戻っただけであるのかもし

れません。消費税は本当に来年から７％になり、

１年後には１０％へ上がるのか不確実だったので

すが、景気の好転によりましてこれが確実に消費

税が上がるというような状況になってまいりまし

た。そのような国の政治経済の動きは、地方へも

波及してくると考えられるのですが、三好市長は

この三本の矢が象徴するアベノミクスをどう評価

しているのかお尋ねいたします。 

 安倍政権は、政権発足後すぐに緊急経済対策を

実施しましたが、その成果を私たちは大いに期待

しております。その結果、西予市がどのような事

業を実施することになるのでしょうか。また、そ

の予想される効果はどのようなものと考えられて

いるのかお伺いいたします。 

 また、野田政権のとき、消費税増税と税と社会

保障の一体改革、そして国会議員の定数削減はセ

ットの政策であり、増税以外にも国民生活に大き

く影響する制度はあります。特に、税と社会保障

の一体改革など避けて通れない問題となってきて

いますが、直面する年金、介護、医療など、国民

生活の基礎となる部分について、今後どうあるべ

きであると考えるのか、三好市長の所見をお尋ね

いたします。 

 次に、オフサイトセンターと今後の見通しにつ

いてお伺いいたします。 

 先月上旬に愛媛県のほうから、オフサイトセン

ターを西予市に設置する、そしてその施設には土
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木事務所も併設をするという発表がありました。

これは西予市にとって大きな意味があると思いま

す。 

 まず第１は、津波の影響を受けない、洪水の心

配がないなどという災害に対する安全性を評価さ

れたことであります。東日本大震災であのような

状況を見たとき、安全なところに重要施設を配置

しなければならないと誰もが思ったはずです。そ

れはこのオフサイトセンターに限らず、行政や流

通、教育、その他の産業のさまざまな指令拠点と

西予市がなり得ることを示しております。そのよ

うな可能性をこれからも十分に活用してまちづく

りをしていかなければならないと考えるわけであ

ります。 

 第２には、オフサイトセンターを併設した土木

事務所が継続することにより、雇用が確保され、

町が活性化されることが期待されます。西予土木

事務所が廃止になることを考えると、雲泥の差と

なるのであります。また、愛媛県歴史博物館や愛

媛県立宇和高等学校、そしてオフサイトセンター

が近傍に集まることにより、その相乗効果もあ

り、相互利用や地域の安全学習や研修など、今後

も有効活用が期待されるとプラス思考で考えれる

と思います。 

 そこでお伺いいたしますが、現在考えられてい

るオフサイトセンターの概要と計画全般について

はどのように聞いておられるのでしょうか。発表

からまだ１カ月余りであり、県が管轄する施設で

はありますが、市民の関心も高いようです。ま

た、誘致の経緯はどのようなプロセスであったの

でしょうか。突然の発表でもあり、数日前までそ

のような構想が進んでいるとは知っておりません

でした。大洲市も誘致に積極的だったとの話は伝

え聞いておりますが、これまでの流れの説明をお

願いいたします。 

 オフサイトセンターが２０１５年９月に完成す

ると、伊方原発がいよいよ稼働することとなりま

す。現在１号機、２号機、３号機とも定期検査の

後、稼働を停止して約１年以上となってくるわけ

でございますが、伊方原発稼働について理事者は

どのように考えているのか、その所見をお聞かせ

ください。 

 オフサイトセンターができることによって西予

市がどう変わっていくのか、付随する施設や道路

整備など考えられるものはあるのか、今後の課題

でもありますが、建設のスケジュールを見ますと

あっという間に建物はできるのではないかと思わ

れます。それに対応していかなければならないこ

ともあるかと思いますので、周辺整備のあり方も

含めてお尋ねいたします。 

 それと関連いたしまして、国道５６号線の渋滞

が朝夕を中心に激しくなってきています。西予伊

方間の幹線道路が渋滞で身動きがとれなくなって

しまうおそれもありますし、もう一方の幹線道路

を整備していくことも、いざというときのために

重要かと思います。西予宇和インターチェンジか

ら伊賀上へ抜けるバイパスは、高速道路開通時の

混雑緩和のため加戸知事の英断でつくられたもの

でございますが、これは伊賀上で終点ということ

を想定したものでなく、将来的に国道５６号線と

並んで伊賀上から野田、中川、多田へ抜けるバイ

パスをにらんでの整備だったと聞いております。

このルートは緊急避難路として三瓶高山地区から

の重要ルートとなるばかりでなく、新市立病院へ

の救急ルートとしての利用価値も高く、その開設

をこのオフサイトセンターと合わせて県へ要望し

ていくことはできないでしょうか。所信表明で挙

げられている減災のまちづくりにおいても大きな

一歩となると考えられます。 

 それらを含めて今回の位置条件などからオフサ

イトセンターが西予市できることになったわけで

すが、それ以外の施設についても誘致を促進して

いくような条件整備をしていく必要があると思わ

れますが、市長の見解をお伺いいたします。 

 次に、東日本大震災から２年経過しての備えに

ついてお尋ねいたします。 

 あと３日で甚大な被害を出した３・１１東日本

大震災から丸２年を迎えます。スマトラ沖地震が

２００４年に起こり、大津波が発生してインドネ

シアのバンダ・アチェやマレーシアのペナン島を

襲った映像は世界中をかけめぐりましたが、まさ

かそのような大津波が日本を襲うとは全く想像も

しませんでした。いずれも数百キロから２，００

０キロ弱もの断層が数十メートル動いたというこ

とですが、東海・東南海・南海地震が一度に起こ

ったようなもので、そのような危険性が西予市に

も潜んでいるということを再認識しなければなり

ません。 

 そのようなことを踏まえてお尋ねしますが、西

予市は東日本大震災に学び、将来の予想される災



－42－ 

害に対して対応したこと、あるいは実施した事業

はどのようなものがあるのでしょうか。 

 何度か被災地を訪れたり、被災地支援をした自

治体で研修をして知ったのですけども、３・１１

のような大災害が起こったとき、予想以上に復興

支援に協力してもらったり、職員派遣にしても積

極的だったのは、日ごろから姉妹都市などのよう

な交流関係にある地域だということを頻繁に聞き

ました。文化的な交流やスポーツでの交流、行政

主体や民間主体など、その形態はさまざまにある

のだと思いますが、それとは違う形態も含めて非

常時の自治体間連携など、その後取り組みは進ん

でいるのでしょうか。 

 それから、これまでペレットを被災地に送った

り、職員派遣に取り組んできたと聞いております

が、その後の被災地への支援はどのような方向性

になっているのでしょうか。 

 また、南海・東南海地震の予測のため石城農業

集落排水処理場で大深部の水位計測をしておりま

すが、その後の計測状況と経過はどうなのか、西

予市との連携など、どのような仕組みなのかお伺

いいたします。 

 次に、住民参加のまちづくりについてお尋ねい

たします。 

 三好市長は平成２４年度の所信表明の中で、住

民参加の地域づくりを上げておられました。これ

は大変難しいテーマであり、かつ今後目指してい

かなければならないことだと私は思っておりま

す。しかし、まだまだ住民参加ができていないの

ではないかと心配であります。議会もどうやった

らさらなる住民参加のまちづくりとなるのか模索

中であり、それが容易なものでないと実感してい

るところです。まちづくりと地域づくりで若干切

り口は違うのですけれども、この１年間を振り返

り市長の取り組みとその成果はどうであったと考

えておられるのでしょうか。 

 まちづくりには、市民の十分な声が反映できて

いない面があるのではないかと思われますが、市

民の声を行政に反映する仕組み、チャンネルをふ

やすことはできないかと思います。さまざまな意

見を聞くためには公聴会やメール、意見箱などを

有効に使って、もっと気軽に意見を出せるよう

な、そして公開の場で議論が見えるようにする必

要があると思います。情報公開も決定事項に加え

て、検討事項なども問題提起の形で議論のために

さらに進めていかなければなりません。 

 各種検討委員会や諮問委員会などは、各団体代

表が委員となっていた審議や審査を行い、一般市

民にその議論や出された意見などがわからないま

ま物事が決定されていることが多くあります。し

たがって、もっと広く情報公開をするために、そ

れらを傍聴可能にしたり、ＣＡＴＶで放送するこ

とにすれば、市民の参加も進むのではないかと考

えますが、実現はできないでしょうか。市民にパ

ブリックコメントを求めた場合など、住民の意見

が余り出てこない。これは日常の情報公開が十分

でないため、関心の低さから意見が出ないのでは

ないかと思われます。その対策と、さらにＣＡＴ

Ｖを活用し、さまざまな情報発信を積極的に行っ

ていく、あるいはそのような姿勢を強化すべきだ

と思います。 

 そして、住民参加を促進するためにも、日ごろ

市民から寄せられる行政に対する意見も匿名で公

開するようにすれば、行政に対する市民の関心や

興味を高めることができるのではないかと考えま

すが、理事者の所見をお伺いいたします。 

 また、地域づくりの住民参加の中で、地域づく

り交付金制度のあり方についてですが、まだ実施

して年数が浅く、十分に定着していないのかもし

れませんが、それぞれの地域が個性豊かに力をつ

けて元気を取り戻し自立するという趣旨とは違っ

て、事務的な分配の原則が見られるところもある

ようですが、弾力的な運用については、その事業

の実施の最先端で細やかな助言や指導をしていか

なければならないと思います。それらはどのよう

に行われているのか、実施状況をお尋ねいたしま

す。 

 次に、ＪＲ駅前再開発についてお伺いいたしま

す。 

 現在検討委員会を設置して、再開発がどうある

べきか協議を重ねられていると聞いております。

新年度予算に旧ＪＡ本所の解体費用が計上されて

いるようですけど、検討委員会の報告がないまま

に、当初予算で解体費が出てくることに若干違和

感を感じました。結局、協議の経過や結果は知ら

されないまま、また我々が意見を言うこともない

まま計画は進んでいるということであります。本

当ならそれについても意見を言う機会はないかと

思いますし、途中経過でも報告をしてほしいとこ

ろです。そのようなことから、検討委員会をＣＡ
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ＴＶで公開し、一般市民の意見も求めながら議論

を進めていくことはできないでしょうか。全体の

進捗状況や計画はどのようになっているのか、よ

く市民から聞かれます。その中でもＪＲを含めた

協議はどのように進んでいるのか、あるいは自転

車置き場が利用者にとって非常に不便なままとな

っていますが、バス旋回場など一般駐車場として

も利用されたりしているので、そこも含めた総合

的な開発が必要ではないかなどということです。

そのほか一部民間の土地もありますが、その換地

なども含め、西予市の玄関にふさわしい土地利用

していくべきではないか。また、現在の駅前は宇

和町時代から利用されてきたものであり、タクシ

ーや送迎車などにとって手狭で使い勝手が悪い、

もう少し広いスペースを確保し車社会に対応して

いくものとすべきだということも言えます。今後

の方向性はどうなのか、理事者の所見をお伺いい

たします。 

 次に、新市立病院に合わせた交通整備について

お尋ねいたします。 

 来年夏には、宇和病院が町の中心かられんげ団

地横へ移転することによって、旧町内の患者もこ

れまでより不便になってしまうということが心配

されております。また、従来の宇和病院よりも広

い対象地域から多くの市民が、新宇和病院を頼っ

て診療に来てほしいものだと思います。地域公共

交通の再構築の中で、その対策を検討されてきた

と思われますが、現状ではどのような方向性にな

っているのでしょうか。西予市と類似の先進地を

見ると、デマンドタクシーを導入して患者や交通

弱者の足を確保している自治体が増加してきてい

ますが、新病院に対して導入の予定はあるのでし

ょうか。また、新病院のアクセスのみならず日常

の買い物や市役所などの用事をするための交通手

段についても、高齢者や患者のためには確保すべ

きだと私は考えておりますが、理事者の所見をお

伺いいたします。 

 最後に、三好市長の所信表明に関して伺いま

す。 

 １点目は、し尿処理場建設に関してですが、し

尿処理場の施設計画をしているとのことですが、

計画の概要はどのようなものでしょうか。また、

全体計画の中で、現在どこまで行っているのか、

そして今後の見通しはどうなのかお尋ねいたしま

す。 

 今回、住宅地の近くにし尿処理場が立地する計

画とお聞きしていますが、環境への配慮はどうな

っているのでしょうか。また、緑地や公園のよう

なグリーンベルトなどで、周囲への環境が緩和さ

れるようなエリアを設けることはできないのか、

お尋ねいたします。 

 ２点目は、再生可能エネルギーへの取り組みに

ついてです。 

 再生可能エネルギーへの挑戦の中で、一昨年前

から本格稼働し、城川に工場があります木質ペレ

ット事業の推移はどのような状況でしょうか。こ

れまで実績を上げられてきていると思いますが、

今後の利用促進をどう考えているのかをお尋ねい

たします。また、オフセットクレジットを平成２

５年度から販売するということで、以前から聞い

てはおりますが、どのようなところへどれくらい

の規模で売れる見通しとなっているのでしょう

か。そして、その効果はどのようなものを想定し

ているのかお聞かせください。 

 さらに、木質バイオマス発電についてですが、

私たちは先月グリーン発電会津の取り組みについ

て研修をいたしました。そこで感じたのは、再生

可能エネルギー活用の取り組みの中で、西予市で

もできないだろうかということと、ＮＥＤＯ、独

立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構

の支援により、このバイオマス発電が可能となっ

たのだということです。それぞれの地域で地域に

合った森林資源活用の取り組みがあると思いま

す。森林資源有効活用のためＮＥＤＯの支援制度

の活用などを含め、西予市では木質バイオマス発

電についてどれぐらい調査研究をしているのか、

お伺いいたします。 

 ３点目は、企業誘致についてですが、企業誘致

についての方針をお尋ねいたします。 

 そして、これまで取り組んできた成果のレビュ

ーについて理事者はどう考えておられるのでしょ

うか。西予市は南予の中心であるため、物流、流

通関連の集約を進めていくべきであると思われま

すが、理事者はどのような構想を持っておられま

すか。その企業誘致のためのインフラ整備につい

ても、市としても事前整備をするべきだと私は思

います。例えば就労支援など、西予市が既に実施

していますが、支援の将来計画とか条件整備など

で何らかの対策を考えておられるのかお尋ねしま

す。 
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 以上、多岐にわたる質問でございますけども、

年度当初でもありますので、市民にわかりやすく

情報をお伝えし、ともにまちづくりに取り組んで

いくということをお願いいたしまして、私の代表

質問を終わります。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 皆さんどうもおはようございます。

啓蟄の季節、まさに冬地中に暮らしておりました

虫が、春を感じ地上に出てくる時節であります。 

 日本経済も２０年近く地中に潜ったデノミ経済

が続いておりましたけれども、アベノミクスでよ

うやく啓蟄を迎えようとしているような感じもし

ております。 

 本日と１１日の両日、７人の議員から代表質

問、一般質問をお受けすることとなります。十分

に議論をし、西予市のあすへの一歩前に進める原

動力になることを願っております。 

 それでは、今ほどの松山議員の代表質問のまず

最初、自公政権に対する評価と今後の国政の動向

に対する見解について、私の考えについて少しだ

け話をさせていただきます。 

 昨年末の総選挙におきまして、自公両党が３年

３カ月ぶりに政権を奪還、野田内閣が総辞職し、

第二次安倍内閣誕生と同時に自公連立政権が誕生

いたしました。 

 安倍総理が打ち出しました大胆な金融緩和の実

施、事業規模２０兆円超えによる緊急経済対策、

税制改正による設備投資減税など、スピード感を

持った矢継ぎ早の政権実施と円安進行、株価上昇

などの成果は、史実の数値からも一定の評価を受

けていると言えます。その裏づけとなっているア

ベノミクス、先ほど松山議員もおっしゃられまし

た三本の矢、大胆な金融緩和、機動的な財政出

動、民間投資を誘発する成長戦略についてであり

ますが、先ほども述べましたとおり、一定の効果

が出ているように思われます。その一方で、財政

赤字が課題になり、同時に金融緩和が続いた場

合、長期金利の上昇、高過ぎるインフレ率、過度

の円高などの副作用も懸念されるところでありま

す。失われた２０年ともされる長引く経済停滞か

ら抜け出すために、従来にない改革をもたらす手

だてとして、三本の矢によって変革の軸となるこ

とを期待するものであります。しかしながら、今

の段階で評価するには各種施策の先行きは不透明

であり、時期尚早であると考えております。 

 今回、疲弊した日本経済のカンフル剤として国

が創設しました地域の元気臨時交付金につきまし

ては、当市におきましても林道関連事業、道路関

連事業、そのほか過疎集落等自立再生緊急対策事

業、担い手育成支援事業などを実施する予定であ

ります。これらの事業により、請負業者等は切れ

目なく事業をできるため、雇用の安定や資材物資

の継続的需要などの経済効果が見込まれるととも

に、地域インフレの早期の整備が図れるところで

す。また、市の財政としましても、事業に係る経

費が軽減されることによって、さまざまな形での

直接的、間接的な効果を期待しているところでも

ございます。 

 こうした経済対策の一方で、税と社会保障の一

体改革はまさに避けて通れない問題であると認識

をしております。この問題につきましては、社会

保障制度改革国民会議において審議をされており

ますが、この会議において、全国市長会から意見

陳述がなされております。まず、介護保険制度に

つきましては、制度を安定的かつ持続的なものと

する必要があるとした上で、国の十分かつ適切な

財政措置、低所得者保険料軽減強化のための財源

の確実な確保、労働環境の改善と元気な高齢者や

女性の活用、保険運用の広域化の検討等、また地

域包括支援システムにつきましては、市町村が地

域の実情に応じて判断し実施できる仕組み、医療

との連携のさらなる推進、総合相談支援事業強化

のためのワンパート財源の確保等、少子対策につ

いては必要とされる１兆円程度の財源確保、地方

が先行実施している事業を後退させない配慮、国

の所管の一本化等であります。国民健康保険制度

については、制度運営は限界に達し、今や国保財

政が破綻状態であること、現行制度の公費負担の

確実な実行と是正、さらなる公費の拡充、医療保

険制度の一本化を見せつつ、当面都道府県を保険

者とする広域化の実施など、また地域における医

療提供体制については、医師、看護師等の絶対数

の確保、医療機関の連携の推進などについても、

それぞれ提言、発言されているとおりでありま

す。 

 私も全国市長会の今理事にもなっておりまし

て、構成メンバーの一人としてこれらの提言、発

言の趣旨に賛同し、国に対して社会保障の充実、

安定のため、これらの実現について強く求めてい

きたいと考えておるところでございます。 
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○議長 九鬼副市長。 

○九鬼副市長 それでは、オフサイトセンターの

関連につきまして答弁をさせていただきます。 

 オフサイトセンターは、国の財源により愛媛県

が建設を行うものであります。 

 ご承知のとおり、オフサイトセンターの役割は

国、県、関係市町、事業者であります四国電力等

の関係者が、有事の際に一堂に会して避難を初め

とする住民の皆さんを守る対策を円滑に実施する

ための調整拠点となるものです。 

 事業の規模、建物の概要など、具体的なことは

平成２５年度において検討され、実施設計が行わ

れると聞いております。 

 愛媛県のオフサイトセンターが西予市に立地す

ることが発表されるまでの経緯につきましては、

昨年１１月下旬ごろ、事務レベルで候補地の推薦

依頼があり、宇和町内の市有地３カ所を推薦して

おりました。その後、県がさまざまな角度から検

討をされ、その結果として西予市が最適地と判断

されたものと考えております。 

 続いて、伊方原発稼働についての見解ですが、

最初に今回のオフサイトセンターの移転建設と再

稼働については、福島原発の事故の反省を踏ま

え、その立地が見直されたことによるものであ

り、原発の稼働云々ではなく、原発が存在する以

上、必要な施設であると認識しております。した

がいまして、原発再稼働とは全く関係ないと理解

していますし、愛媛県からもそのように聞いてお

ります。原発の再稼働ということについては、国

が責任を持って再稼働を判断し、住民の避難など

の防災対策が整備され、さらに徹底した情報公開

など、四国電力の取り組みが地元住民の皆さんの

理解を得ることが条件になってくると考えます。 

 また、附属する施設や道路整備につきまして

は、今後具体的な計画が県から示された段階で協

力してまいりたいというふうに考えております。 

 また、宇和島まで延伸されました高速道路は、

西予市以南に移動する場合の重要な道路として位

置づけられるものと考えております。ご指摘の伊

賀上バイパスは今後の検討課題であります。 

 今回のオフサイトセンターの立地は、松山議員

もおっしゃりましたように、西予市が南予地方に

おける交通、防災上の優位性が評価されたもの

で、従来から産業経済における物流の拠点とし

て、その役割を担うまちづくりを目指しておりま

すが、それらにも合致するものであり、今後とも

防災上の拠点、産業における物流拠点を担える地

域づくりに取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 また、土木事務所が併設されることにより、原

子力災害のみならず、災害時の緊急避難路の確保

や初動態勢が整備されることにより、西予市にと

りましても安心できる防災体制の整備につながる

ものと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 私のほうからは、東日本大

震災から２年を経過しての備えについてのご質問

についてお答えをいたします。 

 東日本大震災を教訓といたしまして、本市にお

いては津波対策、避難施設の充実、住民啓発活

動、関係機関、企業との応援体制の充実、原子力

災害への対策など、さまざまな防災分野での取り

組みを実施してまいりました。これらの事業を通

じて言えることは、一過性ではなく継続して事業

を展開していくことが重要ですので、今後も引き

続き取り組みを行ってまいりたいと考えておりま

す。 

 本市の自治体間連携としましては、愛媛県及び

高知県の四国西南部の７市７町による四国西南サ

ミット災害時応援協定を締結いたしております。

また、当然のことながら、近隣市町との日常の業

務についても常に情報の交換を行っており、連携

強化に努めているところでございます。今後もさ

まざまな状況を想定して、有事の際に臨機応変に

対処できるよう、より一層の連携を進めてまいり

ます。 

 被災地支援に関しましては、ペレットについて

は今のところ追加の要請は来ておりませんが、必

要に応じて検討してまいります。 

 また、職員の派遣につきましては、これまでに

１７人が５日間から１０カ月にわたって現地に赴

き、支援活動を行っております。今後も国、県、

被災地からの要請があれば市として取り組める範

囲で協力をしてまいりたいと考えております。な

お、平成２４年度におきましては、農業水産課山

本課長補佐を気仙沼へ派遣し、山本補佐には１年

間当地の復興に尽力をいただきました。ことしの

４月からは宮城県山元町に新たな職員を派遣する

予定にしております。 
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 石城農業集落排水処理場の計測の結果等につき

ましては、特に心配しなければならないような情

報には接しておりません。なお、この施設は観測

研究用であり、現在のところ、防災上、市との連

携について特別な取り決めはしてない状態であり

ます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 次に、松山議員の住民参加のまちづ

くりについて、私のほうで答えさせていただきま

す。 

 本市は、それぞれの地域に独自の歴史、自然、

それに育まれた生活、文化、産業など、多種多様

な資源があります。これらを十分に生かした魅力

あるまちづくりを推進するためには、住民参加の

視点に立った施策や体制づくりが必要でありま

す。そして、住民参加を効率的に進めるために、

行政から住民への正しい情報の公開、提供はもと

より、広報、広聴活動に努めながら、住民と行政

が意思の疎通を図ることのできる環境づくりに努

めなければならないと考えております。 

 このような観点からこの１年間を振り返ってみ

ますと、昨年５月に市長３期目の信任を市民の皆

様からいただきましたが、改めまして大きな責任

を感じるとともに、新たなまちづくりへのチャレ

ンジ魂も湧き起こっているところでもございま

す。そのあらわれとしまして、これまでより一歩

前に進んだ西予市、マニフェスト２０１２「誇れ

る・愛着のもてる『いい実感』のある西予」づく

りを策定し、市民の皆様に公表させていただきま

した。前回のマニフェストでは、庁内での内部評

価とともに、市民評価をいただきましたが、今期

マニフェスト２０１２におきましても、年度ごと

に各施策の進捗状況を確保するとともに、中間、

最終評価では市民目線での評価やご意見をいただ

きながら、住民参加のまちづくりを進めてまいり

たいと、このように思っております。 

 また、平成２３年度には地域づくり交付金事業

の推進組織として形成されました２７の組織への

市政懇談会を、また自主的地域づくり活動を実践

する５つのグループと、市長と語る会を開催させ

ていただきました。また、私的でありますけど

も、三好幹二後援会を通じまして、平成２４年度

では十数カ所市政報告会を、本年も数カ所で市政

報告会を既に実施しておるところでございまし

て、市政の状況、私のマニフェストを報告してお

るところでもございます。 

 その内容を施策分野ごとに課題を整理し、職員

に周知徹底し、できるものから解決を図るととも

に、今後の施策や今回のマニフェストにも反映さ

せていただいているところでもございます。 

 以上、回答といたします。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 私のほうからは、住民参加

のまちづくりについての２番目から６番目のご質

問についてお答えをさせていただきます。 

 まず、市民の声を行政に反映する仕組みといた

しましては、まちづくり市民アンケートや西予市

ホームページの市への提言、メールコーナー、ま

たパブリックコメント等を実施して、市民の皆さ

んの市政に関する考えやご意見、ご提言をいただ

いているところでございます。また、市民検討委

員会や各種協議会を設置し、各種施策あるいは特

定の事業に関して審議、協議を深めながら幅広く

意見や提言をいただいております。これら以外に

も、地域担当職員による地域課題の把握、情報の

共有にも努めているところであります。そうした

各種委員会の会議内容につきましては、会議等の

結果公表に関する要綱に基づきまして、ホームペ

ージ等に協議経過及び結果の要点を公表いたして

おります。 

 また、各種委員会への傍聴につきましては、会

議の進行に特に支障がない限り、各委員会の判断

により、傍聴を可能としているところでございま

す。 

 ＣＡＴＶによる委員会の放送につきましては、

現段階での放送は考えておりません。これは、各

委員さんの自由闊達な意見交換の妨げになるおそ

れがあり、円滑な議事運営に支障が生じる可能性

も想定されることによるものでありまして、ご理

解をいただきたいと存じます。 

 市政への関心や興味を高めるための方法につき

ましては、ホームページの活用が有効であると考

えております。３月下旬からは、リニューアルし

た新しいホームページが公開されます。この新ホ

ームページでは、見やすさ、探しやすさ、使いや

すさの３点を中心に、あらゆる世代の方が利用し

やすくなっております。また、フェイスブックに

も対応した仕様になっており、西予市の魅力をよ

り積極的に発信することができるようになりま
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す。今後もこのような新しい媒体を活用して、あ

らゆる世代を対象に西予市の情報を発信できるよ

うにし、行政に関する関心や興味を高めていける

ようにしたいと考えております。 

 また、行政情報の発信に関しましては、日常の

情報公開が十分でないとのご指摘ですが、たしか

に少なくとも最近のパブリックコメントについて

は、市民の皆様の関心の度合いが高いとは言えな

いような状態になっております。行政情報の発信

手段としてＣＡＴＶの活用が有効でありますの

で、西予ケーブルテレビ株式会社の番組編成との

連携を図りまして、データ放送の活用も含めて、

効果的な利用方法について検討したいと考えてお

ります。 

 地域づくり交付金の弾力的な運用についてでご

ざいますが、事業開始からおおむね２年が経過

し、少しずつ事業の趣旨や理念が理解され、新た

な取り組みとして地域内における助け合いの仕組

みや伝統文化の継承、さらには地域活性化を目指

した第１次産業の６次産業化によるコミュニティ

ービジネスの動きなどが見られるようになってま

いりました。しかし、一方ではこの事業の財源を

既存の事業から充当しているところもあったりし

て、組織の役員が充て職である地域が多いことか

ら、ご指摘のように分配的な運用がなされている

ところもございます。このようなことから、地域

づくり組織が交付金を工夫して弾力的に運用でき

るよう組織力の強化を図るため、講師を招いての

地域づくり研修会や組織による意見交換会などを

実施してまいりました。研修会では、全国的な先

進地の事例紹介や地域活動の進め方を学びまし

た。また、各地域の取り組みの事例発表と合わせ

て、意見交換会を実施し、情報の共有や地域づく

り意識の醸成を図っているところでございます。 

 続きまして、駅前再開発についてお答えをいた

します。 

 現在進めております卯之町駅前づくりに関しま

しては、平成２４年１１月に卯之町駅前の整備の

方向性を協議する市民検討委員会を立ち上げ、西

予市の魅力ある玄関口としての駅前づくりを目的

として、平成２５年１０月に答申をいただけるよ

う協議を進めていただいているところでございま

す。その答申を受けまして、駅前整備に関連する

機関、団体による基本検討委員会を新たに立ち上

げ、答申内容を考慮した詳細な設計協議を進めた

後に実施設計に移る予定であります。 

 なお、ＪＲ四国、宇和島自動車につきまして

は、両事業所とも市民検討委員会の答申結果を受

けた後の基本設計検討委員会から参画をさせてい

ただきたいとの回答でございました。現在、関係

事務所へは市民検討委員会の協議結果を随時報告

し、情報を共有しながら今後の準備をしていただ

くようにいたしております。 

 卯之町駅前づくりの検討範囲につきましては、

ＪＲ駅舎周辺から商店街までの通りを範囲とし

て、総合的な開発を視野に入れた協議を行ってお

ります。また、駅前広場は町の玄関口であり、訪

れた人がその町のイメージを最初に形づくる場所

でもあります。その意味でも、駅前には歴史と文

化の町にある駅にふさわしい統一感が図られるよ

うな、そういう景観と車両での利用者の利便性に

も配慮した整備が必要と考えております。 

 これらの課題、問題点は、市民検討委員会でも

共通認識として取り上げられており、今後協議を

進めていく予定となっております。市民検討委員

会では、駅前づくりの方向性を定め、魅力ある駅

前づくりにつなげるため、まずは現在の卯之町駅

前が抱えている課題、問題点を全て洗い出し、そ

の結果を踏まえた上で整備の方向性を議論してい

くようにしております。その際、ＣＡＴＶによる

不特定多数の意見の聴取は、駅前に対する個々の

要望の受け皿につながる可能性があり、議論の方

向性を混乱させる原因にもなることから、慎重に

判断する必要があると思っております。市民の意

見を聴取するための手段として、市民検討委員会

では市民アンケートを実施しており、集計結果を

踏まえて協議を進めていくようにいたしておりま

す。また、市長答申後の基本設計検討議会につき

ましては、検討結果をパブリックコメントにか

け、再度市民の意見を聴取する予定としておりま

す。 

 それと、先ほどご質問の中にありました第一別

館の解体についてでございますけれども、実際は

この検討委員会、この計画が立った後、取り壊す

のが筋かとも思っておりますが、ただタイルが落

ちておりまして、通行人に被害を与えたらいけな

いというようなこともありまして、先駆けて２５

年度に解体をしたいということで、今回の当初予

算に計上させていただいております。ご理解をい

ただいたらと思います。 
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 以上、答弁といたします。 

○議長 松山公営企業部長。 

○松山公営企業部長 それでは、松山議員からご

質問のありました新市立病院建設に合わせた交通

整備について答弁をさせていただきます。 

 新病院建設につきましては、３月４日に無事起

工式を終え、平成２６年４月末完成を目指して工

事を進めているところでございます。 

 市立宇和病院の移転に伴う交通手段の確保とし

て、新病院において独自のバスを運行してはどう

かとのご意見もございますが、新病院へのアクセ

スだけを単独で考えるのではなく、市全体の公共

交通体系の中でどう位置づけるかが重要と考えて

いますので、病院が独自で運営するバスを運行す

る予定はございません。 

 新病院のアクセスも含めた日常の交通手段の確

保については、平成２３年度から市内全域の公共

交通について見直しを行っているところでありま

す。平成２６年７月ごろの開院までに新交通シス

テムを構築したいと考えており、現在宇和地区の

４つの地域で区長、老人クラブ、民生児童委員の

方々で構成する地元協議会を設置し、協議が行わ

れております。今後はさまざまな課題をできるだ

け解消する方策について検討し、効果的なシステ

ムの構築を図りたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、松山議員の所信の表明に

関して３項目にわたってあったと思いますけど

も、それについてお答えをさせていただきたいと

思います。 

 まず、し尿処理建設でございますけれども、ご

承知のとおり本市の西部衛生センター、東部衛生

センターの両施設は、稼働後３２年以上経過して

おり、老朽化が著しい状況にあります。本市とい

たしましては、今後の補修工事費の増大や搬入し

尿等の質的、量的変化等への早急な対応が迫られ

ているところでございまして、このたび稲生地区

及び地権者の皆さんのご理解とご協力をいただき

まして、新施設を建設する運びとなりました。こ

の場をかりまして関係者の皆様へ心からお礼を申

し上げたいと思います。 

 この新施設には、近年の環境型社会に向けた動

きの高まりから、周辺環境の保全はもとより、従

来までの適正処理だけでなく、資源の再利用を図

ることが強く求められております。これまでの衛

生処理施設として整備されてきたし尿処理施設か

ら、し尿及び浄化槽汚泥と有機生廃棄物を合わせ

て処理し、資源化設備を備えた汚泥再生処理セン

ターへの転化を目指しております。 

 計画の概要等につきましては、処理能力を日常

約４５キロリットルとし、処理水の安全性には十

分配慮していかなければならないと考えておりま

す。今月中に施設整備計画を策定し、来年度は引

き続き環境影響調査の実施に加え、施設基本計画

の策定を予定しております。平成２７年度から建

築工事に入り、平成２９年４月の稼働を目指して

いるところでございます。建設地は約２万平方メ

ートルとしており、議員がご指摘されております

ように、周辺環境への配慮にも十分努めていきた

いと考えております。 

 次に、再生可能エネルギーについてでございま

すけれども、まずは木質ペレットについて平成２

３年３月に製造施設が完成し、平成２３年４月か

ら生産を行っております。２３年度につきまして

は、西予市市庁舎の冷暖房、游の里温泉施設や学

校等の公共施設、市民の購入されたペレットスト

ーブにペレット燃料を供給しております。また、

２４年度からイチゴのハウス農業施設にも供給を

開始しており、今後も販路拡大に努めてまいりた

いと思っております。 

 今後、さらに利用促進を図るため、市民へのペ

レットストーブの普及及び市内温泉施設等への木

質ペレットボイラーの設置も検討しているところ

であります。なお、２６年度中に開業する新病院

の給湯施設にもペレットボイラーの導入を予定し

ております。 

 続いて、カーボンクレジット制度につきまして

は、西予市としても平成２５年度から本格的に販

売を展開することをしております。これによりま

して、西予市の知名度アップ、さらに売却収益を

林業施策や環境施策への推進、さらに山村地域の

活性化につなげたいと考えております。販売先に

つきましては、費用責任としてのＣＯ２削減、Ｃ

ＳＲ、いわゆる企業の社会的責任でございます

が、これを通じた企業価値イメージの向上、ＣＯ２

の見える化を通して社員の環境、省エネ、コスト

意識向上などに取り組む企業を考えております。 

 販売量及び金額につきましては、クレジット認

証予定の量約４，０００トンをトン当たり５，０
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００円から１万円程度の価格で設定して販売する

計画であります。 

 西予市では、効率的なバイオマスの利活用を図

るとともに、環境型社会への形成の推進、地球温

暖化防止対策に対する自然環境保全、農林水産業

を中心とした地域経済の活性化を図るための取り

組みとしまして、平成２２年に西予市バイオマス

タウン構想を策定し、これを推進しています。そ

の中で、木質ペレットは住宅、事業所、公共施設

等における熱源として利用するなど、各方面で活

用され、地産地消のエネルギーとしての期待も高

めており、森林整備の加速化に貢献する基盤とな

っております。今後も多様な新エネルギーの組み

合わせにより、市民のエネルギー意識の啓発を推

進し、自給率を向上させるため、木質バイオマス

発電施設の導入についても調査研究段階でありま

すし、畜産バイオマス発電とともに検討していき

たいと考えております。 

 次に、企業誘致でございますけれども、企業誘

致の方針についてですけれども、企業誘致は地域

産業の振興及び地域雇用の拡大を図り、本市経済

の発展及び市民生活の向上に寄与する速攻かつ有

効な手段であります。しかし、東日本大震災の発

生を受けて生じました企業の製造拠点のリスク分

散の動きに加え、電力供給への不安や円安の急激

な進行等により、企業の海外進出の可能性が高ま

るなど、企業誘致は極めて厳しい環境下にありま

す。それまでは円高だったですね。円高の急激な

進行によって企業の海外進出の可能性が高まるな

ど、企業誘致は極めて厳しい環境下にありまし

た。 

 そうした状況を踏まえ、市としましては、市内

において事業所を新設、増設、移築を行う費用に

対して必要な優遇措置を講じ、積極的に誘致に取

り組む方針であります。また、西予市内における

企業誘致を促進するため、平成１８年に企業誘致

条例を制定し、制度の運用を行っております。こ

れまでの取り組みの成果としましては、製造業、

卸売業、情報通信関連企業の９社の誘致を行い、

奨励措置を適用いたしました。その結果、現在ま

で市内新規の純増員雇用は約１００名に対して、

現在も地域に根差した営業活動を継続中でありま

す。ただし、情報通信関連企業については２００

８年の世界的金融危機、いわゆるリーマン・ショ

ックの影響により、業績悪化に伴う規模縮小とい

う状況になっております。今後も引き続き一社で

も多くの企業誘致を促進し、一人でも多くの地域

雇用を創設するための企業誘致を図りたいと考え

ております。 

 物流、流通関連の集約の構想については、県内

でも南予地域への立地は東予、中予地域と比べて

割高となるなど、物流コストがネックとなってい

ることなど地理的ハンデがあり、また大規模な用

地もありません。しかし、高速道路が宇和島まで

延伸された今日、西予市においては南予の中心と

して物流、製造関連企業の集約を進めるため、西

予宇和インターチェンジ周辺及び西予宇和インタ

ーチェンジに隣接する主要地方中央道、宇和明浜

線の沿道において、地域及び地域産業との調整を

図りつつ、有効な土地利用を図る時期に来ている

ものと考えております。 

 企業誘致は、地域雇用の創出及び地域経済の発

展に大きく寄与しています。しかしながら、日本

の経済情勢に加え、地理的な問題や地域的な土地

利用の規制、人材確保などの課題もあって、誘致

は極めて厳しい現状であります。また現在、西予

市における分譲可能な工業団地がないことから、

企業に対する事業所の新設、または移設の具体的

な提案や動きが困難な一面もあります。誘致のた

めの工業団地を開発した場合、長期保有土地とな

りかねず、自治体財政を圧迫させる大きなリスク

もまた一方では想定されます。そこで、私どもが

考えておりますのは企業の誘致活動につきまし

て、当面は具体的に進出を検討される企業に対し

て、求める条件を満たす用地の確保、協力に全力

を傾注することで対応するべきではないかと、こ

のように考えております。 

○議長 ほかに通告がありませんので、以上で代

表質問を終わります。 

  （日程２） 

○議長 次に、日程第２、一般質問を行います。 

 質問者は、通告内容及び申し合わせに従い発言

をお願いしたいと思います。 

 それでは、通告順に発言を許可いたします。 

 初めに、１８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 初心に返りまして、そし

て気持ちを改め、そして有志よりいただいたネク

タイを締め直して質問をいたしたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 申し合わせ事項が１時間ということになってお
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りますので、最終的に質問が、答弁の時間もござ

いますので、どれだけの時間がかかるかわかりま

せんので、まず最初に退職される部長さんにご質

問をいたします。 

 これからの西予市に向けてお尋ねいたします。 

 まず最初に、清水消防長さんにお尋ねをいたし

ます。 

 東日本大震災よりもう２年がたとうといたして

おります。消防も火事よりも防災のほうが重きに

だんだんだんだんなっているような世風がござい

ますが、この長い間消防行政に携わり、広域消

防、三瓶の問題もありました。消防団員の確保も

なかなか難しい問題もございました。いろんな経

験を積まれまして、退職に当たり何か反省点な

り、これからの西予市に助言、意見がございまし

たらお尋ねをいたします。 

○議長 清水消防長。 

○清水消防本部消防長 消防について西予市に助

言または思いを伝えることにつきまして、消防長

として答えさせていただきます。 

 まず初めに、三瓶町の常備消防体制についてで

ありますが、平成１６年の西予市合併と同時に八

幡浜地区施設事務組合に加入し、消防事務全般を

八幡浜消防本部が行うこととして現在に至ってお

ります。県内の消防広域化は暗礁に乗り上げ、そ

の進捗が非常に厳しい状況となっている中では、

市の消防責任の観点からも三瓶町の消防管轄を見

直す必要があると考えております。 

 次に、特に高齢化社会が進展する地域において

は、今後ますます救急の需要が増加することが予

想されるため、さらなる救急体制の充実強化が求

められると考えております。また、近い将来にお

いて発生が確実視されている東南海・南海地震に

よる被害を軽減するためには、行政はもとより消

防団、自主防災組織の協力体制の充実強化が喫緊

の課題であります。 

 最後になりましたが、消防行政全般にわたり議

員の皆様には格別のご配慮をいただき、深く感謝

を申し上げるとともに、より一層のご指導、ご協

力をお願いいたしまして答弁とさせていただきま

す。 

○議長 酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 これからのご活躍をご祈

念申し上げます。 

 続きまして、長い間最近小学校の統合が非常に

いろんな問題になっております。各旧町ごとの少

子・高齢化の中で、夜毎日のように出ておりまし

た兵頭教育部長のご努力が見えておりました。今

後の教育行政について、西予市にご意見なり助言

できることがありましたらお尋ねをいたします。 

○議長 兵頭教育部長。 

○兵頭教育部長 私には教育行政等についてのテ

ーマをいただきましたので、このことにつきまし

て答弁させていただきたいと思います。 

 今日教育を取り巻く社会情勢が大きく変化する

中にあって、教育は一人一人が幸せに暮らせるた

めに、そして暮らしやすい町をつくるために大変

重要な役割を担っていると思っております。そこ

で、私の思いを３点述べさせていただいたらと思

います。 

 まず、１点目でございますが、これからの時代

を担う子供たちの健やかな成長を育むためには、

よりよい教育環境の実現や基礎、基本的な学力の

向上を初め、家庭、地域の教育力の向上に努める

ことは大変重要なことでございますが、今日にあ

って私が特に思うことは、人と人との支え合いや

ふるさとを愛する心、優しく人を思いやる心など

は教育が目指す原点であります。このようないつ

の時代にあっても変わらない不易なものを守り、

伸ばす教育を今後とも推進してほしいと思ってお

ります。 

 ２点目といたしましては、当市は豊かな自然や

文化、歴史産業など数多くあります。この地域の

宝や特色を生かした西予市らしい多様な学習機会

の提供やスポーツ活動を通して、市民の皆さんが

生涯にわたってみずからを高め、互いに学び合う

ことができ、健康で充実した生活を送ることがで

きる教育環境づくりを、より一層推進してほしい

と思っております。 

 最後に、これからの教育は個々の課題への適正

な対応に加え、子供から高齢者までのそれぞれの

時期に応じ、地域社会全体で教育に取り組むこと

が大切であると思っております。あわせて家庭、

学校、地域、行政との連携を一層深めながら、さ

まざまな課題に向かって積極的に取り組むこと

で、理想の町西予市の構築に向かって一層躍進し

てほしいと願っているところでございます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 教育は５０年かかるとい
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うように聞いております。これからも西予市の教

育のためにご助言賜りたいと思います。 

 続いて、松山公営企業部長にお尋ねをいたしま

す。 

 九鬼公営部長の後で、本当に新市立病院もでき

るようになりました。これからの公営企業運営、

水道事業もなかなか大変なようでございますの

で、このあたりにつきましてご助言とかご意見が

ございましたらお尋ねを申し上げます。 

○議長 松山公営企業部長。 

○松山公営企業部長 それでは、酒井議員のご質

問にお答えをさせていただきます。 

 西予市に対する助言、思いといった大それたも

のではございませんが、私の公営企業運営に関し

ての考えを述べさせていただきます。 

 地方公営企業は、主としてその経費を当該事業

の経営に伴う収入で賄うものであります。公営企

業の経営は、中・長期的視点に立って計画的に行

っていくことが極めて重要であり、病院事業にお

いては公立病院改革ガイドラインを作成し、経営

の効率化、再編ネットワーク化、経営形態の３つ

の視点に立った公立病院改革プランの策定及びそ

の実施に取り組み、公立病院の健全経営と医療提

供体制の確保を図っています。また、医療機関は

優秀な人材を確保し育成することが、良質な医療

を提供するための基盤であり、医師及び看護師、

医療技術員等の資質の向上が不可欠であり、各種

研修や資格取得に積極的に取り組んでいるところ

であります。新市立病院につきましては、来年７

月ごろの開院を目指し取り組んでいますが、西予

市新市立病院基本計画に基づき、その運営方針に

沿った病院づくりに努めなければならないと考え

ています。西予市のみならず南予全体の医療を守

るため、この地区にしっかりとした２次救急病院

にを整備する必要性は高く、新病院と野村病院の

機能分担を明確にして、医師確保につながる患

者、医療者双方にとって魅力的な病院を建設する

ことが求められています。 

 介護サービス事業については、地域住民の介護

サービスのニーズ、他の施設の整備状況を把握

し、当施設の役割を明確にした上で、適正な規模

で運営しなければならないと考えています。 

 水道事業については、建設当初の内容が新設拡

張事業から改良更新事業へと移行しつつあり、人

口減少、節水型社会への変化等による水需要の減

少による給水収益の減少等の現状分析と老朽化施

設の更新や耐震化の推進についての将来像につい

て、平成２２年に策定した西予市水道ビジョンに

取りまとめていますので、この施策を基本指針と

して持続可能な水道事業の推進を進めなければな

らないと考えています。 

 また、水道料金については更新財源や安全対策

に要する経費を確保し、需要者間の負担の公平に

対応した料金体系の整備充実に努めなければなら

ないと考えています。 

 水道技術継承や技術水準の向上のため、人材育

成施策を計画的に行うことも必要となります。 

 今後、平成２６年度予算決算から４６年ぶりと

なる地方公営企業会計の見直しが予定されてお

り、企業会計や地方独立行政法人会計との大きな

差異がなくなり、さらなる経営努力が求められる

と考えています。 

 私たち職員に対しまして、今後ともなお一層の

ご指導、ご支援をお願いしまして、答弁とさせて

いただきます。 

○議長 酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 続きまして、退職されま

す平田明浜支所長にお尋ねをいたします。 

 平田所長は私も明浜の議員ですから、長い長い

おつき合いでございました。それにつきまして明

浜地区のいろんな現在合併後の問題や、本当に少

子化になっております。そういうような中で、西

予市に助言または思いやご意見がございましたら

お尋ねを申し上げます。 

○議長 平田明浜支所長。 

○平田明浜支所長 酒井議員の質問にお答えをい

たしたいと思います。 

 これは私の支所長としての意見と、個人的な思

いを述べさせていただきます。３点あります。 

 初めに、本庁支所方式ということで、私が支所

長として明浜支所へ帰ったのが平成２３年度から

で、その当時から本庁支所方式となっておりま

す。 

 私個人としてはこの本庁支所方式、業務の権限

を本庁に集約して、業務の効率化を図るというこ

とは、私個人としてはとてもいいことだと思って

おります。その一因が、このような定例会等で本

庁の各担当部課長による予算説明、また答弁とな

っております。私たち支所長４人おりますが、支

所長がそれぞれの地区で住民の方から直接意見を
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聞きます。その中でやはり苦情または制度のこと

とか、また申請の伺いとか、多種多様な意見を聞

きます。その中で支所で解決できないことにつき

ましては、本庁の担当部長と相談をして、予算計

上の要るものにつきましては予算計上していただ

くようにお願いするというような幅広い対応を各

支所はとっております。その各支所の担当課で業

務を行っている職員と、例えば本庁の職員との間

で前年度まで総合支所方式という方式でやってい

た関係で、すぐにスムーズにいくわけではござい

ません。今も少し本庁支所の中のコミュニケーシ

ョンがとれてないところもあります。これはこの

本庁支所方式が悪いというのではなく、職員のコ

ミュニケーションが少し足らないように思いま

す。それはまた来年度以降、いろいろ皆さんコミ

ュニケーションが一番と思いますので、気をつけ

ていただいたらと思います。 

 また、今定数削減等で職員の減少となっており

ますが、その中でこれからの支所としての市民の

皆さんまたは本庁との連携について私の考えを述

べさせていただきたいと思います。 

 私といたしましては、職員数が減りますので１

つの課でやっぱり数人は浅く広く全部の仕事がカ

バーできるオールラウンド的な職員を支所のほう

には配置したらどうかと思います。これはやはり

住民との初期対応、これ一番大事です。今までで

したら対応が担当がいないからできないとかいろ

いろありました。これは初期対応がこのような形

でしたらスムーズにできると思います。あとは本

庁の担当課と連絡をとりながらスムーズにやると

いうことでやりましたら、職員の減少でもこれか

らの支所業務ができるかなと思っております。 

 それと、最後になりましたが、この明浜地域と

いう形で酒井議員さんもこれからの高齢社会とい

うことで質問が出ると思います。私も高齢社会と

いうのは頭にあります。これは、明浜は特にそう

ですけど、来年、再来年、高齢化率一年一年上が

ります。その中で１０年先を見たときに、明浜地

区は多分人口２，０００人台、皆さんご存じのよ

うに田之浜から俵津まで海岸線１本道で各集落が

空き家が多くて超高齢な方が住んでいるというの

を１０年先想像できます。そのときになりました

ら、今の医療、福祉というのは今以上に大切にな

ると思います。それで、今からこの明浜地域の国

道、県道、市道を計画的に、ぜひ１０年先を見越

して整備していただけたら一番いいんではないか

なと思っております。この道路の整備というの

は、各事業または市の行政の中で一番基本となる

ことではないかと思っております。 

 以上、私の思いということで述べさせてもらい

ました。答弁とさせていただきます。 

○議長 酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 本当にありがとうござい

ました。 

 これから私らは、私も高齢者に入っておりま

す、もう。この席の議員の中でも５名が高齢者の

中へ入っておりますが、これから西予市の高齢化

社会への対応施策についてお尋ねします。いみじ

くも平田所長さんのほうから高齢化の問題につい

てご提起されましたので。安心な老後を求めるた

めにこれから西予市はどういう考え方をしとるの

か、どういう細かい配慮があるのか、そういう点

につきましてお尋ねいたします。 

 まず最初に、合併後の高齢化率の推移、現状と

その分析についてお尋ねいたします。 

 合併前の高齢化率、合併後の高齢化率はどうな

っているかをお尋ねを申し上げます。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 それでは、ただいまの酒井

議員からの合併前の旧町ごとの高齢化率、合併後

の高齢化の進捗の格差の原因はというお尋ねにつ

いてお答えをしたいと思います。 

 平成１６年４月の合併時の市の総人口は４万

７，０４４人で、そのうち高齢者人口は１万５，

４５６人、高齢化率は３２．８％でございまし

た。約９年経過した本年１月末の総人口は４万

２，０１３人で、そのうち高齢者人口は１万５，

７１６人、高齢化率は３７．４％と４．６ポイン

ト上昇しております。総人口はこの９年間で約

５，０００人ほど減少しておりますが、高齢者人

口は逆に微増となっており、高齢化が進んでいる

ことをあらわしております。 

 これを旧町ごとに見てみますと、最も高齢化率

が増加しているのは三瓶町で、合併当時の高齢化

率は３２．６％であったものが、直近の高齢化率

は４０．５％となっており、実に７．９ポイント

上昇しております。続いて、明浜町が７．３ポイ

ントの上昇となっております。逆に最も高齢化率

の伸びが少ないのは宇和町であり、合併当時の高

齢化率は２８．２％で、直近の高齢化率は３１．
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４％と、３．２ポイントの上昇にとどまっており

ます。この旧町ごとにおける高齢化率の進捗の格

差の原因については、明確なお答えはできません

が、この数値から分析をいたしますと、高齢化率

の伸びが大きい三瓶町や明浜町においては、高齢

者数は微増または微減にとどまっており、人口減

少が大きいために高齢化が加速しているというこ

とが言えます。また、逆に宇和町におきまして

は、高齢者数はやや増加しておりますけれども、

人口の減少が緩やかであるために伸び率も低い状

況となっております。その原因の一つといたしま

して、高齢化率算定式の分母に当たる人口におき

まして、死亡や転出を原因とする人口減少率が市

の中心部より周辺部が高いことと、また周辺部か

らより利便性の高い宇和町へ転居している方が多

く、これらのことも高齢化率の進捗の地域格差の

原因の一つだと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 私が言いたいのは、三瓶

が１０年間で非常に減っている、そのかわり先般

ちょっと視察に行きました川津南は、城川が４５

ぐらいになっているんですね、今現在。それが、

あそこは一番端っこであんな、海岸から見れば奥

の遠国という感じがするんですが、そこへ行きま

すと４１％。やはり住民の努力、その町をどうい

うふうにつくり上げていくかっていうところが、

やはりこれからの西予市の高齢化対策に対しては

必要ではないかと、かように思います。時間もご

ざいませんので、いろいろと聞きたいですけれど

も、これは参考のためにという形を提言させてい

ただきます。 

 続いて、独居老人の数はどうなっていますか、

お聞きをいたします。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 それでは、ただいまのご質

問の独居老人の数についてお答えをいたします。 

 住民基本台帳にてひとり世帯の高齢者を抽出す

ることは可能でありますけれども、実際にはご家

族と生活しながらも、家庭の事情で世帯分離をし

ており、見かけ上は独居高齢者世帯となっている

世帯が多数存在しております。これでは実態とは

かけ離れた数字となってしまうため、より実態に

沿った数値として国勢調査における独居高齢者数

を抽出することをいたしました。 

 平成１７年１０月の国勢調査におきましては、

西予市全体で独居高齢者数は２，５０４人となっ

ております。旧町ごとの内訳といたしましては、

明浜町が３０２人、宇和町が８９４人、野村町が

５０６人、城川町が２７４人、三瓶町が５２８人

となっております。 

 また、５年後の平成２２年１０月の国勢調査に

おきましては、西予市全体では２，８２３人で、

約３００人の増加となっております。旧町ごとの

内訳といたしましては、明浜町が３１９人、宇和

町が９９０人、野村町が５９８人、城川町が２９

４人、三瓶町が６２２人と、いずれの地域におき

ましても増加をしております。 

 平成２２年以降、市独自の独居高齢者数の調査

は行っておりませんが、その後も独居高齢者の人

数は増加していると推測され、現在では西予市全

体で３，０００人を超える独居高齢者が存在して

いるものと思われます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 加速度的に高齢化が進ん

でいると、それによって非常に地域によって分布

が違ってきていると、これに対する施策を今後考

えるべきだという考え方をいたしております。 

 時間もありませんので、２番目の高齢者の生活

環境の整備についてお尋ねをいたします。 

 バス路線維持対策費用だとか５２４万７，３０

０円、今年度の予算にも組んでおりますし、そし

てまた本年度の道路法の改正によりまして、いろ

んな高齢者の利便性とか、そういう形の安全、保

全を保つためにも、国の法律も変わっているよう

でございますが、まず一番最初に、先ほどから質

問もありましたように、高齢者の買い物とか医療

とかそういうことにつきまして、まず答弁を短

く、先ほどの説明を受けましたのでどういうよう

に考えているかをお聞きいたします。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 それでは、ただいまの酒井

議員さんからの高齢者の生活環境の整備というこ

とで、１点目につきましては医療機関への通院体

制、これについてまずお答えをいたしたいと思い

ます。 

 現在旧宇和町におきましては、生活交通路線巡

回バスと、いわゆる１００円バスでございますけ

ども、これを運行しております。各地区から宇和
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病院へも多くの方がご利用いただいております。

その利用者の多くはやはり高齢者でございます。

平成２６年７月ごろの新市立病院開設に合わせた

交通整備につきましては、先ほどの一般質問の答

弁にございましたように、企画調整課を中心に現

在検討を進めているところでございます。昨年実

施いたしました高齢者対象のアンケートにおきま

しても、新病院への乗り入れを要望する意見が多

数寄せられており、今後高齢者が利用しやすい利

便性のあるバス運行を目指し、協議検討を進め、

新市立病院開設を視野に新システムでのバス運行

の取り組みを進めたいというふうに考えておりま

す。 

 また、他の地域におきましても、福祉バスやデ

マンドタクシー、廃止の代替バスなど、実情に合

わせたさまざまな形態で運行しておりますが、今

後市全体といたしましても、病院だけではなく買

い物や金融間での利用に資するなど、よりお出か

けがしやすい交通体系の確立に向けた取り組みを

進めたいというふうに考えております。 

 次に、２点目の生活必需品の購入できる環境づ

くり、いわゆる買い物等の目的のためのことでご

ざいますけども、その質問についてお答えをいた

したいと思います。 

 昨年１２月、企画調整課におきまして、６５歳

以上の市民１，５００人を無作為に抽出をいたし

まして、西予市買い物環境等アンケート調査を実

施いたしております。その調査結果がおおむねま

とまったところでありまして、その中で日常の買

い物に不便を感じていると答えた方が全体の４

１．５％を占めており、これをさらに地域別で見

てみますと、明浜が４０％、宇和が４０％、野村

が３７．７％、城川が５２．６％、三瓶が４１．

２％となっており、特に城川地区が最も不便に感

じている人の割合が大きい結果となっておりま

す。また、これをさらに詳細に見ていきますと、

地域ごとに結果に差があらわれており、この結果

をもとに特に不便を感じている人の割合が高い地

区につきましては、さらにニーズ調査を実施いた

しまして、その対策を検討していく必要があろう

かと考えております。 

 現在の買い物環境を改善するための対策として

相当されるものの中に、１つ目には福祉バスなど

交通手段の確保、それから２つ目には地域への小

規模店舗の開設、３つ目には受注による商品の配

送などが上げられますが、このアンケート結果を

もとにその地域にマッチした環境整備を行ってい

く必要があることから、今後関係課と連携しなが

らその実現の可能性に向けて調査検討してまいり

たいというふうに考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 この点についてお尋ねい

たしますが、先ほど代表質問の中でデマンドタク

シーの話が出まして、交通体系の完成は２６年７

月までに計画完成というように私は聞いたんです

けれども、新病院の建設が２６年７月から開院と

いう話を聞いております。計画完成と実施完成が

違うようではもう少しスピードアップしていただ

かないといけないんじゃないかなと。新病院の開

設と同時に買い物とか、そして新病院へ通えるよ

うなものができるかできないか、そのあたりはス

ピードアップしていただきたい。 

 もう一点ありますのは、これをするとなれば計

画ができるのは当初予算に上げなきゃだめになっ

てくるんですよね。そうすると、当初予算の計画

っていうのは、１２月から来年の１月いっぱいま

でにはやらなければだめなんですよ。そうなりま

すと、計画が２６年７月だったら、２６年１２月

にしか予算が上がらないと。２６年の終わりにし

か上がらない。こういうことになっちゃうんです

が、その点につきましては今後検討してもらえる

かどうかをお尋ねいたします。 

○議長 宇都宮企画調整課長。 

○宇都宮企画調整課長 地域公共交通につきまし

ては、住民の方と現在地元協議会を立ち上げて検

討しているところでございます。病院の開設に合

わせて、そのときに運行開始を目指して検討して

いるところでございます。 

 以上です。 

○議長 酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 私は、明浜地区の出身の

議員でございますけれども、非常に田之浜地区の

医療というのが、非常に明浜町ではいろんな問題

になっております。診療所の再編がやっと完成い

たしまして、理事者の本当の努力で何とか目安が

つきましたけれども、新病院の開設のときにはど

うしてくれるんだという意見がございますので、

その点については精いっぱいの努力をご依頼申し

ておきます。 
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 続きまして、ＡＥＤの設置地図の問題でござい

ますけれども、毎月第１土曜日のＣＡＴＶで、応

急の手当て、救命の処置を清水消防長、放映いた

しておりますね。これを毎週見てたら、大体ＡＥ

Ｄや救命の処置が私もわかってきてます。 

 そこでお尋ねいたしますが、ＡＥＤの設置場所

がわからない。あの放映しているときに２人いま

す。１１９番に電話してくれという方と、ＡＥＤ

を早く持ってきてくださいと言いますけど、ＡＥ

Ｄがどこにあるかわからない。それを必ず市民に

わかるような努力をしていただきたいなと、どう

いうふうに考えてるかお尋ねをいたします。な

お、合わせてご質問しますが、第三セクターそし

て支所、そういうところが現在設置されているか

も同時にお尋ねをいたしておきます。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 今の酒井議員のご質問につ

いてお答えをいたします。 

 ＡＥＤは最近の初期の措置の中で多大な効果を

出している機器でありまして、西予市でも計画的

に導入を図っておりまして、ほぼ西予市の公的、

主要なところにつきましては備えておるような状

態でございますが、各種団体、企業、地域の協議

会とか、そういうようなところでも、地域づくり

交付金等を使用されまして入れられとるとこも少

しずつ出ているようでございますので、全部を把

握しているということではありませんが、現在把

握している設置台数は、消防署で一覧表をつくっ

ていただいておりますけれども、９６台は確認を

いたしております。一覧表でどこの場所にあると

いうことはつかんでおります。設置場所は、各学

校施設や本庁支所、市民体育館、病院、診療所、

個人医院などに加えまして、企業でも設置があり

ます。先ほども言いましたように、いろんなとこ

ろまたふえておりますので、正確な数字というこ

とではありませんが、９６台を確認をいたしてお

ります。 

 その地図化ということになりますと、それだけ

の地図をつくるということは、移動がありますの

でできないと思っておりますけれども、今度防災

マップの見直しを行います。そういうとこには示

していきたいというふうに考えておりますし、そ

して観光パンフレットや施設パンフレット、そう

いうものをつくるときに、更新するときに、でき

るだけそういうことができるかどうか工夫をする

ように検討したいと考えております。 

 また、今後の導入の指導につきましても、でき

るだけ積極的にやっておきたいと思いますし、設

置しただけではいけませんので、今度それを使う

方、そういう方がふえるような、ケーブルテレビ

でもやっておりますけれども、そういう指導、使

うほうの指導教育も進めていきたいと考えており

ます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 初めてでも正しく使える

ＡＥＤというキャッチフレーズでいろんなところ

でやっております。２０万円から３０万円するん

だろうと思いますが、そこでお尋ねしますが、設

置場所の中で公民館はしていますかということ

と、それから第三セクター、ここが例えばどんぶ

り館、そして宝泉坊、そしてシーサイド、こうい

うようなお客さんを相手にしてるところに設置い

たしておりますか、それと指導をいたしておりま

すかを１点。 

 それからもう一つは、民間事業所の設置の把握

は難しいだろうと思いますけれども、確認は。そ

のあたりも今後は９０幾つの中で民間がどれぐら

いあるか説明をいただけたらと思います。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 今言われました第三セクタ

ーでございますけれども、クアテルメ宝泉坊等

は、さっきの９６カ所の中に入っております。公

民館につきましては、まずその地域に一番人がい

るところ、子供たちがおるところとかというよう

なことでエリアを決めておりますので、小学校に

置いておくと。そしてまた、公民館のほうとか自

主防災組織とかというようなところで公民館のほ

うに置かれとるところもあるかと思いますが、そ

の辺につきましては把握をまだしていないような

状態です。ただ、小学校には各小学校全部置いて

おりますので、各公民館、行事のときにはその辺

のものを使いながらやっていけるのではなかろう

かなと思っております。 

 それから、民間事業所ですけれども、民間診療

所とか歯科医院というところや、それから市内の

介護施設等にもデイサービスセンター、グループ

ホームとか、そういうようなところに１２カ所、

先ほどの９６カ所の中の１２カ所がそういうとこ

ろがあります。 
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 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 クアテルメはされてる。

ただ一番今西予市の中で集客が多いどんぶり館に

はどうもないようなんですよ。そして、シーサイ

ドもないようなんですよ。お客さんがいつも入れ

かわり立ちかわりするところの第三セクターに

は、やはり指導すべきじゃないかということを申

し添えておきます。 

 続きまして、時間も大分ないようなんで、後ほ

ど順序が少し変わりますけれども、安心キットの

普及について、まず先にお尋ねをいたします。 

 西予市のまごころ銀行が実施している普及内容

について、また他市の普及の所管部署について、

まずもって説明を求めます。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 それでは、ただいまの安心

キットの普及についてのご質問にお答えしたいと

思います。 

 安心カード見守り支援事業、いわゆる安心キッ

トでございますけども、これはまごころ銀行預託

事業といたしまして、西予市社会福祉協議会が運

営主体となり、西予市民生児童委員協議会が実施

機関として取り組んでおります。この事業は、市

内の高齢者の方や心身に障害のある方が、自宅で

ぐあいが悪くなり、救急車を呼ぶもしものときの

安心・安全を確保するために希望される方に無料

で配布しているものでございます。 

 ２月末現在では、明浜が１４０個、宇和が６８

３個、野村が５９３個、城川が２０９個、三瓶が

１２４個の計１，７４９個の希望があったと伺っ

ております。 

 利用できる方につきましては、市内にお住まい

の方で７５歳以上のひとり暮らし世帯、それから

７５歳以上だけの世帯、そして身体障害者等の手

帳保持者、また地域の民生児童委員協議会会長が

安心キットの設置が必要と見られる方、これらの

方を対象としております。この事業への周知や配

布者への希望確認につきましては、お住まいの地

域の担当民生児童委員により行われておりまし

て、１０月２０日発行の市社会福祉協議会の広報

紙でも全戸配布し、周知が図られております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 先ほど言いました、他市

の普及は大体社会福祉協議会の中でまごころ銀行

があって、そこから社会福祉協議会を通じて民生

委員に依頼しております。 

 先般、私のところの公民館で団体連絡協議会が

ございまして、民生委員の代表の方が出ておられ

まして、非常に年末骨を折ったと。本当に骨を折

りましたというお話がされました。その中で明浜

はもう完遂しましたと。７０歳以上の独居老人、

そして７５歳以上の高齢者の同居の人がいないと

ころ、その中でも拒否された方もおられるようで

す。そのような中で、民生委員さんが本当に苦労

して回った。そしてまたもう一つありましたの

は、民生委員さんが緊急連絡の今やっております

ね、ボタンを押したら民生委員さんへつながる制

度。これが明浜町が今非常に普及しております。

それよりも一番普及率が高いのは野村町です。こ

ういうものの中でこれをやりますと、ボタンを押

されますと２４時間拘束なんですよ、民生委員さ

ん。民生委員さん大変なんですよ、２４時間ボタ

ンを押されたら、その人のところに行かなきゃだ

めなんですから。安心キットにしても大変な努力

をされてるという現状をお示ししたかったという

ことでございます。 

 こちらに数字がございますけれども、先ほど言

いました私が言いたいのは、社会福祉協議会で今

全部任せてる福祉事務所が、結局は各市を調べて

みますと、消防署がやっているところ、そして福

祉事務所がやっているところ、そして社会福祉協

議会がやっているところ。県のほうでは社会福祉

協議会のほうが少ないぐらいなんですよ、他市に

おきましては。ほとんどが市が直営でやって、財

源も市が出してるというところがほとんどなんで

す。ほとんどとは言いませんけれども。そのあた

りもやはりこういう老人社会に、老人が安心して

暮らせるために、ひとつ考えていただきたいな

と、かように思っております。 

 続きまして、民生委員が大変に骨を折っている

と、また今回民生委員さんの改選期でございます

のでお尋ねしますが、先般民生委員さんの研修会

が松山であったそうです。これにつきまして、研

修の費用について現在どのようになっているかお

尋ねをいたします。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 それでは、ただいまのご質

問の民生委員の研修会などの研修費用についての
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お答えをいたしたいと思います。 

 民生児童委員の研修会につきましては、愛媛県

や愛媛県民生児童委員協議会が主催する経験年数

に応じた研修会など、年５回程度開催されており

ます。松山市内を会場とした研修会で参加割り当

ての多い研修会では、支所単位あるいは全体で乗

り合わせて公用車を利用して参加をしておりま

す。 

 公用車を使用した例えば高速道路の利用につき

ましては、財政課があらかじめ定めました有料道

路利用の取り扱いに準じて利用しているところで

ございます。 

 この取り扱いでは、松山市近郊までの利用は特

別な場合を除き高速道路は使用はできません。た

だし出発時間、用務の緊急性、他の用務との時間

的調整などを総合的に出した場合には利用が可能

となるケースもございます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 なるほど、先般早く帰り

たい人がおりまして、行きは高速道路利用です

ね。帰りは早く帰りたい人がおるけれども、どう

しても上は走れなかった。タイム・イズ・マネー

なんですよ。高速道路料金が幾らかっていったら

松山から宇和までマイクロバスだったら２，００

０円ぐらいするんですかね。ほしたら、運転手が

２０分早く帰れば、運転手の支払い賃金も安く上

がるわけですよ。そして、公務員の人件費はこう

いう内規をこしらえてますけど、現実にそこに乗

ってる人たちも時間が早く帰ったら仕事ができる

という方だっておるわけなんで、そして宇和島ま

での延伸があったりしまして、この高速道路の利

用はもう少し弾力的に考えられる時期が来ている

んじゃないかと思います。 

 例えば、産業部長さん、農業委員会さんはどう

いうようにされておりますか。そして、教育部長

さん、教育委員会さんなんかがいろんなところへ

行きますね。行きはよいよい、帰りは一般道です

か。大体この内規だったらそうなるんですよ。で

すから、もうこの際この内規には、もう少し弾力

的に考えていただいて、そしてやれませんかとい

うのがひとつございます。ここに内規を私取り寄

せておりますけど、この内規を見ますと、大体お

っしゃるとおりできません。それで考えますの

は、個人のＥＴＣカードを使って、私がもし議員

として乗ってたら、個人のＥＴＣカードを使っ

て、高速道路を使って帰ってくるやというような

ケースも出てくるんじゃないかと思うんですが、

内規についてのこれからの検討をされていただき

たい、されるつもりがあるかどうかをご質問いた

します。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、酒井議員の今のご質問に

ついてお答えをいたします。 

 非常に細かいところまで勉強されてご質問だ

と、このように思っておるわけでございますが、

この内規をつくったもともとは、行政改革の一環

でつくったものでございますから、この行政改革

の根本をどう見るかということになろうと思いま

す。それは全部にかかってまいります。だから、

私どもは行政改革を手放してるわけではありませ

ん。だから、永遠の課題でもあるし、現実の課題

でもあるのが行政改革であります。そういう根本

を持って、今後とも検討課題としていきたいと、

このように思っております。 

 以上です。 

○議長 酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 あちら立てれば、こちら

立たずというようないろんな政策があるんでしょ

うけれども、やはり民間で出てられる方、ボラン

ティアの性格が強い、民生委員さんの年額の報酬

っていうのは１２万円でございますので、そして

農業委員さん、いろんな方のこれも違うし、私ら

議員も違いますし、そのあたりも含めまして市長

がああいう答弁をしていただきましたから、課題

として残させていただきますが、善処願いたいと

思います。 

 続きまして、もうあと時間もございませんが、

認知症の対策と改正高齢者再雇用法についての２

点が残っておりますけれども、まず改正高齢者再

雇用法についてお尋ねをいたします。 

 西予市は新聞紙上に出ております退職者の、早

く退職して何億円要ったというような各市やそん

なものが報道されておりますけど、お聞きします

と西予市はあの制度は４月１日施行だというよう

に聞いております。ですから、先ほど退職される

部長さんは適用ではないというように聞いており

ます。 

 それでお尋ねいたしますが、この新しく高齢者

等の雇用の安定等に関する法律の一部を改正する
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法律ができ上がりました。これにつきましては、

本年度４月１日から施行ということは、退職され

た方は適用ではない。６５歳まで雇用延長という

ことでございます。ことしの春闘にも大企業が賃

上げアップ、円安で利益が上がったけれども春闘

の中で５年間の再延長が４月１日からあるから、

それが闘争の道具になっております。これを今後

１年間の間にどのように考えられるのか、お尋ね

をしときたいと思います。 

 資料は、これは厚生年金の年金のほうともかか

わりますので、非常に国政の場でも難しくなって

おりますし、雇用体制の中でも難しくなっており

ますのでお聞きしますけども、そして今年度の来

年３月末でやめられる方で、何人かここにもおら

れますけど、その方々は６５歳まで必ず雇用しな

ければだめな法律なんですよ。この法律ができ上

がった形で、今ご質問いたしますのは、その人た

ちが民生委員さんの補助だとか、そして公民館の

館長さんに座るだとか、いろんな地域おこしがで

きる政策の一助にできないかという考え方があり

ますので、まだ先の話になりますけれども、この

予算についてと２つについてお尋ねをいたしま

す。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 今の酒井議員の質問の中

で、春闘に関係する賃上げの関係なんですけれど

も、公務員の賃上げといいますのは、賃上げとい

いますかその給料の見直しといいますのは、人事

院勧告がございます。その人事院勧告が夏ごろ出

まして、そしてそれに基づいて市としてどうする

かということで決定をいただき、それをさかのぼ

って適用するというような手法になっております

ので、その西予市がどうするかということにつき

ましては、その人事院勧告が出た段階で検討する

というようなことになります。 

 それと今申しおくれましたけれども、この高齢

者の雇用安定法の関係につきましては、公務員に

つきましては適用ではありませんが、これからそ

れに波及した法律がまた出てきますので、それに

対応してまた出た段階で対応していきたいという

ふうに考えております。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 現実にあと一年すると、

市役所の職員は６５歳が定年ですよというように

なるということなんです。言えば本人が希望すれ

ばと、それとは違います。この雇用法について非

常に労働者の中でも議題になっておりますので、

私ももう少し勉強したいと思います。これが来年

度ぐらいからまた新たに出てくるという問題だけ

は捉えておきたい。それをどういうような認知に

して、どういう対策をとるかはまた次の機会にま

たさせていただきたいと思います。 

 もう一つございますのは、認知症施策推進５カ

年計画が、オレンジプランというのが出まして、

これは日本がおくれておりまして、イギリスの、

オランダ、フランスなんかが進んでおりますが、

イギリスのプランのモデルを日本がことしの２５

年度から２９年度までの計画を国のほうが立てら

れました。徘回、暴力、本当に現在対策はなかな

かない。そして、家族の崩壊。そのような問題が

社会問題として現在出ております。これをどのよ

うな形で今後西予市が取り組んでいくのか、また

新しい法律の中でどのように考えているのかを考

えていただきたいと思います。 

 この件につきましては、時間もございませんの

で深く突っ込みませんけれども、ひとつこの認知

症対策については、先般の２月２８日愛媛新聞に

２次救急の中で１カ所以上、そして宇和島に１カ

所と八幡浜にも１カ所決まりました。報道がござ

いました。そして、これについてケースワーカー

とか、そしていろんな方が３万５，０００人とか

そういうサポート人を今後ずっとやるようになっ

ております。市民の方で認知症の方を抱いておら

れる方が早くわかられるように、早く安心ができ

るような情報を流して計画ができるような形を早

急にしていただきたい、これをお願いいたしまし

て、お願いというよりもどのように考えているか

を質問いたしまして、私の一般質問を終わりま

す。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 それでは、ただいまのご質

問の認知症施策推進５カ年計画、いわゆるオレン

ジプランについてのご質問にお答えをしたいと思

います。 

 議員の仰せのとおり、厚生労働省は昨年の９月

に認知症施策推進５カ年計画、オレンジプランを

策定し、公表をしております。当計画では、これ

までの病院施設を中心とした認知症ケア施策を、

できる限り住みなれた地域で暮らし続けられる在
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宅中心の認知症施策へとシフトさせ、地域で医療

や介護、見守りなどの日常生活支援サービスを包

括的に提供する体制づくりに主眼を置き、住みな

れた地域で暮らし続けることができる社会の実現

を掲げ、在宅中心のケア体制の確立を目指してい

るものであります。早期診断を担う医療機関をふ

やしたり、発症初期の高齢者宅を訪問する専門家

チームをつくったりするのがこのプランの柱とな

っており、具体的な方策はこの中でまとめられて

おります。 

 西予市におきましても、今後このオレンジプラ

ンを踏まえまして、市町村が取り組むべき認知症

ケアパス作成の推進や、介護保険事業計画への反

映等について対応してまいりたいと考えておりま

す。また、第５期高齢者福祉計画の中では、認知

症高齢者の早期発見、早期対応の仕組みづくりを

目指しており、認知症高齢者と家族を支援するボ

ランティア活動の支援を目的に、認知症サポータ

ーの育成、高齢者の見守りネットワークづくり

と、地域での認知症の正しい知識の普及に努めて

まいっております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ここで暫時休憩にしたいと思います。

（休憩 午前１１時０１分） 

○議長 再開をいたします。（再開 午前１１時

１５分） 

 次に、４番田中徳博君。 

○４番田中徳博君 議員番号４番、田中です。議

長から指名をいただき、通告に従って一般質問を

させていただきたいと思います。 

 今回は要点のみの一括質問とさせていただきま

すので、よろしくお願いします。 

 まず、第１に減災のまちづくりより、防災道路

の整備についての考えをお聞きしたいと思いま

す。 

 先ほど代表質問にもありましたが、県オフサイ

トセンターのアクセス道路の確保、南海地震等災

害時の避難道路について、また明浜方面からの新

病院のアクセス道路について、三瓶方面からの高

速道路へのアクセス路について、以上の件を踏ま

えて、先ほどから出ておる伊賀上野田バイパス線

の再考ということで、お聞きをしたいと思います

のでよろしくお願いします。 

 次に、学校教育に附帯する給食センターについ

てお聞きしたいと思います。 

 現状として、何食を何人で調理し、その配達方

法としてはどうしているのかと、また広い地域を

賄っているリスクとは何か、また施設の老朽化に

伴う耐震性や衛生面の問題はないのかと、こうい

った分をお聞きしたいと思います。 

 続いて、第３として魅力あふれるまち創造・発

信より、多目的トイレに対する認識ということで

お伺いしたいと思います。多目的トイレの市内集

客場所における設置数、また車椅子利用等の方や

子連れの方、また機能障害のある方たちへの配慮

としての増設を検討できないか。また、これから

重伝健、ジオパーク構想の推進ということで、西

予市に来られる方に対するおもてなしとしてのト

イレの増設、またその案内の看板等について検討

してほしいということです。 

 昨年は行革コンテストで最優秀の栄誉に輝かれ

ましたが、別の観点から収入をふやすという意味

で４番にふるさと納税について取り上げておりま

す。 

 平成２３年第４回定例会で答弁いただいた後の

取り組みについて、またその成果と今後の取り組

みについて、目標についてお伺いしたいと思いま

す。 

 ５番目に、文化会館裏大駐車場の使用につい

て、現在管理はどうなっているのかと。５年前、

議員の方々からの質問に対し、新庁舎の開庁後の

駐車場利用状況、変化等を踏まえて、新たな管理

方法を検討してまいりたいと当時の総務企画部長

から答弁がありました。また、平成２３年第３回

定例会において同様の質問に対し、同部長から有

料化を含めた新たな駐車場管理方法の検討を行っ

てまいりたいといった答弁をいただいておりま

す。 

 新庁舎の開庁からもう十分なときが流れまし

た。その後どう検討され、これからどう管理、運

営されるかお聞かせ願いたいと思います。よろし

くお願いします。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 それでは、ただいまの１番

目の減災のまちづくりより、防災道路の整備につ

いての考えについてお答えをさせていただきま

す。 

 減災のまちづくりを行うには、災害時に避難所

等に移動するための道路整備は当然必要なことで

ございます。今回のオフサイトセンターの建設に
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つきましては、道路など立地に際してのさまざま

な条件が整っているということも考慮された上で

選ばれたものと理解しております。高速道路への

各方面からの交通量が増大しており、また今後新

病院が建設されれば、この交通量もおのずと増大

することが予想されます。また、高速道路、新病

院はともに災害時に担う役割も大きなものがあ

り、これらへのアクセスを確保することは、そう

いう観点からも大変重要な事柄であると認識して

おります。 

 ご質問の伊賀上野田バイパス線につきまして

は、平成１９年３月策定の西予都市計画マスター

プランにおきまして、市街地外周道路の検討とし

て位置づけております。これに関する改良工事に

つきましては、平成１７年３月の主要地方道宇和

明浜線、いわゆる伊賀上バイパスが供用開始され

たものの、その後本ルートの延長は具体的に進展

をしておらないのが現状でございます。県に対し

まして、平成１７年ごろから伊賀上野田バイパス

の県道新設整備を要望いたしておりますが、西予

土木事務所によりますと、今のところ、東南海・

南海地震対策や、伊方原子力発電所の不測の事故

に備えて県民の安全・安心を確保するため、災害

時の緊急輸送道路して位置づけされている現存の

国道、県道を重点的に整備促進する計画であると

伺っております。ご質問のルートにつきまして

は、今後の検討課題とさせていただきたく、ご理

解のほどよろしくお願いいたします。 

○議長 兵頭教育部長。 

○兵頭教育部長 続きまして、田中議員の学校教

育に附帯する宇和給食センターについての質問に

お答えいたします。 

 １点目の現状として、何食を何人で調理し、そ

の配達はどうなっているのかとの質問でございま

すが、現在の宇和給食センターは宇和中学校に隣

接し、宇和町内の小学校７校及び中学校１校の給

食を賄っております。平成２３年度の実績で、１

日当たり１，５２７食を調理員１０人が調理し、

配送につきましては、２台の配送車で行っており

ます。 

 ２点目の、広い地域を賄うリスクとその対応に

ついてでありますが、宇和給食センターは宇和町

内全ての小・中学校の給食を賄っているため、給

食数や距離と配送時間の関係から、大きな食中毒

や給食到着の遅延による衛生管理上のリスクが考

えられます。これらのリスクを回避するため、宇

和給食センターでは、徹底した衛生管理のほか、

各学校への給食配送前に給食センター長の検食、

保温性の高い食缶、バットの導入や、調理から食

べるまでの時間を短縮するため、配送車を２台体

制で行うほか、児童・生徒の給食開始前の校長検

食を行うなど、常に安全でおいしい給食の提供に

努めているところでございます。 

 ３点目の、施設の老朽化に伴う耐震性や衛生面

の問題についての質問でございますが、現在の宇

和給食センターは昭和４７年に建築された建物

で、耐力度調査の結果、建てかえが必要な施設

で、更新の時期を迎えております。衛生面につき

ましては、築４１年を経過していることから、現

在の国の衛生基準を満たしていないなど十分とは

言えませんが、施設設備の清潔、衛生の保持に努

め、徹底した衛生管理を心がけているところでご

ざいます。このような状況から、早い時期に現在

の施設に変わる新たな学校給食センターの建設に

向け、調理後２時間以内の喫食を大前提とした高

い衛生水準と安心・安全でおいしい給食の提供、

立地条件、交通事情、配送計画、費用など、さま

ざまな面から現在内部検討を進めているところで

ございます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 それでは、第３番目の魅力

あふれるまち創造・発信より、多目的トイレ、そ

の他案内看板等のご質問につきましてお答えをさ

せていただきます。 

 近年、車椅子対応のみでなく、子供連れの方な

ど多様な方が利用できる、いわゆる多目的トイレ

の普及が見られるようになってまいりました。こ

れは、誰でもが利用できる製品や空間をつくって

いこうという、いわゆるユニバーサルデザインの

考え方の一環であり、これからの生活空間または

公共の場づくりに欠かせない考え方であると認識

をいたしているところです。市内の主要な観光施

設や公園につきましては、現在９４カ所トイレが

ございます。そのうち、３２カ所、約３割が多目

的なトイレとなっており、さらにそのうち１２カ

所におむつがえシート、５カ所にオストメイト対

応設備が設置してございます。 

 ３番目と４番目のご質問に関しましては関連が

ございますので、合わせてお答えをさせていただ
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きます。 

 観光客全ての方へのもてなしの心は、車椅子や

子供連れの方など、多様な条件をお持ちの方への

配慮にも当然つながっていかなければならないも

のと考えます。例えば、町並み保存地区の施設に

は、宇和民具館とか宇和先哲記念館の２カ所に多

目的トイレを設置しています。この表示等につき

ましても、十分でない部分もございますし、多目

的といいましても、おむつがえシートは未設置で

あるなど、完全形ではございません。新たな施設

を建設する場合に、現在ではバリアフリー化やユ

ニバーサルデザイン等にも配慮しているところで

ございますが、今後なお、多様な利用者の立場に

立ちまして、その適切なあり方につきまして検討

し、当面改善できるものから取り組んでまいりた

いと存じます。 

 市では現在ジオパーク構想に取り組んでいると

ころでございまして、今後、地域の皆さんの声も

お聞きしながら、あらゆるお客様が快く過ごして

いただける環境づくりに取り組んでまいる所存で

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 私のほうからは、４番目の

ふるさと納税と５番目の宇和文化会館裏の大駐車

場の利用についてのご質問についてお答えをいた

します。 

 まず、ふるさと納税についてでございますが、

ふるさと納税は地方間格差や過疎などによる税収

の減少に悩む自治体に対する格差是正を推進する

ために創設され、西予市においても期待している

制度でございます。 

 まず、その後の取り組みですが、新規ＰＲパン

フレットの作成、各地区ふるさと会の代表者の方

への納税制度チラシ配布、市勢要覧及び広報送

付、西予市の話題ＤＶＤ作成及び送付、西予市Ｐ

Ｒビデオ、１２カ月の歌の送付とＰＲを行ってま

いりました。平成２３年度は２１件ございまして

２０４万７，０００円、２４年度は２月末現在で

ございますけれども１６件で１５８万円の寄附が

ありました。成果としてはまだまだあらわれてい

ない状態でございますけれども、ＰＲの継続、西

予市のホームページによる魅力ある事業、伝統行

事などを掲載することや、何よりも住民の皆さん

への制度の周知も重要なことだと思っておりま

す。また、寄附者へのお礼として、潮彩館よりジ

ュースをいただき、市より広報紙を１年間贈呈を

いたしておりますが、今後は表彰制度等などにつ

いても検討してまいりたいと考えております。 

 続きまして、宇和文化会館裏の駐車場の使用に

ついてのご質問にお答えをいたします。 

 平成２３年度からの新庁舎の完成に合わせた本

庁支所方式による本庁勤務職員数の増加や、本庁

を利用される市民の方の増加、また新庁舎建設後

の周辺の駐車場の減少から、駐車場不足を懸念し

ていたところでございます。その当面の対策とい

たしまして、宇和運動公園横のプール横の駐車場

に公用車と職員の通勤者の一部を駐車させること

により、庁舎周辺の駐車場の確保に努めていると

ころでございます。これによりまして、平常時に

おいては市役所周辺の駐車場不足の発生はない状

況にあり、文化会館裏大駐車場の管理につきまし

ては、従来と同様といたしております。現在、宇

和文化会館のイベントの開催時以外は市職員や一

般市民の方が利用されているところであり、今後

におきましてもその利用状況や駅前周辺の駐車場

の問題につきまして、総合的な検討がされており

ます卯之町駅前づくり市民検討委員会での検討結

果等を踏まえて有効活用できるよう、管理、運営

に努めてまいりたいと考えております。 

 なお、有料化につきましては、当駐車場の多様

な利用状況を考慮するとともに、適切な管理のも

とで徴収が必要となることから、現在慎重にその

検討を進めているところでございますが、平日に

常時利用することの多い市職員等については、駐

車場使用料徴収の方向で現在協議を進めておりま

すので、ご理解を賜りますようにお願い申し上げ

ます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 ４番田中徳博君。 

○４番田中徳博君 今ほどいろいろ答弁をいただ

きました。 

 まず、第１番の減災のまちづくりの関連です。

現存のままでということを言われました。という

ことは、今のままで災害時に耐えれると受け取っ

ていいんでしょうか。普通文言として、複数のア

クセス路が必要だというのを見たことがあります

が、その辺についてどういったお考えかお聞きし

たいと思います。 

 それから、給食センターについては食の安全と

か言われます。１食当たりの単価とかは二の次に
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して、安心・安全のためのそういった運営を心が

けていただきたいと思います。 

 ３番のトイレ関係の質問ですが、実はこのトイ

レ関係は僕にとってはいろんな意味を含んでおり

ます。まずは、西予市に来られた方に対するおも

てなしという意味と、それから実はこのトイレ問

題は先日行った議会報告会の意見交換の場でも出

てきた意見でもあります。市民の意見を議員、議

会が受けとめそれを行政に伝える、お願いする

と、こういった流れを大切にしていきたいと、ま

たそういった部分を見てほしいと言った願いも込

めております。 

 それから、トイレ問題ですが、実は米博等のト

イレ、講堂のトイレ、これはもう旧態依然のもの

であります。別棟で砂利に囲まれて車椅子等では

全く移動ができない。中が狭くて和式中心で、洋

式の分が１つしかないと。本当に旧態依然とした

分であります。そこで、失礼ですけど入館料をい

ただいております。そこの改善もぜひお願いした

いと。今回予算の中にいろんなところのトイレの

改善が載っておりましたので、一部安心はしてお

りますが、オストメイト利用の方とか、そういっ

た機能障害の方に対する配慮がまた足らないので

はないかと思われます。 

 あと、ふるさと納税ですが、実は少し勉強しよ

うと各担当部署を探してまいりました。まず、税

務課へ行きました。違いますよと。あちこちたら

い回し的になりましたということで、いろいろな

部署が担当されてると。先ほどパンフレットをつ

くってと言われました。実はこちらにパンフレッ

トがあるんですが、どうも写っている市長のお顔

がかなりお若いということで、いつのパンフレッ

トかなとちょっと疑問に思ったんですが、そうい

った動きをされてると。ますます厳しい世の中

で、少しでも税収入をふやしていただきたいとい

う分であります。 

 あと、５番目の駐車場の問題なんですが、これ

は素人の僕が見てもいろんな問題を含んでおりま

す。それと、今まで検討がされていたということ

ですが、文書上何も出てきておりません。経過報

告もありません。５年前からの一般質問から始ま

って前向きに検討しますと、この一言で済んでる

状態です。せめてどこかの段階で経過報告等と

か。それを議員じゃなしに一般の市民の方、この

間も言われました、まだ駐車場代とってないのか

と、あれだけのものがと。市内にとめても３，０

００円から下手したら５，０００円ぐらいとられ

るぞと。台数を数えて計算をして取らぬ狸でも年

間１，０００万円近いものが動くんじゃなかろう

かと思われます。この辺についてもぜひ、できる

だけ前向きに迅速に検討していただきたいと、そ

のように思っております。 

 答弁としては、まずオフサイトセンターへの道

路、複数必要ではないかと。この複数案は考えて

いるのか、いないのかという点です。 

 それから、ふるさと納税に対しては、担当部署

をはっきりしていただきたい。タッグを組んで、

もっと前向きにしていただきたいと、そのように

思います。 

 以上、これで質問をまたいたしますので、答弁

のほうよろしくお願いします。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 複線化といいますか、イン

フラというものは複数あるというのは大切なこと

であることは間違いないと思います。 

 いろんな角度から検証してまいらないと、この

道路の価値、防災面だけじゃなくて、さまざまな

角度、避難路、バイパスとしての効果と、そうい

うものもあろうかと思います。とりあえずは、市

道の改修としまして、いわゆる駅裏の肱川の左岸

沿い、土手のところ。この路線を離合可能になる

ように、順次整備を進めているところです。この

一部用地がなかなか困難なところがございまし

て、手のつけられないところもあるんですけど

も、この辺につきましても、ぜひ地元のほうでも

ご協力をいただけたらなというような感じでおり

ます。よろしくお願いします。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 私のほうからは、ふるさと

納税の関係についてお答えをいたしたいと思いま

す。 

 各課にわたっておりまして、横の連携の中で仕

事をしている分野になるわけですけれども、最初

の窓口はご迷惑をおかけいたしておりますけれど

も、最初の窓口は税務課でやらせていただいたら

と思います。あとの予算とかそういうことにつき

ましては内部の問題ですので、そちらのほうで対

応したいと思いますが、今言いましたように市民

の方の総合窓口といいますか、そこは税務課のほ

うでやりたいと考えておりますので、よろしくお
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願いをいたします。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 私は、駐車場問題についてご発言を

させていただきます。 

 今まで何回かこの場でご質問も受けたりしてお

るところでございますし、それについてはいろい

ろ検討を進めておるところであるということは先

ほど回答いたしたとおりでございます。この問題

は、単に駐車場からお金をとって、職員からとっ

たらそれでいいんだという単純な行為ではありま

せん。非常にこの中には複雑な問題があります。

まず、職員に対する交通の手当。この問題につい

て私どもはこれだけの長い範囲について、今の適

正化についてはどこだというところの問題、それ

は条例、規則にかかわる問題も含めて、その大き

なところの問題も含めてあるわけでございまし

て、その相手方としては職員だから市長の命令を

聞けというわけにはいきません。そこには組合と

いう一つのものがあって、その団体とのいろいろ

な話し合いをしながら進めておる別の側面もござ

います。そういう中で、今適切な方法について組

合といま一歩前へ進んだ段階で調整をしておると

ころでございまして、今ご質問の趣旨はよくわか

っておるわけでありますが、複雑な問題がその中

にあるということもご理解をいただきたい、この

ように思っております。 

 以上です。 

○議長 田中徳博君。 

○４番田中徳博君 ただいま市長のお答えで、駐

車場問題はいろんな問題を含んでおると、一朝一

夕でできるもんではないと、重々承知しておりま

す。ただ、一般市民としてもいつまでも動いてい

ない状態に見えますので、ぜひ検討を前向きに早

急に進めていただきたいと思います。 

 それから一つ、これはお願いであるんですが、

先ほど一部看板の案内をという話を出しました。

実はその看板等でも既存の既成品ではなく、子供

たちとかそういう温かみのある図案を使うという

ことで、市民参加、子供たちを巻き込んで、子供

たちの絵でトイレの案内とかいろんな案内をして

ほしい。そうすると、西予市へ来ていただく方も

心が和むし、子供たちも参加できると。その子供

たちも５年たてば選挙権ができ、投票している

し、ひょっとすれば１０年後にはここへ立って一

般質問をしてるかもしれません。そういった分

で、特に今循環型の企業とか言われますが、ソフ

ト面、人間を育てていってほしいと。特に次の世

代を何とか行政というか、市政に少しでも参加し

て目を開いてみてくれるような教育方法として、

看板等の図案等も何とかコンテストなり開いて子

供たちの参加を呼びかけてほしいと、これはお願

いであります。 

 以上で私の一般質問を終わります。ありがとう

ございました。 

○議長 ここで暫時休憩といたします。（休憩 

午前１１時４４分） 

○議長 それでは、午前に引き続きまして一般質

問を再開いたします。（再開 午後１時００分） 

 次に、６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 公明クラブの二宮一朗でござ

います。今まで公明党の二宮一朗でございますと

言っておりましたけれども、よく考えたら会派と

いうことで、ことしからいたしましたので、公明

クラブというのがいいのかなということで、公明

クラブの二宮一朗ということで質問をさせていた

だけたらと思います。 

 本日最後の一般質問ということで取り組まさせ

ていただきますんで、よろしくお願いします。 

 西予市は合併から１０年を迎えまして、今まで

市長マニフェスト２００８または２０１２でまち

づくり計画書等を中心にいろんな行政運営をされ

てまいりました。そして、市長が言われておりま

したように、最初の４年間は西予市５町の融和の

ためということで政策を進められて、その後第２

段階という２期目が終わって、今回３期目という

ことで、いよいよ十年一昔というふうに昔からよ

く言いますけれども、今からが本当の西予市にし

ていくためのいろんな運営がされるのかなと、私

なりには思っております。 

 そこで、今回一般質問をさせていただきます１

問目として、行政の予算編成、事業の取り組み方

についてご質問をさせていただきたいと思いま

す。 

 事業を取り組む中には、今回も来年度予算の審

査をするわけですけれども、数多くの事業があり

ます。その中で、例えば国や県からこれだけは絶

対にやりなさいよというふうな市町村に対する与

えられた事業もあれば、毎年必要な事業、これは

いうたら固定経費的な事業になりますけれども、
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そういうものも数多くあると思います。そして、

新規に今までの見直しをしながら新たな事業に取

り組むという、大きく分ければこういう３つの事

業としての方向性があるのかなと考えております

けれども、先ほど言いました国、県からの事業、

そして毎年必要な事業、そして新規に取り組む事

業が今年度予算、または例年の事業予算編成の中

でどういう割合で取り組まれているのかを、まず

最初の質問とさせていただきます。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 今の質問にお答えをしたい

と思います。 

 全体の事業数と国、県からおりてくる事業の割

合についてでございますけれども、平成２５年度

一般会計予算に計上しております全事業数は１，

１２９事業でございます。そのうち、国や県の負

担金、委託金を財源として実施する事業数は５３

事業でございまして、その割合は４．７％になり

ます。事業費は４４億９，２８１万２，０００円

でございまして、予算総額の１６．７％となりま

す。 

 それから、次の毎年必要な事業につきまして

は、毎年必要な事業を経常的経費を含む事務事業

と考えさせていただきますと、その事業数は７０

８事業で、全事業数の６２．７％になります。そ

の事業費は１７６億３６万５，０００円で、６

５．３％になります。 

 そして、次の新規に取り組む事業の占める割合

ということでございますが、事業の組みかえなど

による形式的な新規事業は除きまして、全くの新

規の事業ということにしますと、それは１７事業

でございます。全事業の１．５％になりまして、

事業費は３億６，７５４万２，０００円で、１．

４％の割合を占めております。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、二宮議員の民意を反映し

た事業のための創意工夫をについてでございます

けれども、西予市ではそれぞれの人が喜び、それ

ぞれの地域が輝き、市民が納得するまちづくりを

実現するために、第１次西予市総合計画に基づ

き、さまざまな事務事業に取り組んでいるところ

でございます。そして、平成１８年度から導入い

たしました行政評価システムの計画、実施、評価

のサイクルの中で常に事務事業を見直すととも

に、成果達成度を評価検証して、年に一度市民の

皆様の声を施策に生かすため、市民アンケートを

実施しております。その結果はまちづくり報告書

にまとめてお知らせしておるところでございまし

て、これも議員の皆様にも十分見ていただいてお

ると、このように思っております。 

 また、市民の意見及び要望を積極的に市政に反

映するとともに、透明で開かれた市政を目指し、

平成１９年度に西予市パブリックコメント制度実

施要綱を定めまして、市の重要な施策の形成過程

において広く市民の皆様などから意見情報を求

め、本市としての意見決定を行っているところで

もあります。さまざまな情報があふれ、市民の皆

さんからの要望もますます多様化しております

が、全職員がそれぞれの現場で市民一人一人の声

を敏感かつ柔軟に受けとめ、費用対効果を見きわ

めながら事務事業のいわゆるスクラップ・アン

ド・ビルドにより、迅速適切に市民の声を事務事

業に反映するように今後とも努めていく所存であ

ります。 

○議長 二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 ありがとうございました。 

 今、総務企画部長の事業の数というところから

のご答弁の中で、まず新規に取り組む事業が１７

事業で全体の１．５％、事業費にしても１．

４％。かなり今回の総予算からしても金額的に見

て少ないと思います。事業の数も１７事業という

ことで少ない。それだけ新たに取り組むものに対

しては本当の民意をどれだけ入れれるかというと

ころがやっぱり大事じゃないかなと。今市長のほ

うからもいろんな民意を反映した事業のための施

策というか方針を言っていただきましたけれど

も、先ほどの代表質問の中で住民参加のという松

山議員の中にも出てきましたが、本当に行政がさ

れてる事業と市民の人が望んでる事業がミスマッ

チがないんかどうかと。いろんな報告書、まちづ

くりの報告書で報告をしてる、パブリックコメン

トをとってる、または市民検討委員会で意見を聞

いてると言いながら、それが本当に事業として生

かされているのかということと、例えば市長は昨

年だったですかね、市政懇談会２７地区の、各地

区の要望を聞かれたと思いますが、そこに参加さ

れておられる人というのは、私も地元の懇談会に

は出ましたけども、大体役職のある方で、子育て

世代とか若者といいますか、若い世代は余り来て
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ないですよね。だから、そういう人の意見は入っ

てるのかどうかと、今回というかふだん行政が取

り組む事業の中に。そういうふうなところの意

見、要望の取り入れ方はどうなっているのか、ご

答弁いただければと思います。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 失礼します。 

 一問一答方式ということでございまして、それ

を配慮してまた言っていただきましてありがとう

ございました。 

 今ほど言われました行政のやっとる事業と市民

が望む事業のミスマッチがあるんではなかろうか

な。その上で、市政懇談会等々に参加されとる

方々との間に十分意見が交わされているかどう

か、特に若い人とというようなご意見だと思いま

すけれども、市政懇談会につきましては、昨年や

らせていただいたことは、やはり全員いろんな人

が参加しても、たしかに聞くのもいいんだけれど

も、それぞれの地域に役職を持っておられる方々

ほど責任制があると、そういう方で集めてご意見

をいただく。ただ、区長というだけではない、い

ろいろなところまで地域の方々の代表を入れてお

りますので、結構細かいところまでご意見を聞か

せていただける市政懇談会をやらせていただいて

おったんではなかろうかなと、自分自身はそう思

っておりますが、また私どもはいろいろなチャン

ネルを持って市民の皆さんのご意見をいただいて

おるわけであります。例えば、女性のご意見等々

につきましては、せいよ女性の会、あるいは宇和

のほうでありますと女性連絡協議会等々からのご

意見を市長に対して毎年１回、２回とご意見を聞

くようなこともやっております。また、若い人の

関係につきましても、それぞれの部門で、それぞ

れご意見を聞いたやつを、私どものそれぞれの理

事者等のほうにも反映できるような仕組みをとら

せていただいとるところでございます。まだま

だ、おっしゃる別の側面から全てを聞いておるか

どうかと言われますと、完全無欠な人間では私も

ありませんので、それだけはご理解いただきまし

て、一生懸命努めておるということだけご報告を

させていただいたと、このように思っておりま

す。 

○議長 二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 ありがとうございました。 

 いろいろ考えられて取り組んでおられることは

重々私も理解をしておるところでございますが、

今の例えばいろんなチャンネルで市民の要望、意

見を聞かれたことを、例えばいろんな事業を行政

の中で予算を組むときに、それぞれの部門からい

ろんな事業を上げてきますよね。つくるのは大体

若い職員ですよね、係長とか要するにそういう課

長補佐とか。そういう人たちが多分いろんな案を

つくって、順番的に課長に部長にということで上

げてくると思うんですけれども、その若い世代の

職員の人、係長、課長補佐以下の、そういう人た

ちに例えば市政懇談会で理事者が聞かれたご意

見、市民の意見ですよね、そういうのが伝えられ

ているかどうかということが大事じゃないかなと

思うわけですよね。そういうところの仕組みとい

うのはどうなんでしょうか。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 今のご質問についてお答え

をしたいと思います。 

 市政懇談会等の話された内容、要望等につきま

しては、担当のものが一緒に行っておりまして議

事録をつくります。議事録を、帰ってそれを各ま

た全部の課に、部長に回覧をいたします、メール

で。そして、そこの中で自分のところで対応しな

ければならないことについて、その課その課で対

応していただくというようなところで、そのとき

に課長、課長補佐、係長、係、そういうようなと

ころで内容を共有して、それから後のことが今で

きるか、それをいつできるか、そういうような検

討も入れながら、予算に今度反映させていくとい

うような方策をとっております。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 そこで、例えば若い行政マン

がいろいろ市民の方から例えば要望を受けたりす

るときに、よく聞く話が行政の人はまずできない

ことを言ってくると。市民の人がこういうふうに

してほしいみたいなことを、例えば窓口等で言え

ば、こうだからできないんですよと、まずできな

いことからそういう返事が来ると。そしたら、あ

と何も言えんのですよという市民の方のご意見も

多数聞くわけですよ。ですから、先ほど僕は言っ

たのは、市民の人の意見を理事者の人がいろいろ

集められて、それをそういう仕組みで若い行政マ

ンの方にフィードバックをするんであれば、そう

いうところの考え方からちょっと変えていただく



－66－ 

ように、じゃどうしたらこの人が言っている事業

ができるんだろうというふうに考えていただく

と。というのが、僕らからいうとお願い的な話に

なりますけども、行政は行政で多分そういうご指

導をされとるとは思うんですけれども、市民から

見たらまだまだそういうふうな思いというのが強

いということをご理解をしていただきたいなとい

うふうに思いますんで、今後またご参考にしてい

ただければと思います。 

 それと、もう一つですけども、若い人の意見も

女性の意見も反映してますよというふうには言わ

れておりますけども、例えば市民の皆さんから、

市民の皆さんは行政の素人ですから、どんな意見

が例えば、行政にこんなことをしてほしいとかと

いう案を求められても、行政の人から見たらそん

なことできるかいみたいな、要するにご意見もあ

るかもしれませんけども、例えばそういう若い人

とか若い女性とか子育て世代とか、そういう人た

ちにやってほしい事業はどうですかというような

募集をして、プレゼンテーションをすると。さっ

き松山さんの話の中にも情報公開してみたいな話

があったと思うんですけども、そういう大勢の中

でそういうプレゼンテーションをしていただい

て、その中で年に１つぐらいを事業化していくみ

たいな情報公開というか、そういうこともおもし

ろいんじゃないかなと思うんですけれども、今後

の意見の集め方として、そういうお考えは無理な

んか、できるのか、ちょっとご意見があればお願

いしたいと思います。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 さまざまなチャンネルで市民の方の

ご意見を聞くということは、それぞれ行政におい

ても、議員の各位においても大事なことだと、こ

のように思っておるわけでございます。 

 今ほど、ご提案をされたやり方ちゅうのを一つ

の方法論としてはたしかにあろうと、このように

思っておりまして、これは参考にさせていただき

ますが、先ほど言いますように、せいよ女性の

会、あるいは宇和の女性の連絡協議会は、毎年プ

レゼンテーションみたいにやっていただいておる

んです。相当皆さんの議員のご意見と同じよう

な、みんなの前にやられて私たちがまともに答え

ながら、その中でいい施策はくみ上げておるとい

うのをやっておりまして、同じようなことが今議

員のご提案のところでもう少し広い範囲でやるこ

とをご提案されたと思いますけども、それはやは

り考えるべき一つの方策かと、このように思いま

す。 

 以上です。 

○議長 二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 ありがとうございます。 

 １点だけ、今の点で。若い人と話してて、若い

人の働く場所がないとか、そういういろんな話が

あって、行政はその若い人の働く場所をどういう

ふうに考えとるんかとかという話があったとき

に、言葉が悪いかもしれませんけども、例えば赤

字のいろんな施設にいろんな行政のお金をつぎ込

んでて、何でこっちにそのお金が回ってこんのぞ

というふうな思いの人もおるわけですよ、若い人

の中では。年収本当に２００万円もないのに、一

生懸命子育てしながらというふうな人が、そうい

う思いの人もあるわけですよね。やっぱりそうい

うふうな思いはくみ上げていただくという中で

は、先ほどの女性の連絡協議会と同じような感じ

で、若者の意見もそういうふうに取り入れれるよ

うな場所というのが、きちんと公開をしていただ

いて、できるような場所があればいいのかなと思

いましたんで質問をさせていただきましたんで、

またご参考にしていただければありがたいと思い

ます。 

 引き続きまして、次の期日前投票について質問

させていただきます。 

 期日前投票の件は、昨年市議会議員選挙、市長

選挙の前ということで、１回質問をさせていただ

きまして、その中の宣誓書という部分で、期日前

投票の会場に行って職員を目の前にして自分の住

所、氏名等を書くのに、特に高齢者の方、または

障害のある方は手が震える、見られとるというこ

とだけでなかなか思うように書けんのですという

ふうなお声を聞きましたので、宣誓書を事前に自

宅で何とか書けるようにできないかということで

質問をさせていただきました。その中で、不在者

投票はできますよという話があったんで、そのと

き勘違いしておりまして、不在者投票、昔は不在

者投票で行ってましたけどね。今は期日前投票と

不在者投票というのは全く別物なので、私がお願

いしたいというか今回質問したいのは、期日前投

票のときに例えば事前に自宅で宣誓書を書いて持

っていけるような仕組みができないかと。前回は

入場券の裏にというお話をしたら、経費がかかる
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んで無理ですと言われたんで、そこは諦めまし

た、今回は。でも、ほかの方法で、例えば告示に

なったらホームページからその用紙を引き出して

家で書いて持っていくという仕組みはどうなのか

なと思いましたんで、前回の質問の後、選挙管理

委員会でそういうご検討されたのかどうか、また

方針が出たのかどうかということをお伺いしたい

と思います。 

○議長 宗総務課長。 

○宗総務課長 それでは、西予市選挙管理委員会

書記長の立場といたしまして二宮議員の質問にお

答えをいたします。 

 期日前投票につきましては、全国的に見まして

も年々増加傾向にございます。定着している感が

あろうかと思っております。当市におきまして

も、昨年末の衆議院議員選挙における投票者総数

に占める期日前投票者数の割合は３８．１％とな

っておりまして、増加傾向にございます。 

 ご意見のございましたホームページ等を活用し

て様式を印刷し、あらかじめ記入する方法につき

ましては、スムーズな投票や心理的負担の軽減、

高齢者や障害者等の負担軽減を図る上で貴重なご

意見であると考えております。既に全国的にも導

入事例がございます。県内の市の中でも入場券裏

に宣誓書を印刷している市が１市、ホームページ

を活用している市が２市ございます。しかしなが

ら、期日前投票における宣誓は本人確認のための

有効な手段であり、いわゆる成り済ましや二重投

票などの防止に一定の効果があり、事前に記入で

きることとなるとやはり本人確認の判断精度の低

下を生じるのではないかというふうな考えを持っ

ております。したがいまして、選挙管理委員会と

しまして協議も行いましたけれども、厳正な事務

執行を最優先に考え、現段階におきまして宣誓書

をあらかじめ記入し、投票所に持参する方法等の

導入予定はございません。 

 なお、今後も先進地の実態把握や他の選挙管理

委員会との情報交換に努めるとともに、期日前投

票に当たる職員の対応の指導徹底を図りまして、

きめ細かで適正な投票事務に努めてまいりたいと

考えておりますので、ご理解をいただきますよう

お願いを申し上げます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 １回の質問でうまくいくとは

思っておりませんが、またいずれ多分すると思い

ますが。ことしは特にまた参議院選挙が夏にあり

ますんで、６月の議会では間に合わないかなとい

う思いでさせていただきました。私たち公明党

は、全国でこういうふうな市民の皆さん、国民の

皆さんの声を聞いて議会で質問をさせていただい

て、いろいろあっちこっちで改善されています。

特に、大きな大都会の名古屋市とか、または大分

県の県庁所在地の大分市とか、議員が質問をした

らそれはそうですねということで、議会からそう

しますという答弁をいただいて、ああいう大きな

町でさえ入場券の裏にという経費のかかることも

しっかりやっていただいているということもしっ

かり勉強していただきたいなということと、やっ

ぱり考え方ですよね。市民から考える考え方は、

便利なほうがいいのか、安全が大事なのか、どれ

ほど安全が僕は大事なのかと、投票ということに

対してね。だから、投票は国民の権利ですから、

それが成り済ましが率がどれくらいあるか私もわ

かりませんけども、その大事さと、例えば今から

高齢化社会になっていく中で、投票行動を起こそ

うかという人の意思の重要さですよね。市政やい

ろんな政治に対してわざわざ来ていただいて、一

票書こうかという思いですから、そういうところ

も理解していただきたいというのと。 

 もう一点、前回にも言いましたけども、前回市

民の方と話しているときに、期日前投票に行っ

て、期日前投票というのは候補の名前を書くんじ

ゃろうがなと。何で投票に行って自分の名前を書

かないかんのじゃなというふうに言われて、い

や、そらそうやと私も納得をした思いがありま

す。ですから、宣誓書を家では書くんですけど

も、本当は宣誓書がなくなればいいというのが、

僕の本当の思いですけども、それはちょっと法律

的に無理そうなんで、せめて事前に書いて投票所

に持っていけて、安心して候補者の名前が書ける

ように考えていただければ、選挙管理委員会の方

に事務局長のほうからしっかりこの思いを伝えて

いただければありがたいなと思いますので、よろ

しくお願いをいたします。 

 そこで、何かご意見あれば１点。今の意見に対

して。 

○議長 宗総務課長。 

○宗総務課長 貴重なご意見ありがとうございま

した。 
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 今後におきましても期日前投票の手続の簡素

化、これにつきましては十分検討をしていきたい

と思っておりますし、期日前投票者の推移とかあ

るいは他市の状況でありますとか、そういった実

効性を十分に検証しまして、適正な投票事務の執

行、もしくは投票率の向上、こういったものに努

力をしていきたいと思っておりますんでよろしく

お願いします。 

 以上です。 

○議長 二宮一朗議員。 

○６番二宮一朗君 次の３点目の質問に移りたい

と思います。包括支援センターについてお伺いを

いたします。 

 まずは、現在の包括支援センター、野村と宇和

に事務所があるわけですけども、この体制につい

ての今の行政としての現状認識をお願いしたいと

思います。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 それでは、ただいまの二宮

議員からのご質問の包括支援センターに関して、

現在の体制になってからの現状認識についてお答

えしたいと思います。 

 ご承知のとおり、地域包括支援センターは高齢

者の皆さんが住みなれた地域でできる限り継続を

して生活を送れるようにさせるため、保健師、社

会福祉士、主任ケアマネジャーの３職の専門職を

配置して、個々の高齢者の状況やその変化に応じ

て適切なサービスや多様な支援を提供するよう、

それまでの在宅介護支援センターにかわり、平成

１９年度に設置されております。 

 具体的な事業内容をいたしましては、比較的お

元気な高齢者の皆さんの生活機能をチェックする

介護予防ケアマネジメント、それから総合相談支

援事業、権利擁護事業、そして医療機関等とケア

マネが連携する包括的・継続的ケアマネジメント

支援事業、そして要支援１、２を対象にした介護

予防事業があり、市が社会福祉協議会に委託して

実施しております。 

 設立当初は、委託後間もないことから、必須の

職種である３職種のうち、保健師４名、主任ケア

マネジャーは１名を市から派遣しておりましたけ

れども、現在では保健師１名のみの派遣となって

おります。 

 地域包括支援センター設置から６年が経過し、

地域住民の支援センターに対する知名度も徐々に

でありますけれども上がってきており、地域に根

差した活動ができているものと考えているところ

でございます。また、各事業の利用者も年々増加

しており、高齢者の皆さんができる限り継続して

生活を送られるよう支える取り組みが推進されて

いるものと認識をいたしております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 ありがとうございました。 

 先ほどの酒井議員の一般質問にもありましたよ

うに、今から高齢化社会とか高齢化率が上がって

くるという中で業務の量というのはふえてくるん

だろうなというふうに思いますが、今実際に野村

がセンターで、宇和がサブセンターというふうに

なっておりまして、旧町でいうと城川、明浜、三

瓶にはないっていう。この現状で、特に問題とか

困っている、市民の皆さんが不便に思っていると

いうことはないのかどうか、ちょっとお伺いをい

たします。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 それでは、ただいまのご質

問にお答えをいたします。 

 一部包括支援センターについての認識がとれて

ないといったようなお声は、一部からは拝聴させ

ていただいております。このためにいわゆる野村

と宇和の支援センター設置以外の地域でございま

す三瓶、あるいは明浜、城川、この地区につきま

しては、いわゆる相談の場としまして、保健師、

それから社会福祉士、主任ケアマネジャーを派遣

して、相談を受ける機会を設けております。ま

た、平成２５年度からの計画といたしましては、

三瓶、明浜、城川地区に定期的に相談の窓口を設

けることをいたして、包括支援センターのさらな

る活動の拡充に努めたいというふうに考えており

ます。 

 以上、答弁とします。 

○議長 二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 今のご答弁ですと、１カ月の

うちの何日間か決まった日にそういう相談の日を

設けるということかなと理解をしたんですけど

も、やっぱりふだんからいざというときにやっぱ

り地元の人は支所に相談に行かれると思うんです

よね、それぞれの。そういったときに、その担当

者がおらんのではやっぱり行政の責任というか役

割は果たせないんじゃないかなと。社会福祉協議
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会のパンフレット、愛媛県のをこの間ちょっと見

る機会がありまして見ておりましたら、久万高原

町やったですかね、サブセンターがいろいろたく

さん、３つ、４つたしかあったように思います。

ですから、宇和みたいなある程度の規模のサブセ

ンターではなくて、本当に常時１名ぐらいはそう

いう相談に乗れる人がおれるようなサブセンター

を、その３地域にもつくれないかなと私なりには

思ったんですけども、そういう発想はございませ

んか。ちょっとお伺いいたします。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 サブセンターにつきまして

は、宇和地区にご承知のとおり１カ所設けており

ます。それ以外に設けないかというふうなご指摘

だったかと思いますけども、市のほうで地域包括

支援センター運営協議会という組織がございま

す。そういったところでそういう具体的な問題

点、そういったものについて協議する場がござい

ますので、またその協議会を通じまして、そうい

ったところを検討していきたいというふうに思い

ます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 前回１２月議会の質問で、私

成年後見人制度のお話も多分したと思いますが、

それもこの社会福祉協議会が窓口になってますよ

という答弁をいただいたんですが、先ほど言いま

したように、高齢者が年々ふえていく、また団塊

の世代の人が１０年後、そういう高齢者になって

いくともっともっとふえる。高齢化率がふえてい

く中で、ほんのちょっと心配というところがあり

まして、今回の質問をさせていただいとるんです

けども、特に前回も言いましたけども、委託です

よね。市がやっぱり社協に委託してこの包括支援

センターをやっているということで、市民の皆さ

んから見たら、市は責任をある程度放棄しとるん

じゃないかみたいなところの感覚があるわけです

よ、やっぱ。そういう合併して各地域が置き去り

にされているというか、宇和ばっかりよくなって

周りがそういう不便さを感じているというこの合

併後のいろんな市民の意見がある中で、特に今回

今からふえてくる高齢者、また介護、独居、認

知、そういう問題に対してやっぱりすぐに相談に

行けるところっていうのがやっぱり近くにあって

ほしいという市民の皆さんの思いというのがたく

さん私自身も聞いておりますし、そのお忙しい業

務の上に高齢者虐待防止法というのができたとき

に、その中のいろんな指針があるんですけども、

その中の基本的な考え方で、そういう行政が委託

をした場合というふうな前提での話ですけども、

市町村はともすれば委託した業務については地域

包括支援センターに任せきりの状態になることが

懸念をされますと。地域包括支援センター自身の

規模や市町村の権限の発動との連携等を考える

と、地域包括支援センターにおける対応にはおの

ずと限界が生じます。この高齢者虐待防止法の趣

旨においてですけども、この高齢者虐待防止法に

規定される業務を地域包括支援センターに委託し

た場合でも、あくまでも業務の責任主体は市町村

自身であることを市町村は常に意識し、その業務

への関与を継続することが基本になりますとい

う、これは基本的な考え方が出とるんですけど

も、これは別に高齢者虐待防止法だけじゃなく

て、先ほど言った今の実際やられてる介護予防も

そうですし、今やられてるような支援センターの

業務も、全てはやっぱり行政が責任を持つという

感覚がもうちょっと足りないんじゃないかと。

僕、前回の成年後見人の質問のときにもちょっと

感じたんですけども、ちょっと自分事になってな

いなというふうな意識がありましたんで、この質

問をもう一回させていただいたんですけども、ぜ

ひそういうところも今後、今は保健師が１人って

言われましたよね、行政から派遣しているのが。

そこやっぱりもう少し人数をふやしていくという

考えがないのかどうか、もう一回ちょっと部長の

考えをお願いしたいと思います。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 この問題については私も委託の問題

を含めてでありますので、私もこの委託を考えた

考えも含めてちょっとご質問についてお答えした

いと思いますが、私自身は包括支援センター等々

を含めまして、委託をすることに対していけない

という発想はしておりません。やはりいろいろな

ことは仕事分けてやることの大切さっていうのは

この中であるわけでありまして、その中で特に私

はこの地域包括支援センターを委託するに当たっ

て、西予市も本庁が役所の場合はこの宇和にあり

ます。社会福祉協議会や包括支援センター等を含

めて野村に本所をしてほしいということを含めて

やることによって、地域がいろいろなところにい
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ろいろな顔ができるということを含めてやらせて

いただいたところでありまして、そういう応用力

もこういう委託をすることによってやることがで

きると、私はそのように思う判断で委託を選択を

させていただいたところでありまして。 

 あと、またもう一つの問題は、福祉というのは

今後もなお一層増大すると思います。これは大事

な問題でありまして、それには市も真正面に向か

い合っていかないといけんっていう、これは基本

でありますから、ご質問についてはそのことを旨

として考えていきたいと、このように思っており

ますので、ご指摘のあった点はいろいろあろうか

と思いますけど、逃げとるわけではありません。

これだけはご理解いただいたらと思います。 

 以上です。 

○議長 二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 決して逃げとるとは思ってお

りませんので、市長のリーダーシップに今後期待

をしたいと思っております。 

 それでは、４番目の学校教育について質問を移

させていただきます。 

 今、学校再編が計画をされまして、三瓶町を初

め明浜もご理解をいただき、野村もご理解をいた

だいて順次進んでおるというふうに理解をしてお

りますが、再編が進みますと、学校は少なくなる

わけですからもちろん児童・生徒も年々少なくな

っていくというシミュレーションの中で学校再編

を進めていくわけですから、教員、先生ですね。

先生方は多分余ってくるんだろうなと。今の６

人、７人で１人やった先生が、２０人、３０人の

教室で１人になるわけですから、そうするとやっ

ぱり２人、３人は余ってくると。そういうふうな

ことを、将来の配置計画、先生等のね。そういう

ことが今教育委員会の中でどういうふうにできて

いるのか、まずお伺いをしたいと思います。 

○議長 宇都宮教育長。 

○宇都宮教育長 ただいまの再編後の配置計画に

ついてのお尋ねについてお答えいたします。 

 先生の適正な配置は、きめ細かくかつ質の高い

教育を行うためには必要不可欠な大切なことでご

ざいます。ただ、学校との教職員の配置につきま

しては、公立義務教育諸学校の学級再編及び教職

員の定数の標準に関する法律、非常に長い名前で

すが、この法律によりまして学級数を基本に教職

員の配置が基本的に決まっております。でござい

ますんで、再編統合を主たる理由にした増減員と

いうのは基本的にないというのが現実でございま

す。残念ですが、学校再編の進展により西予市内

で勤務できない教員が出ることは避けて通ること

ができないことでございまして、今後は市外、も

しくは管外へどうしても転出しなけりゃならない

方が出るなということで予想をしておるところで

ございます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 二宮一朗議員。 

○６番二宮一朗君 次の今の学校再編の教員配置

のシミュレーションというところから、次の心の

相談員についてという質問なんですけども、私の

イメージですけども、例えばそういう再編によっ

て先生の数にゆとりができたとすれば、今学校教

育の中で問題と言われております不登校とか、い

じめとか、そして最近ではまたいろんな部活動の

体罰とか、本当に学校関係の中で問題が山積をし

ておるという中で、先生も大変、子供も大変、そ

して親も大変という、今先ほど今後の教育行政の

中で大事にしたいことというお話もちょっと教育

部長が言われましたけども、本当にみんなが本当

に病んどるんじゃないかなというようなこの中

で、本当に相談に乗ってあげれる学校の中で、体

制という意味で心の相談員というのに、例えば人

数が余裕ができたんであれば、そういう配置がで

きないのかなという思いで関連で１番、２番を質

問をさせてもらったんですけども、今現在例えば

そういう相談できる体制とかというのはどうなっ

ているのかどうかというところをまず質問させて

いただきたいと思います。 

○議長 宇都宮教育長。 

○宇都宮教育長 ただいまのご質問ですが、生

徒・児童、さらには教員の皆さん、これらの方に

対しての相談活動、西予市でもいろいろ取り組ん

でおります。 

 まず、子供たちへの相談活動といたしまして

は、県の補助事業を活用いたしまして、ハートな

んでも相談員事業と、それからスクールカウンセ

ラーの設置の事業、スクールソーシャルワーカー

の配置の事業、こういう事業を実施いたしており

ます。これらの３つの今申し上げた相談員等を利

用いたしまして、その相談員を配置していない学

校においても必要に応じてその周りの学校に出向

いたり、受け入れたりすることによって、市内全
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域をカバーする体制をつくっております。それか

ら、市の単独事業として電話教室相談事業などを

行っております。 

 先生の大変な問題で心の問題がございますけど

も、教員につきましては県教委の中に教職員健康

相談室というものが設置されております。具体的

には、精神科医による心の相談事業、それから臨

床心理士による心の悩み何でも相談事業、それか

ら保健師による健康相談事業、こういう事業がセ

ットされております。それと、先生ですから公立

学校の共済組合では、近隣、地元の専門医に年２

回までは無料で診察できますよと、こういう体制

で心の問題について取り組んでおるようでござい

ます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 今答弁いただいた子供ハート

なんでも相談員とかスクールカウンセラー、そし

てスクールソーシャルワーカーですかね。この学

校の数に対するこの人数がわかれば教えていただ

きたいと思います。 

○議長 宇都宮教育長。 

○宇都宮教育長 まず、ハートなんでも相談員で

すが４人、計４校に配置いたしております。次

に、スクールカウンセラーですが、これは全部で

２名です。順繰り周りを回っていただく格好にな

っております。スクールソーシャルワーカーにつ

いては、市内、野村中ですけど１名設置いたして

おります。 

 以上、答弁です。よろしくお願いします。 

○議長 二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 今の学校の数からしたら、素

人なりですけども何か少ないような感じがいたし

ます。本当に身近に、さっきの介護の話ではない

ですけども、順番に回ってくるというのが来てる

からいいんじゃなくて、ふだんからすぐぱっと言

えるような体制というか、あったときにすぐとい

うのが大事かなと思いますんで、ぜひとも人数を

ふやす努力をしていただければ。経費もかかりま

すんで、市の単独ででも多少ふやしていくような

努力をお願いしたいなと思っております。 

 それでは、続きまして３つ目の通学路の点検状

況ということで質問させていただきます。 

 命を守るための通学路の安全対策ということ

で、昨年の４月、京都の亀岡で登校中の児童と引

率の保護者の列に軽乗用車が突っ込んで１０人が

はねられ、３人が死亡、７人が重軽傷という痛ま

しい事故がありました。そのほか、登下校中の児

童が死傷する事故というのが頻繁に相次いであり

まして、そういうのを受けて文科省、国土交通

省、警察庁が連携をして通学路の総点検、緊急合

同総点検というのを行いました。 

 その結果が公表されておりまして、愛媛県の実

施状況という中で、この西予市においては点検を

した学校数が１６、そして点検箇所数が５８、対

策必要箇所数は実に５６カ所というふうに上って

おりました。これが要するに、点検した数が約６

割ぐらいですよね、全校の。残りのところは点検

しとるんかどうかというのが１点と、対策必要箇

所に対しての今後の対策等がどうなっているのか

という点をちょっとお伺いしたいなと思います。 

○議長 宇都宮教育長。 

○宇都宮教育長 ただいまのご質問ですけれど

も、昨年緊急に警察、西予署、土木事務所、それ

から我がほうの建設課、それから教育委員会で調

査した分は、地区、学校のほうから点検をしてほ

しいという要請が上がった箇所でございます。こ

れは学校だけでは解決できないという条件がつい

た点検箇所でございます。通常の点検箇所につい

ては、毎春、ＰＴＡ、学校が協力しながらここは

こうだということで点検しているところでござい

ます。 

 ５７カ所の問題ですが、５７カ所それぞれいろ

んな問題点がある、構造的に道路が狭くて歩道が

一方にしかつけられないと、それから横断歩道の

線が消えかかっているとか、路面のほうの石が落

ちてくるとか、いろんな問題が起きておりまし

た。その中で対策が１１月末でとれてる分が２７

カ所、もう既に対策済みだと。白線を引き直した

りカーブミラーを申請したりという対策が進んで

おると。今まだ対策ができてない分が残りの分と

いうことになりますが、その中には例えばコンビ

ニエンスストアの駐車場と歩道が交差するんで危

ないと、対策上本来の対策という対策がとれない

と、子供たちに安全教育をさらに強化するしか対

応がとれないと。それから、現在工事中で危な

い、ただ数年したら立派な歩道もできるというよ

うな箇所も含まれておりますんで、順次対策のと

れる案件から進めていきたいという考えでおりま

す。 
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 以上、答弁といたします。 

○議長 二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 通学路は本当に子供の安全に

直結する問題ですんで、しっかり取り組んでいた

だきたいなと思いますけども、今回の多分予算の

中でもそういう通学路対策というのがあるんじゃ

ないかなと思います。例えば、電柱を移動すると

か、そういう予算であるとか、あると思いますん

で、しっかり、私も私なりに情報収集はしており

ますけども、そういうところもしっかり情報収集

していただいて、一時でも早くそういうのができ

るようにご努力をお願いしたいなと思っておりま

す。 

 それでは、残り７分しかありませんので、最後

の質問に移りたいと思います。 

 聴覚障害者の１１９番対策ということで、最後

の質問をさせていただきます。これは以前にも聴

覚障害者の緊急通報システムということで、一般

質問をさせていただきました。そして、前回だっ

たですかね、消防長が今こういうふうに計画を考

えているということを言っていただいて、今年度

の当初予算においても導入予定ということで私も

予算書を拝見させていただきまして、大変にあり

がたく思っております。それで、また改めてです

けども、今回のこの聴覚障害者の緊急通報システ

ムの利便性というか使い勝手といいますか、そう

いうふうなこととか、例えば周知の仕方であると

か、そういうところを消防長のほうからまたご答

弁をいただきたいと思います。 

○議長 清水消防長。 

○清水消防本部消防長 ただいまの二宮議員さん

の質問にお答えいたします。 

 緊急ウエブ通報システムは、聴覚障害者だけな

く人工呼吸器など装着してるなどのために電話で

の通報が困難な方、及び障害のない方でも携帯電

話を持っていれば簡単な操作により救急や火災な

ど災害発生時に緊急通報を行うことができ、正確

な情報により迅速な対応が可能となります。 

 登録につきましては、消防本部に出向いていた

だくか、またはお持ちの携帯電話、スマートフォ

ン、パソコンからインターネットを通じてみずか

ら登録、変更することができるようになっており

ます。 

 次に、周知の方法につきましては、今後の検討

ですが、西予市のホームページ、それから広報紙

などで緊急通報システムの紹介を行うほか、高齢

福祉課や手話サークルなどの協力を得て説明会を

開催し、周知拡大を図ることとしております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 ありがとうございました。 

 今ご答弁があったように、聴覚障害者のみなら

ず一般の市民の方に利用できるという、例えば出

先で自分が救急車を呼びたい状況になったとき

に、ＧＰＳでその場所が簡単に消防のほうで把握

ができるということで、私も広く市民の方にご利

用いただければなと。以前の一般質問をしまし

た、消防の救急体制の広域化ですね。あのときに

も言いましたように、本当に最近のいろんな救急

関係は、時間との戦いというのが一番、脳梗塞と

か心筋梗塞とか、時間さえ早ければ本当にもとど

おり復帰できるという病気がたくさんありますん

で、ぜひここのところを広く市民の皆さんに知っ

ていただけるような努力をお願いしたいのと。 

 １点は、今特にこういうインターネット関係で

問題になっておりますプライバシーとかセキュリ

ティーとか、そういう点がもしありましたらご答

弁いただければありがたいなと思います。 

○議長 清水消防長。 

○清水消防本部消防長 ただいまの関連質問でご

ざいますが、一応業者のほうで登録する業者も消

防本部のほうで指定することとしておりますの

で、その個人情報等の漏えいには細心の注意を払

うようなシステムとなっております。 

 以上です。 

○議長 二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 ありがとうございました。 

 ぜひ広く活用できるように、私自身も努力をし

ていきたいなと思っております。 

 昨年だったですかね、ブータンのほうから国王

が来られたときに、世界一幸せな国というふうに

何かあったと思いますが、我々議員もいろんな市

民の要望とかご意見を聞いて、一般質問をさせて

いただいて、西予市が幸せな市になるように質問

させていただいておりますので、また三好市長以

下理事者の皆さんにはそういうご努力をお願いを

いたしまして、私の一般質問を終わらせていただ

きます。ありがとうございました。 

○議長 宇都宮教育長。 

○宇都宮教育長 私、先ほどの通学路の点検状況
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の中で、点検箇所数を「５７カ所」というふうに

説明したんですけども、「５８カ所」の間違いで

ございます。おわびして訂正させていただきま

す。申しわけございませんでした。 

○議長 以上をもちまして本日の日程は全て終了

いたしました。 

 ３月１１日は午前９時から引き続き一般質問を

行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

  散会 午後１時５８分 
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  開議 午前９時００分 

○議長 皆さんおはようございます。 

 本日３月１１日は、未曽有の被害をもたらしま

した東日本大震災から丸２年目を迎えておりま

す。東日本大震災の犠牲となられました皆様方に

ご冥福を心からお祈りいたしまして、１分間の黙

祷をささげたいと思います。 

○上田事務局長 議員及び理事者並びに傍聴席の

皆様はご起立をお願いいたします。 

 黙祷。 

  （黙祷） 

○上田事務局長 黙祷を終わります。 

 ご着席ください。 

 ご協力ありがとうございました。 

○議長 改めまして皆さんおはようございます。

本日は、このように多数の皆さんに傍聴においで

いただきましてまことにありがとうございます。 

 ただいまの出席議員は２１名であります。これ

より本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであ

ります。 

  （日程１） 

○議長 日程第１、引き続き一般質問を行いま

す。 

 質問者は、通告内容及び申し合わせに従い発言

をお願いいたします。 

 それでは、通告順に発言を許可いたします。 

 初めに、１番源正樹君。 

○１番源正樹君 皆様おはようございます。議席

番号１番源正樹です。 

 議長より許可をいただきましたので、本日の最

初に質問をいたします。 

 質問の前に、先ほどこの議場の全員で黙祷をさ

さげましたが、東日本大震災及び福島第一原発事

故から丸２年がたちました。本当に多くの方がい

まだに仮設住宅での暮らしを余儀なくされ、原発

事故の影響も大きく、復興への道程が見えてきて

いない状況であります。発表によると、岩手、宮

城、福島、３県の被害状況は１万５，８１１人の

方が犠牲に、２，７２２人の行方がわからず、全

国では３１万５，１９６人の方がいまだに避難者

としての暮らしを余儀なくされております。改め

まして、亡くなられた方への哀悼と、被害に遭わ

れた皆様へのお見舞いを、そして一日も早い復興

をお祈り申し上げます。 

 また、先月２月２０日のことになりますが、議

会の先輩であるお二方が愛媛県政発足記念知事表

彰を受賞されました。山本昭義議員が地方自治部

門、酒井宇之吉議員が商工労働観光部門での受賞

です。この本会議の場でまだ触れられていないよ

うですので、僣越ながら心からのお祝いを申し上

げたいと思います。私もお二人を見習い、今後と

も西予市発展のために力を尽くしたいと思いま

す。 

 前置きが長くなりました。それでは、通告書に

従いまして３個の施策区分、合計６個の質問を行

います。最初に、リスク対策についての質問を２

個、次に子育て支援についての質問を３個、最後

にインフラの維持についての質問を１個行いま

す。過去３回は一括質問方式にて行いましたが、

助言がありまして、今回は分割質問方式で行いま

す。この方式についてはふなれなところもござい

ます。もし、間違い等がございましたらご指摘を

いただければ助かります。議長、よろしくお願い

いたします。 

 初めに、リスク対策について質問いたします。 

 まず１点目は、地震発生時の近隣自治体連携体

制についてです。 

 冒頭で述べた東日本大震災を契機として、さら

なる減災、防災対策の必要性が生じています。こ

の本会議の場におきましても、これまで多くの一

般質問がなされてきました。地震に関して西予市

では、東南海地震、南海トラフ巨大地震の発生が

危惧されていますが、西予市内で想定される被害

は揺れによる建物等の損害、同時に発生が予想さ

れている津波、また傾斜地の多い山間部では地す

べり等土砂災害の発生も予想されます。このよう

な大規模地震発生時には行政だけで対応すること

は難しく、そのために西予市防災体制の基本は、

自助７割、共助２割、公助１割とし、それに応じ

て自主防災組織がつくられ、自助及び共助を強化

するよう取り組みが進んでいるところです。 

 先月２月には、西予市地域防災計画のパブリッ

クコメントの募集をされておりました。このこと

からも、早い段階での防災計画の改定がされるこ

とと思います。こうして、まず西予市内で対策を

講じることは当然ですが、こと大震災の発生時に

は自治体の枠組みを超えた連携が必要になるので

はないでしょうか。南予地域の防災拠点の津波被

害予想を見ると、宇和島市役所では０．５メート
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ル、宇和島地区広域消防本部では１階への浸水、

八幡浜市役所は６．４メートル、愛媛県南予地方

局八幡浜支所では７．５メートルとの想定がされ

ています。津波発生時には、両市は特に緊急時対

応が難しいのではないかと思われます。その場

合、西予市では市内への対応と同時に八幡浜市、

宇和島市への緊急援助、そして避難される方への

受け入れ態勢が必要ではないかと考えます。 

 そこでお尋ねします。 

 大震災及び津波発生時、近隣市町との連携した

対応への取り組み状況はどのようになっているで

しょうか。 

 次に、リスク管理について質問します。 

 リスクと一言で言いましても、それは地震や水

害等、自然災害には限りません。リスク管理はい

つ起こるかわからない、しかし、いつ発生しても

おかしくない危機に対応するために必要であると

考えます。防災や減災対策は市民の生命、財産を

守るために必須であり、現在もさまざまな施策が

実行されています。しかし、ほかにさまざまなリ

スクが想像されます。現実に起こったものとして

記憶に新しいところでは、北海道東部の暴風雪に

伴う遭難の発生、滋賀県大津市のいじめによる生

徒の自殺、大阪府立高校では体罰と表現するのに

は余りにもむごい教員の暴力に起因すると思われ

る高校生の自殺、松山市では昨年秋に現職の市議

会議員が生活保護に関する詐欺容疑で逮捕される

事件がありました。また、新型インフルエンザの

発生、ノロウイルスによる集団感染などのリスク

については想像できる危機であります。 

 私が問題に思うのは、自治体の危機管理の主な

対象が自然災害、事故災害、事件、事故等の緊急

事態など社会リスクに限定されていることです。

これは、災害対策基本法のもとで危機管理が推進

されてきたためではないかと推察しております。

しかしながら、このほかにも自治体が行う施策や

事業の企画、執行に伴うリスク、また自治体の組

織運営に伴うリスクにも注意が必要ではないかと

考えます。 

 そこで、こうしたさまざまなリスクに対する対

策状況はどのようになっているかお尋ねいたしま

す。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 皆さんどうもおはようございます。 

 今ほど黙祷をささげましたけれども、２年前に

東日本大震災が起こりました。多くの方が亡くな

られ、多くの方が被災をされたわけであります。

被災をされた方々に対して心からご冥福を申し上

げますとともにお見舞いを申し上げたいと、この

ように思っております。一日も早い強い復旧、復

興を心から願っております。 

 また、今ほど源議員が申されましたけれども、

山本市議、酒井市議におかれましては、県の自治

功労者として受賞をされました。今までのご功績

に対してこの場をかりまして厚くお礼を申し上げ

ますとともに、今後ともなお一層西予市のために

ご尽力いただきますよう心からお願いを申し上げ

たいと思います。 

 それでは、最初の源議員のリスク対策について

の中の東南海地震、または津波災害発生時に市町

の枠を超えて近隣市町村が連携した対応が必要と

なると思うが、どうだろうかなというようなご質

問について、ご指摘について私のほうから答えさ

せていただきます。 

 ご指摘のとおり、広域災害が発生した場合に

は、市町単位では対応できない状況が予想される

ところでございます。現在、西予市では２３件の

協定締結を行っております。これらには、近隣自

治体等と結んでいるものを初め消防団、消防事務

組合との協定、県を含む県内の市町、愛媛県医師

会、看護協会等との協定、また企業や各種団体と

の協定も含まれております。代表的な地方公共団

体間、いわゆる自治体同士でございますけれど

も、相互応援協定には四国西南サミット災害相互

応援協定の締結があります。これは、四国サミッ

トに入っております四国西南部の７市７町が類似

する地位的条件の下でさまざまな行政課題を協議

しているという取り組みでございまして、その中

で災害に関してその協定を結んでおるものでござ

います。また、県内の地域防災計画の中に、消

防、医療、物資関係など、さまざまな分野での県

内２０市町との協定取り決めなどがされておりま

す。そのほかに、同時災害防止の観点から、遠隔

地に所在する県内市町との連携についても必要が

あるとして、県の調整を受けながら１対１、ある

いは東・中・南予を幾つかのグループに分けて協

定を結ぶなどの協議を行っているところです。 

 もちろんですが、近隣市町と日常の業務につい

ても常に情報の交換を行っており、連携強化に努

めているところであります。今後もさまざまな状
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況を想定して、他の機関との協定締結、覚書の交

換を進めるとともに、内容の充実及び周知、さら

には有事の際には臨機応変に対応できるように一

層の連携を進めてまいりたいと考えております。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 私のほうからは、リスク管

理についてのご質問の中で、情報漏えいや不祥事

の発生、公務災害などのさまざまなリスクに対す

る対策状況はということでお答えをさせていただ

きます。 

 職員がさまざまな事項を執行する上で、不測の

事情による市民の生命、身体及び財産の被害や影

響を与える事件、事故あるいは行政の信頼を損な

うような事態が生じた場合の対応につきまして

は、的確な状況把握と同時に適切な措置を行う必

要があります。そうした行政事務連絡事故に適正

に対応するリスク管理といたしまして、事故発生

時の連絡体制や初動対応、調査、報告の手順、事

務処理について定めた対応マニュアルを作成し、

職員に周知するとともに具体的な事故等の発生時

において、適切な対応に努めているところでござ

います。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 源正樹君。 

○１番源正樹君 それでは、今いただきました答

弁に対して再質問をさせていただきたいと思いま

す。 

 先ほど、まず市長のほうから近隣市町とのさま

ざまな相互協定等を通じた協力体制について答弁

いただきました。ここで、まだ西予市内でもやっ

てないと私は認識しておるんですが、いわゆる合

同訓練、西予市の中でまだそういった災害に対す

る訓練はなされてないと思いますが、西予市内及

び近隣市町との津波を想定した合同訓練等の必要

性について、どのようにお考えかお聞かせいただ

ければと思います。 

 また、もう一点なんですが、先ほど津波災害の

際にここ西予市、受け入れをしなければならない

んではないかと質問をさせていただきましたが、

伊方原発のオフサイトセンターがここ西予市に移

転することになりました。このことから鑑みて

も、西予市は南予地区の防災拠点として最適であ

り、市長自身もそういった防災拠点づくりを進め

ていくと、先日金曜日の代表質問の中でご答弁が

あったと思います。 

 そこで、防災拠点とはどのような施設を想定さ

れておるか、そういったことを２点再質問させて

いただければと思います。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、源議員の再質問について

お答えをさせていただきます。 

 合同訓練の関係でございますが、大規模災害時

においてはご指摘のとおり、近隣市町との連携が

大変重要だと認識しております。原子力災害ある

いは津波災害等についての訓練は、避難する地域

が、避難を受け入れる地域にも広範囲にわたると

予想されます。他についても、原子力規制委員

会、県、自衛隊、海上保安部、四国電力などの各

機関が合同で行う必要があろうと、このように思

っておりますが、震災後、平成２３年度と平成２

４年度、県が主体となりまして関係市町と合同で

訓練を行っております。今後も地域住民との協力

をいただきながら、できるだけ積極的に訓練に参

加して、近隣との連携をとってまいりたいと考え

ております。また、津波避難訓練は自主防災組織

ごとに今、積極的に行っていただいておるところ

でございますけれども、今後は市としても取り組

み地域の範囲を広げたり、近隣との連携訓練など

を提案していきたいと考えております。 

 次に、オフサイトセンターの関係でございます

けれども、私自身が考えておりますのは、まず根

本的には、南予の防災拠点としての地理的条件を

西予市は持っておるということでございまして、

私もいろいろな会議等においてそのような発言も

させていただいておるところでございまして、こ

のことについては国土交通省の四国整備局、ある

いは愛媛大学、あるいは県も私の発言について関

心を持っていただいておるところでもございま

す。今後とも防災拠点の役割を担うことを提言を

していきたいと、その一つのあらわれがオフサイ

トセンターにあらわれたんだなと、このような認

識をしておるところでございます。 

○議長 源正樹君。 

○１番源正樹君 今、市長のほうから再答弁いた

だきました。たしか去年、県の原子力災害訓練を

合同でされたはずでございます。これは、あくま

で原子力災害に限った訓練だったと記憶しており

ます。今後、津波、地震等に備えて意識を高める

ためにも、ぜひ必要に応じてそういった訓練の検

討をしていただければと思います。 
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 また、自主防災組織、今個別に津波に対する避

難訓練をされていると思いますが、津波はもう海

岸沿い、これは一斉に間違いなく襲ってまいりま

す。意識を高めると同時に防災組織の横の連携、

こういったことを高めていくような施策、こうい

ったことも実行していただければと思います。 

 済いません、２点目、一緒に再質問すればよか

ったんですが、リスク管理についてもう一点、ち

ょっと再質問をさせていただければと思います。 

 現在、危機管理課があると思います。この危機

管理課の役割は、現在は防災及び減災、そういっ

た自然災害へのリスク対応をされていると思いま

すが、ここをさまざまなリスクへの対応をするべ

きではないかと考えます。先ほど、いろいろなも

のに対して危機管理対応マニュアルを配付してい

るとのことでしたが、恐らく今、さまざまなこと

が起こっても、各担当課での対応になっているん

ではないかと思います。今後、統括的にそういっ

たリスクへ可及的速やかに対応する、そういった

ためにも危機管理課の役割の拡大について再質問

をしたいと思います。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 今の危機管理課の役割を防

災対策だけには限定せずに、いろんな分野での危

機管理も危機管理課に集約ができないかというご

質問でございますが、今言いましたように、危機

管理課が今現在は全ての危機管理の内容を対応す

るようにはなっておりません。当然各分野に分か

れまして仕事はやっております。そこそこでのリ

スク管理も含めて各担当課が、担当部署がやると

いうのが市役所の行政のやり方ということであり

ます。ですので、今現在では危機管理課につきま

しては風水害、地震、津波、あるいは原子力など

の防災対策を主体にして行うということで進めて

おりますが、そして先ほども言いましたように各

担当課の、例えば口蹄疫とかというものであれば

農業水産課ですか、そしてインフルエンザという

ようなものであれば健康づくり推進課というよう

なことになります。仕事というのはそういうふう

に分けてはおりますが、いざ全体で取り組まなけ

ればならないようなことがありましたら、当然部

署を越えて協力していくという体制でおります

が、今のところはそういうふうに危機管理課の仕

事につきましては分けている状態でございます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 源正樹君。 

○１番源正樹君 ありがとうございました。 

 リスク管理については、やはり抽象的にやると

いうことではだめだと思います。具体的な数字、

そして具体的な対応、具体的な施策、これを検討

し、それを公表する。そういったことを、また危

機管理、周知のためにも行っていただければと思

います。 

 それでは、時間もございますので、続きまして

施策の２番目、子育て支援策についての質問に移

りたいと思います。 

 まずは１点目、子育て関連３法への対応につい

て質問いたします。 

 昨年８月に、子ども・子育て支援法を中心とす

るいわゆる子ども・子育て関連３法が成立、改正

されました。質の高い幼児期の学校教育、保育の

総合的な提供、待機児童の解消と地域の保育を支

援する保育の量的拡大確保、地域の子ども・子育

て支援の充実を目指す法改正と法制定になりま

す。この中で注目すべきは、現行は待機児童５０

人以上の市町村のみに策定が義務づけられている

市町村計画が、全ての市町村に義務づけとなるこ

とです。各自治体には、これに準じて計画の策定

及び体制整備が求められます。次世代育成支援対

策推進法に根拠を置く現行の子育て支援交付金

は、平成２６年度までの措置であり、２７年度以

降は子ども・子育て支援法に基づき、市町村計画

に記載する地域子ども・子育て支援事業が財政支

援の対象となることから、あと２年以内に市町村

計画の策定が必要になると思われます。今後、西

予市としてどのような予定で取り組まれるのでし

ょうか、市の方針をお尋ねいたします。 

 次に、学童保育施設について質問します。 

 昨年、平成２４年第３回定例会でも学童保育施

設について、酒井議員の一般質問がございまし

た。いまだに整備されていない明浜及び城川地区

への早期の整備の必要性を訴えた質問のように記

憶しております。質問が重なるところがあります

が、現在の運営状況及び今後の施設整備方針につ

いてお尋ねします。 

 次に、子育て世代移住促進策について質問しま

す。 

 現在開会しています新居浜市議会において、平

成２５年度新規事業として、定住促進策が審議さ

れております。内容としましては、市外から転入
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した子育て世代の世帯が住宅を購入した場合、上

限１００万円を補助する定住促進奨励事業で、転

入者と定住者をふやし、人口減に歯どめをかけよ

うというもので、県内初の取り組みです。内容と

しては、事業期間内に市内に転入し、夫婦のいず

れかが４０歳以下の住宅を購入した世帯に、費用

の１０分の１、最大５０万円、また中学生以下の

子供がいる場合１人当たり１０万円、最大５０万

円を上乗せし、最大１００万円を補助する内容で

ございます。中古物件を除いた新築、建て売り、

マンションの購入世帯、過去１年間に同市での住

民登録がないこと、転入前の自治体で税を滞納し

ていないこと、購入住宅での５年以上の定住制約

が補助要件で、事業費は２，８０９万円、約４０

件の申請を見込んでいるそうです。 

 西予市としても同じように移住促進事業導入を

検討してはと思いますが、理事者の考えをお尋ね

いたします。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 それでは、私のほうから、

ただいまの源議員からの子育て３法への対応に関

しての、平成２７年４月の実施に向けての今後の

西予市の取り組み方針についてお答えをいたした

いと思います。 

 市町村計画は、平成２５年度から２６年度半ば

までの１年半をかけて策定をすることとなってお

ります。計画の中身といたしましては、市民の皆

様からのご意見を聞きながら、教育、保育、子育

て支援の量の見込み、つまり需要計画でございま

すけれども、その確保対策、つまり供給計画とな

りますが、それらの策定をする必要があろうかと

いうふうに考えています。これらの一連の作業

は、平成２５年４月に国の内閣府において設置さ

れる子ども・子育て会議の指針を踏まえながら進

めていく予定であります。したがいまして、平成

２５年度のできるだけ早い時期におきまして、教

育、保育、子育て支援のバランスに配慮し、かつ

子育て当事者の参画に配慮した構成委員から成

る、条例に基づき設置されます地方版の子ども・

子育て会議を設置する予定としており、これらの

中で協議を経て、平成２６年度の半ばまでには西

予市の計画策定を終える予定としております。今

後は国から示されます骨子に沿いまして、教育委

員会部局と連携しながら取り組んでまいりたいと

いうふうに考えております。 

 続きまして、学童保育に関しての現在の運営状

況と今後の施設整備方針についての質問に対しま

してお答えをいたしたいというふうに思います。 

 現在、市内には宇和地区で３クラブ、三瓶、野

村地区で各１クラブが稼働しており、宇和、三瓶

地区の全域と、それから野村小学校区をカバーし

ております。その登録人員は１７名から５４名

で、合計１５０名でございます。運営主体は保護

者会が２クラブ、それから保育所を運営する社会

福祉法人が３クラブで、開所日は２８９日から２

９５日と、それぞれの実情に合わせての運営がさ

れております。 

 続きまして、今後の施設整備の方針につきまし

ては、のむらキッズが現在、野村トレーニングセ

ンターで開設をしておりますけれども、議員の仰

せのとおり利用者が増加し手狭となっており、公

設民営の計画で、現在学童保育と図書館とあわせ

た複合施設の建設を検討しており、２６年度を目

指しての目標に取り組んでいるところでございま

す。 

 それから、続きまして子育て世代移住促進策に

関しての、定住促進奨励事業の導入の検討につい

てお答えをいたしたいというふうに思います。 

 現在までに本市におきましては、子育て世代の

移住促進に係る直接的な取り組みの検討はいたし

ておりません。現在、移住推進関係の主管課は企

画調整課となっておりますけれども、本市の移住

促進に対する具体的な取り組みにつきましては、

平成１９年度に県、市町及び関係機関等の参画に

より設立をされましたえひめ移住交流促進会議に

参画をして、推進をしているところでございま

す。このほか、平成２５年度予定の西予地域おこ

し協力隊につきましては、特に城川地区において

移住交流促進担当としての配属を予定しており、

またせいよ地域づくり交付金事業及び生き活き集

落づくり事業に取り組む地域では、短期のお試し

移住や農業体験、空き家調査など、移住交流の促

進に向けた取り組みを地域独自で進めている動き

もあるようでございます。 

 そのようなことから、今後におきましては子育

て世代に限らず、市外からの定住人口を少しでも

ふやすためには、先進事例に倣い、子育て環境を

初め居住環境、教育環境などなど、さまざまな分

野での本市の魅力を高めるための官民一体となっ

た総合的な取り組みが必要であるかと、そういう
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ふうに考えています。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 源正樹君。 

○１番源正樹君 それでは、ただいまのいただき

ました答弁に対して再質問をさせていただきま

す。 

 まず１点目、子育て３法への対応について、

今、三好生活福祉部長の答弁の中で、合議制機関

である子ども・子育て会議、これを設置する方向

でというお話がありました。それで、国の場合は

ですが、国、有識者、また地方公共団体、事業主

代表、労働者代表、子育て当事者、子育て支援当

事者等いわゆる保育所、もしくは民間のＮＰＯ

等、こういった方々を想定してされているそうで

す。今回、自治体にこういった計画主体がおりて

きたのは、各自治体の実情に応じた計画をつくり

なさい、こういったことだと思っております。こ

の中で、どういった形で意見聴取を行っていくつ

もりがあるのか、１点再質問させていただきま

す。 

 これがあって、もう一個は、これはちょっと耳

に挟んだんですが、先ほどの野村町の学童保育の

のむらキッズですね。これは今、運営母体が保護

者会になっているそうですが、これが来月４月か

ら保護者会から社協だったと思うんですが、運営

母体が変わるというふうに聞いております。これ

がまず事実かどうか、そしてこれは何で移管しな

ければならなくなったのか、わかる範囲で教えて

いただければと思います。 

 それで、もう一点あります。 

 学童保育について、次世代育成支援計画の後期

計画では、１０３人の想定が１５０人になった

と、これは潜在的なニーズの大きさをあらわすも

んではないかと思っております。確かにこうして

子育て関連３法が施行されることになりまして、

今後、２年後の計画ではありますが、時間がかか

るのは承知の上で、実際小１のギャップという言

葉がありまして、いわゆる保育園、幼稚園から小

学生になったときに、どうしても保育の溝が生ま

れていると。これは全国学童保育連絡者協議会と

いう保護者の団体があるんですが、その中でも繰

り返し国に要望されていることでございます。学

童保育自体は本当に数がふえてまいりました。そ

の中で、そういった潜在的ニーズに対して、２年

間放置するというわけにはいかないと思いますの

で、どういった形で検討できるのかなと、そうい

ったことをお尋ねしたいと思います。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 それでは、ただいまの再質

問でありますけれども、まず１点目の意見聴取の

件だったかと思うんですが、これにつきまして

は、本年の秋ごろになると思いますけれども、幅

広く子育て世代からの意見を聴取するためという

ことで、大がかりなニーズ調査をするような予定

をいたしております。そういうニーズ調査の中

で、そういったご意見を踏まえながら計画を立て

ていくというふうな運びになるかというふうに思

います。 

 続きまして、のむらキッズの学童保育のクラブ

の関係でございますけれども、現在の時点では確

実なことは申し上げれませんですけれども、今現

在保護者会のほうで運用させていただいておりま

すけれども、やっぱり保護者会ではある程度の自

主努力をされて運営をされておるとは思うんです

けれども、そういう中で運営がしづらいといった

部分も、そういうお話も伺っております。そうい

ったことで、地元の野村福祉協会のほうでお助け

してあげましょうかというふうなお話も、どうも

あるようでございまして、そういった中で本年の

４月１日ぐらいからいわゆる経営の主体を変えて

いくといったようなことになるというふうに伺っ

ております。 

 それから、３点目の学童保育クラブの利用者の

数がふえているといった中で、先ほども申し上げ

ましたように、宇和、それから野村、三瓶、ここ

についてはある程度クラブができて、いわゆる次

世代の育成支援行動計画、これは今、後期計画に

入っておりまして、平成２６年度が最終目標年度

になるんですけれども、そういった中で目標設定

がされておりまして、クラブの設置数が当初３つ

であったものが５つになったということで、数の

上では設置目標に達してはおるんですけれども、

いわゆる城川と明浜についてはまだクラブができ

てないというふうなこともございます。そういっ

たこともありますけれども、ただクラブを設置す

る上での問題といいますか、それにつきましては

小学校の再編問題というのが大きくかかわってお

ります。こういった小学校の再編が１カ所に集ま

ってできるというふうなことになれば、ある程度

の利用人数も見込めるということで、そういった
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状況が整えば新たなクラブ設置が可能だというこ

とでありますので、今後は小学校の再編の動向を

見きわめながら、そういった利用の可能性を検討

しながら進めてまいりたいというふうに思いま

す。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 源正樹君。 

○１番源正樹君 答弁ありがとうございました。 

 最後に再質問ではないんですが、学童保育の現

状について、ちょっとお伝えできればと思いま

す。 

 先ほどの学童保育の全国学童保育連絡協議会の

まとめた調査、２年前、２０１１年、平成２３年

度の調査結果ですが、この中のまず運営主体、こ

れがいわゆる公立公営、市町村が直営しているの

が４割、社会福祉協議会が１割、地域運営委員

会、多くが行政からの委託が１８％、２割弱です

ね。保護者会がやっているものが７％。法人等と

書いてありますが、これはいわゆる都市部です

ね、本当にニーズが高いところを埋めているのが

法人等ということになっておりまして、私立の保

育園、保護者がつくるＮＰＯ法人も含めて、これ

が約２割、２１．８％となっておりまして、この

中で、やっぱり父母会、保護者会は年々減る一方

になっております。どうしても運営できていけな

いところがふえてきておるのが現状でございます

ので、そういったところに対応していく必要もあ

るんじゃないかと思いまして、ちょっと最後に述

べさせていただきました。 

 もう一点、これはお願いですが、先ほど、こと

しの秋に子育て３法への対応としての意見聴取、

幅広くニーズ調査をされるとのことでした。今、

やはり現実に困っている方が、私も多くの相談を

受けておりますので実際いらっしゃいます。ぜひ

そういった方の声を、広く浅くというのはなかな

か行政の公平性の観点から考えても難しいところ

はあるかと思いますが、できる限り多くのそうい

ったニーズを取り込んでいただければと思いま

す。 

 では、済いません、最後の施策となりますが、

最後、インフラの維持についての質問をさせてい

ただきます。 

 昨年１２月に発生した中央道笹子トンネル天井

崩落事故では、９名もの犠牲者が出てしまいまし

た。老朽化するインフラ、特にコンクリート構造

物の補修、そして維持は今後喫緊の課題であると

思われます。笹子トンネルが完成したのは昭和５

２年、使用開始後３５年目の事故でした。これ

は、日本全国での平均ですが、高速道路の橋は２

９年、国道の橋は３５年、高速道路トンネルは２

２年、国道及び都道府県のトンネルは３２年、市

町村のトンネルは４６年が経過しているというデ

ータがございました。また、そういった道路系統

のインフラだけでなく、学校の７割以上が２５年

を経過、３分の１は補修が必要である。水道管の

４割以上が２０年を経過、公営住宅では６割が３

０年を経過しております。 

 ここ西予市内でも同じように老朽化している道

路、橋、水道設備、公共施設が多数見受けられま

す。ここ市役所、先日起工式を行った新病院、ま

た統合が進められております小学校校舎、環境衛

生施設等は建てかえへの対応ができております

が、今後さまざまな施設への維持管理が発生する

ものと考えております。今までも平成２２年３月

に西予市水道ビジョンが、また平成２３年２月に

西予市橋梁長寿化修繕計画が策定され、長期的な

視点での対応がなされているようです。 

 そこで質問ですが、今後の市内インフラ維持の

ための整備計画について、市の対応はどのように

なっているのかお尋ねいたします。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 ただいまのご質問について

お答えをいたします。 

 道路橋梁の点についてお答えをしたらと思いま

す。市内の道路橋梁等の今のインフラですが、１

９６０年から７０年ごろにかけて、高度成長期に

一斉に整備が始まり、四、五十年を経過しており

まして、この構造物の一般的な寿命というのは５

０年とかそこら辺と言われておりまして、もう今

からこのインフラにつきましても高齢化社会を

続々と迎えると、こういう状況になっておりま

す。 

 現在、市が管理している市道につきまして２，

３７６路線、延長にして１，１４４キロ、これは

本州の長さの少し短いぐらいの距離があるわけで

すが、ございます。これまで、市道の管理として

急ぐものと、道路橋梁等の新設改良工事を始めま

して、それから日ごろの点検、地域からの連絡要

望等によりまして、その都度必要な維持修繕工事

等を実施しているところでございます。 
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 この平成２４年から実質２５年度になるわけで

すけども、国の大型補正を受けまして、特に落石

やのり面崩壊の危険性の高い箇所を選定して点検

調査を実施して、２６年度から対策工事も順次実

施していく予定にしているところでございまし

て、これに係る経費は、まだ推定ではあります

が、少なくとも１５億円程度以上必要になるので

はないかなと思っております。 

 次に、橋梁でございますが、現在橋梁は６８２

橋ございます。そのうち長さが５メートル以上の

橋梁が４０５ありまして、これにつきまして、先

ほど申されたように、平成１９年度から２５年度

をめどに、愛媛県橋梁定期点検マニュアルという

ものに基づいて順次点検を実施しております。そ

の結果をもとに、西予市橋梁維持管理水準に照ら

して安全性の確認確保に努めているところであり

ます。現在３９２橋の点検が完了しておりまし

て、その結果、当面修繕の必要のないものが２４

８、予防的な修繕が必要なものが１２５、早期の

修繕が必要なものが１９橋という結果になってお

ります。なお、この修繕が必要な１４４橋に係る

費用でございますが、これまた推定ですが、約２

０億円以上ぐらいは必要になるんではないかとい

うふうに見込んでおります。そのうち、早急に必

要な１９橋ということでありますが、大体３億円

程度はかかるのではないかというふうに考えてお

ります。今後ですが、平成２５年度に残りの１３

橋の点検業務を行うとともに、点検済みの全ての

橋梁について長寿命化修繕計画を２５年度に終え

て、２６年度から緊急性等を考慮して、順次長寿

命化に対する工事を実施する計画でございます。 

 以上、市道、橋梁についてのお答えとさせてい

ただきます。 

○議長 松山公営企業部長。 

○松山公営企業部長 それでは、私のほうから水

道インフラの維持整備計画についてお答えをいた

します。 

 議会初日の平成２５年度西予市上水道事業会計

予算の提案理由の冒頭で、水道事業の概要をご説

明いたしましたとおり、西予市の水道事業は４つ

の上水道と４０の簡易水道、さらには給水人口１

００人以下の給水施設７３、専用水道１を合わせ

まして１１８の事業から構成されておりますが、

それぞれの施設の浄水場、配水池、水道管路にお

いて、経年の老朽化に伴う施設整備の課題を抱え

ているのが現状であります。 

 さらに当市は、東南海・南海地震防災対策推進

地域に指定されておりますので、水道施設におい

ても耐震化等を推進し、大規模災害が発生した場

合においても重要なライフラインである水道施設

を守り、安定した給水の確保が求められていると

ころでもあります。 

 これらの課題に適切に対応するため、源議員も

申されたとおり、平成２２年に今後のインフラ整

備等も盛り込んだ、目標計画期間を１０年とする

西予市水道ビジョンを策定し、持続可能な水道事

業を目指して具体的施策に取り組んでいるところ

であります。特にインフラ整備につきましては、

市内の約７割の皆様に水道水を供給しております

上水道施設におきまして、災害時の給水拠点とな

ることから、緊急かつ重要施設の更新計画整備費

としまして、５年間で２６億円程度を見込んでい

るところでありますが、事業の実施に当たって

は、今後の上水道事業の統合計画や決算状況及び

内部留保資金等の財源状況により事業を計画する

必要があると考えています。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 源正樹君。 

○１番源正樹君 答弁ありがとうございます。 

 それでは、何点か再質問をさせていただければ

と思います。 

 ちょっと今、私は手元に橋梁の長寿命化修繕計

画を持ってるんですが、そのトップに事後保全か

ら予防保全に向けてと、この一言が盛り込まれて

おります。予防保全と申しましたら、事前に計画

を立て、それに基づいて修繕を行っていく、それ

によってさまざまな経費の削減が図れるであろう

ということが、この橋梁長寿命化計画のほうに盛

り込まれております。今、答弁いただいた中で、

道路に１５億円、橋に３億円、水道に５年で２６

億円、単純に足して４４億円という数字がひとり

歩きしてはいけないんですが、こういったように

やはり維持管理、これには多大なる費用がかかっ

てまいると思います。その中で予防保全、これを

今は橋梁のほうに計画というか、この考え方が盛

り込まれていると思いますが、これをほかのイン

フラについても広げていけばよいんではないかと

思います。 

 もう一点、こうして例えば道路なら道路、橋な

ら橋、水道なら水道と分かれて整備並びにその修
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繕費用の策定がされていると思います。水道に関

しては公営企業局の監督ということもあり、分け

て考えるのが必要であるということはわかってお

りますが、これは一例なんですが、東京都にあり

ます府中市、ここがインフラマネジメント白書及

び公共施設マネジメント白書、いわゆる橋、道

路、水道だけにとどまらず、さまざまな市保有の

建築構造物、細かいところでいうと歩道橋とか歩

道、街路樹、そういった全てのいわゆる物件に関

して網羅しておるような白書をつくられておりま

す。この白書に基づいてみる限り、一応４０年先

を見越した対応をしようじゃないかと、そういう

ふうなことをされているようです。 

 一つ一つ取り上げて、なかなか木を見て森を見

ずという世界もあると思いますので、どうでしょ

う、西予市としても市所有のさまざまな物件に対

して総合的な視点を持つために、そういった白書

的なものを作成をすればよいんではないかと、ち

ょっと考えるんですが、それについて答弁をいた

だければと思います。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、源議員の白書について回

答をさせていただきますけれども、まずは東京の

府中市に、そういう白書があるということを今教

えていただきまして、本当にありがとうございま

した。いろいろな手法というのはあろうと思うん

ですよね。一番大事なことは、今後そのようなイ

ンフラ整備を全額改めてやりこなしていくのか、

いや、それじゃなしに長寿命化をするためにいろ

いろな手法を用いて、いわゆる少ない費用で大き

な効果を上げる方法をとるのかということに帰す

るんだと思うんですね。だから、この問題のやり

方についてはいろいろなやり方があろうかと思い

ますけれども、先ほど部長のほうがお答えしたと

おり、結構な経費が私どもも要ると想定しており

ますので、それについてはそれぞれの、私どもは

私どもの費用を生み出す方法論というのがありま

して、ただ府中市のほうはどれくらい財政力があ

るかわかりませんけれども、恐らく私どもとは違

って、やり方が違うんですね。例えば、私どもは

やることについても補助金、あるいはそれについ

て過疎債や合併特例債、辺地債、いろいろな手法

を通じて費用負担を安くするといいますか、そう

いう方法論をとりながらやっておるところであり

まして、それは総合的にはできない側面がまたあ

ろうかと思います。 

 そういうことも含めながら、白書については知

らしめることでありますから、一括して西予市が

こういうインフラの問題があるよということをつ

くることについては、そう問題であることではな

いと思いますけれども、それに対して時間や費用

がかかるんやったら、それはやめたほうがいいな

と、このように思うところであります。 

 以上です。 

○議長 源正樹君。 

○１番源正樹君 それでは、ちょっと再質問をさ

せていただければと思います。 

 今、市長に答弁いただいた中で、確かに府中市

は、この場で言うのがふさわしいかどうかわかり

ませんが、東京競馬場と競艇がありまして、うろ

覚えで申しわけない、財政力指数が恐らく９０％

程度ある大変豊かな町でございます。ちょっと今

回は府中市が一番立派な白書をつくられてました

んで例えを出したんですが、例えば、今の予防保

全に関してそういった計画を基づいてやられてい

るところが、同じ四国の中の香川県のまんのう町

とか、北海道の清里町、大空町といった、西予市

と同じような田舎の町もやっていることでありま

す。これは、白書をつくってるんじゃなくて、あ

くまで予防保全をするために計画を策定して、そ

れに基づいて事業を行うと。西予市のほうも橋梁

及び水道に関しては、そういった試算ができてお

りますので、それに基づいて適切な財政措置、も

う一番大事なことだと思いますので、市のほうで

またそういったことを適正に判断していただける

ものだと考えております。 

 そしたら、そろそろ３分前になりましたのでち

ょっと原稿を閉じます。済いません、失礼いたし

ました。 

 以上で今定例会の一般質問を終わらせていただ

きますが、最後に２つ申し添えたいと思います。 

 まずは、今月で退職を迎えられる４名の皆様、

１年間ご指導を賜りましてまことにありがとうご

ざいました。退職されてからも、西予市のために

お力をいただけるものと確信しております。本当

に長きにわたり、公務に奉職されたことに深く敬

意をあらわしたいと思います。 

 私自身も市議会議員としての職務をいただき、

間もなく１年を迎えます。これもご支持をいただ

いた有権者の皆様のおかげと、この議場にいらっ
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しゃいます先輩議員、また理事者の皆様の温かく

も厳しいご指導のおかげでございます。何のため

に議員を志したのか、その初心を忘れることなく

私自身、これからも頑張りたいと思います。 

 以上で一般質問を終わらせていただきます。ま

ことにありがとうございました。 

○議長 次に、１５番藤井朝廣君。 

○１５番藤井朝廣君 おはようございます。 

 議長の許可を得ましたので、一般質問をさせて

いただきます。 

 まず、西予市の観光行政について、そのうち観

光客への対応、まず１点目ですが、特産品の開発

についてお伺いをいたします。 

 商工観光課職員の方は課長以下１０名で、観光

客の増員に大変努力をされていると聞き及んでお

ります。西予市の念願だった中町の町並みが、平

成２１年に重伝建に選定をされました。重伝建だ

けではないかと思いますが、大手航空会社のＡＮ

Ａも平成１８年から年間平均４，０００人から

５，０００人、最高では６，２００人の観光客が

西予市に来ていただくようになりました。これ

は、西予市の先人が残された遺産のおかげだと私

は思っております。 

 平成２２年末に、歴史学者と歩く３日間の旅、

愛媛街道物語という企画が、東京でモニターツア

ーの形として計画され、内子町、大洲市、西予市

で行われました。リピーターの方は１４名で、２

０歳代の方が一番多く、最高年齢者は７９歳の方

でした。アンケートの結果は、５ポイント満点

で、西予市の開明学校の明治の授業体験がとても

印象に残ったとのことで、平均点４．７９ポイン

トと最高点でありましたが、中でもっと宣伝をす

ればいいのにねという意見も多くありました。ち

なみに、２日目は内子座の４ポイントが最高点で

ありました。また、指摘として、西予市では地域

のお土産物が少ない、買いたくても買えなかった

という意見が多く、地域特産品を早急に開発すべ

きではないでしょうか。西予市の特産品開発の計

画があればお伺いをいたしたいと思います。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、藤井議員の特産品開発の

計画についての質問に対して回答をさせていただ

きたいと思います。 

 特産品開発計画でありますが、西予市は海抜ゼ

ロメーターから１，４００メーターまで海あり山

あり、高低差を有した起伏に富んだ地形がありま

して、それから当然この地域からさまざまな農、

海産物品が生産されております。品種も多種多様

でございまして、これらの農産、海産物は観光協

会のウエブサイトの物産情報として市外にもＰＲ

をするとともに、情報提供を行っておるところで

ございます。また、市外、県外の特産品の物産市

においても好評を得ております。 

 このように、西予市にはその地形、風土、気候

が育んだ特産品が数多くありまして、品質は県内

市町でもトップクラスにあると思っております。

新たな商品開発につきましては、第三セクター等

におきましても日々研究をしているところであり

ますけれども、当面は既存の商品のさらなるＰＲ

と販売拡大を目標としているところでございま

す。 

 お土産が少ないというご指摘でございますけれ

ども、これは日ごろ商店街で客足が非常に少な

い、そういうことで販売力の問題があるんではな

かろうかなと、このように考えておるところであ

りまして、先ほど申し上げましたように、誇れる

土産物があると思ってはおるところでございま

す。また、既存のものとは別に地域特産品、新規

開発、販売につきましては、市では産業活性化を

図る観点から農林水産物加工品開発事業、市産品

販売促進支援事業等に対して助成事業を行う一方

で、平成２５年度から西予市ファンづくり事業を

立ち上げまして、都市部での西予市ファンを獲得

して、食、物、観光と経済活動を結びつけ、活性

化を図る新たな事業を展開していきたいと、この

ように今考えておるところでございます。今後新

規企業として特産品開発を取り込もうと考えられ

る方や、販路先の開発を目指している方は、これ

らの制度を積極的に活用いただきたいと思ってお

ります。 

○議長 藤井朝廣君。 

○１５番藤井朝廣君 特産物とお土産物とを一緒

にてしまっている私が悪いのかもしれませんが、

２５年度から西予市ファンづくり事業や市内外の

物産展にも参加、また第三セクターにも新たな商

品開発、また助成事業、行政も大変努力をしてい

ただいておると思っております。 

 先ほどの市長の答弁の中に、加工品の開発や販

売促進事業に助成ということですが、間違いかも

しれませんが、助成比率を２分の１以内で限度額
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上限額は１００万円という事業のことだと思いま

すが、それでよろしいでしょうか。 

 加工品の開発や販売促進事業を目指している方

は、この助成には大変感謝をしていると思ってお

ります。実は私の友人も申請に行かれた方が１人

おられます。 

 そこで、もう一点お伺いをいたします。 

 販路の拡大や特産品開発のことですが、市長の

ことですからもう既に実行されておられるんでは

ないかと思いますが、西予市には国内でも有名、

著名な方がたくさんおられると思います。販路の

拡大や特産品の開発には人脈を広げることも大切

な戦略の一つではないかと私は思っております。

例えば、３月の広報せいよで、佐藤友佳理さんっ

て方が紹介をされておりましたが、もう既に野村

の絹糸や無茶々園のかすですか、色染めらしいで

すが、そのような方と共同で新しい商品の開発に

取り組んでいるようでございます。このような

方々に協力していただくことも大切なことではな

いかと思います。また、西予市議会議員も２１名

おられます。都市部での人脈もそれぞれあろうか

と思いますので、ぜひこの西予市ファンづくり事

業には我々議員も協力させていただきますし、ま

た参画をさせていただければと思いますが、いか

がなものでしょうか、お伺いをいたします。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 西予市の特産品、あるいは土産等々

についてどのようにしていくかという方法論はい

ろいろあろうと思います。先ほど言われましたよ

うに、土産をつくるというのと特産品というのは

ちょっと違うわけでありまして、それぞれ土産は

来られた方々に対してどのように販売をしていく

かということになろうと思いますが、特産品はや

はりそこに定着性があって、そこに企業活動が生

じてまいりますので、これについては西予市の重

要な問題として捉える必要が特にあろうかと思っ

ております。そういう意味では今、藤井議員がお

っしゃるように、いろいろな人脈を使うというこ

とは大事だと思います。それは、市自身がどのよ

うに主導権を持ってその経済活動にご支援できる

かということは、今ちょっと頭の中にははっきり

言える立場ではありませんけれども、基本として

は企業活動ですので、個人の方々が経済活動をす

る過程の中で、市がつくっておる制度をどう生か

していただくかということになろうと思います。

それと同時に、ここにおられる議員の方々、ある

いは西予市ご出身のいろいろなところにおられる

方々と結びつけるという役割は、大いに議員の

方々もやっていただきたいし、私たちもやってい

く場の設定というのは、大いにやるべきではなか

ろうかなと、このように判断するところでありま

す。 

 ファンづくり事業については、２５年度から積

極的に打って出ろうという感じであります。それ

は、さっき言いました場の提供でもあろうかと思

いますけれども、それについてはぜひともご協力

のほどを議員の皆さんもお願いをしたいと思いま

す。 

 以上、答弁とします。 

○議長 藤井朝廣君。 

○１５番藤井朝廣君 今のお土産の話なんです

が、これで終わりますが、実はリーピーターの皆

さん方にどんぶり館へ行っていただきました。そ

のときには、町なかには買うものがなかったけど

ここへ来たら、どんぶり館の左の店舗ですが、あ

そこでは皆さん平均に３，６００円の品物を買わ

れとるんですよ。だから、私は土地さえあれば、

そんなに大きいのは無理だと思いますけど、どん

ぶり館の中の店、特殊な物、乾物でも何でもいい

ですけど、やはりもし場所があれば出していただ

いたらと思っております。この件に関しましては

これで終わりたいと思います。 

 次に、観光に対しての環境整備についてお伺い

をいたします。 

 私は、観光関係の環境整備が少しおくれている

のではないかと思います。私も気づきませんでし

たが、街道物語のリピーターの意見の中の多く

に、自由散策の時間に観光案内板を探しても行く

ところがわからなかったと、数が少ない、また商

工会前にある観光案内板は、現地までの距離、時

間がわからないというようなことで、その方は米

博物館のことを調べておられまして、著名人も多

く参加している、雑巾がけでも有名な米博物館へ

行けなかったので、旅館で時間を潰したとの意見

がありました。私はどこに聞いても教えてもらえ

るものだと思ったんですが、現実にはそういうこ

とがありました。 

 私も現実に初めてですが、商工会の前の看板を

見に行きました。地元に住んでいる私でも、時間

や距離は全くわからないような状態でありまし
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た。これにつきまして、商工会前の観光案内板や

新しい設置をする計画があれば教えていただきた

いと思います。 

 以上です。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 ただいまの案内板の件につ

いてお答えをさせていただきます。 

 現在、町並み保存地区ですが、この周辺に表示

した案内板は、ご指摘のありました商工会館の前

のほか、ビジネスホテルの松屋さん横の市営第２

駐車場と、ほれから米博物館前、民具館前にござ

います。これらの案内板は設置年代が異なり、形

状とかデザインの統一性もありません。さらに、

ご指摘のように、表示内容につきましてもいま一

つ物足りないような部分も見受けられるというこ

とは事実だと思います。 

 現在のところ、このような欠点につきまして、

各施設間の移動に必要な時間などを記載したマッ

プを無料配布することでとりあえずカバーをして

いる状況であります。ＡＮＡのツアーに対しまし

ても、このマップをあらかじめバスの中で配布を

していただくよう旅行会社に事前に渡しておくな

どの配慮はしているところでございます。 

 今後は、地図形式の案内板とか施設への方向を

示した街角の誘導表示などについて、お客様によ

りわかりやすく統一性のあるものを導入するよう

に現状の問題点、効果的な設置場所とか表示方法

などを研究してまいりたいと考えておりますの

で、よろしくお願いします。 

○議長 藤井朝廣君。 

○１５番藤井朝廣君 マップで今対応していると

いうことで、もう一点、これはお願いといいます

か、ありますが、県の歴史博物館の駐車場に西予

市の看板があります。看板といいますか案内板、

この案内板は恐らくどこの位置にあるかというよ

うなことも誰も、誰もといいますかわからない方

がほとんどだと思います。私もここに上がってみ

まして探してみました。見つけたときには、もう

こんなとこにあったのかというような形でして、

またそれも今、部長さんが言われましたように全

く、全くといったらつくられた方に失礼なことに

なるんですが、興味を引くような案内板ではあり

ません。 

 私がなぜこのことを申しますかと言いますと、

歴史博物館の駐車場にある案内板がもし表へ出て

おれば、去年の歴博に入館者数ですが、おととし

が１４万７，０００人、去年が１１万４，０００

人の方が見えておるそうであります。これは、そ

この歴博でお伺いした数字でありますが、私が言

いたいのは、この中でも半分以上が家族連れだと

いうようなことなんですよね。例えば５％でもそ

の方が、パーセントでいったらちょっと失礼かも

しれませんが、それで５％でも看板を見てちょっ

とおりてみようかなと、西予市の町並みを歩いて

みようかなという方がおられましたら、５，００

０人の方が来ていただくようになると思います。 

 愛媛県の恐らく許可も必要だと思いますが、新

しい案内板の設置を県のどこか、まだ調査も調べ

てもおりませんが、関係機関と協議して、できれ

ば早急に設置をしていただくようにお願いができ

ないかと思いますがいかがでしょうか、部長。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 ただいまの歴博の案内板に

ついてお答えさせていただきますが、これは管理

者が愛媛県ですので、ここで私どもがどうこうし

ますと言うのは余り差し支えもあると思いますけ

れども、言われる趣旨は大変よくわかりますの

で、また県のほうと密に連絡を取り合って、こう

いう声があるということをしっかり届けて、せっ

かくある看板が看板としての効力を発揮できるよ

うに要望してまいりたいと思いますので、よろし

くお願いします。 

○議長 藤井朝廣君。 

○１５番藤井朝廣君 もう一点、環境の整備につ

いてでありますが、多機能トイレの問題でありま

す。 

 大型観光バス２台が同時に商工会横の駐車場に

入った場合は、１台の乗客数５０人としても２台

で１００人の方が下車されます。全員がトイレと

いうようなことは絶対あり得ませんが、大勢の観

光客の方があそこへ下車したときに、商工会のト

イレを借りて使用しております。また、多いとき

には階段を上がった２階のトイレも使用させてい

ただいているというようなことであります。 

 厳しい財政状況だと思いますが、観光客も多く

来られるようになったと思いますので、多機能ト

イレの整備を早急にするべきではないでしょう

か。多機能トイレの設置計画はありますか、お伺

いをいたします。 

○議長 福原産業建設部長。 
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○福原産業建設部長 多機能トイレの件について

お答えをいたします。 

 これは、さきの田中議員さんのご質問にも同様

の内容がございまして、重複するかもしれませ

ん。ご容赦願いたいと思います。 

 現在、町並み周辺の施設にはそれぞれトイレが

設置してございまして、いずれも入館料の支払い

を問わずに利用できるようになっております。民

具館と先哲記念館には、車椅子利用の方に配慮し

た広いスペースのトイレを設置しております。ま

た、町並みのすぐ下にあります市営第２駐車場に

も公衆トイレを設置しているところでございま

す。しかしながら、いずれもその案内に欠けてい

るということはご指摘のとおりでございますし、

今後は案内表示とか、そういうものも丁寧にして

まいりたいと思いますし、さらに市営第２駐車場

のトイレにつきましては、私もたまたま通りかか

ったときに気がついているんですけども、男女共

用になっております。今の時代としては使い勝手

がいささかいいとは言えないというふうに感じて

おります。限られたスペースの中で、今後どのよ

うな整備ができるか検討をさせていただきたいと

いうふうに思います。 

 多目的トイレというのは、いわゆる多機能トイ

レということで、高齢者から妊婦、子連れの方、

車椅子、さまざまな多様な方が利用するトイレで

あるというふうに思います。先ほど申しました民

具館、先哲記念館のトイレにつきましても、多目

的なトイレとはいえ完全型ではないわけです。そ

こで、少しでも利用者の方の利便性向上のため

に、平成２５年度にこの２つの施設におむつがえ

シート、いわゆるベビーシートを設置するように

予算化をしているところです。また、このような

現状を踏まえまして、町並みの観光に訪れた方の

利便性を考慮して、商工会周辺の駐車場施設また

はそこに近い場所へ多目的トイレの新設も検討を

進めたいと考えているところです。 

 現在、第２次行政改革大綱に沿いまして、西予

市観光関連施設の運営方針の策定というものを進

めております。この計画は、市内の観光関連施設

の運営改善方策を取りまとめて、施設の修繕、設

置目的達成のための整備を行うもので、平成２６

年度から実施をする予定で関係課で準備をしてい

るところでございます。今後ジオパーク構想の推

進も視野に入れた上で、観光施設のトイレの機能

改善強化も当然必要と考えており、そこに努めて

まいりたいと考えておりますのでよろしくお願い

します。 

○議長 藤井朝廣君。 

○１５番藤井朝廣君 先ほど、関係課で２６年度

より整備計画の調査に入っているというようなこ

とで、少し安心をいたしました。 

 実は、静岡県の静岡市が第２次整備計画でこの

環境整備の中に多機能のトイレの全部の改修とい

うようなことを今、始められております。そうい

うことで、先ほど聞きましたけど、そういう面で

は静岡市は早いほうだというようなことが載って

おりましたが、西予市もそれでは余り変わらな

い、ここまでされているのかとつくづく感心をし

ております。 

 ただ、多機能トイレは設置後の維持管理、特に

機器類が入りますので、機器といいますか簡単な

ベビーの椅子とかいろいろな方が使えるように、

車椅子の車輪とかいろいろありますので、管理に

は十分気をつけていただきたいと。一方でつくっ

てくれと言いながら、また反対では管理というよ

うなことを言って、ちょっと合わないんかもしれ

ませんが、特に日々の清掃がネックになろうかと

思います。これには担当の職員さんといいます

か、２週間に１回ぐらいは検査を事前にしていた

だくようなこともあろうかと思います。経費もか

かろうかと思いますが、よろしくお願いいたしま

す。 

 部長は先ほど、前を偶然通ったというようなこ

とを言われましたが、余りにも中身をよく知って

おりますので、恐らく現場を見に行ったんじゃな

いかと思います。第１駐車場のトイレですが、あ

そこは入り口に目隠しがありまして、なかなか入

りづらく、また車椅子は絶対に入りません。第２

駐車場は今、部長が説明されたそのとおりであり

ます。早急に予算のこともありましょうし、我々

がいつとかというようなことはできませんが、と

にかくできるだけ急いで施工していただいたらと

思います。きのうも田中議員のときに同じことを

説明されておりますので、無理をかけましたかも

しれませんが、よろしくお願いいたしたいと思い

ます。 

 それでは最後に、公共事業の地産地消について

お伺いをいたします。 

 愛媛県下２０市町の中でも、西予市は公共事業
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の多さでは有名な話であります。いかに市長や職

員の方が補助金の獲得等にご努力されていること

がうかがえると思います。市長はいつも、できる

ものはできるだけ地元でという考えを職員の方に

指導されていると伺っております。このことから

も、今回の西予市新市立病院の医師住宅、集合住

宅では西予市内に本社を置くという一般競争入札

の公告をされ、市内業者で施工されることとな

り、市長や職員の方に対し、関係者は大変感謝を

されていると私は思っております。 

 こういった一連の流れから、今まで少なかった

消防関係の備品等の発注も市内業者に多く発注を

されるようになりました。しかし、まだ小さな工

事や物品、印刷、車検等は市外業者に発注される

ことが多いかと思われます。私の知る限りでは、

西予市内の施工、販売の業者は、他市の入札に参

加させていただける業者は恐らく一社もないんじ

ゃないかと思っております。特殊なものは無理か

と思いますが、西予市単独予算の事業は市内業者

にという条例までは無理かもしれませんが、規約

または規則等の制定はできないでしょうか。今、

ここで即答はできないと思いますが、市長、行政

の規約または規則制定の思いがあればでいいです

が、お伺いをいたしたいと思います。 

○議長 九鬼副市長。 

○九鬼副市長 それでは、入札契約のことですの

で、私のほうから答弁させていただきます。 

 ご案内のとおり、西予市の公共工事の発注につ

きましては、今議員もおっしゃったように特殊な

技術を有する工事、それから市内の業者さんでは

施工が困難と思われるような工事を除きまして

は、市内業者さんを優先的に選定をさせていただ

いて指名をし、発注をしているところでございま

す。また、大型工事、共同企業体を組む場合にお

きましても同様に、特殊な工事以外につきまして

は市内業者さんもＪＶに参加できるように配慮を

しているところでございます。また、現行の西予

市の入札制度で対応が可能な分離ですとか分割発

注ですとか、そういったことにも努めておりまし

て、市内の業者さんが受注機会がふえるように努

めているのが現状でございます。 

 なお、参考までに本年度平成２４年度の本日ま

での入札実績をご報告いたしたいと思います。入

札総件数は２５１件で、入札総額７４億８，３０

０万円余りで、そのうち新病院などのＪＶによる

大型工事を除きますと、総件数２４７件、総金額

で３２億７００万円になります。そのうち市内企

業が落札をされた件数というのが、その２４７件

に対しまして８３％の２０５件、金額にいたしま

して２１億９，３００万円が市内の業者さんによ

って落札をしていただいているところでございま

す。もちろん市内の市の発注いたします工事につ

きましては、市民の皆さんの大切な財産をつくる

という観点から無駄な経費は使わず、より品質の

高いものをつくりたいというのが我々の目指して

いるところでございます。そういったことから

も、当然のことでありますけれども、市内の各企

業さんにおかれましてもなお一層の技術の向上、

技術者の確保等に格別なご協力をお願いしたいと

いうふうに思います。 

 それから、条例とか規則とかが具体的にできな

いかというお話でございますけれども、今ほど申

し上げましたように、今の現在の入札制度におき

ましても、今のような十分可能な状況であります

ので、条例とか規則までをつくるということは現

段階では考えておりません。 

 それから、最後にありました物品等の関係です

けれども、物品購入、修繕、委託といったことで

ございますけれども、こういったことも議員がご

指摘のとおり、中にはそういうのがちょっと見受

けられたケースも私は確認しておりますので、今

後におきましては市内の業者、商店に優先して発

注することを市役所全体で取り組むように、明確

な基準を設けまして、平成２５年度からはなお一

層努めてまいりたいというふうに思いますので、

どうかよろしくお願いいたします。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 藤井朝廣君。 

○１５番藤井朝廣君 ありがとうございます。行

政の考え、また配慮を伺いまして、よろしくお願

いいたします。感謝をしていると思います。 

 これで私の一般質問を終わります。ありがとう

ございました。 

○議長 ここで暫時休憩といたします。（休憩 

午前１０時３２分） 

○議長 再開をいたします。（再開 午前１０時

４５分） 

 次に、７番兵頭学君。 

○７番兵頭学君 それでは、議長の許可をいただ

きましたので、その前にまず２年前に起こりまし
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た東日本大震災、心より哀悼の意をあらわすとと

もに、一日も早い復旧、復興を願っておるところ

でございます。 

 さて、３月定例会の一般質問のアンカー役とい

うことで一生懸命やらせていただきますので、理

事者の方もそれなりに答えていただくようにお願

いしまして、まず日本ジオパークの認定について

質問いたしたいと思います。 

 私たち議員の有志が、市長が熱心に推進してお

りますジオパーク構想に、議員も知識を身につけ

ることが必要と、昨年１０月には世界ジオパーク

の認定をされました室戸のジオパークを視察しま

した。また、市内のジオについても先日視察した

ばかりでございますが、最初に訪れたのが岩木地

区にあります河内谷観音嶽、この景観のすごさ、

えっこんなところにこういう岩があったのかとい

う感動もありましたし、議員の方も全然知らなか

ったという方がたくさんいらっしゃいました。そ

の一方、そこの岩を見せるために地元の方たちが

一昨年から大木の杉を伐採し、その跡地に桜やヤ

マモモ、ツツジなど、それなりに整備をされてお

ります。それも、やはりジオの関係で、地元の方

たちの努力だと感心しておるところでございます

が、残念ながらそこの岩肌に自生しておる雑木が

ありまして、あれがなければもう少しその岩山が

すばらしい景色になるのではないかという話をし

ましたら、なかなか地元だけではそういう危険な

ところがありますので、ちょっと地元だけではで

きないというような話がありました。そういった

点は私たちの力でできるということは、このよう

なことはまず行政がバックアップできるのではな

いかと思っております。地元の方々がやられてお

るジオに対しての行政からのバックアップが、そ

ういうことができるのかどうか、まずお伺いした

いと思います。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 特別のご質問だと思います

が、地元の取り組みについてバックアップができ

るかということですけれども、そういう声を聞か

せていただけること自体、市民の皆さんの関心の

盛り上がりとか、そういう参加意欲とかというこ

とを実感するわけでございまして、大変ありがた

いお話だというふうに感じております。 

 今後各ジオポイントをそれぞれ適切に整備して

いくということは大変当然重要なことになろうか

と思います。そういうことで、それにつきまして

もまさに官民一体ということで、地域の皆さんと

相談しながら整備していかなければならないとい

うふうに思っておりますが、個々別々のその事案

につきましては、それぞれのケース・バイ・ケー

スで別々、そこそこに相談をして、どういうスタ

ンスで官民で取り組んでいったらいいか相談させ

ていただきたいと思います。支援をしないと言っ

てるんじゃない、個々別々に取り組ませていただ

きたいというふうに考えておりますのでよろしく

お願いします。 

○議長 兵頭学君。 

○７番兵頭学君 ケース・バイ・ケースがありま

すので、当然それぞれのとこで行政もできること

はやっていただいたらと思います。それにして

も、この日本ジオパーク認定について、まずは認

定をもらわなければ前を向いて進まない点もあり

ます。このように、私たちも地元にいながら知ら

ないことが多く、地元のジオを研修することに、

これからまた議員同士で集まって勉強を進めてい

くように今、なっております。議員だけでもこの

程度という知識ですので、行政ばかり旗を振って

も市民の理解や熱意がなかなか伝わっていないの

が今の現状ではないかと思います。 

 そこで、今回のジオ認定に至るまでの認定時期

と、認定までのプロセスをお聞きしたいと思いま

す。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 認定時期とそれまでの工程

でございますけれども、西予市がジオパーク認定

を目指す取り組みを始めて今年度で３年目を迎え

ます。この間多くの市民の皆様のご理解、ご協力

のおかげをもちまして各種講座、いろんな研修、

講演会等を初めとする活動へ参加していただいた

皆様も延べ４，０００人を数えるようになってま

いりました。本市では、２５年度にはいよいよそ

の認定の申請を行うこととしておりまして、次の

ようなスケジュールで取り進めてまいります。 

 まず、この４月２０日までに日本ジオパーク委

員会に申請書類を提出をいたします。５月２０日

に千葉県の幕張メッセで開催されるジオパークの

研究大会におきまして、日本ジオパーク委員会に

対して四国西予ジオパーク構想の公開プレゼンテ

ーションを行います。その後、夏ですが７月から

８月にかけて、日本ジオパーク委員会による現地
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審査が行われます。最終的にこれらの取り組みが

総合的に判断されて、９月中には審査結果が発表

されるという予定になっております。 

 以上でございます。 

○議長 兵頭学君。 

○７番兵頭学君 ９月中には発表という、これか

ら一番大事な時期になろうかと思います。そうい

った意味でも、一般市民に知らせるためにも、認

定をとるのにどのようなこれから取り組みをして

いくのかお伺いしたいと思います。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 今後の取り組みでございま

すが、まずこれまでもやってまいりましたけれど

も、知る活動としまして、少しでも多くの市民の

皆さん、児童・生徒の皆さんにジオパーク構想へ

の関心を持っていただけるように、これまでどお

り出前講座やジオツアー、講演会、構想の紹介展

などを継続して行う予定であります。あわせて、

広げる活動としまして、情報発信するホームペー

ジやガイドマップの内容を充実させ、ジオポイン

トの説明板や人が集まる場所でジオパーク構想の

紹介ができる看板等も設置していく予定でござい

ます。さらに、深める、参加する活動としまし

て、市内の自然、文化、暮らしなどのみどころ案

内や、紹介ができるジオガイドの養成が認定にと

っても重要な項目ですので、ジオガイド養成講座

や愛媛大学のご支援をいただいて実施する西予ふ

るさとジオ講座なども積極的に行いながら、ジオ

ガイドができる人材育成を進めていく所存でござ

います。 

○議長 兵頭学君。 

○７番兵頭学君 ただいまの説明の中で、四国ジ

オガイド養成講座という説明がありましたが、こ

れは広報せいよの３月号でございますが、ほかに

もちょっと使いたいので今回これを持ってまいり

ましたが、ここの８ページにジオガイド養成講

座、受講生募集という案内が出ておりまして、そ

この中で第１回目の講座、１番、石灰岩と人々の

暮らしというのはもう終了しておりますが、これ

の参加人数、そして男女の比率等がわかりました

ら教えていただいたらと思います。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 四国西予ジオガイド養成講

座の①の参加人数と男女比率でございますが、ジ

オガイド養成講座は市内を６つの地域に分けて、

ことし１月から１０月まで６講座、全部で１６回

実施する予定でスタートしております。既に明浜

で実施をいたしました第１講座は、先ほどござい

ましたが、テーマを石灰岩と人々の暮らしとして

３回に分けて実施したものでございます。２６名

の参加をいただき、女性の方は３１％でございま

した。 

○議長 兵頭学君。 

○７番兵頭学君 定員が一応３０名ということで

２６名の方、まずまずの参加ではないかと思いま

すが、講座②以降、３月９日から始まって１０月

５日までの残りの５つの講座の今のところの参加

申し込み状況をお聞きしたいと思います。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 講座参加の申し込み状況で

ございますけれども、講座を座学と研修実習で組

み立てておりますので、会場や移動手段、安全確

保等の関係もあり、一応３０名というふうに定員

を設けさせていただいておりますが、既に第２講

座の三瓶地区と第４講座の城川地区は定員に達し

ておりまして、３５人に枠を拡大いたしました。

また、第３講座の宇和地区は現在２５名、第５講

座の大野ケ原地区が２９名、第６講座の野村地区

が２５名、現在応募いただいております。 

○議長 兵頭学君。 

○７番兵頭学君 定数オーバーのところもありま

すし、ほとんど定数に近い参加申し込みというこ

とで、私自身も本当は正直驚いております。もう

少し少ないんかなというイメージがあったわけで

すが、やはりこれは昨年来ずっと啓発活動を続け

ておりますジオパークの理解が少しずつ得られて

おるんではないかと思っております。 

 そういった中で、この認定を受けるためにはや

はり市民の理解、活動が一番重要だということ

で、例えはちょっと変わりますけど、先週ＩＯＣ

の東京オリンピックの誘致にＩＯＣ評価委員の方

が東京に訪れられまして、いろんな調査をされま

した。そこの中でもＩＯＣが独自に東京都民、国

民に対してどのような熱意があるのかという、そ

ういう調査もされたと聞いております。これは、

先ほど説明がありました７月から８月に訪れられ

る日本ジオパークの委員さんが西予市に訪れられ

まして、恐らく地元の方々に接して、地元の方々

にそのジオを説明していただくという工程になろ

うかと思います。 
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 そういった意味で、なるべくこのことは市民の

協力が欠かせないのではないかと思いますので、

そこら辺の周知をするべき周知徹底をどのように

考えられているのか、理事者の考えを伺いたいと

思います。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 市民の皆さんの理解と参加

の周知ですけれども、先ほどからお答えの中でも

申し上げますように、これまでの手応えとして

は、かなりいい感触を感じているところでござい

ます。今後さらに市民の皆様の理解、ジオパーク

活動への参加をいただくためには、誰でも関心が

持てるわかりやすい方法も重要だと考えておりま

す。これまでも広報紙、各種のチラシ、ケーブル

テレビ等の活用などで周知に努めてまいりました

が、平成２５年度には目に見えるものをつけ加え

たいと思っておりまして、四国西予ジオパーク構

想ののぼり旗とかポスター、車両用のステッカー

などを作成して、市内各地で掲示していただける

ように、市民や企業、団体の皆様にご協力をお願

いする予定でございます。 

 これは、今後さまざまなジオパークの活動にか

かわっていただける市民の方をふやすということ

だけではなくて、市外の方にも本市がジオパーク

認定を目指しているよということを、この勢いが

高まっているということをアピールしていく。今

後現地審査にとりましてもプラスに働いてくると

いうふうに考えているからでございます。 

○議長 兵頭学君。 

○７番兵頭学君 部長さんの自信あるお言葉に私

も感動しまして、なお一層私たちもできることは

お手伝いしたいと思います。日本ジオパーク認定

が受けられることを念願して、次の質問に移りた

いと思います。 

 さて、次の質問ですが、耕作放棄地について、

昨年２０１１年８月に日本たばこ産業、ＪＴが健

康志向や増税による市場縮小を受けまして廃作を

募集しました。応じた農家には１０アール当たり

２８万円の協力金が支払われるということで、そ

の年２６戸ありました農家が現在６戸まで減って

おります。まだ１年間ではありますが、その後の

耕作地についての質問をさせていただきます。 

 まず、市内における葉たばこ生産者戸数と面積

の推移をわかりましたらお聞きしたいと思いま

す。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 市内における葉たばこの生

産者数と面積の推移でございますが、平成元年か

らの推移を申し上げます。 

 平成元年度で１３３戸、１４１．７ヘクタール

でございましたが、栽培指針の強化による農作業

の負担増大と、平成１６年の日本たばこ産業によ

る葉たばこ廃作協力金の実施によりまして、平成

１７年度には４５戸、７２．１ヘクタールまで減

少しました。その後、平成２３年度に２回目の廃

作協力金が実施されたことに伴いまして、当時栽

培農家２６戸のうち２０戸が廃作をされ、平成２

４年度には栽培農家６戸、栽培面積９．２ヘクタ

ールとなっております。野村町で５戸、宇和町で

１戸となっております。 

○議長 兵頭学君。 

○７番兵頭学君 ただいまの部長の説明を聞きま

しても戸数が激減した、これはもういたし方のな

いことかもしれませんが、その耕作放棄につなが

るような畑が平成元年に１４１ヘクタール、現在

は９．２ヘクタール、これは相当な数だと思いま

すが、これが全てではないと思いますけど、やは

り耕作放棄地につながっているのではないかとい

う危惧があります。たばこ農家も全て自分の土地

だけではなしに、借地をして生産をされていると

こもあろうかと思います。廃作後の所有者に返し

た土地が耕作放棄地になっていないかお伺いしま

す。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 廃作の後の土地が耕作放棄

地になっていないかということですが、２３年度

分についてですけれども、２３年度の葉たばこが

３５．３ヘクタール、これに対しまして２４年度

が９．２ヘクタールですので、２６．１ヘクター

ルの面積が廃作対象の土地になっております。こ

れにつきまして、昨年４月に関係機関の協力のも

とに葉たばこ廃作に伴う転換作物の状況調査を行

いましたが、その際の調査では全ての農地で転換

作物の栽培が行われており、耕作放棄地の発生に

ついては認められておりません。 

○議長 兵頭学君。 

○７番兵頭学君 ありがとうございます。 

 それでは、廃作後の転作物の現在の状況をお知

らせ願いたいと思います。 

○議長 福原産業建設部長。 
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○福原産業建設部長 廃作後の転用作物の状況で

すが、廃作面積２６．１ヘクタールのうち、一番

多いのが水稲で約７．６ヘクタールでございま

す。２番目がカボチャで約６．９ヘクタール、３

番目が家畜の飼料作物で約５ヘクタールとなって

おります。そのほかの作物としましては、ケー

ル、ミシマサイコ、キュウリ、ピーマンが転作作

物として栽培されています。 

○議長 兵頭学君。 

○７番兵頭学君 ただいまの転用作物の状況をお

聞きしましたが、そこの中でカボチャ等が大きい

と思いますけど、なかなか今のところカボチャ自

体も伸び悩みがあるのではないかということを聞

いたことがあります。そういった中で、今も話に

ありましたミシマサイコ、こういったことの取り

組みをされている方があろうかと思います。その

前に、２年前に放棄地対策として西予市が取り組

んだ薬用植物のカンゾウと、それから屋上、壁面

の緑化事業に活用されるスナゴケ等の試験栽培の

成果をお聞きしたいと思います。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 カンゾウとスナゴケの試験

栽培の成果でございますが、これは耕作放棄地対

策はもちろんのこと、市内で新たな産業が創出で

きないかということで取り組んでいる事業でござ

います。 

 薬用植物でありますカンゾウ及び緑化事業に活

用されるスナゴケにつきましては、西予市におけ

る放棄地対策として２３年度から試験栽培を実施

しておりますが、まずカンゾウにつきましては、

８つの法人、団体等に委託して現在約４万本の栽

培を継続中であります。栽培成果の確認につきま

しては、現在その一部を採取しまして、発注元に

おいて土壌、栽培技術、成長性、成分分析等の確

認を行い、西予市における栽培が適しているかど

うか検証を行っているところであります。 

 次に、スナゴケにつきましては、緊急雇用創出

事業で対応して、現在、明浜、野村、城川におい

て試験栽培を継続中であります。栽培成果の確認

につきましては、企業との連携により栽培技術、

成長性等について現場における確認作業を行い、

西予市における栽培が適しているかどうか検証を

行っているところであります。 

○議長 兵頭学君。 

○７番兵頭学君 カンゾウとスナゴケ、スナゴケ

は今年度の当初予算にも２００万円が組んであろ

うかと思いますけど、耕作放棄地につながるこう

いったものを、ぜひ試験結果が出次第、いいとな

ればどんどん進めていく必要があろうかと思いま

す。そういった意味でも、今後のカンゾウとスナ

ゴケの生産計画及び販売ルートの確保ができるの

かという質問をさせていただきます。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 これが適していた場合の生

産計画と販売ルートの確保ということでございま

すが、カンゾウ、スナゴケ、いずれの作目もこれ

からの生産振興計画につきましては、当然検証結

果に基づいて方向性を決定していくということに

なります。生産振興を図るという結論になった場

合には、栽培方法のマニュアル化や栽培者の選定

拡大への取り組み、またスナゴケにつきましては

企業との連携による緑化製品の製造の可能性とそ

のプロセスの開発、現場における製品施工方法の

開発や製品の効果の検証、その販売方法、販売ル

ートの確立等を行い、これを推進したいと考えて

おります。 

○議長 兵頭学君。 

○７番兵頭学君 同じように、ミシマサイコのほ

うに戻りますが、ミシマサイコ、カンゾウ、これ

は全て中国のほうから輸入しとったわけですが、

今、中国の需要もふえたということで、手元に入

りにくくなったということで、日本のほうでつく

って間に合わすというような話を聞いておりま

す。そういった意味でもミシマサイコ、先ほどは

まだ少しという話でしたが、ミシマサイコの耕作

状況と戸数と面積をお聞きしたいと思います。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 ミシマサイコの耕作の状

況、耕作戸数、面積ですが、まず２４年度の栽培

農家と面積につきましては、野村町で昨年設立を

しました薬草生産組合の組合員１４戸が３．５ヘ

クタールの作付を行っております。栽培状況です

が、発芽不良や雑草、栽培ふなれ、天候不順の影

響によりまして、収穫面積が約１．５ヘクタール

と作付の半分以下に減少しておりますけれども、

１０アール当たりの収量としましては干した、乾

いた根っこと種子を合わせて５０キログラムを見

込んでおりまして、今月中に高知県の組合を通じ

て製薬会社に出荷される見込みです。平成２５年

度の栽培状況ですけれども、栽培農家４０戸、栽
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培面積８ヘクタールを見込んでおりまして、野村

町だけでなく宇和町、城川町にも栽培農家がふえ

てきております。 

 これまでは、国内の製薬会社は薬用植物の原料

調達について輸入に頼ってきましたが、最近は国

内調達の需要が拡大しておりまして、栽培が軌道

に乗ればこの中山間地における有力な栽培品目と

して期待をしているところです。 

○議長 兵頭学君。 

○７番兵頭学君 順調に伸びていけば地域おこし

につながるのではないかと思います。また、生産

だけではなくミシマサイコの根のエキスを商品化

すれば商品価値が上がるということで、いわゆる

６次産業に近いような考えになろうかと思います

が、そこまで考えがあるのかどうかお聞きしたい

と思います。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 ミシマサイコのエキス生成

の件ですが、ミシマサイコの栽培につきまして

は、高知県にある生産者組合を通した製薬会社と

の契約栽培になっておりまして、種子を無償で提

供してもらうなど手厚い支援がある反面、生産さ

れたの根と種については全量を出荷する必要があ

ります。また、ミシマサイコは乾燥させた根に解

熱や鎮痛作用があり、さまざまな漢方薬に配合さ

れている一方、薬以外の用途に利用することが難

しいために、販売先が製薬会社などに限られてし

まいます。そのため、エキスを生成する加工場を

市が整備するよりも、製薬会社が所有する既存の

工場を利用したほうが効率的でありますので、当

面市独自の加工場の整備、加工品開発は難しいと

考えております。 

 ただ、カンゾウについては、多用途にエキスも

活用できるということで、これについては検討で

きるかもしれないというふうに考えているところ

です。 

○議長 兵頭学君。 

○７番兵頭学君 ミシマサイコでは価値がエキス

までとしても上がらないという説明ですが、カン

ゾウであればという返答をいただきました。ぜ

ひ、生産だけではなく商品化も検討に入れてこれ

から進んでいただきたいと思います。 

 続きまして、行政改革についてのＩＰ電話の活

用ということで、以前、松山議員も質問されてお

りますが、私も今回質問させていただきますが、

昨年１０月１０日に、県内２０市町が成果を競う

第１回行革甲子園が開かれまして、西予市がえひ

め行革大賞を受賞しました。未来せいよ創造プロ

ジェクトと題しまして、若手職員を中心に市総合

計画に基づく１，４７０事業を洗い直して、３３

９事業で総額６億１，０４２万円を削減する改革

案をまとめたもので、改めて今のやる気のある職

員が多いことに心強く思っているところでござい

ます。 

 さて、私のこの一つの質問も行革になるのでは

ないかと思うのですが、現在ケーブルテレビ加入

者が西予市で約８，５００戸、インターネット加

入者が３，５００戸、そこの中でＩＰ電話加入者

が約３，０００戸あります。この方たちがかける

ＩＰ電話同士、これは無料になりますので、この

ことを踏まえて質問をさせていただきますが、ケ

ーブルテレビ導入家庭でピカラに加入しまして無

料ということが、市の電話にＩＰ電話があるの

か、まずお聞きしたいと思います。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 今の、市の電話にＩＰ電話

があるのかというご質問ですが、西予市では新庁

舎建設時にＩＰ電話対応の電話交換機を導入をい

たしまして、ＩＰ電話回線の増設を行い、平成２

３年１１月から利用開始をしているところでござ

います。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 兵頭学君。 

○７番兵頭学君 ２３年１１月から増設をして入

れたということですが、そのＩＰ電話の電話番号

が電話帳に載っているのか、広報に載っているの

か、私も広報を見ておりますが、そういう項目は

ここにありますけど、どうも見当たらないので、

そういうことができないのか、知らせるべきでは

ないのかという質問をしたいと思います。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 今のご質問でございますけ

れども、本庁舎につきましてはＩＰ電話の回線を

用意しており、本ＩＰ電話回線設置については、

今言いましたように、平成２３年１１月から利用

開始をしたところでございますけれども、２３年

１０月２０日発行の広報１１月号で、ピカラ西予

ひかり電話加入者からの通話料が無料ですのでぜ

ひご利用くださいといった旨の記事を掲載して、

周知をしたところでございます。ＮＴＴの西日本
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の電話帳、ハローページやタウンページへもＩＰ

電話番号の掲載はいただいているところでござい

ますけれども、ＩＰ電話である旨の掲載の区別を

してほしいという申し出をしたところでございま

すが、このことについては対応がされてないよう

でございます。ＩＰ電話回線の設置についての周

知等につきまして、議員が言われたようなところ

につきまして、今後広報等への再掲載等を検討し

てまいりたいと思っております。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 兵頭学君。 

○７番兵頭学君 広報に一度載せたという話です

が、実際私、昨年ピカラのインターネットに入り

まして、さて庁舎にそしたら無料の電話をかけて

みようかというときに、えっ電話番号がないぞ

と、実際自分が入れてみて思ったぐらいですか

ら、ＩＰ電話を入れられておる方は約３，０００

戸あるということなんですが、この方たち全てが

市に電話をかけるとは限りませんけど、やはりこ

れも行革の一つではないかということで、ぜひ広

報にはＩＰ電話という頭を入れていただいて、代

表の電話につなげていっていただけるようにして

いただいたらと思います。 

 それと、次に市役所及び本庁、各支所及び公民

館、これが光ケーブルでつながれば同じように無

料化になるということで、当然経費削減にはなり

ますが、当初予算、初期投資は当然かかろうかと

思いますが、その検討はしてるのかお伺いしま

す。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 支所や公民館施設などのＩ

Ｐ電話につきましては、検討はいたしました。Ｉ

Ｐ電話は停電及びネットワーク障害時には使用で

きないというようなことで、災害時の防災拠点や

避難所としての災害時の優先電話などは、やはり

今の現状の電話を設置しておく必要がございま

す。そうしますと、ＩＰ電話回線はまた別に増設

をするというようなこともなりますし、維持費が

増加することや、今議員言われましたように、初

期投資は多額になります。また、その上に現在で

は本庁、支所間の連絡は電話以外の庁舎間の光ケ

ーブルを利用したメールの利用が増加をしている

状況でございます。このようなことから、相対的

な経費削減は余り見込めないというようなことも

ありまして、今現在は導入を見送っている状態で

ございます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 兵頭学君。 

○７番兵頭学君 確かに河野部長が言われるよう

に、私もお聞きしましたら、やはり弱点は停電時

の使用ができないという、これは防災の面では難

しいかと思いますが、そういう点を考慮してで

も、やはりＩＰ電話の特徴である無料という、こ

ういう魅力あることをぜひまた検討する余地があ

ろうかと思います。高知県のほうでもそういう検

討をしているという市町村もございますので、い

ずれＩＰ電話もそういう停電時にも使えるような

仕組みができるかもしれませんので、ぜひ今後と

もこの課題に対してのご検討願ったらと思いま

す。 

 この行革に終わりはなしと言いますが、私たち

議員も議会改革基本条例にのっとりまして、無駄

の削減も含めてこれから進めていきたいと思いま

す。どうかその行革大賞を受賞された西予市の職

員のやる気に対しても、今後とも私たちも応援し

てまいりたいと思います。ぜひ行政改革の西予市

という、ほかの市町村から見習われるような行

革、市になればと私どもは思っております。 

 それでは、４番目の質問に入らせていただきま

す。 

 これは国の所管であるんですが、野村ダムの完

成時、当時右岸の管理用道路がつながっていない

というので地元の方からも何回か言われたことが

ありますし、遠回りをしなければ管理用道路がな

いという現状でございます。また、野村スポーツ

クラブにおいても、ダムの右岸をノルディックウ

オークのメッカにするために標識や看板を立て

て、ノルディックの大会を開催し、毎年３月に開

催されておりますノルディックウオーク大会、今

回も３月３１日に約２５０人近くの参加者を募っ

て開催されます。これも、この広報せいよの一番

最後の１７ページに載っておりますので、興味の

ある方はぜひ参加申し込みをしていただけたらと

思います。 

 そういったことで、この管理用道路がつながれ

ば游の里、またほわいとファームがつながり、多

くの方が訪れるようになると思います。地域活性

化のためにも必要ではないかと思います。そこ

で、游の里からダム右岸の管理用道路が防災、減

災の面からも国交省に働きかけることができない
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か、まずお伺いしたいと思います。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 議員ご指摘の野村ダム周辺の整備に

ついての今の回答をさせていただきたいと思いま

すけれども、この管理用道路でございますけれど

も、ダムの堰堤から野村学園下までの延長が大体

７００メーター、幅員３．０メーターで、昭和５

６年１１月１８日に野村ダム完成後に、ダムの管

理用に施工され、ふだんは市民の方々がウオーキ

ング等々に使用されておられるというのが現実で

ございます。 

 議員ご指摘の游の里、野村ダム、ほわいとファ

ーム、桂川渓谷の自然山岳コースの構想ですけれ

ども、実はこれは以前、議員も含めて地元の方々

からご要望があって、私も要望を国土交通省の野

村ダムの管理所に行かせていただいたところでご

ざいますが、今のところその計画は、ちょうど行

ったときがダム予算がちょうど削減されたときで

して、今のところなかなかできないんだよという

のが現実的な回答であったと、このように記憶し

ております。 

○議長 兵頭学君。 

○７番兵頭学君 ただいま市長から答弁いただき

ましたように、実際あの右岸をずっと回しますと

相当な金額がかかるということで、これは理解し

とったわけですが、実はここに浮き桟橋工法とい

うのがありまして、これであればちょうど今でき

ておる道路と游の里からの間、１００メーターも

ないと思います。これは、ある業者の方がこうい

うのもありますよということで、歩いて渡れます

し、ところどころにこういう橋、ゲートみたいに

して船も通過することができますので、これであ

れば２億円もかかるような工事ではありません

し、ぜひこれを一度検討していただいたらと思い

ます。後ほどまた資料を持ってまいりますので、

よろしくご検討していただいたらと思います。 

 この話をすることによりまして、もしできるん

であれば、これはやはり最近の健康ブーム、特に

マラソンやウオーキングをされる方が大変ふえま

して、えひめマラソンの参加者も８，０００人を

超えるという盛況になっております。また、昨日

新居浜で行われましたクラブ駅伝、西予市から約

１７チームが参加しまして、１部が西予市体協が

２位、それから２部のほうで野村体協が優勝、女

子の部では野村体協の女性部の方が準優勝という

輝かしい成績をおさめられたとこでございます

が、トップランナーはまた考え方が違いますけ

ど、一般ランナーはそういう走るコースがあった

りすることが一番いいんではないかと思います

し、これは何のためかと言いますと、市の財政、

特に国保関係、これは健康になればなるほど医療

費が要らなくなるという大原則になろうかと思い

ますので、ぜひ健康づくりのためと国保料金など

の値上げを抑えるためにも、ぜひこういう投資が

必要ではないかと思いますので、その点は理事者

の考えを伺いたいと思います。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 今ほど兵頭議員から非常に斬新なご

提案をいただいて、浮き桟橋というのは初めて聞

きましたけれども、本当にそのことについては私

どもも勉強をした上で、どう進めるかについては

検討したいとは思います。 

 今ほど言われますように、健康づくりについて

は非常に大事なことであります。既に私どもはリ

ライアブルタウン構想をやりまして、超情報社会

と健康とを融合さすという感じで進めてきたとこ

ろでありまして、それについては非常に成果も出

てきておりまして、その中で発生したのが、例え

ば野村における健康づくり大学校をつくりまし

て、住民の方に大いに参加をいただいて健康の増

進を図っていたとこでありますし、その一環の中

でノルディックウオークを進めてまいりまして、

多くの方がノルディックウオークをやっていただ

くような状態になりまして、これも非常に健康づ

くりについては増進したのかなと。 

 その中で、先ほどのそれぞれの自然散策コース

でございますけれども、これを含めて愛媛県の中

のメッカみたいなところを想定をしながら私ども

は進めておるところでありまして、今月末にも多

くの方が来ていただいてノルディックウオーク大

会をやらせていただきますけれども、それが広が

るか広がるほど、またいろいろな健康の中で状態

が増進するんではなかろうかなと、このような発

想もしておるところであります。今のご意見を参

考にしながらこの検討をしたいと思います。 

 以上、答弁とします。 

○議長 兵頭学君。 

○７番兵頭学君 健康づくり、これにまさる医療

はないかと思います。ぜひそういう面でウオーキ

ング、それからマラソンコース、ぜひ私はあそこ
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のコースを実現したいと思いますので、今後とも

ご協力のほどお願いしたいと思います。 

 そして、また一つ、きょうの愛媛新聞にも出て

おりましたが、宮城県の被災者住宅に住まわれて

おる方が、県が約５００本でしたか、ノルディッ

クウオークを全部支給して、どうしても運動不足

になるということで、健康づくりのためというこ

とでウオーキングをせよという、県自体がそうい

う取り組みをされておるみたいです。これも健康

づくり、やはり被災者住宅におりますと、どうし

てもそういう運動不足につながるということで、

けさの新聞に出ておりましたので、あっこれも、

どこでもそういう意識があるのではないかという

思いがあります。 

 そしてまた、先ほど健康づくり大学等も市長の

ほうからお話をいただきましたが、これはきょう

一般質問させていただきましたほとんどの中が、

今一番例えが出ております三本の矢、アベノミク

スという話がありますが、これは産官学がお互い

に協力し合えば地域効果、地域おこしにつながっ

ていくのではないかと、そういった思いも国や県

に働きかけていただきますように理事者にお願い

しまして、私の一般質問を終わらせていただきま

す。どうもありがとうございました。 

○議長 以上で一般質問を終結といたします。 

 本日の日程は全て終了いたしました。 

 あす３月１２日は午前９時より平成２４年度補

正予算、平成２５年度当初予算につきまして質疑

を行います。 

 それでは、本日はこれにて散会いたします。 

  散会 午前１１時３５分 
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   議  事  係  佐 藤 陽一郎 

１．議 事 日 程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 
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      議  事  日  程 

 １ 議案第 ３号 西予市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準等を定

める条例制定について 

議案第 ４号 西予市指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指

定地域密着型介護予防サー

ビスに係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関

する基準等を定める条例制

定について 

議案第 ５号 西予市新型インフルエンザ

等対策本部条例制定につい

て 

議案第 ６号 西予市都市下水路条例制定

について 

議案第 ７号 西予市高齢者、障害者等の

移動等の円滑化のために必

要な特定公園施設の設置に

関する基準を定める条例制

定について 

議案第 ８号 西予市高齢者、障害者等の

移動等の円滑化のために必

要な市道の構造に関する基

準を定める条例制定につい

て 

議案第 ９号 西予市市道の構造の技術的

基準を定める条例制定につ

いて 

議案第１０号 西予市市道に設ける案内標

識等の寸法を定める条例制

定について 

議案第１１号 西予市準用河川管理施設等

の構造の技術的基準を定め

る条例制定について 

議案第１２号 西予市営住宅等の整備基準

を定める条例制定について 

議案第１３号 西予市布設工事監督者の配

置基準及び資格基準並びに

水道技術管理者の資格基準

に関する条例制定について 

議案第１４号 西予市情報公開条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

議案第１５号 西予市個人情報保護条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

議案第１６号 西予市職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

議案第１７号 西予市立幼稚園における保

育料等徴収条例の一部を改

正する条例制定について 

議案第１８号 西予市歴史民俗資料館及び

郷土文化保存伝習施設条例

の一部を改正する条例制定

について 

議案第１９号 西予市乳幼児及び児童医療

費助成条例の一部を改正す

る条例制定について 

議案第２０号 西予市敬老祝金条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

議案第２１号 西予市隣保館条例の一部を

改正する条例制定について 

議案第２２号 西予市小集落改良住宅管理

条例の一部を改正する条例

制定について 

議案第２３号 西予市農村改善センター条

例の一部を改正する条例制

定について 

議案第２４号 西予市企業誘致条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

議案第２５号 西予市乙亥の里条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

議案第２６号 西予市都市公園条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

議案第２７号 西予市道路占用料徴収条例

の一部を改正する条例制定

について 

議案第２８号 西予市営住宅管理条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

議案第２９号 西予市単独市営住宅条例の

一部を改正する条例制定に
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ついて 

議案第３０号 西予市野村介護老人保健施

設つくし苑職員の特殊勤務

手当に関する条例の一部を

改正する条例制定について 

 ２ 議案第３１号 西予市乙亥の里の指定管理

者の指定について 

議案第３２号 西予市みかめ海の駅の指定

管理者の指定について 

議案第３３号 西予市大野ヶ原育成牧場の

指定管理者の指定について 

議案第３４号 市道路線の廃止について 

議案第３５号 市道路線の認定について 

議案第３６号 西予市営土地改良事業の施

行について 

 ３ 議案第３７号 平成２４年度西予市一般会

計補正予算（第６号） 

 ４ 議案第３８号 平成２４年度西予市授産場

特別会計補正予算（第３

号） 

議案第３９号 平成２４年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

補正予算（第１号） 

議案第４０号 平成２４年度西予市国民健

康保険特別会計補正予算

（第４号） 

議案第４１号 平成２４年度西予市後期高

齢者医療特別会計補正予算

（第３号） 

議案第４２号 平成２４年度西予市介護保

険特別会計補正予算（第３

号） 

議案第４３号 平成２４年度西予市農業集

落排水事業特別会計補正予

算（第４号） 

議案第４４号 平成２４年度西予市公共下

水道事業特別会計補正予算

（第４号） 

議案第４５号 平成２４年度西予市上水道

事業会計補正予算（第３

号） 

議案第４６号 平成２４年度西予市病院事

業会計補正予算（第５号） 

議案第４７号 平成２４年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計補

正予算（第３号） 

 ５ 議案第４８号 平成２５年度西予市一般会

計予算 

 ６ 議案第４９号 平成２５年度西予市授産場

特別会計予算 

議案第５０号 平成２５年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

予算 

議案第５１号 平成２５年度西予市育英会

奨学資金貸付特別会計予算 

議案第５２号 平成２５年度西予市国民健

康保険特別会計予算 

議案第５３号 平成２５年度西予市後期高

齢者医療特別会計予算 

議案第５４号 平成２５年度西予市介護保

険特別会計予算 

議案第５５号 平成２５年度西予市農業集

落排水事業特別会計予算 

議案第５６号 平成２５年度西予市公共下

水道事業特別会計予算 

議案第５７号 平成２５年度西予市簡易水

道事業特別会計予算 

議案第５８号 平成２５年度西予市上水道

事業会計予算 

議案第５９号 平成２５年度西予市病院事

業会計予算 

議案第６０号 平成２５年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計予

算 

 ７ 陳情第 １号 国道５６号バイパス建設を

求める陳情書 

 ８ 意見書第１号 震災を見据えた災害に強い

ネットワークの形成を目指

す「四国８の字ネットワー

ク」等の整備促進を求める

意見書 

意見書第２号 配合飼料価格の高騰対策を

求める意見書 

追加 議案第３７号 平成２４年度西予市一般会

計補正予算（第６号） 

議案第３８号 平成２４年度西予市授産場

特別会計補正予算（第３

号） 

議案第３９号 平成２４年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計
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補正予算（第１号） 

議案第４０号 平成２４年度西予市国民健

康保険特別会計補正予算

（第４号） 

議案第４１号 平成２４年度西予市後期高

齢者医療特別会計補正予算

（第３号） 

議案第４２号 平成２４年度西予市介護保

険特別会計補正予算（第３

号） 

議案第４３号 平成２４年度西予市農業集

落排水事業特別会計補正予

算（第４号） 

議案第４４号 平成２４年度西予市公共下

水道事業特別会計補正予算

（第４号） 

議案第４５号 平成２４年度西予市上水道

事業会計補正予算（第３

号） 

議案第４６号 平成２４年度西予市病院事

業会計補正予算（第５号） 

議案第４７号 平成２４年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計補

正予算（第３号） 
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本日の会議に付した事件 

 １ 議案第 ３号 西予市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準等を定

める条例制定について 

議案第 ４号 西予市指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指

定地域密着型介護予防サー

ビスに係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関

する基準等を定める条例制

定について 

議案第 ５号 西予市新型インフルエンザ

等対策本部条例制定につい

て 

議案第 ６号 西予市都市下水路条例制定

について 

議案第 ７号 西予市高齢者、障害者等の

移動等の円滑化のために必

要な特定公園施設の設置に

関する基準を定める条例制

定について 

議案第 ８号 西予市高齢者、障害者等の

移動等の円滑化のために必

要な市道の構造に関する基

準を定める条例制定につい

て 

議案第 ９号 西予市市道の構造の技術的

基準を定める条例制定につ

いて 

議案第１０号 西予市市道に設ける案内標

識等の寸法を定める条例制

定について 

議案第１１号 西予市準用河川管理施設等

の構造の技術的基準を定め

る条例制定について 

議案第１２号 西予市営住宅等の整備基準

を定める条例制定について 

議案第１３号 西予市布設工事監督者の配

置基準及び資格基準並びに

水道技術管理者の資格基準

に関する条例制定について 

議案第１４号 西予市情報公開条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

議案第１５号 西予市個人情報保護条例の

一部を改正する条例制定に

ついて 

議案第１６号 西予市職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

議案第１７号 西予市立幼稚園における保

育料等徴収条例の一部を改

正する条例制定について 

議案第１８号 西予市歴史民俗資料館及び

郷土文化保存伝習施設条例

の一部を改正する条例制定

について 

議案第１９号 西予市乳幼児及び児童医療

費助成条例の一部を改正す

る条例制定について 

議案第２０号 西予市敬老祝金条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

議案第２１号 西予市隣保館条例の一部を

改正する条例制定について 

議案第２２号 西予市小集落改良住宅管理

条例の一部を改正する条例

制定について 

議案第２３号 西予市農村改善センター条

例の一部を改正する条例制

定について 

議案第２４号 西予市企業誘致条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

議案第２５号 西予市乙亥の里条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

議案第２６号 西予市都市公園条例の一部

を改正する条例制定につい

て 

議案第２７号 西予市道路占用料徴収条例

の一部を改正する条例制定

について 

議案第２８号 西予市営住宅管理条例の一

部を改正する条例制定につ

いて 

議案第２９号 西予市単独市営住宅条例の

一部を改正する条例制定に
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ついて 

議案第３０号 西予市野村介護老人保健施

設つくし苑職員の特殊勤務

手当に関する条例の一部を

改正する条例制定について 

 ２ 議案第３１号 西予市乙亥の里の指定管理

者の指定について 

議案第３２号 西予市みかめ海の駅の指定

管理者の指定について 

議案第３３号 西予市大野ヶ原育成牧場の

指定管理者の指定について 

議案第３４号 市道路線の廃止について 

議案第３５号 市道路線の認定について 

議案第３６号 西予市営土地改良事業の施

行について 

 ３ 議案第３７号 平成２４年度西予市一般会

計補正予算（第６号） 

 ４ 議案第３８号 平成２４年度西予市授産場

特別会計補正予算（第３

号） 

議案第３９号 平成２４年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

補正予算（第１号） 

議案第４０号 平成２４年度西予市国民健

康保険特別会計補正予算

（第４号） 

議案第４１号 平成２４年度西予市後期高

齢者医療特別会計補正予算

（第３号） 

議案第４２号 平成２４年度西予市介護保

険特別会計補正予算（第３

号） 

議案第４３号 平成２４年度西予市農業集

落排水事業特別会計補正予

算（第４号） 

議案第４４号 平成２４年度西予市公共下

水道事業特別会計補正予算

（第４号） 

議案第４５号 平成２４年度西予市上水道

事業会計補正予算（第３

号） 

議案第４６号 平成２４年度西予市病院事

業会計補正予算（第５号） 

議案第４７号 平成２４年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計補

正予算（第３号） 

 ５ 議案第４８号 平成２５年度西予市一般会

計予算 

 ６ 議案第４９号 平成２５年度西予市授産場

特別会計予算 

議案第５０号 平成２５年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計

予算 

議案第５１号 平成２５年度西予市育英会

奨学資金貸付特別会計予算 

議案第５２号 平成２５年度西予市国民健

康保険特別会計予算 

議案第５３号 平成２５年度西予市後期高

齢者医療特別会計予算 

議案第５４号 平成２５年度西予市介護保

険特別会計予算 

議案第５５号 平成２５年度西予市農業集

落排水事業特別会計予算 

議案第５６号 平成２５年度西予市公共下

水道事業特別会計予算 

議案第５７号 平成２５年度西予市簡易水

道事業特別会計予算 

議案第５８号 平成２５年度西予市上水道

事業会計予算 

議案第５９号 平成２５年度西予市病院事

業会計予算 

議案第６０号 平成２５年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計予

算 

 ７ 陳情第 １号 国道５６号バイパス建設を

求める陳情書 

 ８ 意見書第１号 震災を見据えた災害に強い

ネットワークの形成を目指

す「四国８の字ネットワー

ク」等の整備促進を求める

意見書 

意見書第２号 配合飼料価格の高騰対策を

求める意見書 

追加 議案第３７号 平成２４年度西予市一般会

計補正予算（第６号） 

議案第３８号 平成２４年度西予市授産場

特別会計補正予算（第３

号） 

議案第３９号 平成２４年度西予市住宅新

築資金等貸付事業特別会計
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補正予算（第１号） 

議案第４０号 平成２４年度西予市国民健

康保険特別会計補正予算

（第４号） 

議案第４１号 平成２４年度西予市後期高

齢者医療特別会計補正予算

（第３号） 

議案第４２号 平成２４年度西予市介護保

険特別会計補正予算（第３

号） 

議案第４３号 平成２４年度西予市農業集

落排水事業特別会計補正予

算（第４号） 

議案第４４号 平成２４年度西予市公共下

水道事業特別会計補正予算

（第４号） 

議案第４５号 平成２４年度西予市上水道

事業会計補正予算（第３

号） 

議案第４６号 平成２４年度西予市病院事

業会計補正予算（第５号） 

議案第４７号 平成２４年度西予市野村介

護老人保健施設事業会計補

正予算（第３号） 
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  開議 午前９時００分 

○議長 皆さんおはようございます。 

 ただいまの出席議員は２１名であります。これ

より本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであ

ります。 

 ただいまから議案順に質疑を行います。質疑の

内容は大綱のみでお願いをいたします。 

  （日程１） 

○議長 それでは、日程第１、議案第３号「西予

市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準等を定める条例制定につい

て」から議案第３０号「西予市野村介護老人保健

施設つくし苑職員の特殊勤務手当に関する条例の

一部を改正する条例制定について」までの２８件

を一括議題といたします。 

 これより議案順に質疑を行います。 

 まず、議案第３号「西予市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等

を定める条例制定について」に対する質疑を行い

ます。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 次に、議案第４号「西予市指定地域密着

型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営

並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介

護予防のための効果的な支援の方法に関する基準

等を定める条例制定について」に対する質疑を行

います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 次に、議案第５号「西予市新型インフル

エンザ等対策本部条例制定について」に対する質

疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 次に、議案第６号「西予市都市下水路条

例制定について」に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 次に、議案第７号「西予市高齢者、障害

者等の移動等の円滑化のために必要な特定公園施

設の設置に関する基準を定める条例制定につい

て」に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 次に、議案第８号「西予市高齢者、障害

者等の移動等の円滑化のために必要な市道の構造

に関する基準を定める条例制定について」に対す

る質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 次に、議案第９号「西予市市道の構造の

技術的基準を定める条例制定について」に対する

質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 次に、議案第１０号「西予市市道に設け

る案内標識等の寸法を定める条例制定について」

に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 次に、議案第１１号「西予市準用河川管

理施設等の構造の技術的基準を定める条例制定に

ついて」に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 次に、議案第１２号「西予市営住宅等の

整備基準を定める条例制定について」に対する質

疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 次に、議案第１３号「西予市布設工事監

督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理

者の資格基準に関する条例制定について」に対す

る質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 次に、議案第１４号「西予市情報公開条

例の一部を改正する条例制定について」から議案

第３０号「西予市野村介護老人保健施設つくし苑

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正す

る条例制定について」までの１７件に対する一括

質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ２１番梅川光俊議員。 

○２１番梅川光俊君 議案第３０号まで一括質疑

ということでございましたので、西予市企業誘致

条例の一部を改正する条例制定について、企業誘

致に対して規制を緩和をしながらもっと楽な姿勢
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の中で受け入れようというものの考え方に対して

は賛成をしておりますが、これの関連でございま

す。 

 内発型の企業振興ということに関してもこれに

準じて改正をしていくお考えがあるかないか、お

聞きしたいと思います。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 ただいまの企業誘致の関連

のことで内発型のほうはどうするかということだ

と思いますが、この企業誘致条例の中で既存の企

業が増改築を行ったり移転を行ったりする場合

に、支援をできる基準を設けております。このほ

かの数字はちょっとここでは持ち合わせておりま

せんが、その基準がございます。また、小さな事

業ではもう一つの単独事業として、内発型で起業

される方に対する１００万円限度としての制度を

設けております。 

 以上でございます。 

○議長 ２１番梅川光俊君。 

○２１番梅川光俊君 細かい分につきましては、

いろんな分で今ご答弁がございましたけれども、

基本的に言いますとやはり内発型という企業とい

うのに関しましては、この地域からはみ出ること

がないんですよね。だから、その辺についてもや

っぱり手厚いといいますか、これに準じて雇用人

員に対してもそういう方向の中でお考えを願いた

いということだけです。答弁は要りませんが、そ

ういう考え方でひとつよろしくお願いをしたいと

思います。 

○議長 ほかに質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

  （日程２） 

○議長 次に、日程第２、議案第３１号「西予市

乙亥の里の指定管理者の指定について」から議案

第３６号「西予市営土地改良事業の施行につい

て」までの６件を一括議題といたします。 

 これより議案順に質疑を行います。 

 まず、議案第３１号「西予市乙亥の里の指定管

理者の指定について」から議案第３３号「西予市

大野ヶ原育成牧場の指定管理者の指定について」

までの３件に対する一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 指定管理者の指定についてと

いうこの３件ですけれども、以前から指定管理者

のあり方についてはいろんな一般質問とか質疑で

も出たと思うんですけれども、今回こういう更新

になると思うんですが、するに当たり審査委員会

といいますか、そういう中で例えばどんな意見が

出てこういう経緯になったのかおわかりになる範

囲でお答えいただきたいと思います。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 ３件ひっくるめてというこ

とでございますので、一般論的な話になるかもし

れませんが。 

 審査の基準がございます。事業計画書というも

のを出していただきまして、もちろん事業の健全

な経営を行うために人員から事業の運営はもとよ

り危機管理、そういうものに至るまで計画書を出

していただきまして、現在の事業状況の説明を受

ける、そういうことで今までの事業の経過、それ

から今後の考え方、そういうものについてやりと

りをして総合的に判断をしてまいります。 

 以上でございます。 

○議長 ６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 経営状態もそれほどいい状況

とは見受けないという中で、今回も指定期間が５

年間ですよね。何をするにしてもプラン・ドゥ

ー・シー、計画をしてやってみて反省をするとい

うのが当たり前の事業のあり方だとは思うんです

けれども、例えばうまくいかない、例えば売り上

げが伸びないとか集客力が少ないとか、そういう

ことに対しての行政としての、例えばアドバイス

があったのかどうかと、それをもう一点お聞きし

たいと思います。 

○議長 九鬼副市長。 

○九鬼副市長 この審査会のほう、私どもやらせ

ていただいておりますので、ただいまのご質問に

お答えしたいと思いますけれども、今回は３つと

もなかなか応募していただくような候補、ほかに

はない、非常に経営も厳しいという中で非公募と

いう形で３社とも審査をさせていただきました。

いずれも大変厳しい経営状況であるということの

中で、ただ地域にとっては非常にかけがえのない

施設であるので、何とか努力をして経営を続けて

地域の施設として運営したいというような経営者

の熱い思いのプレゼンテーションを受け、また行

政のほうも我々もなかなか経営の実態というのは

把握した上では厳しいということで、可能な限り

の行政支援もしていくということで、何とか５年
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間地域のために頑張っていただきたいというよう

な思いで指定をさせていただいたところでありま

す。 

○議長 ６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 私もそういう状況的には理解

はしてるんですけども、例えばお金を補填するだ

けでなくて、今後行政として、やっぱり知恵をも

うちょっとかしてあげるというか、行政側から、

その期間の間でも。そういう相談に乗ってあげて

本当にうまくいく方向に持っていく努力をやっぱ

り行政側にもっともっとしていただきたいなとい

う思いでちょっと質問させていただきましたん

で、よろしくお願いいたします。 

○議長 ほかに質疑はありませんか。 

 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 昨日の一般質問の延長に

なるわけでございますけれども、西予市乙亥の里

それから西予市三瓶の海の駅のほうで、ＡＥＤが

設置されているかどうか。 

 先般の一般質問にも、指定管理者の中でお客さ

んが相手にしてるところに対してはやはり置くべ

きだという考え方を私は持っておりまして、それ

の質問を一般質問でしました。それで、その中で

どんぶり館とシーサイドは質問いたしましたけれ

ども、乙亥の里とみかめ海の駅については質問い

たしておりませんので、現在ＡＥＤがあるかどう

かということを質問させていただきます。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 申しわけございません。私

の手元には確認資料はございません。後ほどお答

えさせていただくということで、いかがでしょう

か。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 答弁で九十何カ所の中に

入ってるかどうかという質問なんですよ、実際を

言いましたら。九十何カ所の中に入ってなかった

ら今はないということなんで、今後指導をしてい

ただきたいということで、質問を終わります。 

○議長 ほかに質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 次に、議案第３４号「市道路線の廃止に

ついて」及び議案第３５号「市道路線の認定につ

いて」の２件に対する一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 次に、議案第３６号「西予市営土地改良

事業の施行について」に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

  （日程３） 

○議長 次に、日程第３、議案第３７号「平成２

４年度西予市一般会計補正予算（第６号）」を議

題といたします。 

 これより本案に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １９番兵頭勇君。 

○１９番兵頭勇君 １点だけ質問をいたします。 

 補正について歳入でありますが、ページは１８

ページの財産売払収入についてですが、この項目

の中に野村町田渕団地売却収入とありますが、こ

れは位置としてどの位置にありますか、お尋ねを

いたします。 

○議長 暫時休憩をいたします。（休憩 午前９

時１９分） 

○議長 再開をいたします。（再開 午前９時２

０分） 

 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 野村町の宇都宮内科という

医院がありますが、その付近でございます。 

 以上でございます。 

○議長 １９番兵頭勇君。 

○１９番兵頭勇君 再質問いたします。 

 宇都宮医院の、どの辺でしょうか。大概地元で

すのでわかるんですが、建物を売られたんです

か。建物と出てるんですが。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 宇都宮医院から見て真ん前

でございます。 

 以上でございます。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 説明不足で申しわけないで

す。 

 道を挟んで前ということでございます。 

○議長 １９番兵頭勇君。 

○１９番兵頭勇君 旧の県道沿いの、野村町消防

団第１分団の詰所のある近所ですか。どの辺です

か。 

○議長 暫時休憩をいたします。（休憩 午前９

時２２分） 

○議長 再開をいたします。（再開 午前９時３
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２分） 

 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 ただいまの位置のご質問で

すが、野村町野村１１号１９５番でございます。 

 以上でございます。 

○議長 ほかに質疑はありませんか。 

 １番源正樹君。 

○１番源正樹君 ２月２６日に国の補正予算が成

立しまして、市道とか林道の改良整備事業等して

の対策、こういった事業をされると思うんです

が、その事業費の総額を教えてください。 

○議長 源正樹君、もう一度質問をお願いいたし

ます。 

○１番源正樹君 それでは、済みません。 

 先月２月２６日、国の補正予算が成立しまし

て、市でも林道や市道の改良整備等、さまざまな

事業を予定されていることと思います。今回の３

月の補正でもさまざまな事業が上がっております

が、その事業の総額、教えていただければと思い

ます。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 今の国の補正予算に関する

事業費でございますけれども、全額で４億１，１

１７万円でございます。 

○議長 暫時休憩といたします。（休憩 午前９

時３５分） 

○議長 再開をいたします。（再開 午前９時３

５分） 

 ほかに質疑はありませんか。 

 ７番兵頭学君。 

○７番兵頭学君 ２５ページの出産記念品祝い金

支給事業マイナス６６万３，０００円出ておりま

すが、これは１人当たりのお祝いのお金が、子供

が少なかったということでマイナスになっとろう

かと思いますが、今年度の予算書を見ますと、２

５年度ですが７１ページに今回２４万４，０００

円しか組んでないんですが、こういう余るという

こと自体が少子化によってそういうことになろう

かと思いますけど、余るんであれば増額などを考

えてもらったらと思いますけど、そこら辺の考え

をお伺いしたいと思います。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 それでは、ただいまの兵頭

学議員さんからのご質問についてお答えいたしま

すが、補正予算につきましてはおっしゃるとおり

支給対象者が減少したということで、減額となっ

ています。 

 それから、当初予算につきましてはずっと前か

ら記念品に対する見直しを進めておりまして、県

下の状況等も調べておるわけなんですけども、そ

ういった中で西予市分については少し比較的増し

てるんではないかなというふうなことで、いろい

ろ記念品につきましてはいろいろ検討しておりま

して、最終的に今年度につきましては少し内容の

ほう見直しをした結果、最終的に金額も減ったと

いうようなことで減額になっております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ７番兵頭学君。 

○７番兵頭学君 ちなみにそのお祝いの額は、１

人当たり幾らになっておりますか。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 今、ちょっと手元に詳しい

資料がございませんですけども、１人当たり１，

０００円前後ぐらいの金額だというふうになっと

ろうかと思います。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長 ここで訂正をさせていただきたいと思い

ます。 

 先ほど１９番兵頭勇議員から質疑がありました

件につきまして、番地の訂正をさせていただきた

いと思います。 

 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 申しわけございません。 

 先ほど兵頭議員のご質問にお答えしました番地

が間違っておりました。訂正させていただきま

す。 

 場所は、野村町野村１１号１３５番でございま

す。訂正をいたします。 

○議長 補正予算に対しまして、ほかに質疑はあ

りませんか。 

 ６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 予算書の３８ページだったと

思うんですけれども、説明のときに聞き違いでな

かったらですけども、敬作とおイネの会のマイナ

ス予算をたしか説明されたと思うんですけれど

も、このできなかった理由といいますか、それと

今後この会をどうするのかという１点だけお伺い

いたします。 

○議長 松山公営企業部長。 

○松山公営企業部長 敬作とおイネの会につきま
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しては、昨年の１月に１回目をやったわけです

が、平成２４年度も計画して一応２月にする予定

だったんですが、ちょうど講師の先生が体調を壊

されて入院されたもんで、新年度いいますか平成

２５年度に繰り述べしまして、平成２５年度ちょ

うど１０周年記念も兼ねまして、病院だけではな

く健康づくり推進課なんかとも協力しましてちょ

っと大々的に、新病院ができる前年ですからしよ

うということで、繰り延べをさせていただきまし

た。 

 以上でございます。 

○議長 ほかにありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

  （日程４） 

○議長 次に、日程第４、議案第３８号「平成２

４年度西予市授産場特別会計補正予算（第３

号）」から議案第４７号「平成２４年度西予市野

村介護老人保健施設事業会計補正予算（第３

号）」までの１０件を一括議題といたします。 

 これより本案１０件に対する一括質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

  （日程５） 

○議長 次に、日程第５、議案第４８号「平成２

５年度西予市一般会計予算」を議題といたしま

す。 

 これより本案に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ９番松山清君。 

○９番松山清君 それでは、１点お尋ねしたいと

思います。 

 一般会計予算書の６１ページになりますけど

も、総務費、総務管理費の１４節の使用料及び賃

借料でございますが、ことしは電算機器を入れか

えるというお話がありまして高額の予算が組んで

あるわけですけども、この内訳といいますか、そ

れをお聞かせ願いたいと思います。それは、やは

り議会のほうでこれだけの額が予算で提案されて

きても、なかなか内容の細かいところまではわか

らないと思うんです。 

 それで、聞きたいというのは、例えばどれぐら

いの台数を、単価１台幾らぐらいになってるのか

なというのが疑問なわけでございます。それと、

今回やる理由というのが、サポートがもう切れる

というようなことをご説明いただきましたけど

も、その意味がちょっとよく理解できませんので

もっと詳しく聞きたいということでございます。 

 その理由なんですけども、実はその宇和町時代

にこのＯＡ化をしたときに、当時ウィンドウズＸ

Ｐというのが出てたんですけども、それを入れる

のかなと思ってましたら、その前のウィンドウズ

２０００というＯＳが入ったんです。当然その古

いＯＳが入るわけですから、サポート早く消えま

す、新しいＯＳと比べましたらです。そういった

ことは今どうなっているのかというようなことで

ありますけども、ちょっと大きなところですけど

も、お願いします。 

○議長 暫時休憩といたします。（休憩 午前９

時４４分） 

○議長 再開をいたします。（再開 午前９時５

０分） 

 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 今の松山議員のご質問にお

答えしたいと思います。 

 サポートが切れるということはどういう意味か

ということであったと思いますが、このサポート

が切れますと補修、点検、それからセキュリティ

ー関係の保証がなくなるということで、更新をさ

せていただいております。 

 今、セキュリティーで情報が漏えいするという

ようなことがありますのでいたし方ないのかなと

いうようなことで、これは職員用のシステムのリ

ース料なんですけれども、それを更新するという

ことでございます。 

 ことしは２５３台を予定いたしております。３

カ年で８００台、更新をするという計画でいると

ころでございます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 ９番松山清君。 

○９番松山清君 サポートが切れるということは

そういうことだと思うんですけれども、具体的に

何のサポートが切れるのかということなんです。

ＯＳのサポートが切れるのか、あるいはまた別の

専用システムなのかということなんですけどね、

私が聞きたいのは。そういったことにおいて、私

はここにすごい経費削減ができるのではないかと

いうような気持ちを持って今質問してるんです

よ。ですから、そこがアバウトでご答弁されます

と、わかりにくい。だから、そういった根拠がし
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っかりしてるのかどうかということが知りたいわ

けでございますが、そこのところをちょっと、ど

うでしょうか。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 松山議員のご質問についてお答えさ

せていただきます。 

 松山議員自身は特にその専門性が非常に高いと

ころですから、そういう方面からのご質問だと思

って聞かせていただきました。 

 実を言いますと、私どもは今まで電算関係につ

いては業者任せ的なところがあったことは確かで

あります。これを今、内部から改革しようという

ことで今立ち上げをしております。恐らく激変す

る可能性が出てくると私どもは今思っております

が、今からは業者の言いなりにならない、そうい

うことを内部で今やっておるところでございまし

て、予算書は予算書としてまずご理解をいただい

て、その後の変化があることを期待をいただきた

いと、このように思っております。 

 以上、答弁とします。 

○議長 １３番沖野健三君。 

○１３番沖野健三君 予算書の２２４ページの５

目の国民体育大会費、その中の愛媛国体施設整備

事業、この整備事業は説明では宇和球場と多目的

運動公園の設計測量委託料ということを聞いてお

りますが、私自身、宇和球場と多目的というのは

施設が全然違うと思うんですね。施設内容が違う

のにこういう予算の組み方でいいのかどうか。こ

の予算の中で宇和球場にどのぐらいの設計測量の

金額があるのか、また多目的にどれだけの設計測

量設計の委託料があるのか、金額を教えていただ

いたらと思います。 

○議長 兵頭教育部長。 

○兵頭教育部長 お答えいたします。 

 宇和球場に係る設計委託料でございますけど

も、総額で２，２０３万３，２００円を予定して

おります。そのほか、今度多目的でございますけ

どもそれぞれの施設によって分かれておりまし

て、運動公園の中にありますトイレ解体の設計３

７万６，９５０円、宇和運動公園の倉庫等の新築

設計が８０万９，５５０円、運動公園にあります

トイレの改築工事の設計が１４０万２，８００

円、そのほか宇和運動公園の測量調査設計業務が

１，９４０万５，０８７円、そういった予算でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長 １３番沖野健三君。 

○１３番沖野健三君 これから宇和球場の改修に

ついて、私議会でも一般質問で何度も質問した経

緯があるんですけれども、今回国体の施設会場に

なるためということで改修するということで、い

いきっかけにはなったと思うんですけども、私は

宇和球場は何度も行っておりますけども、国体の

施設としてじゃなしに、元来あそこは野球場なん

ですね。野球場であるということを念頭にしてい

ただいて、これから設計をしていただくというこ

とをお願いしたいと思います。どういう球場にな

るかということは非常に私も楽しみにしとるんで

すけども。 

 また、もう一つ、今度改修費用なんですけど

も、国や県からの改修費用というのはわかればで

いいんですけども、どれぐらい補助がおりるのか

教えていただいたらと思います。 

○議長 兵頭教育部長。 

○兵頭教育部長 お答えします。 

 ２５年度の事業につきましては、補助対象経費

２，６４３万２，７００円に対する補助率２分の

１、うち内示見込み２分の１で６０６万７，００

０円程度を見込んでおるところでございます。こ

れは国庫補助を予定しております。 

○議長 １３番沖野健三君。 

○１３番沖野健三君 それはわかるんです、ここ

に書いてありますから。施設整備事業のための設

計委託管理の国や県の補助金じゃなしに、全体と

しての改修に対する費用、わかればでいいですか

ら、わかれば改修費用どれぐらいの国や県からの

補助があるのか、国体のための施設整備事業とし

て。 

○議長 兵頭教育部長。 

○兵頭教育部長 国、県の補助はということでご

ざいますが、現在基本設計を立てております。こ

れが３月末にでき上がる予定ですが、その中から

２５年度においてどういった工事の内容にするか

というのを煮詰めていって国体に係る整備費用を

算出するわけですが、今現在設計は概算設計にな

っておりますけども、それに対する国の補助でご

ざいますが、基本的には老朽化による改修につい

ては補助がつかないという基本的な方針でござい

ます。そういった国の方針、県の方針でございま

すので、それに沿って補助のとれる分からとって
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いかなければならないと考えております。 

 以上でございます。 

○議長 １３番沖野健三君。 

○１３番沖野健三君 そうすると、宇和球場に対

する国や補助の改修費は出ないということでよろ

しいんですか。 

○議長 兵頭教育部長。 

○兵頭教育部長 宇和球場につきましては、老朽

化による改修が大半を占めるかと思いますが、そ

ういった老朽化に対する改修については補助対象

外という形になりますんで、なかなか補助をとる

ということが今後難しくなってくるのではないか

と思っておりますが、そういったもの以外につい

ては補助対象となりますので、今後どのように補

助事業を取り入れていくかということが課題にな

ろうかと思っております。 

○議長 ほかに。 

 ６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 予算書２１８、２１９ページ

の教育費の保健体育費の中のスポーツクラブ補助

金１６９万２，０００円とありまして、概要のほ

うに総合スポーツクラブ補助事業１６９万２，０

００円とありますけれども、この事業につきまし

ては、何かをやる大会とかそういう大会とかやる

ための補助なのか、例えば運営に対する補助なの

かというところをお伺いしたいと思います。 

○議長 兵頭教育部長。 

○兵頭教育部長 お答えします。 

 スポーツクラブの補助でございますが、これは

各それぞれのスポーツクラブ、三瓶スポーツクラ

ブ、のむらスポーツクラブ、宇和文化の里スポー

ツクラブがありますが、これの運営経費、これは

設立５年以内はｔｏｔｏの補助がおりますけど

も、ｔｏｔｏの補助残に対する市の補助額を計上

しておるものでございます。ですから、運営費が

主なものでございます。 

○議長 ６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 前回一般質問した続きみたい

になりますけれども、ｔｏｔｏの補助がなくなっ

たときにはどういう補助の仕方、行政の補助の仕

方になるわけですか。 

○議長 兵頭教育部長。 

○兵頭教育部長 一般質問でもご答弁しましたよ

うにｔｏｔｏの補助の期間は５年ございますけど

も、これは宇和文化の里は補助年内切れておりま

すけども、今の２つの三瓶、のむらのスポーツク

ラブについてはその５年の間にできるだけ自主運

営ができるような取り組み、そういったものをし

ていただけるように市としても支援をしていきた

い、そのように考えておりますが、その旨につい

てはまた今後検討していきたいと思っておりま

す。 

○議長 ６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 所管ですので、詳しくはまた

委員会でお聞きしたいと思います。 

 次、１５８ページの商工費の中の補助金で農林

水産物加工品開発事業補助金からの１００万円か

らグリーンブルーツーリズム事業補助金の１００

万円というふうな６項目ですか、予算がついてお

りますけども、予算ですから予定があってのこと

だと思うんですけれども、この概要をわかりまし

たら、件数とか、お願いしたいと思います。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 このただいまのご質問にお

答えします。 

 ４つ事業がございます。地域内発型、産業創出

庶務っていうのは飛ばすんですが、グリーンブル

ーツーリズム１００万円ずつ、一番上が２９０万

円つけておりますが。いずれの補助事業も２分の

１、２００万円を頭打ちにしましてその２分の

１、１００万円見ております。現在は見込みで計

上でございます。 

○議長 １９番兵頭勇君。 

○１９番兵頭勇君 １点、お尋ねをいたします。 

 ページは２０６ページですが教育費、その中で

社会教育施設建設の費用でありますが、この件に

つきましては野村の地域の教育、福祉の総合施設

建設事業であろうと思います。５，３００万円の

予算になっておりますが、この件につきましては

小学校の統廃合に伴うものであると思うわけであ

りますが、これはちょうど２年向こうの平成２７

年４月１日に野村の地域内においては渓筋、中

筋、大和田、河成の地域が野村小学校へ統合され

るというその準備であるわけでありますが、この

件につきまして、かつてより野村小学校の地域周

辺の住民からもお願いをしておりました四国電力

野村営業所の跡地の購入を早くから希望をしてお

りました。この件につきましては理事者の大変な

努力によりまして購入ができまして、旧保育所と

購入しました電力跡地等を利用しまして、統合に
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向かっての施設ができる計画であろうと思いま

す。 

 そのような中で地域の住民としましては、今あ

ります野村小学校のグラウンドに並行しておりま

す国道４４１号線、通称バイパス通りというわけ

ですが、野村の町の中では直線道路はあの道だけ

であろうと思います。そこで、統合に向かってや

はりスクールバスが多く、一時的に登下校には一

斉に入ってくるものであろうと思います。そこ

で、そのバイパス通りでの交通の面が一番地元と

しても心配をしておったわけでございます。しか

しながら、おかげをもちまして総合福祉施設を兼

ねました回転式のバスのターミナル的なものも計

画をしておるということを聞いておるんですが、

その保育所と電力を購入しました土地にどのよう

な施設を計画をされておるのか、概略をお伺いを

いたしたいと思います。よろしくお願いをいたし

ます。 

○議長 兵頭教育部長。 

○兵頭教育部長 今の質問でございますが、野村

地域教育福祉複合施設を検討しておるわけでござ

いますが、１階には図書館、野村分館になります

が、それから２階には児童館及び学童保育ができ

る施設、そのようなものを計画しておるわけです

けども、建物につきましては延べ床面積で１，３

８４．１９平米ぐらい概算予定しております。そ

のほか、先ほどご質問にありましたとおり、バス

の回転場とか、そういったものをあわせて計画を

しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長 ２番井関陽一君。 

○２番井関陽一君 予算書１３１ページなんです

が、担い手育成支援事業ということなんですが、

ここの認定農業者や人・農地プランの位置づけさ

れた農業の機械導入や新規栽培技術等の補助金の

関係なんですけども、ここで条件不利地域型補助

というので考えられているところもあると思うん

ですが、そこは条件不利のとこに対してはどのよ

うな内容のものがあるかということがわかりまし

たら教えていただきたいんですが。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 わかる範囲ですが。 

 経営体育成支援事業という県の２分の１の助成

事業でございます。条件不利地というのは、細か

な資料は手元にございませんけども、地形、それ

から圃場の状況、大きさ、そういうものが勘案さ

れると思います。 

 以上です。 

○議長 ２番井関陽一君。 

○２番井関陽一君 今、現在なかなか狭い土地の

０．５ヘクタール以下のようなところが大変荒れ

地が進んでおります。そういったとこの中にこう

いう事業が利用できるのであれば、そういうとこ

ろに重点を置いてこの支援事業を進めていっても

らいたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長 ７番兵頭学君。 

○７番兵頭学君 先ほど兵頭勇議員さんが質問さ

れた件にまた戻らさせていただきまして、先ほど

の教育施設、複合施設の関係ですが、これからの

設計だと聞いております、基本設計はできとるの

かもしれませんが。野村小学校南校舎、またこれ

が３階建てということで、ＲＣの鉄筋という話を

伺っております。できましたら、これ２階建てみ

たいですので、ぜひ木造を利用できるような計画

にやっていただいたらと思いますが、その辺の検

討はされとるかどうか伺いたいと思います。 

○議長 兵頭教育部長。 

○兵頭教育部長 木造をということですけども、

敷地面積等を勘案しますとやはり鉄筋コンクリー

トになるのかなと考えておりますが、また下が図

書館、２階が学童施設ということでこの音の響き

等、そういったものも非常に難しくなってきます

ので、鉄筋コンクリート造で内装を木質化という

のを今検討しておりところでございます。 

 あと、回転場とかできればスクールバスの車庫

等考えますと、やはり鉄筋コンクリート造で対応

したいなと考えております。 

 以上でございます。 

○議長 ７番兵頭学君。 

○７番兵頭学君 新病院のときもそういう話が出

ましたが、やはりいろんな関係で建築基準法もあ

りましてＲＣになりましたけど、魚成小学校が木

造でできとるのに、何で今ごろになってまたＲＣ

に戻すのか、ぜひその木造を検討いただいたらと

思いますが、基準法がいけんという内容であれば

また考えますけど、これはあくまでも行政の都合

で決められとんじゃないかと思います。ぜひ木造

の検討をお願いいたします。 

○議長 答弁よろしいですか。 
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 三好市長。 

○三好市長 今の兵頭学議員の再質問についてお

答えさせていただきますけども、私ども西予市は

木造建築を主に進めるということで公的なものを

進めておるところでございまして、私もできるな

らそういう方向を今までもやってきましたし、今

後もそれを旨としておるところでありまして、十

分に検討に値するものだと今思っております。

今、部長が答えましたのは、部長としての案でご

ざいますから、その辺は十分ご理解をしていただ

きたい。 

 以上でございます。 

○議長 ２１番梅川光俊君。 

○２１番梅川光俊君 １件だけ、あえて質問をさ

せていただきたいと思いますが、ちょうど１２４

ページ、コールセンター人材育成事業です。 

 この件につきましては以前、これ全部１００％

補助事業だと思ってますが、以前にも回線使用料

とかそういう形の中で西予市の中にコールセンタ

ーを誘致したことがあったと記憶しております。

それがほとんど機能してないのが現状ではない

か、それであえてこれを否定してものを言うんで

はありませんが、これ本当に２億円近い予算で

す。これを本当にこの緊急雇用をして人材を育成

をしてどこまでそれがきちっとできるようにする

つもりなのか、その段階的なことはどうなのかと

いうことをちょっと説明願いたいと思います。 

○議長 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 始めるからには成就するま

で取り組んでいきたいというふうに考えておりま

す。このくらいでよろしいですか。もう少し。 

 これは金額はかなりになりますが、これは人件

費と半分ぐらいは中の機材のリースとか全てで

す、施設の。ということは、かなりそこで続ける

覚悟がないとそういうものも構えられないという

ことでございますので、成就するように頑張るつ

もりでございます。 

 以上でございます。 

○議長 ２１番梅川光俊君。 

○２１番梅川光俊君 内容は、全部といいます

か、少しわかりました。実際人数をそこまで覚悟

を持って緊急雇用し、そこまで育てるということ

になりますと、定員が何ぼでどこまでやるかとい

うことをちょっと教えていただきたいと思いま

す。 

○議長 暫時休憩といたします。（休憩 午前１

０時１６分） 

○議長 再開をいたします。（再開 午前１０時

１７分） 

 ここで議事がちょっと混乱いたしておりますの

で、改めて確認をさせていただきたいと思います

が、まず議会側の質疑は大綱ということになって

おりますので、その理解をいただきたいと思いま

す。 

 また、理事者答弁につきましては、大綱につい

てはしっかりとご答弁をいただきたいと思いま

す。そしてまた、詳細につきましては、その都度

明確にしていただきまして、委員会付託の中でご

説明をしていただくという形で議事進行を進めさ

せていただきたいと思いますので、双方のご理解

をよろしくお願いいたします。 

 ほかに質疑はありませんか。 

 １番源正樹君。 

○１番源正樹君 市長の所信表明の中にもあった

と思いますが、これは肝いりになると思います。 

 平成２５年度市単独緊急経済対策事業、総額で

３億２，４８２万９，０００円、これが予算計上

されております。これは、地域の事業者さんにと

ってすごく大切、重要な事業じゃないかと思うん

ですが、見てると結構細かな事業もあります。可

及的速やかにこの事業を実施に移す必要があると

思いますが、何月ごろ、最低でも何月まで、事業

の実施を想定されているかお尋ねしたいと思いま

す。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 今の質問にお答えしたいと

思います。 

 これは単独事業ですので、議決をいただければ

４月早々にでもできるものからすぐ早く経済効果

があるように発注して進めていきたいと考えてお

ります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 ６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 予算書９８ページの民生費、

児童福祉費の乳幼児児童医療費助成事業６，７３

０万８，０００円についてお尋ねをいたします。 

 この件は先ほど条例改正があったように、１５

歳までの医療費の入院費の補助だと思うんですけ

れども、試算をされとるかどうかわかりません

が、通院費を全額例えば１２歳、小学生まで補助
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するとしたら幾らかかるのか、１５歳まで全ての

通院費も含めて補助するとしたら幾らかかるの

か、もし試算されてれば教えていただきたいと思

いますが。 

○議長 三好生活福祉部長。 

○三好生活福祉部長 ただいまのご質問ですけれ

ども、入院費に関しましては就学前までは補助対

象としております。ご指摘のように、小学生、中

学生については入院費についてはまだ助成対象に

してないというところですけれども、とりあえず

２５年度につきましては入院費についてはおっし

ゃるとおり中学生まで助成対象ということであり

ますけども、この通院につきましては、まだ現在

のところ助成をするかしないかということについ

てまだ具体的な検討はいたしておりません。した

がいまして、いわゆるどのぐらいかかるかといっ

たことについてもまだ検討してないという状況で

あります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長 ６番二宮一朗君。 

○６番二宮一朗君 今の質問は、次のページに母

子家庭、父子家庭等のいろんな助成事業があるん

ですけれども、特に父子家庭に対してのいろんな

補助というのが母子家庭に対してものすごく少な

いということで、いろんな相談を受ける中で、せ

めて小学生の間ぐらいは父子家庭も医療費を無料

にしていただけると本当に助かるという声がたく

さんあるわけですよね。そういうところを一回、

例えば全部試算してるのか、もし今からされるん

であれば、例えば父子家庭に限って小学生の間ぐ

らいの医療費の補助を考えるとかというふうに検

討していただけるればなという思いで今質問させ

ていただきましたんで、今後、検討をぜひお願い

したいと思います。 

○議長 次に、日程第６、議案第４９号「平成２

５年度西予市…… 

  （「質疑を求めてやらんと、あるかないかわ 

  からんので次いってもうたら困りますよ」と 

  呼ぶ者あり） 

 質疑はありませんか。 

 ８番小野正昭君。 

○８番小野正昭君 私の役職上、一般質問やら総

括質問はなるべく遠慮せえという愛情あふれるご

助言がありますので遠慮したかったんですけれど

も、残すところきょうが最後の本会議ですので大

きく分けて２点、質問をさせていただきます。 

 １点は、今さらと思われますけれどもそれぞれ

の款項で、退職金の組合の負担金を計上されてお

りますけれども、この意味合いはどういうもの

か、恐らく退職金の計上だとは思いますけれど

も、そうであれば２５年度末の退職者は何名おら

れるのか。それとまた、早期退職者は予定はしに

くいんですけども、その辺を見込んでおられるの

か。それと今、マスコミに話題になっております

割り増し、割り増しに係る退職金は当市は該当し

ないのか、まずこれを１点お聞きします。 

 それと、２点目ですけれども、１７６ページに

なると思いますが、９款１項４目災害対策費でご

ざいますけれども２，３３２万円計上されており

ます。これは、津波避難路の整備（明浜２カ所、

三瓶４カ所）の災害用物資を高台に分散する倉庫

整備に係る経費を計上をしたと、このようになっ

ておりますけれども、地区名がわかればお教えい

ただきたい。それと、どういう設備といいますか

規模なものか、それも合わせてまずはお伺いをし

たいと思います。 

○議長 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 今のご質問の１点目でござ

いますが、退職者、２５年度に退職する者の予定

数でございますけれども、全体では３６名予定が

あります。それと、割り増しとか退職金の計上の

関係でございますが、西予市は総合事務組合とい

う昔で言いますと退職手当組合に入っておりまし

て、ここに計上しておるのは退職手当の負担金を

その組合に毎年、今の現在の職員の給与に対する

割合を掛けてそれで負担金として払っておるとい

うことで、この予算書に退職金の割り増しとかそ

ういうようなものは計上してないということでご

ざいます。 

○議長 暫時休憩といたします。（休憩 午前１

０時２７分） 

○議長 再開をいたします。（再開 午前１０時

３０分） 

 河野総務企画部長。 

○河野総務企画部長 先ほどの２点目の災害資機

材の関係でございますけども、津波避難路の整備

を６カ所、これは明浜の２カ所と三瓶の４カ所、

それと明浜、三瓶地区の災害物資を高台に分散備

蓄する倉庫整備等に係る経費を計上しております

が、具体的な地区名については今のところちょっ
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と手元に持っておりませんので、ご了承をお願い

したらと思います。 

○議長 ８番小野正昭君。 

○８番小野正昭君 先ほど議長も要望といいます

か、きつく言えば注意ですけれども、我々議員も

粛々と従っていかないけませんですけれども、今

回は余りにも理事者側にも暫時休憩が多過ぎると

思います。これは、私の質問しとるもの、それか

ら他の議員さんが質問した件については、重要施

策の部分をほとんど占めとるんですよ。それを即

答えられんというのは、私はプロとして専門職と

してちょっと頭をかしげますけども。鳴く声のよ

しも悪しきも親鳥の、教えによるぞ、やぶのウグ

イス。親鳥のウグイスさん、よく指導してくださ

いよ、これから。こういうことが二度とないよう

に。 

 それと再質問ですから質問しますが、私は退職

金の件で割り増しの対象のいわゆる行政区かとい

う問い方、私の問い方がまずかったかもわかりま

せんが、他の市町村は早期退職で割り増しをして

おりますよね。それで業務が混乱しておりますよ

ね。問題のないと載っていますけど。その対象の

市ではありませんかという質問をしたわけです。

割り増しがあるかどうかと。私は承知してます

よ、この件は。承知しておりますけれども市民の

代弁者として危惧をされとるので、西予市はあり

ますとかありませんとかという答弁を私は求めま

した。 

 それと、２点目の防災の件ですけれども、やは

り地区住民はどこへどういうものができるかもの

すごく関心を持っとんです。ですから質問をした

わけです。三瓶町はどういうとこへできますよ

と、４カ所ですから。そして、規模は何平米ぐら

いの倉庫ですよと。そのぐらいのことは各支所で

各課で部課で積算をして精査をして出した予算書

なんでしょ。それがわからんとかというのは、私

はおかしいと思う。 

 それから、先ほども出ましたけれども、一般財

源なんで早く予算の執行をしますという河野総務

企画部長の答弁がありましたけれども、関連に申

し上げますが、私が昨年産経委員長のときも再三

委員会の要望として委員長報告をしました。２４

年度予算でいまだに予算執行されてないのがあり

ます。恐らく今年度も決算を見ましたら繰越明許

費が多いでしょう。事故繰越もあるでしょう。そ

れぞれ職員の方が忙しいのはわかるんですよ。わ

かるんですけども、これだけ地域が疲弊をしてい

ったら我々議会が議決したものについては鋭意入

札をしていただきまして、地域経済波及のために

努力してもらいたい、そのための予算ですから。

答弁願います。 

○議長 三好市長。 

○三好市長 それでは、小野議員の質問について

お答えいたします。 

 今ほど暫時休憩が多いと言われたことについて

は、私も痛く心を痛めております。これについて

はしっかり答えるように、今後とも私が指導をし

ていきますので、何とぞご理解をいただきたいと

思います。 

 それと、明許繰り越しや事故繰越については、

これは本来その年度内にやるべきことであります

けれども、例えばそこのところに道路をつくると

いうような、例えばです。道路をつくるときにそ

の地域の中で１人２人うまくその年度内に同意を

得られない、あるいは相続がうまくいかないよう

なケースがあるんです。こういうときについて

は、残念ながら想定外のことがありますので、明

許繰り越しや事故繰越をすることはあります。こ

れについてはご理解をいただきたい。いわゆる職

員が怠慢でやっとるというようなことではないと

いうこともご理解をいただきたいと、このように

思っておるところでございます。 

 それと、退職金の制度についてちょっとだけ私

のほうから補助させていただきます。実は私も、

愛媛総合事務組合の議員の立場として出ておりま

す。これはどういう制度かといいますと、従来退

職手当組合、これは一部事務組合でありますけれ

ども、私どもの西予市の前になる旧町等々は退職

手当組合に入っておったわけであります。もう一

つ、例えば従来からの古い市、松山市あるいは南

予であると宇和島市、八幡浜は、単独で市自身が

持っておられる退職手当条例があります。市が単

独で退職金を出すわけであります。ある年には５

０人やめる、ある年には１０人、そういう予算を

組むわけです。その制度制が違うのです。ほかの

私どもの場合はそれではなしに、ある町や市も入

っておりましたけども、そこがいわゆる退職手当

組合をつくって一部事務組合をつくって、そうい

う激変をなるべく緩和するためにつくっておる制

度でありまして、そしてその年々に退職金の手当
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をこの予算に出さんのです。毎年、負担金として

実を持って負担金を出してそれをやっておる。そ

の制度制が違うので、今回の場合いろいろ問題に

なっておる国の制度制の中で、退職金の減額制度

が出てありました。もう一つは、基準日の問題。

私どもの愛媛総合事務組合は、基準日も４月１日

にしたということであります。ほかの県内の古い

市は国に準じて退職手当の基準日を変えて、それ

以前に、国に準じたら昨年の１２月１日でありま

したから、それに基準日を準じて、例えばそれぞ

れの市の議会で３月２０日にしたら３月２０日が

基準日になって、それから前については退職金が

例えば１３０万円、４０万円が、それ以後につい

てはなくなる、その次の年になってしまいますか

ら。そういう制度制が今回出てきたということで

あります。私たちの愛媛県の総合事務組合につい

ては、基準日をそういうことでなしに、３０年も

４０年も働いた方々にそういう嫌な思いをさすこ

とには、その制度制の問題があるのかもしれない

なということの中で基準日を４月１日にしたとい

うことであります。ご理解ください。 

 以上です。 

○議長 ８番小野正昭君。 

○８番小野正昭君 退職金の問題はさきに言いま

したように私もある程度承知はしとったんですけ

れども、市民の方々が小野さん、これどういうこ

とよと言うて聞かれたときに、間違った説明をし

たらいけませんので、あえてプロの方のいわゆる

答弁を求めました。親切丁寧な答弁、市長ありが

とうございました。 

 それと、褒めてけなすのはなんですけれども、

この事業は各町内会、各区長さんが陳情書を出し

て各支所ごとに積算をするわけです、積み上げる

わけです。それを枠に応じて本所へ持ってきて係

長、補佐、課長、部長、市長ということで査定を

されるわけです。その仕組みは私もよく知ってい

ます。 

 まず、言われるのは、これは余談になりますけ

ど、我々町議会議員の時分には、陳情するときに

は議員さんも一緒に同行してくださいよというの

が建前でした。今はそれがないです。それはどう

でも構わんのですけれども、そのとき陳情すると

きに必ず言われるのは、区長さんはご存じですか

と。ご存じですかという裏には、地元の了解を得

とるんですかということなんですよ。ですから、

地元の了解を出たものについては、いわゆる地主

交渉なんかというのは私は該当しないのではない

かなと。市が単独にこれをやりますよと、こうい

う事業しますよということであれば、地主の交渉

が長引いたとかいろんな問題がありますけれど

も、ある程度の予算は地元からの積み上げなんで

すよ。そのときの第１条件は地主さんの了解をと

ってください、地区の了解をとってくださいとい

うことで、支所は積み上げとんです。ですから、

そういう分については私は早く予算を執行して地

域経済のためにもお願いをしますよというふうな

ことでございます。 

 以上です。 

○議長 ここで一部訂正をさせておわびを申し上

げたいと思います。 

 先ほど暫時休憩の後の行政側の理事者の答弁が

漏れておりましたので、ここで改めて答弁をして

いただきたいと思います。 

 内容につきましては、梅川議員が質問されまし

たコールセンター育成事業につきまして、何名を

対象にした事業なのかということで、対象人員が

公開されておりませんので、あえてここで福原産

業建設部長のほうに答弁を求めたいと思います。 

 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 先ほどの緊急雇用創出事業

のコールセンター人材育成事業、予定している人

数ですが５０名を予定しております。失礼しまし

た。 

○議長 ほかに質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

  （日程６） 

○議長 次に、日程第６、議案第４９号「平成２

５年度西予市授産場特別会計予算」から議案第６

０号「平成２５年度西予市野村介護老人保健施設

事業会計予算」までの１２件を一括議題といたし

ます。 

 これより本案１２件に対する一括質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 ただいま議題となっております議案５８件につ

いては、お手元に配付いたしております常任委員

会付託表及び特別委員会付託表のとおり、各委員

会に付託いたしたいと思います。 
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  （日程７） 

○議長 次に、日程第７、陳情第１号「国道５６

号バイパス建設を求める陳情書」を議題といたし

ます。 

 この陳情につきましては、お手元に配付いたし

ております陳情文書表のとおり、産業建設常任委

員会に付託いたしたいと思います。 

  （日程８） 

○議長 次に、日程第８、意見書第１号「震災を

見据えた災害に強いネットワークの形成を目指す

「四国８の字ネットワーク」等の整備促進を求め

る意見書」及び意見書第２号「配合飼料価格の高

騰対策を求める意見書」の２件を一括議題といた

します。 

 これら２件の意見書につきましては、お手元に

配付いたしております意見書文書表のとおり、産

業建設常任委員会に付託したいと思います。 

 各委員会においては、議案及び陳情並びに意見

書を十分に審査し、平成２４年度補正予算に係る

議案については本日、その他の議案については最

終日の本会議において委員会審査の経過と結果に

ついて各委員長の報告を求めることといたしま

す。 

 これより暫時休憩をいたしまして、引き続き各

常任委員会で補正予算の審査をお願いしたいと思

います。（休憩 午前１０時４４分） 

○議長 再開をいたします。（再開 午後３時３

０分） 

 本日の会議において各委員会に付託いたしまし

た議案のうち、議案第３７号「平成２４年度西予

市一般会計補正予算（第６号）」から議案第４７

号「平成２４年度西予市野村介護老人保健施設事

業会計補正予算（第３号）」までの１１件につい

て各委員長より委員会報告が提出されました。こ

れより１１件を本日の日程に追加し、議題にいた

したいと思います。これにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議案第

３７号から議案第４７号までの１１件を本日の日

程に追加し、議題とすることに決定いたしまし

た。 

  （追加） 

○議長 追加日程第１、議案第３７号「平成２４

年度西予市一般会計補正予算（第６号）」から議

案第４７号「平成２４年度西予市野村介護老人保

健施設事業会計補正予算（第３号）」までの１１

件を一括議題といたします。 

 各委員会における審査の経過と結果について各

常任委員会委員長及び各特別委員会委員長の報告

を求めます。 

 初めに、総務常任委員会委員長二宮一朗君の報

告を求めます。 

 ６番二宮一朗君。 

○二宮一朗総務常任委員長 それでは、総務常任

委員会の審査報告を申し上げます。 

 本日の本会議において当委員会に付託をされま

した議案８件のうち、議案第３７号「平成２４年

度西予市一般会計補正予算（第６号）」１件につ

いて、本日審査を行いましたので、ご報告を申し

上げます。 

 議案第３７号「平成２４年度西予市一般会計補

正予算（第６号）」に係る総務常任委員会所管分

については、お手元に配付のとおり原案可決決定

をいたしました。 

 次に、審査過程について、抜粋をしてご報告申

し上げます。 

 財産運用収入の４５１万円は株式配当金及び市

有建物貸付料等の確定による増額で、財産売払収

入の５６５万３，０００円は土地の売り払いが次

年度になったための減額、ふるさと納税寄附金５

６万円は実績による増額で、寄附者は１５人、総

額１５６万円の寄附があったとの説明でした。 

 また、地方交付税の６億８，４０２万６，００

０円の増額は、国の補正予算による追加交付に伴

うものとの説明がありました。 

 過疎集落等自立再生緊急対策事業は、国の緊急

経済対策補正予算のうち過疎対策の一つとして新

設した事業で、過疎集落等を対象に地域資源を活

用した地場産業の振興や日常生活機能の確保など

の課題に総合的に取り組む地域コミュニティーを

支援するもので、市内４地域の事業費４，８９６

万６，０００円を計上するものとの説明がありま

した。 

 バス路線維持対策事業６２８万５，０００円

は、宇和島自動車が運営するバス路線の平成２４

年度分が確定したことにより増額するものと説明

がありました。 

 次に、三瓶小学校校舎新築事業は入札により事

業費が確定したことから７，６７０万円減額する

もので、野村小学校南校舎改築事業１，９９５万
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５，０００円は児童用昇降口等解体に伴う仮設昇

降口及び屋外階段設置に係る増額であるとの説明

がありました。 

 朝日文楽会館建設事業の設計業務委託業務につ

いて、債務負担行為に係る平成２５年度限度額を

８４０万６，０００円にするのは、使用構造及び

延べ床面積等の変更に伴い増額になったためとの

説明がありました。 

 西予市地域振興基金への積立金１億３，０００

万円については、市民の連帯の強化または地域振

興を図るため、体育施設整備基金は災害時に避難

場所となる体育施設の耐震化などの財源確保を図

るため２億円を積み立てするとの説明がありまし

た。 

 以上、委員会審査報告といたします。 

 平成２５年３月１２日、総務常任委員会委員長

二宮一朗。 

○議長 次に、厚生常任委員会委員長松山清君の

報告を求めます。 

 ９番松山清君。 

○松山清厚生常任委員長 それでは、厚生常任委

員会の審査報告を申し上げます。 

 本日の本会議において当委員会に付託されまし

た議案２８件のうち、補正予算９件について、委

員会を開催し審査を行いましたので、その経過と

審査結果についてご報告申し上げます。 

 議案第３７号から議案第４２号までの６件及び

議案第４５号から議案第４７号までの３件のうち

当委員会所管分については、お手元に配付のとお

りいずれも原案可決決定いたしました。 

 議案審査の過程において、委員より出された質

疑または意見等について、その概要を抜粋して報

告いたします。 

 初めに、議案第３７号「平成２４年度西予市一

般会計補正予算（第６号）」では、出産記念品支

給事業について、委員からは対象者に使っていた

だきやすい記念品を今後も検討してほしいとの意

見が出されました。 

 また、生活保護施設費にかかわる質疑では、三

瓶授産場において施設利用者数が当初見込みより

４名減少し１０名となったことにより、国からの

施設事務費が減少したとの説明がありました。 

 クアテルメ宝泉坊管理運営事業における施設管

理運営委託料３７２万７，０００円の増額補正に

ついての質疑では、施設内プールジェット用循環

ポンプにかかわる修繕が主なものであり、日本製

ポンプ９台の購入費との説明がありました。な

お、予算計上における外国製との比較検討の経緯

についても合わせて説明がありました。 

 そのほか、予防接種事業における３，４５２万

８，０００円の減額についての質疑に対し、当初

予算計上時は予防接種対象者全員について予算化

しているが、対象者の諸事情により接種率が低下

したことによる事業費の減額との説明がありまし

た。 

 議案第４７号「平成２４年度西予市野村介護老

人保健施設事業会計補正予算（第３号）」におい

ては、入所者給食特別食材料費２００万円にかか

わる質疑があり、介護度の重い入所者がふえたこ

とによる食材費の増額との説明がありました。 

 以上、委員会審査報告といたします。 

 平成２５年３月１２日、厚生常任委員会委員長

松山清。 

○議長 次に、産業建設常任委員会委員長藤井朝

廣君の報告を求めます。 

 １５番藤井朝廣君。 

○藤井朝廣産業建設常任委員長 産業建設常任委

員会審査報告書。 

 本日の本会議において当委員会に付託されまし

た議案２６件のうち、議案第３７号「平成２４年

度西予市一般会計補正予算（第６号）」、議案第

４３号「平成２４年度西予市農業集落排水事業特

別会計補正予算（第４号）」、議案第４４号「平

成２４年度西予市公共下水道事業特別会計補正予

算（第４号）」について、本日の関係部課長の出

席を求め説明を受け、慎重に審査を行いましたの

で、報告を申し上げます。 

 審査経過及び結果は、お手元に配付の委員会審

査報告書のとおりであり、付託されました議案３

件については、報告書のとおり原案全会一致によ

り可決決定をいたしました。 

 以下、審査過程において、委員より出された質

疑並びに理事者の答弁を抜粋して報告をいたしま

す。 

 平成２４年度一般会計補正予算（第６号）のう

ち、農業水産課所管分、畜産生産基盤維持管理業

１０９万２，０００円減について新規雇用の応募

状況はどうなっているのかとの質疑があり、職安

を通じて募集をかけましたが、当初予定した時期

からの応募はありませんでしたが募集を継続した
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結果、希望者がありましたので事業を実施したと

の答弁がありました。 

 次に、委員より、この事業を実施する上で減額

をしなければならないということは、市民に対し

ての告知不足ではないかと、減額は生じないよう

に幅を持たせたり地域への広報、呼びかけ等など

市民への情報の周知をお願いしたいとの要望があ

り、補助事業は一事業一目的が原則であり、それ

ぞれに事業の性格があるので事業の趣旨は尊重し

なければならない。緊急雇用に関しては、当初よ

り応募数は減ってはいますが、地域への呼びかけ

等に努めていきたいとの答弁がありました。 

 次に、鳥獣被害防止総合対策事業の補助金につ

いて。補助金が大幅な減額となっているが、事業

費が削減されるのであれば、一般財源で予算をつ

け事業を継続できないかとの質疑があり、この事

業は国費の全額補助事業であり、つぎ足しての実

施は難しいが、必要かどうかの精査を行い公平性

を鑑み、今後も事業継続に努めたいとの答弁があ

りました。 

 次に、今回の緊急経済対策補正予算に対する事

業費のほとんどが林業課及び建設課だと思われる

が、これらはどのような予算で執行するのかとの

質疑があり、来年度への繰越事業としますとの答

弁がありました。 

 以上、委員会審査報告といたします。 

 平成２５年３月１２日、産業建設常任委員会委

員長藤井朝廣。 

○議長 次に、西予市新市立病院建設特別委員会

委員長兵頭学君の報告を求めます。 

 ７番兵頭学君。 

○兵頭学西予市新市立病院建設特別委員長 西予

市新市立病院建設特別委員会の審査報告を申し上

げます。 

 本日の本会議において当委員会に付託されまし

た議案第４６号「平成２４年度西予市病院事業会

計補正予算（第５号）」のうち、歳入歳出予算に

関する西予市新市立病院建設特別委員会所管分に

ついて、委員会審査を行いました。審査結果は、

議案を原案のとおり全会一致で可決決定いたしま

した。 

 なお、審査経過及び要望等については、新病院

建設事業の設計監理業務に係る継続費の補正につ

いて年額割りのうち２４年度を７５７万１，００

０円減額し、２５年度に同額を増額するとの説明

がありました。 

 また、新病院建築費の８８３万３，０００円減

額については、設計監理業務委託料の減額及び敬

作・おイネの会の中止に伴う不用額の減額との説

明があり、全会一致で原案可決決定いたしまし

た。 

 以上、特別委員会審査報告といたします。 

 平成２５年３月１２日、西予市新市立病院建設

特別委員会委員長兵頭学。 

○議長 次に、西予市環境衛生施設建設特別委員

会委員長松島義幸君の報告を求めます。 

 １１番松島義幸君。 

○松島義幸西予市環境衛生施設建設特別委員長 

それでは、西予市環境衛生施設建設特別委員会の

審査報告を申し上げます。 

 本日の本会議において当委員会に付託されまし

た議案第３７号「平成２４年度西予市一般会計補

正予算（第６号）」のうち、歳入歳出予算に関す

る西予市環境衛生施設建設特別委員会所管分につ

いて、委員会を開催し審査を行いました。 

 今回の補正は、汚泥再生処理施設整備事業にお

ける事前測量調査業務委託料及び生活環境影響調

査業務委託料に入札減少金が生じたことによる７

５６万円の減額補正との説明を受け、審査の結

果、議案を原案のとおり全会一致で可決決定いた

しました。 

 以上、委員会審査報告といたします。 

 平成２５年３月１２日、西予市環境衛生施設建

設特別委員会委員長松島義幸。 

○議長 以上で各委員長の報告は終わりました。 

 これより各委員長報告に対する質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 まず、議案第３７号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第３７号「平成２４年度西予市一般会計補

正予算（第６号）」は委員長報告のとおり決定す

ることに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 
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○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第３７号は

原案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第３８号から議案第４７号までの１

０件を一括して採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第３８号「平成２４年度西予市授産場特別

会計補正予算（第３号）」から議案第４７号「平

成２４年度西予市野村介護老人保健施設事業会計

補正予算（第３号）」までの１０件は委員長報告

のとおり決定することに賛成の議員の起立を求め

ます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第３８号か

ら議案第４７号までの１０件は原案のとおり決定

いたしました。 

 以上をもって本日の日程は全て終了いたしまし

た。 

 ３月２２日は午後２時より会議を開きます。 

 本日はこれにて散会いたします。 

  散会 午後３時５０分 
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       平成２５年第１回西予市議会定例会会議録（第５号） 

１．招 集 年 月 日 平成２５年３月２２日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     議 平成２５年３月２２日 

          午後２時００分 

１．閉     会 平成２５年３月２２日 

          午後３時３０分 

１．出 席 議 員        

    １番  源   正 樹 

    ２番  井 関 陽 一 

    ３番  菊 池 純 一 

    ４番  田 中 徳 博 

    ５番  中 村 敬 治 

    ６番  二 宮 一 朗 

    ７番  兵 頭   学 

    ８番  小 野 正 昭 
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１．欠 席 議 員 

    な  し 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

   市     長  三 好 幹 二 

   副  市  長  九 鬼 則 夫 

   教  育  長  宇都宮 又 重 
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１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  上 田 甚 正 

   議  事  係  佐 藤 陽一郎 

１．議 事 日 程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 

        



－126－ 

      議  事  日  程 

 １ 議案第  ３号 西予市指定地域密着型サ

ービスの事業の人員、設

備及び運営に関する基準

等を定める条例制定につ

いて 

議案第  ４号 西予市指定地域密着型介

護予防サービスの事業の

人員、設備及び運営並び

に指定地域密着型介護予

防サービスに係る介護予

防のための効果的な支援

の方法に関する基準等を

定める条例制定について 

議案第  ５号 西予市新型インフルエン

ザ等対策本部条例制定に

ついて 

議案第  ６号 西予市都市下水路条例制

定について 

議案第  ７号 西予市高齢者、障害者等

の移動等の円滑化のため

に必要な特定公園施設の

設置に関する基準を定め

る条例制定について 

議案第  ８号 西予市高齢者、障害者等

の移動等の円滑化のため

に必要な市道の構造に関

する基準を定める条例制

定について 

議案第  ９号 西予市市道の構造の技術

的基準を定める条例制定

について 

議案第 １０号 西予市市道に設ける案内

標識等の寸法を定める条

例制定について 

議案第 １１号 西予市準用河川管理施設

等の構造の技術的基準を

定める条例制定について 

議案第 １２号 西予市営住宅等の整備基

準を定める条例制定につ

いて 

議案第 １３号 西予市布設工事監督者の

配置基準及び資格基準並

びに水道技術管理者の資

格基準に関する条例制定

について 

議案第 １４号 西予市情報公開条例の一

部を改正する条例制定に

ついて 

議案第 １５号 西予市個人情報保護条例

の一部を改正する条例制

定について 

議案第 １６号 西予市職員の特殊勤務手

当に関する条例の一部を

改正する条例制定につい

て 

議案第 １７号 西予市立幼稚園における

保育料等徴収条例の一部

を改正する条例制定につ

いて 

議案第 １８号 西予市歴史民俗資料館及

び郷土文化保存伝習施設

条例の一部を改正する条

例制定について 

議案第 １９号 西予市乳幼児及び児童医

療費助成条例の一部を改

正する条例制定について 

議案第 ２０号 西予市敬老祝金条例の一

部を改正する条例制定に

ついて 

議案第 ２１号 西予市隣保館条例の一部

を改正する条例制定につ

いて 

議案第 ２２号 西予市小集落改良住宅管

理条例の一部を改正する

条例制定について 

議案第 ２３号 西予市農村改善センター

条例の一部を改正する条

例制定について 

議案第 ２４号 西予市企業誘致条例の一

部を改正する条例制定に

ついて 

議案第 ２５号 西予市乙亥の里条例の一

部を改正する条例制定に

ついて 

議案第 ２６号 西予市都市公園条例の一

部を改正する条例制定に

ついて 

議案第 ２７号 西予市道路占用料徴収条

例の一部を改正する条例
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制定について 

議案第 ２８号 西予市営住宅管理条例の

一部を改正する条例制定

について 

議案第 ２９号 西予市単独市営住宅条例

の一部を改正する条例制

定について 

議案第 ３０号 西予市野村介護老人保健

施設つくし苑職員の特殊

勤務手当に関する条例の

一部を改正する条例制定

について 

議案第 ３１号 西予市乙亥の里の指定管

理者の指定について 

議案第 ３２号 西予市みかめ海の駅の指

定管理者の指定について 

議案第 ３３号 西予市大野ヶ原育成牧場

の指定管理者の指定につ

いて 

議案第 ３４号 市道路線の廃止について 

議案第 ３５号 市道路線の認定について 

議案第 ３６号 西予市営土地改良事業の

施行について 

議案第 ４８号 平成２５年度西予市一般

会計予算 

議案第 ４９号 平成２５年度西予市授産

場特別会計予算 

議案第 ５０号 平成２５年度西予市住宅

新築資金等貸付事業特別

会計予算 

議案第 ５１号 平成２５年度西予市育英

会奨学資金貸付特別会計

予算 

議案第 ５２号 平成２５年度西予市国民

健康保険特別会計予算 

議案第 ５３号 平成２５年度西予市後期

高齢者医療特別会計予算 

議案第 ５４号 平成２５年度西予市介護

保険特別会計予算 

議案第 ５５号 平成２５年度西予市農業

集落排水事業特別会計予

算 

議案第 ５６号 平成２５年度西予市公共

下水道事業特別会計予算 

議案第 ５７号 平成２５年度西予市簡易

水道事業特別会計予算 

議案第 ５８号 平成２５年度西予市上水

道事業会計予算 

議案第 ５９号 平成２５年度西予市病院

事業会計予算 

議案第 ６０号 平成２５年度西予市野村

介護老人保健施設事業会

計予算 

陳情第  １号 国道５６号バイパス建設

を求める陳情書 

意見書第 １号 震災を見据えた災害に強

いネットワークの形成を

目指す「四国８の字ネッ

トワーク」等の整備促進

を求める意見書 

意見書第 ２号 配合飼料価格の高騰対策

を求める意見書 

 ２ 推薦第  １号 西予市農業委員会委員の

推薦について 

 ３ 発議第  ２号 西予市議会基本条例の一

部を改正する条例制定に

ついて 

追加 議案第 ６１号 西予市消防救急デジタル

無線設備整備工事請負契

約について 

議案第 ６２号 平成２４年度西予市一般

会計補正予算（第７号） 

議案第 ６３号 平成２４年度西予市公共

下水道事業特別会計補正

予算（第５号） 

議案第 ６４号 平成２４年度西予市簡易

水道事業特別会計補正予

算（第３号） 

意見書案第１号 震災を見据えた災害に強

いネットワークの形成を

目指す「四国８の字ネッ

トワーク」等の整備促進

を求める意見書（案） 

意見書案第２号 配合飼料価格の高騰対策

を求める意見書（案） 

議員派遣の件について 
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本日の会議に付した事件 

 １ 議案第  ３号 西予市指定地域密着型サ

ービスの事業の人員、設

備及び運営に関する基準

等を定める条例制定につ

いて 

議案第  ４号 西予市指定地域密着型介

護予防サービスの事業の

人員、設備及び運営並び

に指定地域密着型介護予

防サービスに係る介護予

防のための効果的な支援

の方法に関する基準等を

定める条例制定について 

議案第  ５号 西予市新型インフルエン

ザ等対策本部条例制定に

ついて 

議案第  ６号 西予市都市下水路条例制

定について 

議案第  ７号 西予市高齢者、障害者等

の移動等の円滑化のため

に必要な特定公園施設の

設置に関する基準を定め

る条例制定について 

議案第  ８号 西予市高齢者、障害者等

の移動等の円滑化のため

に必要な市道の構造に関

する基準を定める条例制

定について 

議案第  ９号 西予市市道の構造の技術

的基準を定める条例制定

について 

議案第 １０号 西予市市道に設ける案内

標識等の寸法を定める条

例制定について 

議案第 １１号 西予市準用河川管理施設

等の構造の技術的基準を

定める条例制定について 

議案第 １２号 西予市営住宅等の整備基

準を定める条例制定につ

いて 

議案第 １３号 西予市布設工事監督者の

配置基準及び資格基準並

びに水道技術管理者の資

格基準に関する条例制定

について 

議案第 １４号 西予市情報公開条例の一

部を改正する条例制定に

ついて 

議案第 １５号 西予市個人情報保護条例

の一部を改正する条例制

定について 

議案第 １６号 西予市職員の特殊勤務手

当に関する条例の一部を

改正する条例制定につい

て 

議案第 １７号 西予市立幼稚園における

保育料等徴収条例の一部

を改正する条例制定につ

いて 

議案第 １８号 西予市歴史民俗資料館及

び郷土文化保存伝習施設

条例の一部を改正する条

例制定について 

議案第 １９号 西予市乳幼児及び児童医

療費助成条例の一部を改

正する条例制定について 

議案第 ２０号 西予市敬老祝金条例の一

部を改正する条例制定に

ついて 

議案第 ２１号 西予市隣保館条例の一部

を改正する条例制定につ

いて 

議案第 ２２号 西予市小集落改良住宅管

理条例の一部を改正する

条例制定について 

議案第 ２３号 西予市農村改善センター

条例の一部を改正する条

例制定について 

議案第 ２４号 西予市企業誘致条例の一

部を改正する条例制定に

ついて 

議案第 ２５号 西予市乙亥の里条例の一

部を改正する条例制定に

ついて 

議案第 ２６号 西予市都市公園条例の一

部を改正する条例制定に

ついて 

議案第 ２７号 西予市道路占用料徴収条

例の一部を改正する条例
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制定について 

議案第 ２８号 西予市営住宅管理条例の

一部を改正する条例制定

について 

議案第 ２９号 西予市単独市営住宅条例

の一部を改正する条例制

定について 

議案第 ３０号 西予市野村介護老人保健

施設つくし苑職員の特殊

勤務手当に関する条例の

一部を改正する条例制定

について 

議案第 ３１号 西予市乙亥の里の指定管

理者の指定について 

議案第 ３２号 西予市みかめ海の駅の指

定管理者の指定について 

議案第 ３３号 西予市大野ヶ原育成牧場

の指定管理者の指定につ

いて 

議案第 ３４号 市道路線の廃止について 

議案第 ３５号 市道路線の認定について 

議案第 ３６号 西予市営土地改良事業の

施行について 

議案第 ４８号 平成２５年度西予市一般

会計予算 

議案第 ４９号 平成２５年度西予市授産

場特別会計予算 

議案第 ５０号 平成２５年度西予市住宅

新築資金等貸付事業特別

会計予算 

議案第 ５１号 平成２５年度西予市育英

会奨学資金貸付特別会計

予算 

議案第 ５２号 平成２５年度西予市国民

健康保険特別会計予算 

議案第 ５３号 平成２５年度西予市後期

高齢者医療特別会計予算 

議案第 ５４号 平成２５年度西予市介護

保険特別会計予算 

議案第 ５５号 平成２５年度西予市農業

集落排水事業特別会計予

算 

議案第 ５６号 平成２５年度西予市公共

下水道事業特別会計予算 

議案第 ５７号 平成２５年度西予市簡易

水道事業特別会計予算 

議案第 ５８号 平成２５年度西予市上水

道事業会計予算 

議案第 ５９号 平成２５年度西予市病院

事業会計予算 

議案第 ６０号 平成２５年度西予市野村

介護老人保健施設事業会

計予算 

陳情第  １号 国道５６号バイパス建設

を求める陳情書 

意見書第 １号 震災を見据えた災害に強

いネットワークの形成を

目指す「四国８の字ネッ

トワーク」等の整備促進

を求める意見書 

意見書第 ２号 配合飼料価格の高騰対策

を求める意見書 

 ２ 推薦第  １号 西予市農業委員会委員の

推薦について 

 ３ 発議第  ２号 西予市議会基本条例の一

部を改正する条例制定に

ついて 

追加 議案第 ６１号 西予市消防救急デジタル

無線設備整備工事請負契

約について 

議案第 ６２号 平成２４年度西予市一般

会計補正予算（第７号） 

議案第 ６３号 平成２４年度西予市公共

下水道事業特別会計補正

予算（第５号） 

議案第 ６４号 平成２４年度西予市簡易

水道事業特別会計補正予

算（第３号） 

意見書案第１号 震災を見据えた災害に強

いネットワークの形成を

目指す「四国８の字ネッ

トワーク」等の整備促進

を求める意見書（案） 

意見書案第２号 配合飼料価格の高騰対策

を求める意見書（案） 

議員派遣の件について 
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  開議 午後２時００分 

○議長 ただいまの出席議員は２１名でありま

す。これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであ

ります。 

  （日程１） 

○議長 日程第１、議案第３号「西予市指定地域

密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関

する基準等を定める条例制定について」から議案

第３６号「西予市営土地改良事業の施行につい

て」までの３４件と議案第４８号「平成２５年度

西予市一般会計予算」から議案第６０号「平成２

５年度西予市野村介護老人保健施設事業会計予

算」までの１３件及び陳情１件並びに意見書２件

を一括議題といたします。 

 各委員会における審査の経過と結果について各

委員長の報告を求めます。 

 初めに、総務常任委員会委員長二宮一朗君の報

告を求めます。 

 ６番二宮一朗君。 

○二宮一朗総務常任委員長 それでは、総務常任

委員会の審査報告を申し上げます。 

 去る３月１２日の本会議において、当委員会に

付託をされました議案について、３月１３日と１

４日に審査を行いましたので、ご報告申し上げま

す。 

 議案第１４号から議案第５１号までの総務常任

委員会所管分７件については、お手元に配付のと

おり全ての議案を原案可決決定をいたしました。 

 次に、審査過程において、委員より出された質

疑並びに理事者の答弁を抜粋してご報告申し上げ

ます。 

 議案第１７号については、保護者の要望等によ

り野村幼稚園において預かり保育事業を実施する

ためとの説明がありました。 

 議案第１８号については、指定管理者制度を導

入し、効果的・効率的運用を図るためとの説明が

あり、文化施設の指定管理は委託料の根拠などを

精査した上で行うように要望がありました。 

 議案第４８号「平成２５年度西予市一般会計予

算」について総務所管分では、三瓶支所での文書

配布の変更について質問があり、５名に民間委託

をしていたものを他の支所同様に今後は職員で対

応するとの答弁でした。 

 また、臨時雇用の２２条から１７条への切りか

えについての質問に対して、２２条はフルタイム

雇用だが、１７条は時間を短縮しての雇用のため

経費節減ができるとの答弁でした。 

 職員研修事業について議会事務局の法制執務研

修を優先してほしいとの要望に対しては、議会事

務局に限らず、法制執務研修は大切なことである

と認識をしているので、できる限り多くの職員が

研修できるよう配慮したいとの答弁がありまし

た。 

 危機管理所管分では、どのような防災マップを

計画しているのかとの質問に対し、地区ごとに作

成するとの答弁でした。 

 計画が発表されたオフサイトセンターに関し

て、市民からの問い合わせの窓口はどこかとの質

問には、危機管理課で対応しますとのことであり

ました。 

 企画調整課所管分では、卯之町駅前づくり市民

検討委員会についての質問に対し、検討委員会は

これまで３回開催をしており、講師として愛媛大

学の先生をお願いをしている。委員は地域審議会

や各種団体からの代表、愛大准教授、議会など１

９名で構成をしているとの答弁がありました。 

 地域づくり交付金についての質問では、優良事

例の報告会などは行っていないかとの質問に対し

て、昨年７月に旧町単位の事例発表と意見交換会

を行いましたとの答弁でした。 

 また、公共交通システム見直しについての質問

に対して、交通空白地帯を解消することを第一に

行っており、宇和町地区については、４つの地元

協議会において検討中で、新病院開院までに運行

を開始したいとのことでした。これに対して、明

浜町田之浜地区についても、新病院への通院バス

の要望がありました。 

 情報推進課所管分では、職員用パソコン２５３

台の入れかえが計画をされており、ＯＳのバージ

ョンについての質問に対して、ウィンドウズ８が

最新バージョンであるが、８では総合行政システ

ム未対応のため７にするのか８をダウングレード

して使うのか検討をしているとの答弁でした。 

 また、災害に対するクラウドの考えはないのか

の質問には、庁舎は震度７でも耐え得る設計とな

っていることと、バックアップでの対応で今のと

ころ計画はないが、近隣の自治体と協力してクラ

ウド化する可能性もありますとの答弁でした。 

 消防本部所管分では、救急救命士の人数と配
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置、出動状況はとの質問に対し、研修中の１名を

含めて１７名で、野村支署６名、明浜出張所１

名、本署１０名で、城川以外からの救急出動時に

は必ず１名が同乗する体制にしているとの答弁が

ありました。 

 また、ＡＥＤの説明会実施状況の質問には、平

成２２年からの３年間で３１８回、延べ８，２８

２名が受講をいただいていますとの答弁がありま

した。 

 委員より、今後老人クラブ等にも説明会をして

ほしいとの要望がありました。 

 非常備消防団の条例定数と実団員数の質問に対

して、条例定数は１，８９５名で、実団員数は

１，７６８名との答弁でした。これに対して、災

害補償退職報償については条例定数で支払われて

いるため、無駄が多いのではないかとの質問があ

り、２万１，５１０円に条例定数を乗じた額を負

担しているとの答弁がありました。 

 教育総務課・学校教育課所管分では、宇和中学

校の外構はどのようなものを計画しているのかと

の質問に対して、町並み保存地区に隣接している

こともあり、文化の薫り漂う外構にしたいという

考えで、現在デザイン等を協議中であるとの答弁

でした。 

 学校再編後の教員住宅は市営住宅にするのかと

の質問には、学校再編にあわせて教員住宅として

存続、また公営住宅への転用や売却などを考えて

いきたい。また、廃校になった学校プールの跡地

利用についての質問に対しては、地元と協議しな

がら考えていきたいとの答弁がありました。 

 生涯学習課所管では、学童保育について生活福

祉部と教育部局の話し合いはできているのかとの

質問に、生活福祉部所管の放課後児童クラブと教

育部所管の放課後子ども教室の両事業の実施に向

けて創設された放課後子どもプラン事業で組織を

立ち上げ、協議検討を重ねているとの答弁でし

た。 

 野村地区に建設予定の図書館と児童館等の複合

施設の木造化については、平成２５年度の設計の

段階で十分に検討したいとの答弁でした。 

 社会教育団体への補助金交付対象の規定はある

のかとの質問には、社会教育法に規定をされてい

る社会教育関係団体に補助を交付していると答弁

がありました。 

 文化体育振興所管分では、朝日文楽会館の設計

に関して、建物と舞台は別なのかとの質問に対し

て、八段返しはからくり設備のため備品扱いと

し、建物とは分離して考えているとの答弁でし

た。 

 明浜歴史民俗資料館や城川地質館、城川歴史民

俗資料館などの入館料は少額であり、廃止しては

どうかとの質問に対しては、条例に基づいて入館

料を徴収しているもので、指定管理者制度導入等

の問題もあり、今後慎重に検討したいとの答弁が

ありました。 

 以上、委員会審査報告といたします。 

 平成２５年３月２２日、総務常任委員会委員長

二宮一朗。 

○議長 次に、厚生常任委員会委員長松山清君の

報告を求めます。 

○松山清厚生常任委員長 それでは、厚生常任委

員会の審査報告を申し上げます。 

 去る３月１２日の本会議において、当委員会に

付託されました議案について、３月１３日及び１

４日に委員会を開催し審査を行いましたので、そ

の経過と審査結果についてご報告申し上げます。 

 議案第３号から議案第６０号のうち当委員会所

管分の議案１９件については、お手元に配付のと

おりいずれも原案可決決定いたしました。 

 議案審査の過程において、委員より出された質

疑または意見・要望等について、その概要を抜粋

して報告いたします。 

 初めに、議案第１３号「西予市布設工事監督者

の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の

資格基準に関する条例制定について」では、水道

技術管理者の資格基準に関する質疑があり、当市

において１０年以上の水道に関する技術上の実務

従事経験者と厚生労働大臣の登録を受けた日本水

道協会が行う水道技術管理者資格取得講習会にお

いて、２２日間の学科及び試験と１５日間の実技

講習を修了している者が該当しているとの答弁が

ありました。 

 議案第３０号「西予市野村介護老人保健施設つ

くし苑職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を

改正する条例制定について」では、今回の改正は

シフト区分により夜勤手当を支給するもので、病

院と支給区分を統一する旨の説明がありました。 

 現在つくし苑の入所者定員８０名のうち、ほと

んどが西予市の市民であり、なお待機者について

は６０名前後であるが、他の施設へも重複して申



－132－ 

し込みをされており、掌握は難しいとのことでし

た。 

 委員から、増床を検討してほしいとの要望につ

いては、２０床程度の増設希望はあるものの、県

の認可が必要であり、また個室増床は経費が高く

なり、個人負担がふえるとのことでした。 

 議案第４８号「平成２５年度西予市一般会計予

算」について、社会福祉課所管の市外保育委託事

業にかかわる質疑では、西予市民が市外の保育所

へ入所する場合と、またその逆の場合があり、利

用者は６から７名程度を想定しているとの答弁が

ありました。 

 また、対象者への事業の周知方法については、

窓口での保育相談時にお知らせしているとのこと

でした。 

 また、市内の生活保護世帯にかかわる質疑につ

いては、被保護世帯数は近年増加傾向にあるが、

２４年４月の２６６世帯に比べ、本年３月には２

４８世帯へと減少している。被保護者数も同様に

減少しており、その要因としては、被保護者の死

亡のほか、年金の受給開始などがあるとの説明で

した。 

 健康づくり推進課所管では、クアテルメ宝泉坊

管理運営事業について、委員より、施設は健康づ

くりを通じ国保会計の負担軽減を図る目的もある

ので、これらに対する効果についても追求してほ

しいとの意見が出されました。 

 高齢福祉課所管では、敬老祝い金支給事業につ

いて、委員より、米寿祝い金の支給方法を振り込

みではなく、もう少し温かみのある支給方法へ改

善してほしいとの要望がありました。 

 環境衛生課所管では、不法投棄対策事業４４万

２，０００円の内訳はどのようなものかとの質疑

があり、不法投棄にかかわる防止看板の製作費１

４万２，０００円、防止柵修繕一式５万円のほ

か、不法投棄された廃家電の処理手数料２５万円

との説明でした。 

 議案第５２号「平成２５年度西予市国民健康保

険特別会計予算」について、二及診療所及び周木

診療所の患者数が減少していることについての質

疑では、昨年４月からことし１月までの間に、三

瓶北地区では３６名の方が亡くなられ、うち８割

が両診療所を利用していたことによる患者数の減

少と今後の経営に対する懸念についての説明があ

りました。 

 議案第５４号「平成２５年度西予市介護保険特

別会計予算」では、任意事業費の扶助費９９０万

円の概要について質疑があり、在宅介護に対する

手当や介護用品の支給が扶助費に含まれていると

の答弁がありました。 

 なお、在宅介護手当の支給に当たっては、市の

要綱に従い申請書を審査し、要件を満たせば、１

カ月当たり１万５，０００円を支給しているとの

ことでした。 

 議案第５７号「平成２５年度西予市簡易水道事

業特別会計予算」では、施設の老朽化に関する質

疑の中で、耐用年数を過ぎた配水管等の更新やろ

過池、配水池の改良更新等における現在の補助基

準について、補助採択要綱に基づいた補助メニュ

ーがあり、簡易水道における基幹改良の補助率は

国が３分の１、残り３分の２が自己財源になると

の説明がありました。 

 議案第５８号「平成２５年度西予市上水道事業

会計予算」では、水道料金の未納にかかわる質疑

に対して、２３年度における収納実績は、宇和９

９．４％、明浜９９．７％、野村９９．８％、三

瓶９９．１％であり、未納者に対し、まずは催促

を行い、未納とならないように努めているが、最

終的には市の取扱要領に基づき、給水停止措置に

至る場合もあるとの答弁でした。 

 そのほか水道施設の耐震補強、長寿命化対策に

対する質疑があり、西予市は耐震化率が低く、今

後５年間で施設の更新計画事業として２６億円程

度の事業費を予定しているとの答弁がありまし

た。 

 以上、委員会審査報告といたします。 

 平成２５年３月２２日、厚生常任委員会委員長

松山清。 

○議長 次に、産業建設常任委員会委員長藤井朝

廣君の報告を求めます。 

○藤井朝廣産業建設常任委員長 産業建設常任委

員会審査報告書。 

 去る３月１２日の本会議において、当委員会に

付託されました議案２１件と陳情１件、意見書２

件について、３月１３日と１４日の２日間、関係

部課長の出席を求め説明を受け慎重に審査を行い

ましたので、ご報告を申し上げます。 

 審査経過及び結果は、お手元に配付の委員会審

査報告書のとおりであり、付託されました議案２

１件については、報告書のとおり原案全会一致に
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より可決決定をいたしました。 

 また、陳情１件については、不採択と決しまし

た。 

 意見書案第１号並びに意見書案第２号について

は、採択と決しました。 

 以下、審査過程において、委員より出された質

疑並びに理事者の答弁を抜粋して報告を申し上げ

ます。 

 初めに、議案第４８号「平成２５年度西予市一

般会計予算」のうち、農業水産課所管分につい

て、農作物の被害対策事業費４，５８２万円の内

容、予算額について質疑があり、これは作物を鳥

獣害から守るための事業で、国、県からの補助金

４，４５０万円は電気柵、鉄筋柵の建設費に、市

単独事業として捕獲おりの設置に対し、１件当た

り３万円の補助で４４基を予定し１３２万円を計

上している。これは国、県、市の総事業で防護柵

にして約１００キロメートルになるとの答弁があ

りました。 

 議案第２５号「西予市乙亥の里条例の一部を改

正する条例制定について」は、レストラン部分が

平成２２年１月から未使用の状態にある。階下の

場所で立地条件がよくないこと等を勘案し、野村

中心地域の活性化のためにレストランの使用料を

平成２５年４月１日から現行の４万３，０００円

を２万１，５００円に減額するものであるとの説

明がありました。 

 次に、商工観光課所管分の中のジオパーク推進

事業費６７０万円について、ことし秋の日本ジオ

パーク認定に向けてシンポジウムの開催、ジオス

ポットを中心とした看板設置、のぼり旗、車両用

ステッカー等の作成や現在のジオマップを細分化

し、１エリアごとのジオマップを作成するとの説

明がありました。 

 議案第５５号「平成２５年度西予市農業集落排

水事業特別会計予算」については、この事業費に

充てている市債の元利償還金の償還期間はいつま

でかとの質疑があり、これは平成５２年度まで

で、明間地区での浄化槽設置事業分は、平成５０

年までの償還となっている。 

 また、農集排の宅内引き込み率は、平成２０年

１２月末のデータで７５．６％との答弁がありま

した。 

 議案第４８号「平成２５年度西予市一般会計予

算」のうち、建設課所管分について、新規事業の

住宅リフォーム補助事業１，２５０万円に対して

質疑があり、これは既に実施している県内の他自

治体に比べて補助率はよく、工事費補助１，００

０万円、市産材活用に対する補助２５０万円であ

るとの答弁がありました。これに関しては、住宅

関連の補助金は、他の事業と一括してＰＲしてほ

しいとの要望がありました。 

 次に、産業創出課所管分について、新規の西予

市ファンづくり事業に対し、大変よい事業だと思

う。市内の多くの業者の方々を巻き込んで進めて

ほしいとの意見がありました。 

 同じく、コールセンター人材育成事業は、緊急

雇用事業であり、将来５０人の雇用創出を目指す

もので、主に通信販売、旅館等、注文や予約の受

け付けをする受け付け型のセンターであるとの説

明がありました。 

 次に、林業課所管分について、新規の林道作業

道改良補修事業３００万円は、作業道の改良及び

補修作業に必要な原材料や機械使用料等に対する

補助であるとの説明がありました。 

 陳情第１号「国道５６号バイパス建設を求める

陳情書」については、この計画によれば２０カ所

以上の集落が関係してくると思われる。今回の陳

情はその中の１つの集落の話であり、このバイパ

スをつけることにより商店街で商売をされている

方にも影響が出て、生活環境がかなり変わってく

ると思われる。そういった意味から、商店街を含

めた関係する全ての地域から陳情が出たのであれ

ば慎重に考えなければならないが、今回は１地区

の陳情であることから不採択と決しました。 

 以上、委員会審査報告といたします。 

 平成２５年３月２２日、産業建設常任委員会委

員長藤井朝廣。 

○議長 次に、西予市新市立病院建設特別委員会

委員長兵頭学君の報告を求めます。 

 ７番兵頭学君。 

○兵頭学西予市新市立病院建設特別委員長 西予

市新市立病院建設特別委員会の審査報告を申し上

げます。 

 去る３月１２日の本会議おいて、当委員会に付

託されました議案第５９号「平成２５年度西予市

病院事業会計予算」のうち、歳入歳出予算に関す

る西予市新市立病院建設特別委員会所管分につい

て３月１２日に委員会審査を行いました。 

 審査結果は、議案を原案のとおり全会一致で可
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決決定いたしました。 

 なお、審査結果及び要望等について、新病院は

来年７月開院に向けて建設が始まったが、交通ア

クセスの諸問題は間に合うのかとの質疑に、通院

バスの運営は、公共交通とあわせて開院までに整

備するよう企画調整課と協議を進めますとの答弁

でした。 

 また、新病院の名称はいつごろどのような方法

で決めるのかとの質疑に、新病院名が決まらない

といろいろ影響するので、２５年度早々に選考委

員会を立ち上げ、公募により決定したいとの答弁

でした。 

 以上、特別委員会審査報告といたします。 

 平成２５年３月２２日、西予市新市立病院建設

特別委員会委員長兵頭学。 

○議長 次に、西予市環境衛生施設建設特別委員

会委員長松島義幸君の報告を求めます。 

 １１番松島義幸君。 

○松島義幸西予市環境衛生施設建設特別委員長 

それでは、西予市環境衛生施設建設特別委員会の

審査報告を申し上げます。 

 去る３月１２日の本会議において、当委員会に

付託されました議案第４８号「平成２５年度西予

市一般会計予算」のうち、歳入歳出予算に関する

西予市環境衛生施設特別委員会所管分について同

日委員会を開催し、審査を行いました。 

 平成２５年度において汚泥再生処理施設整備事

業費３，０６２万５，０００円については、平成

２４年度に引き続き実施する環境影響調査業務及

び施設整備業務に関する委託料２，４７６万７，

０００円のほか、地元での環境整備事業に関する

工事請負費３００万３，０００円が主なものであ

り、一般廃棄物処理施設等建設基金を一部取り崩

し、環境整備の財源に充てるとの説明を受け、全

会一致で原案を可決決定いたしました。 

 以上、委員会審査報告といたします。 

 平成２５年３月２２日、西予市環境衛生施設建

設特別委員会委員長松島義幸。 

○議長 以上で各委員長の報告は終わりました。 

 これより各委員長報告に対する質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 討論の通告がありませんので、討論を終結とい

たします。 

 これより議案順に採決を行います。 

 まず、議案第３号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第３号「西予市指定地域密着型サービスの

事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定め

る条例制定について」は委員長報告のとおり決定

することに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第３号は原

案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第４号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第４号「西予市指定地域密着型介護予防サ

ービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地

域密着型介護予防サービスに係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関する基準等を定める条

例制定について」は委員長報告のとおり決定する

ことに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第４号は原

案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第５号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第５号「西予市新型インフルエンザ等対策

本部条例制定について」は委員長報告のとおり決

定することに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第５号は原

案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第６号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第６号「西予市都市下水路条例制定につい

て」は委員長報告のとおり決定することに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第６号は原

案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第７号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第７号「西予市高齢者、障害者等の移動等
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の円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関

する基準を定める条例制定について」は委員長報

告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求

めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第７号は原

案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第８号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第８号「西予市高齢者、障害者等の移動等

の円滑化のために必要な市道の構造に関する基準

を定める条例制定について」は委員長報告のとお

り決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第８号は原

案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第９号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第９号「西予市市道の構造の技術的基準を

定める条例制定について」は委員長報告のとおり

決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第９号は原

案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第１０号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第１０号「西予市市道に設ける案内標識等

の寸法を定める条例制定について」は委員長報告

のとおり決定することに賛成の議員の起立を求め

ます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第１０号は

原案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第１１号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第１１号「西予市準用河川管理施設等の構

造の技術的基準を定める条例制定について」は委

員長報告のとおり決定することに賛成の議員の起

立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第１１号は

原案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第１２号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第１２号「西予市営住宅等の整備基準を定

める条例制定について」は委員長報告のとおり決

定することに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第１２号は

原案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第１３号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第１３号「西予市布設工事監督者の配置基

準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準

に関する条例制定について」は委員長報告のとお

り決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第１３号は

原案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第１４号から議案第３０号までの１

７件を一括して採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第１４号「西予市情報公開条例の一部を改

正する条例制定について」から議案第３０号「西

予市野村介護老人保健施設つくし苑職員の特殊勤

務手当に関する条例の一部を改正する条例制定に

ついて」までの１７件は委員長報告のとおり決定

することにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議案第

１４号から議案第３０号までの１７件は原案のと

おり決定いたしました。 

 次に、議案第３１号から議案第３３号までの３

件を一括して採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第３１号「西予市乙亥の里の指定管理者の

指定について」から議案第３３号「西予市大野ヶ

原育成牧場の指定管理者の指定について」までの

３件は委員長報告のとおり決定することに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第３１号か
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ら議案第３３号までの３件は原案のとおり決定い

たしました。 

 次に、議案第３４号及び議案第３５号の２件を

一括して採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第３４号「市道路線の廃止について」及び

議案第３５号「市道路線の認定について」の２件

は委員長報告のとおり決定することに賛成の議員

の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第３４号及

び議案第３５号の２件は原案のとおり決定いたし

ました。 

 次に、議案第３６号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第３６号「西予市営土地改良事業の施行に

ついて」は委員長報告のとおり決定することにご

異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議案第

３６号は原案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第４８号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第４８号「平成２５年度西予市一般会計予

算」は委員長報告のとおり決定することに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第４８号は

原案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第４９号から議案第６０号までの１

２件を一括して採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第４９号「平成２５年度西予市授産場特別

会計予算」から議案第６０号「平成２５年度西予

市野村介護老人保健施設事業会計予算」までの１

２件は委員長報告のとおり決定することに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第４９号か

ら議案第６０号までの１２件は原案のとおり決定

いたしました。 

 次に、陳情第１号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 陳情第１号「国道５６号バイパス建設を求める

陳情書」については委員長報告のとおり不採択と

することに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、陳情第１号は不

採択とすることに決定いたしました。 

 次に、意見書第１号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 意見書第１号「震災を見据えた災害に強いネッ

トワークの形成を目指す「四国８の字ネットワー

ク」等の整備促進を求める意見書」は委員長報告

により採択することに賛成の議員の起立を求めま

す。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、意見書第１号は

採択することに決定いたしました。 

 次に、意見書第２号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 意見書第２号「配合飼料価格の高騰対策を求め

る意見書」は委員長報告のとおり採択することに

賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、意見書第２号は

採択することに決定いたしました。 

  （日程２） 

○議長 次に、日程第２、推薦第１号「西予市農

業委員会委員の推薦について」を議題といたしま

す。 

 お諮りいたします。 

 議会推薦の農業委員は４名とし、岩井郁子君、

松浦愛子君、熊谷琢磨君、菊池マキ子君、以上の

方を推薦したいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議会推

薦の農業委員は４名として、岩井郁子君、松浦愛

子君、熊谷琢磨君、菊池マキ子君、以上の方を推

薦することに決定いたしました。 

  （日程３） 

○議長 次に、日程第３、発議第２号「西予市議

会基本条例の一部を改正する条例制定について」
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を議題といたします。 

 本件に対する提案理由の説明を求めます。 

 ５番西予市議会活性化特別委員会委員長中村敬

治君。 

○中村敬治西予市議会活性化特別委員長 発議第

２号「西予市議会基本条例の一部を改正する条例

制定について」。上記の議案を別紙のとおり地方

自治法第１１２条及び会議規則第１４条の規定に

より提出する。 

 平成２５年３月２２日提出。西予市議会議長元

親孝志殿。 

 提出者、西予市議会議員中村敬治。賛成者、西

予市議会議員梅川光俊、賛成者、西予市議会議員

元親孝志、賛成者、西予市議会議員源正樹。 

 それでは、発議第２号「西予市議会基本条例の

一部を改正する条例制定について」提案理由のご

説明を申し上げます。 

 議会活性化特別委員会では、設置目的の一つで

ある議会基本条例の運用ルールについて、週１回

のペースでの委員会等の開催、アンケート調査の

実施、先進市町の調査や議会報告会の試行など、

精力的に調査研究を進めてまいりました。その中

で議員と市民との意見交換の場の設置により、よ

り具体性を持たせる必要があることから、第５条

第４項「議会は市民参加の推進に努めるととも

に、市民の意見を的確に把握するため市民との意

見交換の場を多様に設けるものとする」を「議会

は市民の意見を的確に把握し議会活動に反映させ

るため、議員と市民との意見交換会を年１回以上

開催するものとする」と改め、第５項「意見交換

会に関し必要な事項は別に定める」を追加するも

のであります。よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 提案理由の説明は終わりました。 

 これより本案に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １３番沖野健三君。 

○１３番沖野健三君 今委員長より改正案が出た

んですけども、市民との意見の交換の場を年に１

回以上設けるというようなことに改めたいという

改正案なんですが、例えば議会の議員として大体

何名ぐらいを一つの人数をして、それでどういう

形で意見の交換をするというのですけども、例え

ば議会にはいろんな今３常任委員会があるわけで

す。その中から１名ずつとか２名とか出して、そ

れをいろんな専門的に産業建設に対する意見の交

換を設けるとか、総務に関する意見の交換を設け

るとか、厚生とか福祉とか、そういう環境とか、

そういう意見の交換の場を設けるということにな

ると、そういう専門的な知識も必要となると思う

んですけども、現在委員長が考えられておられる

組織ですね、議会の組織というのはどういう組織

を考えておられるのか、お伺いしたいと思いま

す。 

○議長 ５番中村敬治君。 

○中村敬治西予市議会活性化特別委員長 先ほど

申し上げましたように、必要なものは別に定める

としておりまして、この要綱を考えておりまし

て、この要綱の内容としまして、一応今まであり

ます常任委員会がございますが、常任委員会を中

心として会の運営を図っていきたいと思っている

ところでございます。 

○議長 １８番酒井宇之吉君。 

○１８番酒井宇之吉君 この議会基本条例は本当

に今回四国中央市がやるというようになりまし

て、県下西予市の議会が一番最初でございまし

た。本当にこれを前回の議員が特別委員会をこし

らえて３０回以上やっております。そのときに一

番議論になったのが、最高規範にするという言葉

を文言にするということが問題になりました。そ

れで何回もやりました。私もそのときに委員であ

りましたので、この最高規範である議会基本条例

の改正が１年少したって、議員がある程度特別委

員さんが多少かわって、そして最高規範が１年の

間に、１年少したってまだよちよち歩きで歩き始

めたときに検討、改正するというのは、私はちょ

っと異議があるんです。特に最高規範という形で

うたっていることで、日本でも今憲法を変えるの

にこれだけみんなの民意を問うております。その

最高規範を変えるのに委員さんがかわられて出し

てやるのがいいのかどうかということは、私は非

常に問題があるなという感じはいたしておりま

す。でもこれは粛々と特別委員さんが２０回もや

ったということでございますので、それはそれで

大切にしなければならないと思いますけども、最

高規範がまた来年変わるというようなことになら

ないような形でつくったつもりでございました。

それが残念でたまりません。１年前、２年前から

ずっとやっていた特別委員会の委員として、一つ

の意見として聞いていただければと、かように思
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います。終わります。 

○議長 答弁はよろしいでしょうか。 

  （１８番酒井宇之吉君「よろしいです」と呼 

  ぶ） 

 ほかに質疑ありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 質疑もないようでございますので、以上

で質疑を終結といたします。 

 お諮りいたします。 

 発議第２号は会議規則第３７条第２項の規定に

より委員会付託を省略したいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 討論の通告がありませんので、討論を終結とい

たします。 

 これより採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 発議第２号「西予市議会基本条例の一部を改正

する条例制定について」は原案のとおり決定する

ことに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立多数であります。よって、発議第２号は原

案のとおり決定いたしました。 

 暫時休憩といたします。（休憩 午後２時５５

分） 

○議長 再開いたします。（再開 午後３時０６

分） 

 お諮りいたします。 

 ただいま市長から提出されました議案第６１号

「西予市消防救急デジタル無線設備整備工事請負

契約について」から議案第６４号「平成２４年度

西予市簡易水道事業特別会計補正予算（第３

号）」までの４件と意見書案第１号「震災を見据

えた災害に強いネットワークの形成を目指す「四

国８の字ネットワーク」等の整備促進を求める意

見書（案）」及び意見書案第２号「配合飼料価格

の高騰対策を求める意見書（案）」の２件並びに

議員派遣についてを本日の日程に追加し、追加日

程として議題にいたしたいと思います。これにご

異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、７件を

本日の日程に追加し、追加日程として議題とする

ことに決定いたしました。 

  （追加） 

○議長 追加日程第１、議案第６１号「西予市消

防救急デジタル無線設備整備工事請負契約につい

て」を議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 清水消防長。 

○清水消防本部消防長 議案第６１号「西予市消

防救急デジタル無線設備整備工事請負契約につい

て」提案理由のご説明を申し上げます。 

 現在使用しておりますアナログ方式の消防・救

急無線は、電波法関係審査基準の改正に伴い、平

成２８年５月末で使用ができなくなることから消

防・救急無線のデジタル化整備を行うものであり

ます。この工事につきましては、去る３月１２日

に一般競争入札を行い、四電エンジニアリング株

式会社愛媛支店、支店長安藝克彦氏を落札業者と

して決定し、工事請負金額３億２，１０９万円で

３月１３日に工事請負仮契約を締結しましたの

で、議会の議決を求めるものであります。 

 なお、本設備整備工事につきましては、昨年の

第４回定例会において債務負担行為の決定をいた

だいており、平成２６年３月完成予定といたして

おります。よろしくご審議の上、ご決定ください

ますようお願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

 これより本案に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第６１号は会議規則第３７条第３項の規定

により委員会付託を省略したいと思います。これ

にご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 異議なしと認め、そのように決定いたし

ました。 

 討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論なしと認めます。 

 これより採決をいたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第６１号「西予市消防救急デジタル無線設

備整備工事請負契約について」は原案のとおり決
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定することに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第６１号は

原案のとおり決定いたしました。 

  （追加） 

○議長 追加日程第２、議案第６２号「平成２４

年度西予市一般会計補正予算（第７号）」を議題

といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 三好市長。 

○三好市長 議案第６２号「平成２４年度西予市

一般会計補正予算（第７号）」について提案理由

のご説明を申し上げます。 

 今回提案いたします補正予算は、補正予算（第

６号）で既決いただいております過疎集落等自立

再生緊急対策事業について、国の内示を受け、事

業費を軽減するものであります。 

 また、国の第１次補正予算の成立に伴いまし

て、国の補助を受けて実施します緊急経済対策事

業のうち、１３事業について財源の組み替えを行

うものであります。 

 内容としましては、歳出で、総務費、地域振興

費において過疎集落等自立再生緊急対策事業交付

金３，１９６万６，０００円を減額し、歳入で、

分担金及び負担金４５４万円、市債で１億９，２

２０万円を減額し、国庫支出金１億２，０７８万

４，０００円、繰入金４，３９９万円を増額する

ものであります。これによりまして、既決いただ

いております歳入歳出予算の総額から歳入歳出そ

れぞれ３，１９６万６，０００円を減額し、歳入

歳出予算の総額を２５０億８，２５３万４，００

０円と定めるものであります。 

 なお、今回の補正では、歳出予算の経費のう

ち、国の補正予算に即応した緊急経済対策事業を

含めその性質上または予算成立後の事由により年

度内に支出が終わらない見込みの３３事業につき

まして１３億７，２３２万５，０００円の繰越明

許費を設定しております。主な理由としまして

は、用地取得についての地権者との協議、設計変

更、工法の選定に不測の日数を要したこと等によ

るものでありますが、詳細につきましては参考資

料をご参照いただきたいと存じます。よろしくご

審議を賜り、ご決定いただきますようお願い申し

上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

 これより本案に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第６２号は会議規則第３７条第３項の規定

により委員会付託を省略したいと思います。これ

にご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 異議なしと認め、そのように決定いたし

ました。 

 討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 議案第６２号「平成２４年度西予市一般会計補

正予算（第７号）」は原案のとおり決定すること

に賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第６２号は

原案のとおり決定いたしました。 

  （追加） 

○議長 追加日程第３、議案第６３号「平成２４

年度西予市公共下水道事業特別会計補正予算（第

５号）」及び議案第６４号「平成２４年度西予市

簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）」を議

題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 福原産業建設部長。 

○福原産業建設部長 議案第６３号「平成２４年

度西予市公共下水道事業特別会計補正予算（第５

号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正は、宇和処理区における管渠工事、

浄化センター建設工事につきまして、下水道事業

団等への委託事業の未完了や河川占用、工区内他

工事との事業調整など関係機関との調整に不測の

日数を要し、年度内の完了が困難になったことに

伴い、施設整備１億４，４４１万４，０００円の

繰越明許費を計上するものであります。よろしく

ご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し

上げます。 
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○議長 松山公営企業部長。 

○松山公営企業部長 議案第６４号「平成２４年

度西予市簡易水道事業特別会計補正予算（第３

号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正は、愛媛県から移管された今出営農

飲雑用水施設における宅内配管への引き込み工事

において、施設の運転、調整に不測日数を要した

等の理由により年度内の完成が見込めなくなった

ことに伴い、繰越明許費４４２万８，０００円を

計上するものであります。よろしくご審議の上、

ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長 理事者の説明は終わりました。 

 これより本案２件に対する一括質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第６３号及び議案第６４号は会議規則第３

７条第３項の規定により委員会付託を省略したい

と思います。これにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 異議なしと認め、そのように決定いたし

ました。 

 討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論なしと認めます。 

 これより本案２件を一括して採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第６３号「平成２４年度西予市公共下水道

事業特別会計補正予算（第５号）」及び議案第６

４号「平成２４年度西予市簡易水道事業特別会計

補正予算（第３号）」の２件は原案のとおり決定

することに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第６３号及

び議案第６４号の２件は原案のとおり決定いたし

ました。 

  （追加） 

○議長 次に、追加日程第４、意見書案第１号

「震災を見据えた災害に強いネットワークの形成

を目指す「四国８の字ネットワーク」等の整備促

進を求める意見書（案）」及び意見書案第２号

「配合飼料価格の高騰対策を求める意見書

（案）」の２件を一括議題といたします。 

 本案２件について提案理由の説明を求めます。 

 １５番産業建設常任委員会委員長藤井朝廣君。 

○藤井朝廣産業建設常任委員長 意見書案第１号

「震災を見据えた災害に強いネットワークの形成

を目指す「四国８の字ネットワーク」等の整備促

進を求める意見書（案）」の提出について提案理

由の説明を申し上げます。 

 今後高い確率で予測されている東南海・南海地

震が発生した場合、深刻な被害が想定されていま

す。特に愛媛県においては、津波浸水区域が愛南

町内海以南の高速道路未整備区間に集中してお

り、この区間は海岸沿いに位置する国道５６号の

みに依存しており、災害対策や救急医療等に資す

る四国横断自動車道の早期着手が望まれることか

ら、災害に強いネットワークの形成を目指し、四

国８の字ネットワーク及び海岸線に位置する国道

３７８の整備促進が図られるよう要望する意見書

を地方自治法第９９条の規定により提出をするも

のであります。 

 続きまして、意見書案第２号「配合飼料価格の

高騰対策を求める意見書（案）」について提案理

由の説明を申し上げます。 

 県内最大規模の畜産・酪農の町西予市にとって

配合飼料価格の高騰は、生産者実費負担の増加等

畜産経営が悪化され、畜産・酪農家にとっては深

刻な事態であることから、国においては畜産農

家・酪農家に対して制度上限定された補填金を満

額交付するため、政府の責任により万全の財源確

保を講じるなど、配合飼料の価格高騰対策が図ら

れるよう要望する意見書を地方自治法第９９条の

規定により提出するものであります。 

 ２件の意見書案はお手元に配付のとおりであり

ます。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきます。

ご審議をよろしくお願いいたします。 

○議長 以上で提案理由の説明は終わりました。 

 これより本案２件に対する一括質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 お諮りいたします。 

 本案２件については会議規則第３７条第２項の
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規定により委員会付託を省略したいと思います。

これにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 討論はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 討論を終結といたします。 

 これより意見書案ごとに採決を行います。 

 初めに、意見書案第１号を採決いたしたいと思

います。 

 お諮りいたします。 

 意見書案第１号「震災を見据えた災害に強いネ

ットワークの形成を目指す「四国８の字ネットワ

ーク」等の整備促進を求める意見書（案）」につ

いては原案のとおり決定することに賛成の議員の

起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、意見書案第１号

は原案のとおり決定いたしました。 

 次に、意見書案第２号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 意見書案第２号「配合飼料価格の高騰対策を求

める意見書（案）」については原案のとおり決定

することに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、意見書案第２号

は原案のとおり決定いたしました。 

  （追加） 

○議長 次に、追加日程第５、議員派遣の件につ

いてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 お手元に配付いたしております本件を承認する

ことにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議員派

遣の件については本件のとおり承認することに決

定いたしました。 

 この際、お諮りいたします。 

 ただいま決定いたしました議員派遣の内容につ

きましては、諸般の事情により変更が生じる場合

には議長に一任願いたいと思います。これにご異

議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 以上で全日程を終了いたしました。 

 市長より閉会の挨拶があります。 

 三好市長。 

○三好市長 平成２５年第１回西予市議会定例会

の閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 去る３月１日から開会いたしました本定例会に

おきましては、条例改正や平成２５年度一般会計

予算及び特別会計の当初予算等重要案件につきま

してご審議をいただき、いずれも原案どおりご決

定をいただき心より厚くお礼を申し上げます。 

 また、本会議での一般質問、議案質疑、委員会

審議の中でそれぞれの立場で貴重なご意見や鋭い

ご指摘をいただきました。このことは市民の皆様

の熱い思いを代弁されたものと真摯に受けとめ、

市政への運営に遺憾なきよう努めてまいりたいと

思っております。 

 ここに成立いただきました平成２５年度予算に

つきまして、マニフェストに掲げた「市民が今住

んでいる地域に誇りを持ち、愛着を持ち、それぞ

れの地域が輝き、それぞれの人が喜び、納得のい

く実感の西予市をつくろう」を基本理念として、

所信表明で申し上げました８つの西予市づくりに

ついて着実に推進してまいる所存でございます。

とは申し上げましても、安倍政権の経済政策の一

つであるＴＰＰ交渉への参加や極端な円安の進行

等の影響により地域経済は依然として不安定な状

況に置かれることが予想されます。このような問

題は、合併１０年目を迎える西予市におきまして

もいろいろな問題が生じるのではないかと思われ

ますが、その解決のため、議員の皆さん、市民の

皆さんと一緒に取り組んでまいりたいと決意を新

たにしているところでございます。 

 さて、皆さんも新聞報道等でご存じのとおり、

さきの２月１８日に南海トラフ巨大地震の被害想

定についての内閣府より発表があり、今後３０年

以内に６０％から８０％の高い確率で東南海・南

海地震の発生が予想されており、東日本大震災よ

りはるかに上回る被害が想定されております。西

予市としましては、これらの発表を冷静に受けと

め、巨大地震に対する備えを確実に進めていく必

要があります。このことを受けまして、さきの西

予市防災会議におきまして、現在の西予市地域防
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災計画に津波災害と原子力災害への対応を新たに

加え、あらゆる災害に対応した地域防災計画を策

定いたしましたので、この計画を基軸としまして

市民の生命・身体・財産を災害から保護すること

に努めてまいりたいと思います。 

 いよいよ陽春の候となりました。議員の皆さん

におかれましては、ご多忙のことと存じますが、

健康に十分ご留意をいただき、市政推進にご尽力

いただきますよう心からお願い申し上げまして、

閉会の挨拶といたします。長い間ありがとうござ

いました。 

○議長 これをもって平成２５年第１回西予市議

会定例会を閉会いたします。 

  閉会 午後３時３０分 

 

 地方自治法第１２３条第２項の規定によりここ

に署名する。 

 

  西予市議会議長 

 

   同   議員 

 

   同   議員 
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平成２５年第１回西予市議会定例会議決結果表 

 

議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

議案第  ２号 財産の無償貸付について 25.３.１ 原案可決 

議案第  ３号 
西予市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備

及び運営に関する基準等を定める条例制定について 
25.３.22 原案可決 

議案第  ４号 

西予市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サ

ービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法

に関する基準等を定める条例制定について 

25.３.22 原案可決 

議案第  ５号 
西予市新型インフルエンザ等対策本部条例制定につ

いて 
25.３.22 原案可決 

議案第  ６号 西予市都市下水路条例制定について 25.３.22 原案可決 

議案第  ７号 

西予市高齢者、障害者等の移動等の円滑化のために

必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条

例制定について 

25.３.22 原案可決 

議案第  ８号 

西予市高齢者、障害者等の移動等の円滑化のために

必要な市道の構造に関する基準を定める条例制定に

ついて 

25.３.22 原案可決 

議案第  ９号 
西予市市道の構造の技術的基準を定める条例制定に

ついて 
25.３.22 原案可決 

議案第 １０号 
西予市市道に設ける案内標識等の寸法を定める条例

制定について 
25.３.22 原案可決 

議案第 １１号 
西予市準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定

める条例制定について 
25.３.22 原案可決 

議案第 １２号 
西予市営住宅等の整備基準を定める条例制定につい

て 
25.３.22 原案可決 

議案第 １３号 

西予市布設工事監督者の配置基準及び資格基準並び

に水道技術管理者の資格基準に関する条例制定につ

いて 

25.３.22 原案可決 

議案第 １４号 
西予市情報公開条例の一部を改正する条例制定につ

いて 
25.３.22 原案可決 

議案第 １５号 
西予市個人情報保護条例の一部を改正する条例制定

について 
25.３.22 原案可決 

議案第 １６号 
西予市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改

正する条例制定について 
25.３.22 原案可決 

議案第 １７号 
西予市立幼稚園における保育料等徴収条例の一部を

改正する条例制定について 
25.３.22 原案可決 

議案第 １８号 
西予市歴史民俗資料館及び郷土文化保存伝習施設条

例の一部を改正する条例制定について 
25.３.22 原案可決 

議案第 １９号 
西予市乳幼児及び児童医療費助成条例の一部を改正

する条例制定について 
25.３.22 原案可決 

議案第 ２０号 
西予市敬老祝金条例の一部を改正する条例制定につ

いて 
25.３.22 原案可決 

議案第 ２１号 
西予市隣保館条例の一部を改正する条例制定につい

て 
25.３.22 原案可決 
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議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

議案第 ２２号 
西予市小集落改良住宅管理条例の一部を改正する条

例制定について 
25.３.22 原案可決 

議案第 ２３号 
西予市農村改善センター条例の一部を改正する条例

制定について 
25.３.22 原案可決 

議案第 ２４号 
西予市企業誘致条例の一部を改正する条例制定につ

いて 
25.３.22 原案可決 

議案第 ２５号 
西予市乙亥の里条例の一部を改正する条例制定につ

いて 
25.３.22 原案可決 

議案第 ２６号 
西予市都市公園条例の一部を改正する条例制定につ

いて 
25.３.22 原案可決 

議案第 ２７号 
西予市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例制

定について 
25.３.22 原案可決 

議案第 ２８号 
西予市営住宅管理条例の一部を改正する条例制定に

ついて 
25.３.22 原案可決 

議案第 ２９号 
西予市単独市営住宅条例の一部を改正する条例制定

について 
25.３.22 原案可決 

議案第 ３０号 

西予市野村介護老人保健施設つくし苑職員の特殊勤

務手当に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いて 

25.３.22 原案可決 

議案第 ３１号 西予市乙亥の里の指定管理者の指定について 25.３.22 原案可決 

議案第 ３２号 西予市みかめ海の駅の指定管理者の指定について 25.３.22 原案可決 

議案第 ３３号 
西予市大野ヶ原育成牧場の指定管理者の指定につい

て 
25.３.22 原案可決 

議案第 ３４号 市道路線の廃止について 25.３.22 原案可決 

議案第 ３５号 市道路線の認定について 25.３.22 原案可決 

議案第 ３６号 西予市営土地改良事業の施行について 25.３.22 原案可決 

議案第 ３７号 平成２４年度西予市一般会計補正予算（第６号） 25.３.12 原案可決 

議案第 ３８号 
平成２４年度西予市授産場特別会計補正予算（第３

号） 
25.３.12 原案可決 

議案第 ３９号 
平成２４年度西予市住宅新築資金等貸付事業特別会

計補正予算（第１号） 
25.３.12 原案可決 

議案第 ４０号 
平成２４年度西予市国民健康保険特別会計補正予算

（第４号） 
25.３.12 原案可決 

議案第 ４１号 
平成２４年度西予市後期高齢者医療特別会計補正予

算（第３号） 
25.３.12 原案可決 

議案第 ４２号 
平成２４年度西予市介護保険特別会計補正予算（第

３号） 
25.３.12 原案可決 

議案第 ４３号 
平成２４年度西予市農業集落排水事業特別会計補正

予算（第４号） 
25.３.12 原案可決 

議案第 ４４号 
平成２４年度西予市公共下水道事業特別会計補正予

算（第４号） 
25.３.12 原案可決 

議案第 ４５号 
平成２４年度西予市上水道事業会計補正予算（第３

号） 
25.３.12 原案可決 
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議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

議案第 ４６号 
平成２４年度西予市病院事業会計補正予算（第５

号） 
25.３.12 原案可決 

議案第 ４７号 
平成２４年度西予市野村介護老人保健施設事業会計

補正予算（第３号） 
25.３.12 原案可決 

議案第 ４８号 平成２５年度西予市一般会計予算 25.３.22 原案可決 

議案第 ４９号 平成２５年度西予市授産場特別会計予算 25.３.22 原案可決 

議案第 ５０号 
平成２５年度西予市住宅新築資金等貸付事業特別会

計予算 
25.３.22 原案可決 

議案第 ５１号 
平成２５年度西予市育英会奨学資金貸付特別会計予

算 
25.３.22 原案可決 

議案第 ５２号 平成２５年度西予市国民健康保険特別会計予算 25.３.22 原案可決 

議案第 ５３号 平成２５年度西予市後期高齢者医療特別会計予算 25.３.22 原案可決 

議案第 ５４号 平成２５年度西予市介護保険特別会計予算 25.３.22 原案可決 

議案第 ５５号 平成２５年度西予市農業集落排水事業特別会計予算 25.３.22 原案可決 

議案第 ５６号 平成２５年度西予市公共下水道事業特別会計予算 25.３.22 原案可決 

議案第 ５７号 平成２５年度西予市簡易水道事業特別会計予算 25.３.22 原案可決 

議案第 ５８号 平成２５年度西予市上水道事業会計予算 25.３.22 原案可決 

議案第 ５９号 平成２５年度西予市病院事業会計予算 25.３.22 原案可決 

議案第 ６０号 
平成２５年度西予市野村介護老人保健施設事業会計

予算 
25.３.22 原案可決 

議案第 ６１号 
西予市消防救急デジタル無線設備整備工事請負契約

について 
25.３.22 原案可決 

議案第 ６２号 平成２４年度西予市一般会計補正予算（第７号） 25.３.22 原案可決 

議案第 ６３号 
平成２４年度西予市公共下水道事業特別会計補正予

算（第５号） 
25.３.22 原案可決 

議案第 ６４号 
平成２４年度西予市簡易水道事業特別会計補正予算

（第３号） 
25.３.22 原案可決 

諮問第  １号 人権擁護委員候補者の推薦について 25.３.１ 同  意 

諮問第  ２号 人権擁護委員候補者の推薦について 25.３.１ 同  意 

推薦第  １号 西予市農業委員会委員の推薦について 25.３.22 推  薦 

陳情第  １号 国道５６号バイパス建設を求める陳情書 25.３.22 不 採 択 

意見書第 １号 

震災を見据えた災害に強いネットワークの形成を目

指す「四国８の字ネットワーク」等の整備促進を求

める意見書 

25.３.22 採  択 

意見書第 ２号 配合飼料価格の高騰対策を求める意見書 25.３.22 採  択 

意見書案第１号 

震災を見据えた災害に強いネットワークの形成を目

指す「四国８の字ネットワーク」等の整備促進を求

める意見書（案） 

25.３.22 原案可決 

意見書案第２号 配合飼料価格の高騰対策を求める意見書（案） 25.３.22 原案可決 

発議第  ２号 
西予市議会基本条例の一部を改正する条例制定につ

いて 
25.３.22 原案可決 
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議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

 議員派遣の件について 25.３.22 承  認 

 


